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農林水E霊祭は，全閣民の農林水産業に対する認識を深め，農林次産業者の技術

改普及び経営発展の意欲の高揚を函るための国民的な祭典として，昭和37年，農

林水産業者に天皇杯が御下賜になったのを機会に，従来の新穀感謝祭を発展的に

拡充して始められたものです。

この農林水産祭は，農林水産省と日本農林漁業振興会との共催のもとに，各方

耐の協力を得て，毎年11月 23S ・勤労感謝の日を中心に開催され， ;iミ林水産業者

に天皇杯などの授与を行う均j江や寸安田民に農林水滋業を紹介する農林水産燥な

ど，きわめて多彩な行事を行ってきております。

昭和58年度は，その22回目に当たりますが，本年度の天皇杯などの選賞審資の

結采は，次のとおりです。

すなわち，従来からの農産等の 6 部門については，第22田農林水産祭に参加!し

た各種表彰行事( 364 件)において農林水産大百三設'を受賞した出品財601 点の Iゃ

から天皇杯を授与されるもの 6 点(各部門ごとに 1 点) ，内閣総理大臣賞会授

与されるもの 6 点(同) ，日本幾材'i，\~\業f反興会会長賞 Eと綬与されるもの 7 点、(幾腹

部門 2 点，その他の部門 1 点)がそれぞれ選考されました。また，ひらづくりの

部門については， 44線道府県からそ千 1 点推薦のあったむらづくり事例の中から，

天皇杯，内閣総理大箆賞をと授与されたもの各 1 点，農林水産大隠賞を授与された

もの15?\がそれぞれ選考されました。

農林水産祭において表彰されたこれらの受賞者の優れた業績は，農林水際業の

近代化や豊かで住みよい縫Illt)魚村づくりへの生きた指械として，関係各方面の方

々に大いに禅益することと思ll-、ます。ここに， これらの業舗の概要(むらづくり

部門は7JIJ fIlt )宏とりまとめて発行することといたした次第です。

終わりに，本:持の編集に御協力をいただいた執筆者その他の関係各位に対し，

深甚の謝意をと表します。

昭和 59年 3 月

財団法人 日本農林漁業振興会
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皇杯受賞

出品財水稲@大豆作経営

受賞者中田正男

{秋悶県北秋悶 lilí比内町HMi1j:j':続場44)

障壁受覧者の略歴

秋田県比内町は，県の北東部，大館盆地の一角に位置する人口約14，∞0人の町

第 1 圏受3撃者の所在地 で，天然記念物の「比

E 内鶏」や躍のキャビア
N 

口
M
+
中
市
珊

山形燃
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ともいわれる「とんぶ

り J の特産地として知

られている。

町の産業の中心は農

業't'， 1 ， 607戸の藤家

が 2， 020haの耕地で米

ほか薬たばこ，大豆，

とんぶり等を生産して

おり，最近は野菜やホ

ッフ。の栽培も盛んにな

ってきている。

この地域は，盆地特

有の内睦型気候に属し，



年平均気温が1O.5 0C，年開降水量は， 1， 795酬で，冬期には積雪量が 1-2mに

達する積雪寒冷地であるが，中田氏の住んでいる向田進落は，米代)11 の支流，犀

川!の沖積層からなる肥沃な土壌条件にあり，町の中でも稲作には最も恵まれた地

域となっている。

中田氏は，昭和26年，この地方の慣習にしたがって，中学を卒業すると同時に

就農し，最初は父の半とで農作業に従事していたが，次第に稲づくりへの興味が

湧きはじめ，昭和30年，父と相談して，水田の 3 分のし約70 a を自分で肥培管

理することになった。はじめは，見様見まねの穏づくりで，失敗の連続であった

第 1 表比内町の概要

区 分 実 数 区 分 実 数

総土地面積 2 0, 4 8 8 ha 農業総生産額
( 100 )百万円

2, 5 2 8 

総人 1 3, 8 9 7 人
( 70.6 ) 

口 うち 米
1, 78 4 

絵、世帯数 3, 45 3 f1 
( 4.9 ) 

うち葉タバコ
1 2 4 

農家戸数 1, 6 0 7 戸
( 2.7 ) 

うち大 昆
6 8 

耕地面積 2, 0 2 0 ha 
( 2.2 ) 

うちどんぶり
5 5 

が，父の指導及び，昭和35年，米の多収穫技術の研究をねらいとして発足した，

「向田農事研究会」に参加することにより，農業改良普及所や試験場などの指導

を受けながら，集落の仲間とともに多収穫技術の習得に励んだところ，昭和39年

には r米づくり日本一表彰事業」において， 698 k'}の収量で秋田県の第 2 位を

獲得し，また，昭和44年には秋田県が実施していた r750 k'} どり集団ほう賞制度」

に向田農事研究会として参加し， 3ha集団のlO a 当たり平均収量758 k'}で，優秀

賞を獲得するなど，大きな成果をあげるまでになった。

一方，昭和30年代の後半から稲作についても頗次機械化が進められるようにな
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第 2表経営規模の拡大と水稲 1 0 a 当たり収盤の推移

木 関

繍I駐2十
計

憾を作勺
転作悶

た回

S26 
a . a a 
2 4 3 I 4 5 I 45 

3 0 3 6 • 266 266 

35 460 420 4 2 0 

4 3 460 • 2 0 4 20 
45 460 4 2 0 4 2 0 

46 5 I 0 4 7 0 370 I 00 

4 9 780 760 
600 i晶年続行

(260) 16 0 

50 780 760 
7. 0 通年民基行
(2 6 0) 20 

53 7 R I 78 0 
7 2 0 

60 
(2 6 0) 

55 8 4 I お 4 0 
680 

I 60 
(2 60) 

57 84 1 84 0 
680 

160 
(260) 

詑) ()内は.受託言語欄である.

り，また42年には父から

全額的に経営を引き継い

だこともあって，労働の

軽減と経営の合現化のた

め，氏も積極的にこれを

取り組み， 46年には田植

機を導入して機械化一策

体系を確立し，その後の

経営規模の拡大への基盤

を整え，手始めに， 46年

に水田50 a を購入し， 49 

年には農協の斡旋によっ

て水田260 a を借り入れ

するとともに，経営規模

に見合った機械，施設の

更新を行ったほか，さら

に55年には60 a の水田を

購入して，現在の 8.4ha

木裕10. 当

熔 f商 E霊
たヲ町収量

a 岬就塁塁
98 

98 S 2 8 勾 30牢蝿・水田 1 'l 1 a ø.入|

40 
S 3 I 畑 5 8 .水出化

S31-33 閣・水田 96. 購入

40 768 

40 82 8 

40 768 水際 50. 峨入

20 7 I 4 
受託 260 A 

l[，量産綴備による士置の*1Il化 2 o. 

2 0 7 38 

l 7 08 l[，銭擬備により畑町水由化 20.

l 6 30 水悶 60. 磁入・冷~

l 720 

第 2図轡場の配置
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自宅の躍にて

第3表大豆の 1 0 a 当たり収量の推移

々と1
平均 10 a当たり収量 ( k'l ) 中国 1 0 a 当た

り収量に対する

53年 54年 55年 56年 57年 5 カ年平均 比率

中 回 305 350 250 300 336 30お 100 

向田集落の平均 215 260 210 260 285 246 7 9.8 

比内町の平均 168 171 148 136 247 174 5 6.5 

秋田県の平均 144 154 154 151 182 157 5 0.9 

の規模にまですることができた。

また， 45年から実施された米の生産調整を契機として，新しい作日の導入とそ

の定着化にも積極的に取り組むこととし，農事研究会の中に新たに「転作研究会」

第4表家族構成

1湾主f齢 労働能力
終業従事

業 分氏 名 続柄 作 控 備 考
日 数

中岡1E男 本人 4 7 1.0 2 1 6 稲作と大包栽培

ヒサ 基E 43 1.0 265 野菜(自給用)栽情と作業日誌の記綴

好雄 養子 28 研修中，将来は畜産を担当予定 57年結婚

ミユキ 長女 23 0.5 J 5 0 家事と家計簿，霊益事会計の記綬

長 f台 父 70 29 山林( 67 0 a )の縫営

ミヨ 母 63 1.0 200 野菜の加工と養鶏(いずれも自給用)

恵美子 次女 1 8 

君子 三女 1 6 

-12 -



を組織して，その中で話しあった結果，稲作と労働射に競合しない大豆を導入す

ることとし，単収の安定，品質の向上を図るために研究会の仲間とともに研究を

第 5表主な農業機械・施設と利用年数

育苗施設 ノfイプハウス 575 rr? 播穏プラント育苗機

乾燥施設 作業場 191m2 乾燥機 2 台籾貯留タンク 2基籾摘調製機一式

格納庫 木造農機具格納庫 3 9 rr? 

管理舎 木造 3 9 rr? 

農 杉並 兵 名 台数 性能馬力 導入年次
利用年数

摘 要
中国 標準

トラクター 28P8 849 9 8 

代かきロ…タワー 1 2.8 m用 84 9 9 S 

回 植 機 1 乗用 6 条 853 6 5 

防 除 機 1 マウント型1 ， 000 .e. 84 9 9 5 改造

コンノ〈イン 1 自脱 4 条 85 2 6 5 

84 7 1 1 8 
乾 燥 機 2 篠環 6.2 t 

849 9 8 

籾 摺 機 1 4 インチ 845 1 3 8 一連作業方

ライスグレーダー 1 847 1 1 8 式に改造

包 装 機 1 847 1 1 8 

85 1 7 
ブ ツ ク 2 1. 5 t , 0.35 t 5 

853 5 

トレーラー 1 2.0 t 849 9 4 

ライムソアー 1 3 00 k9 852 6 5 

会詰卑 理 機 1 4.5 P 8 854 4 5 

草 メ日 機 1 驚かけ 849 9 5 

擦 穣 機 1 立型 849 9 5 

予ぎ →沼+- 機 1 600 箱/1 回 84 9 9 5 改造

散 粉 機 1 4 0 cc 852 6 5 

手IJ用年数は， 5 7 年度現在である。様準の年数は，大蔵省「農林業用減価償

却資産の耐用年数」による。
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重ね，また，転作田を団地化して集団転作として取り組み， 5~手には，集団で10

a当たり平均収量352 k9をあげて，県の「大豆生産優秀集団ほう賞制度」で優秀

第 6表昭和 5 7 年度の農業経営の状況

作 自

項 目 総 綴
水 紛 大 立 そ ~ 異母

作 H 規 機面積841 a , 3 0 羽 680 a 1 4 0 a 2 1 a 3 0 羽

1 0 a 当たり収， iま 720 岬 3 3 6 岬

者l 収 入 18， 332， 791 円 15， 169， 568 円 2， 762， 723 河 306， 000 円 94,500 1'l 

現 金 収 入 17， 632， 305 1 4, 9 0 7, 0 8 8 2, 725,217 。 。

種 笛 要警 182, 130 1 1 8, 7 9 6 4 9, 7 8 4 1 3, 550 

家 迩 Eを 6, 000 6, 000 

隠 料 事雪 1, 267, 159 1, 1 3 1, 4 8 6 104, 398 3 1, 2 7 5 

鈎 料 焚 36,000 36, 000 

量量 ~ 費 444, 078 378, 760 5 5, 1 1 8 10, 200 

材 事十 費 381 , 917 345, 490 29, 332 7, 0 9 5 

光熱動力按 462, 000 44 5, 1 1 6 1 3, 138 3, 7 4 6 

4、重量共及修議焚 234.556 204, 312 1 9, 1 5 2 1 1, 092 

償 却 費 412, 678 3 0 5, 7 9 6 96, 082 10, 800 

支払小作料 1, 8 0 1, 9 4 7 1, 4 4 1, 5 5 8 360, 389 

農業被}置費 20, 0 0 0 1 6, 2 00 3, 4 0 0 4 0 0 

負債利子 2 5 9, 0 0 0 2 0 9, 7 1 2 43, 1 7 6 6, 1 1 2 

土地改良共済費 497, 689 439, 687 50, 9 03 7, 099 

2十 6, 005, 154 5, 036, 913 824, 872 1 0 1, 3 6 9 42, 000 

盛量 築 所 得 1 2, 3 2 7, 6 3 7 10, 132, 655 1, 937, 851 2 0 4, 6 3 1 52, 500 

所 得 司日 自 7.2% 66.8% 7 0.1')'0 66.9 % 55.6')'0 

家族 1 人当り農業純収益 3， 522， 182 内 2， 895， 044 円 553， 672 円 一円 一円

家銭 1 日当り " 1 4, 3 3 4 円 24, 1 80 円 2 9, 1 4 0 円 一円 一円

耕地10 a 当。 " 168， 009 円 170， 209 門 1 6 4, 1 6 0 問 9 7, 4 4 3 円 円

耕地lO a 当り農業組収益 217， 988 河 223， 082 円 197， 337 円 145， 714 円 一円

-14 -



賞を受賞するなど，一応の成果をおさめるに至った。

現在，中田氏は280 a の稲と 140 a の転作大豆を栽壊するとともに，日常の食

料品はできるだけ自給することとして， 21 a に聖子莱をと栽培し，家族の中で農作業，

記!様，野菜加工等をそれぞれ分担しながら，家族が一体となって働き，充実した

生活を送っている。

襲撃経営の概要

(1) 家族構成及び労働配分

家族は，中田氏夫妻と父母，娘 3 入と57年に結婚した長女の婿の 8 人で，皆営

規模の拡大と複合化に伴う労働強化を防ぐとともに，家族全員が資任と生きがい

をもって働くことができるよう，営農記帳，家事も含めて第 4表のように作業分

担を行っている。

(2)施設機械の所有杭兄

中田氏の施設機械の所有状況は第 5表の通りであるが，徹底した保守管理によ

り，その耐用年数は標準宏大きく上まわっている。

(3) 経営収支

昭和57年度の経営収支は第 6 表の通りとなっているが，農機具の保守管理の徹

底等により，経費の大幅な削減に成功し，組収益18， 333千円に対し農業経営費

6， 005 千円，差引農業所得12， 328千円で所得率67.2% と極めて効率の高いものと

なっている。また作目J:llJでは粗収入の83% は水稲， 15%は大豆によって得ている。

関技術・経営上の特色

中田氏は，現在の経営をと確立し，豊かで健康な生活を送るために，栽培技術，

農業経営，農家生活について，自分の創意を生かしながら多くの点で改善を行っ

ているが，それは次の 3 点を大前程として行っている。

①安定した収入を確保するため，作目と品種を適切に組合せ，良質安定多収に

努めること。

@経営全体の合理化のため，機械施設を有効に活用し，労カや経営費をできる
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だけ節減すること。

@家族が機能的に作業配分担し，働きがいがあり，健康でゆとりのある農家生

活を送れるようにすること。

1 良質安定多収を実現するための改善点

〔稲作〕

(1) 調査ほ場の設置とデータに基づく栽培設計の実施

各団地毎に毎年調査ほ場を設置して生育状況を記録し，各団地毎の土壌等の特

性をデータによって正確に把握し，次年度以降の栽培設計に活用する。

(2) 地力の維持増進

毎年稲わらのすき込みを行うとともに，土壌改良斉IJの施府(lOa 当たり熔りん

60kr;， 珪ケル100 kr;) と深耕( 15-17 cm) を実施し，健全な稲体の確保に努める。

(3) 穂子の全量更新

品種の持つ特性を最大限に引き出すために毎年種子を1009も更新する。

(4) 謂査データに基づいた施担設計

調査ほ場等で得られたデータをもとに施肥設計を行い，特にま場条件による

生育の不ぞろいが生じないようほ場毎に，あるいは同じほ場でも場所により施肥

量を変えている。

(5) 品種，育苗様式の適正な組合せによる労働ピークの緩和と適期作業の実施

地域に適した良質米品種として，早生種のアキヒカ 1) ，中生種のキヨニシキを

主体に，収益性の高いモチ米を加えた品種構成にするとともに，周到な管理によ

る健苗育成，適期田植えと田植期間の拡大を図るために，稚苗と中高の割合を 8

:2 とする育苗，移植方式をとる。

(6) 適切な栽植密度の確保

過去のデータから，栽植密度は地域の標準( 3.3 nf当たり均株)よりも多い

3.3 nf当たり切株とし，閏植えと補植を並行して行うことにより，必要株数を確

保する。

σ) 徹底した見田り管理

中田氏の栽培管理の最大のポイントであり '1 臼最底 3 屈は穏と q 対話"す
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肥料展示臨(上左)

大豆実証麹(上右)

家族総出で行う育苗作業(下)

る」こととし，この間でみた観察結果と過去のデータをつきあわせながら，水の

かけひき，追胞の時期，量を決めている。特に， 55年の冷害年には，出穂期から

間断かん7J<を行い，地混と水温在比べて高い方を選ぶなど，徹底した見間 9 管理

によって，冷害を克服した。

〔大豆作〕

(1) 閏畑翰換による連作障害の回避

大立は 3 年連作を摂度とし， Iま場の問焔輪換を実施している。 また，水田か

ら転換した大豆初作ほ場は生産力がi高いので，無肥料で除主主剤も使用しないで，

栽培している。

(2) ライ麦のすき込みによる地力の増強

大豆の立毛状態の時にライ麦{i::播虚し，それをと次年度の大豆播種前にすき込ん

で土壌の団粒化，地力の維持増強，さらには連作障害の防止を図っている。

(3) 穂子の完全更新とほ場の特性にあわせた施肥の実施

稲作と間梼種子は毎年100%更新するとともに，施肥については，転作初作目
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自宅で工夫して組立てた

乾燥調製機械

は無肥料とし 2 年目以降は「大豆実証ほ」の分析結果に基づいてほ場毎に施肥

量をと決定している。

料) 集団によるお音技術の協定

栽培技術の向上を図るため，転作研究会で研究，研修を行うとともに，栽培品

種，栽培密度，窒素施肥量等について協定し，栽培技術の高位平準化に努めてい

る。

2. 経営会体を合理化するための改善点、

中田氏の経営では，作業を家族の分担で行うことにより労働配分の合理化在国

っていることのほか，次のようなことにより，合理的な経営を実現している。

(1) 農舎，農機具の改良による作業の適定化と作業能率の向上

① 立体的な乾燥調製機械の配置

昭和49年に農舎をと改築した際，乾燥機を地表より 150 cm稜度下げて設置し，ホ

ッパ一部分を土聞と同じ高さにすることにより， トラックから乾燥機への籾入れ

の際の労働が著しく軽減された。また，乾燥から籾すり，選別，包装までの各作

業機を，中田氏自身が部品を購入して組み立てた昇降機でつなぎ，自動的に籾が

流れるように配置した。

② 温水循環式育商機の開発

温度ムラ等電熱線方式の育苗機の欠点を克服するため，昭和46年に，中古の風
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第3 間 農舎の農業機械苦言麓図

(f.;滋~I止摘では特に厳選のため
ライスグレーターによる選3り

から持母ぬ利用による車選隙
{縦終)へと連結させている。
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呂釜(灯油式)を使って，温水が循環する育苗機を開発し，さらに49年には，こ

れに改良を加え 1 回の処理能力を 600 箱と大型化し，健苗育成と育苗労力の省

力化を図っている。

③ 中型防除機の改良

適期防除及び労力軽減を図るため，昭和49年に中古の簡易防除機を購入し，こ

れを改造して， トレーラー， ドラム缶と組み合わせて，中型の高能率防除機に改

良した。その結果，約 7 haの箇場さとほぼ一日で処理できるようになり，また，薬

剤費節約の効果もでている。

(2) 徹底した保守管理による機械の長期使用

経営費の中では，農機具費が最も大きいウエイトを占めることから，中間氏は

通常の修理，部品交換はできるだけ自分で行うこととし，昭和50年に「大型機械

化技術研修」を受講する等機械の保守管理技術の習得に努め，冬期間は徹底した

整備点検を行っている。その結果，農機具の耐用年数の長期化が可能となり，稲

作経営費に占める農機具費の割合を15% (県平均は40~も)にまで引き下げること

に成功している。また，大豆作の機械施設については，農協有のものを集団で共

同利用し，過剰整備の防止に努めている。

(3) 野菜等の完全自給による現金支出の節減

家計費の現金支出をできるだけ抑えるとともに，安全で豊かな食生活を送るた

めに，転作田を利用して60種類を超える里子葉等をと栽培して完全自給を留るととも

に，鯉の養殖，鶏の飼育なども行うほか，漬物や味噌，豆腐等の農産加工品の製

造も独自の工夫を凝らしながら行っている。また，農舎や家屋の増改築材も購入

しないで，自家山林で賄っている。

(今農業簿記の記帳と家族月給制の実施

経営分析，診断を行うとともに，生活の合理化を図るために簿記を記帳し，こ

れをもとに家族内で話し合いながら次年度の経営設計，生活設計をたてている。

また，農家であっても，各人が自由に使えるお金がないと励みがないことから，

51年から家族月給制を導入している。
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第 7表 わが家の自給野菜等の作付総兄

1.野菜類

(1)色のこい野菜( 1 6 種)

ほうれん革・春ぎく・ブロッコリー・ニラ・パセリ・ビタミン莱

かぼちゃ・にんじん(長・秋・早生)・シソ・朝鮮にんじん・小松菜

赤かぶ・赤とうがらし・ベビーキヤ口ツト

(2) 色のうすい野菜( 3 3 穏)

大根・天春大根・二十日大根・かぶ・トマト・シュガーランプ

プチトマト・カリフラワー・セルタス・セロリ・レタス・スイトコーン

きゅうり・ねぎ・なす・きゃべっ(春・秋)・どート・ピーマン

いんげん・わさび・オクラ・玉ねぎ・みょうが・かたうり・チョロギ

ごぼう・はくさい・菊(大・夏)・えんどう・菜豆・アスパラガス

芽キャベツ・かいわれ大根

(3) いも類( 5稜)

さつまいも・じゃがいも・長いも・っくねいも・皇いも

(4) 豆類( 5 種)

みそ用大豆・食用大豆・小豆・ささげ・溶花生

(5) 果菜類及び果実( 5 種)

いちご・すいか・メロン・ぶどう・かき

2. きのこ類( 4 種)

なめこ・しめじ・ひらたけ・しいたけ

3. その他( 3 種)

卵・鶏・鯉

襲撃経営・技術の評価と普及性及び今後の課題

(1) 経営・技術の評価と普及性

中田氏は，就農以来，農業技術の習得に努め，その技術の向上のテンポにあわ
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せて，経営規模の拡大を進める等，緩めて現実的で無理のない方法で現在の経営

を確立した。その技術面での特徴は，作業別10a 当たり投下労働力においてもみ

られるように，機械化によって省力化宏行う反面，育苗，肥培管理には十分な時

間をかけて，健全な稲体を作ることに努める等合理的な考えに基づくものであり，

そこに，氏の農業に対する情熱を感じさせるものである。

第 8表 1 0 a 当たり所要労働時間

総作業 うち雇用 動 カ その集落 その府県 作業別にみ

作業名 て労力節減

時 開 労働時間 作業時間 の標準 の標準 をどした点

育苗一切 9 I 7 2. 1 9.5 8.5 時間 ム1. 2 時間

耕 起 1 I 0 0.5 1.2 5. 1 2.4 

代か き 1 7 O. 7 2.0 

施肥僅月由 2 I 6 1.2 2.5 2.4 ム 0.2

間 稿 7 0 O. 7 7.5 7.6 0.6 

除 草 2 I 5 5.0 6. 1 3.6 

施肥 G皐月四 2 I 0 0.3 1.5 1.4 ム 0.6

栽培管理 13 I 2 1 1. 0 1 0.2 ム 3.0

防 除 1 5 0.6 1.7 1.5 。

収穫調整 8 I 1 7.0 1 1. 5 13.3 5.2 

49 3 1 1. 4 5 3.4 5 6. 1 6.8 

中国氏の技術は，長い経験に培かわれたものであり，一言で言えば篤農的なも

のといえるが，家族生活をとも含めた，農家経営全般に関する考え方等，他の農家

の参考になる部分も少なくないと考える。

またこの他に，中田氏は，氏の技術を紹介するために次のようなことを行って

いる。
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①展示ほの設置による技術の公開

普及所や町などの水稲技術展示広実証ほを積極的に引き受けるとともに，向

田農事研究会の現地検討会の場として自分のほ場を提供するなど，自分の技術と

経営改善の成果を公開している。特に， 55年の冷害以降は「冷害に負けない米づ

くり農家」として注目を受け，県内各地から多くの視察者を受け入れている。ま

た，大立についても ，1IlTの展示ほとして，集落と町の現地検討会の場として提供

している。

② 県の指導農業土としての体験発表等の活動

中国氏は，現在町の「稲作集団連絡協議会会長」と「集落農場化友の会会長J

Sと務めているほか， !棋の「指導農業土」として，依頼があれば自分の体験発表，

経営改善の成果などについて講演を行っている。また，町の広報誌，その他の雑

誌，新聞等の取材にも璃極的に応じ，技術，経営の公開を行っている。

①野菜等の加工，保存樹荷の公開

自給野菜の加工，保存技術については，氏の母と夫人が集落会館等で発表する

とともに，地域の人たちと共同で研究，研修を行っている。

(2) 今後の課題

( 10 袖経営の確立

稲作と大豆については，まだ省力化が可能であり，また家族労働力も増加した

ので購入又は受委託等によって経営の規模拡大を図り，現在の機械装備からみて

も最も適当と考えられる， 10ha経営在確立し，更に効率の高い農業を実現する。

②後継者の育成と複合新作自の導入

会社勤めをやめ，本格的に就農するようになった息、子(娘婿)のため，当面は

作業分担方式を取り入れ，近いうちに経営の一部をまかせ，農業の良さ，面白さ

を身をもって味わってもらいたいと思っている。また，今後は，よ 9 一層地カを

増進するためには，堆J1E.を施用することが最も有効であるとの考えから，また，

動物好きの息子の希望もあることから，将来は畜産を導入し，より安定した複合

経営を確立したいと考えている。
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③ 自家農産加工品の商品化

各種の自家野菜等の加工を行い，その数も50種類 (50 万円)にも及んでいるが，

今後これを関係機関等Ø::十分検討を加え，商品化できるものは商品化する方向で

検討する。
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家族の機能分担で大規模経営の確立
中田正男

父から経営を継承し，年間2， 000 時間

の就燦で薬事せる震建築を目標に努力してき

ました。

また，家族の職場確保は，規模の拡大

にあると脅え， j変任と主主かがいを持って

1動けるよう家族の機能の分銅を図。，営

盤整記綴，家事を含めて家族労働力ã-合理

的に配分することに努めてまいりました。

これによって，家族全員の経営参加と

理解が得られ，無理のない段階的な規模

拡大が関られたと考えております。

稲作技術iま，徹底したほ場の見回 9 と

溺3筆記録を基に，土機区分図，生育過程

予想、図を作成し成育の縫保ã-図りつつ，

低コスト生産の実現に努めております。

その結果，現在では10a 当た1)，穏作

では750 k9， 大廷では320 k9を安定的に

生産できるようになりました。

しかし，これらの技術は，普及所在と始

め関係機関団体の御指導の賜物であり，

その御指導を忠実に守りつつ，自分なり

の工夫を加えて組み立ててきた結巣であ

ると忽っております。なかでも， Iま場整

備後の土壌条件の把握さらにはこれに対

応した土づくり，品種の選定，水管理と

いった栽策技術の改畿については，これ

まで多くの奮い体験をくりかえしつつ，

今日にヨさったわけであります。

次に生活衝では，家族の機能分担を生

かし，重量君主でなければできない，野菜，

果実，きのこ，鶏卵などの自給を隠り，

家族全員それぞれが自分の時間をつくり，

滋味と実援をいかしながら，楽しく明る

い生活を営む体制ができたものと思って

おります。

昭和57年にぎ童子をむかえたことによっ

て，現在は労働力に余裕が生まれました

ので，娘夫婦には新しい経営対応を研究

させ，私が父の背を見てきたように，激

動する録業情勢の変化に取り残されるこ

とのないよう，棄に燦に生きる惑ぴを味

わうことのできる生活が営めるような盤建

築経営を目擦に努力してもらいたいと患

います。

今後は，自分のこれまでの体験をグル

ー 7'活動を通じて地域幾多能の発控室に微力

を尽くして参りたいと怒います。
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内閣総理大臣歯受賞

出品財大豆集団

受賞者初回大豆生産組合
(代表者村中悟)

(山口県美称君11秋芳町大字岩永下郷1902)

翻集団の概要

秋芳l1ITは，秋芳禍や秋吉台で有名な園定公癒を有しており，観光と藤林業を程

よく組合せた町である。農業は中山間地幣で経営規模も小さいこと等，困難な条

件が多いにもかかわらず，穏作を中心に大豆，ナシ，ブドウの栽培をはじめ，ス

イカ，メロン，イチゴ等の施設関芸も積極的に行われており，さらに生産物の加

工やナシ狩り等の観光農業への取り組みも活発である。

第 1 関受賞者の所在地

ro 
つ
白

このように，幾業に

とってはそれ程恵まれ

た条件にあるとは言えな

い秋芳町ではあるが，

町ぐるみで農業振興に

取り組むことによって

着実に成果をあげるに

至っており，その成巣

の一つがここに紹介す

る初回大豆生産組合で

ある。



初悶大宝芝生

産組合のメ

ンハー

ところで r打~-1という字は見慣れない方も多いことと思うが，これは稲わら

会かつぐための両端を尖らせた棒のことを意味している。もち論，現在では全く

使われていないが，古くから山あいの水田作にとっては重宝な幾具であったらし

し、。

この「初」という字を冠・した「初泊J は，山口県西部の秋芳野Tの中山間棚田地

禄:に位置し，厚東)11上流の)11岸に開けた標高100 mの主主地である。土壌は強粘般

の灰禍色土壌であるが，適当な傾斜があるため排水は良好である。年平均気滋は

14.3 "cで季節別の較蓋が比較的大きし年平均降水量は 1 ， 850mmである。

初出のある岩:記也区の農業の概嬰は，第 l 表に示すとおりである。水間作がほと

んどで 2種兼業農家が 7 割近い。経営規模は lha前後が中心で，農業の担い手

はやはり 50代以上が大半となっている。

初回大豆生産組合(第 2 表)は， この岩永地区の平均自句集団であって， 28F�(j) 

農家で構成されている。専業幾家 2 戸 1 種兼11戸 2 穏兼15戸となっており，

小郡近郊という条件から 2 種兼業農家を主体とした集団である。組合全体の経営

面積は31. 3 ha で， 1 戸当たりの平均面積は1.12 haとなる。基幹作物は水稲であり，

中核農家は肉牛，野菜等を導入した複合経営を行っている。転作実施面穣は 4.70

第 1 表秋芳町岩永地区の概要

(1) 留畑別耕地面積
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(2) 専兼別農家数，中核農家数

専兼31J農家数

総農家数 専 業 第 1 種兼業

戸 数 312 戸

密j i口〉、 100% 

〈参考>
133 1 戸田T全体

(3) 経営規模別農家数

(4) 農業就業人口

男

農家人口 599 人

農業就業人口 131 人

就 業 率 2 1. 8 % 

年令別農業就業人口

2 2 戸 7 6p 

7.0% 24.5% 

118F 324戸

水稲十イチゴ

6 戸

女 百十

694 人 129 3 人

2 R 8 人 419 人

4 1.4 % 32.4 % 

就業人口
16- 20- 30- 40-

1 9 才 2 9 才 3 9 才 4 9 才

男 1 ::l 1 人 6 人 5 人 7 人 1 0 人

女 2 R 8 6 2 1 2 9 3 9 

言十 419 1 2 2 6 3 6 4 9 
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第 2種兼業

214戸

“ 8. 5 ~ら

お 8 9 戸

50- 60-

5 9 才 6 4 才
6 5 才以上

27人 2 1 人 5 5 人

79 3 8 7 6 

106 5 9 131 



haで，大主主を 3.85haと最も多く作付けている。

この組合は，昭和田年に集落センターな設置したことを契機とし，活性化され
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第 2表柏田大草生産組合の概要( 5 7 年度)

農家戸数 専業 2 戸 1 兼 1 1 戸 2 兼 1 5 戸 計 2 8 戸

経営耕地面積 水回 2 7.9 ha 普通畑 2.2 ha 樹園地1.2 ha 計 3 1. 3 ha 

対象水田面積 転作目標面積 転作期価積 連担団地面積

2 8.3 9 ha 4.64 h呂 4.7 0 ha 3.7 0 ha 

車三作状況 車三作作物

大立 3.8 5 ha，野菜 0.2 2 ha，銅料作物 0.2 5 ha , 

果樹 0.2 6 ha ，その他 0.1 2 ha 

た集落活動をベースに昭和56年 2 月 1 日に設立された。組合の結成に当たって最

も問題となったのは，ブロックローテーションの導入にあった。中山間概田地幣

で水系が複雑に入り組むという惑条件の中で，対立する利害を調整し，水田作に

大豆をとり込んだブロックローテーションを実現させ得たのは，組合長を中心と

する再三にわたる話し合いの結果もたらされたものである。

56年以降は，このブロックローテーションを着実に進め，大烹については第 3

表に示すように56年300 k r;, 57年468 kr; と単収の飛躍的な向上を納めており， 58

年についてもら00 kr;近い作柄が予想されている。

第3表大豆の収量推移 単位:kr; / 10a 

U之と 5 5 年 5 6 年 5 7 年 5 8 年
当大豆生産組合 1 80 300 468 

山 日 県 8 2 1 8 8 1 9 9 188 

また，第 4 表に示した検査格付状況をみても57年産では 3 等級以上が100% 

であり，県平均の65% を大きく上回っており，収主主性に加えて品質面でも優れた

成果をと納めている。さらに，経営面積に合った機械化，共同作業を進めることに
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よ IJ ， 10 a 当たり労働時間は19.6 時間( 57年)と省力化が関られている。

4表大豆の検査格付状況 ( 5 7 年産)

出 荷 等 級 率 ?も

1 等 2 等 3 等 4 等 格外

当大豆生産組合 1 7.0 5 5.8 27.0 O. 2 

出 口 L祭 5.0 1 9.8 40.2 2 6.3 8. 7 

このように，農業経営の商では必ずしも恵まれているとは言えない条件下にあ

って，組合長を中心とする組合員の不断の努力により，年々着実に成果をと得るに

受っている。

昭和56年度には，山口県大豆作経営改養共励会努力賞， 57年度には，間最盛秀

3え並びに金歯立類経営改欝共励会幾林水産大臣賞を得， 58年度には，農林水産祭

における内閣総理大臣賞の栄を受けるに至ったのである。

扮回大豆生産組合が，このような成果を納めるに至った背景として，山口県当

局の大豆作振興への積極的な取り組みが特筆される。山口県は，水図利用再編対

策の開始以前，大立単収は120 k<;にも満たない状況であったが， 53年以降毎年飛

盤的に単収を延ばし， 53年産 149 k<;， 54年産 163 k<;， 56年産188 k9, 57年産199

k9 と推移している。

山口県の地道な大豆{特辰興の大きな成果が実 9 つつある本年，その典型とも言

える柏回大豆生産組合が内閣総理大伍賞をと受賞するということは時宜にかなった

ことといえよう。

盤経営の概要

昭和57年産の10 a 当たりの大豆作経営収支を示した第 5表によると，単収430

k9の場合粗収益が 120， 400 丹，経営費28， 800丹となり，差引所得は91 ， 600円にも

なる。これに能作奨励金67， 800 円を加算するとlO a 当たり 159， 400 円の所得となり，

400k9以上の単位の単収があれば相当程度の高い収益が実現されている。

宅
g

ム
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J
 



初出大室生産組合の翻場

総合の大豆作の耕種概要は第 6 表に示したとおりである。農林登録品種のタマ

ホマレを導入することにより，は種を従来の 7 月から 6 月初旬にまで平めたこと

が特徴的である。土づくりについては，堆肥を 2 t と苦土石灰を80k'l散布してお

り，耕深も 15 cmときめ紬く行われている。は種は，陛巾57cm， 株間16cmで 10 a 当

たり 3 k'l のは種最であれ栽植本数にすると 1 万本を結える。除主主につい

ては，は種後すぐに土壌処理を絡し，その後は 2 度にわたる中耕により，完全に

第 6表大豆の経営収支( 5 7 年度)

粗収益① 1 2 0, 4 00 円 ( 4 3 0 k'lx 2 8 0 円 /k'l ) 

経営費@ 2 8, 8 0 0 円

内訳 償却費 9, 4 90 円

変動費 9， 79.5 円

光熱動力費 3， 115 円

諸材費 5 0 0 円

賃借料 3,4 0 0 円

修善補修費 1 ， 500 円

小農具費 1 ， 000 円

所 得@ 9 1 ， 600 円 (①一②)

転作奨励金⑨ 6 7, 8 0 0 円

総所得 1 5 9, 40 0 円 (@+@)) 
」一一-ー

つ
山

内J



第 6表大室生産技術のまとめ

( 1 0 a 当íJ ) 

作 業 月.日 時間 内 d廿v 

堆 堆肥運搬散布 5“ 1 0 1.5 トップカー 2 t 
j等:JE 
震安度矯正 5.2 0 0.5 苦土石灰 p, 0 k'J 

耕 耕 起 5.21 1.0 彩十 深 1 5 cm 

起 3妥 t迎 6. 4 0.5 1 回

等 施 月巴 6. 5 PK化成 4 0 k'J 

播 種子予措 6. 5 播穏機 3 k'J 
1.0 

種 t番 種 6. 5 5 7.2 cm X 1 5.9 cm 

除草 除草剤散布 6. 6 0.4 動力噴霧機，サターンパアロ

I~ アブラムシ類 7. 2 0.2 動力散粉機

紫 斑 病 8.20 0.2 

除 アブラムシ類 9. 5 0.3 スミトップM
3-5k'J 

中 6.22 2.0 

耕
中耕. :f音土 管理機

7. 5 2.5 

収 メせ 取 1 0.23 4.5 刈払機，手作業(島立 2 ) 

穣 脱 穀 1 0.3 0 2.0 動力脱粒機

調 乾 燥 1 1. 1 1.0 平型乾燥機(農協利用)

製 収穫・出荷 1 1. 2 2 2.0 選粒機( 11 

1 9.6 
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コントロールしている。拐除作業i土，通算 3 回行い主にアブラムシ類や紫斑病に

に対しての薬散が行われる。培土作業は，高収量を得る上では特に重要となる作

業であり，柏田においても念入りに実施されている。収穫作業については，ほ場

規模が小さいこともあってどーンハーベスターの導入は遅れており，現在のとこ

ろ刈払機が主体となっている。乾燥・調製については，農協の施設在利用するこ

とにより，仕上げ乾燥及び選別配確実に実施している。

以上のよr うに，初出大豆生産組合では大豆作にとって最も大切な基本技術の励

行に特に意が注がれており，対陣的な単収位向上をともたらすことに成功している。

また，こうした作業を効率的に進めるための機械化も盟られているところであ

り，脱粒機，選粒機，集荷揚-については農協の方で整備しており，は種機，管理

機等については総合の方で整備しており，安価な使用料で貸し出されている。

関受業財の特色

初回大豆生産組合の特色としては，中山開祝日田地帯に位霞し 2穏兼業農家が

大学ま占めるという農業経営にとっては極めて不利な環境の中において，集団化

を実現した上で，土地利用型農業に取り組んでいることがまず特繁されるべきで

ある。

さらに，こうした条件下にあって500 k'lにせまる高単収を実現し，年間労働時

間も20時間を切るという省力化を図っていることは画期的な成果と言える。

その他の具体的な特色としては，以下の点lこ護環できるものである。

(1) 第 1 留に示したような複雑な地系・水系をもち，ややもすれば科書が対立

する中山間棚田地帯にあって，ブ口ツクローテーションの導入を実現させたこと。

(2) 大豆品種をいち早く良質多収の「タマホマレ」に統一し，は種適期を早め，

大豆の生育期間を充分確保することによれ多収を実現させたこと。

(3) は種，培土，病害虫防除等の作業告と機械類rr共同購入することにより集団

ぐるみの一斉作業とし，烏害，虫害の@]避と作業の効率化在留っていること。

(4) 大豆栽培上のきめの締かな基本出荷を励行することにより，第 7 表及び写

真に示すように，理怨的な生育型をもっ大豆を実現させていること。
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柏田の大主主ど

組合長の村中氏

(5) 斎藤農家とのi制巴，稲わら交換により地力地巡目と開っていること。

(6) 適期適作業を一斉実施するための有線、欣送等の利用による情報の伝達を徹

底していること。

第 7表生省と収量

茎長 主薬 rJ ili ば当 m' 当 1 節当 1 爽当 10 a当 10a 当 10 a 当 首粒重

稔きた 全重 茎重 収量

(cm) 節数 総節数 総数 爽数 爽数 粒数 ( kt; ) ( kt; ) ( k9 ) (タ)

97.0 19.0 447 939 907 2.0 1.7 855 262 468 3 0.0 

し一 一…

品種:タマホマレ 1 0 a 当たり本数 1 0， 995 本

開花期: 7 月 2 8 日- 8 J'] 5 日 成熟期 1 0 月 2 2 日 -2513

組合の特色としては，以上のようなことがあげられるが，この総合は我が閣の

幾業立地の kで一つの典型といえる中山間棚岡地常にあって，ややもすればその

不利な阪のみが強調されがちである中で，土地利用裂の農業経営が成立するとい

うことの一つのモデルケースとして注目されるところである。

鑑今後の課題

枯回大豆生産総会が今日にき5ったのは，組合長の村中倍氏の指導力に負うとこ
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ころが大きいことは言うまでもない。氏は農業に従事する傍，農協等において各

種役職をこなし，現在は部落長としても村の発展に貢献されている。氏のこうし

た農業にとり組む熱意にほだされて，近年若い後継者のU ターンも相次いでおり，

村の今後の展望に明るさをごみせている。

村全体の農業生産への意欲の高揚の中で，ほ場整備，農道整備等の土地基盤整

備の推進への気運も高まっており，現在この事業の実施に向けて話し合いが進め

られている。中山間棚田地帯では，こうした事業もなかなか進まないのが実態と

言える中で，柏田の取り組みには注目される。

さらに今後は，大立作に麦作を組み合わせて，転換畑の有効利用を図ることが

必要である。また，柏田集落だけでなく近隣集落とも力を合わせた農業経営，す

なわち機械，施設等の相互利用~進めることは，一層の生産費節減を図る上で重

要なことと考えられている。

このように，初回大豆生産総合はまだまだ検討すべき問題をかかえているが，

組合員の団結意識も強く，中山間地における土地利用型農業の牽引車としてます

ます期待されるところである。
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大豆集団栽培を契機に集孫づくり
村田大豆生産組合

(代表者村中熔)

私透の集滋l立， 1 l! 1::J!奈の中山間地主主に 備し，15f.収300 k9の成果をあげることが

位隠し，fllTの中心より約 4 Km離れた!?争か できました。このことにより!提言誌の;苔:織

なrJJ村です。燥地は 1I1 あいの撤回が主体 が高まり， 57年度はブロックローテーシ

で，燦家28戸(うち専業 2 戸) 1 戸~~ ョン方式により水系別に11ブ口ツク宏設

平均線地面積 lhaで，水田手IJ納得編対策 定し，栽培基準にもとずく適期適作業を

が始まった績は， 1伝作の定着化やl苛}由化 第 1 に共同管理し，共に励まし合いなが

どころではありませんでした。 ら努力した結果，反当り 468 k9， 労働時

私はさ当 i時燦業委員をつとめておりまし 間)9.6時間の成条をあげることができま

たが，差是業の危機を!汎に感じ，幾多義援興 した。本年度も，相当の収裁が見込まれ

iこはまずま長溶の話し合いが大切なことに ています。

務自し，昭和54年}支に集落セン亨-(l:完 このような成巣をおさめることができ

成(地i成長義政特別対策事業)致しました。 たのは役員の努カはもとよ札会員の熱

このことがそれ以降，水図利用再編対策 心な協力がき怒った結果でありまして深く

の訪し合いや，地域環境整徽，とりわけ 感謝してお 9 ます。幸い栄ある燦林水産

ほ場日産備実施の窓綴終発に大きな役割j を 大皮質，内閣総理大際賞安受1Jtすること

来したものと，思っております。 が出来，集落をあげて祝福しあい将来を

集F喜では，水E日手IJ用得総対策の敗り組 諮り合っております。今集落は水間利用

みについて再三の話し合いの結来，機械 得編対策による大立の集団栽培を契機に，

の共同利用者事によって省力化が可能とな 大きく怠識が変革しております。燦家間

り，しかも水稲にi2Ç敵するi反主主役のある の互幼意識が芽生え育ち，住みよい環境

大豆「ダ 7ホマレ」な転作作物として取 作りについての全員の絡し合いで 1 日も

9 上民生践の安定を腐ることに全カ投 与主いほ場整備の若手が待ち望まれている

球することに決定しました。 とともに，営差是体系や営差益組織作りによ

昭和56年度に大豆生産組合を結成し， ってー尾道の集落づくりに努力したいと存

それまでのパラ転作を団地化による集団 じます。

栽培にすることとし，技術研修はもとよ 今後とも皆綴方の御指導をお綴い取し

り，は穏機，脱粒機害事の高能率機械を整 上げ，受賞のことばといたします。
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日本農林漁業撮興会長賞受賞一一一一一一一一一

iH 品財み そ

受賞者沼富醸造株式会社
(代表l'í 十jJiJiJ{ i皮ìIト()

(長野県 u丹市中央 5 9 … 13) 

鰯受賞者の略歴

酒富醸造株式会社の歴史は江戸時代の中期にまで遡る。当時，信州上回落房山

村の地主であった初代柳沢富八が酒屋株を入手して， Jj寸下米から酒造りを始め，

その後，代々の家長が富八を襲名し，屋号配管八と称して，商売を拡げ，財をな

していった。

明治維新により，世相が大きく変った明治の初期，酒造りを営む親戚の中から

一軒ぐらいは別の商売をという話があり，明治 5年 4 月に一族の柳沢箆八勝信が

味噌，撞油の製造をと始めている。勝信は地域産業の振興に関心が深く，明治の中

頃には盤ì1il，味噌，椛の各組合を設立するとともに養子勝茂と協力し，上回銀行，

上回商工会，上回倉庫，田沢炭抗，上回瓦共有，上回温泉電鉄，上回運輸などの創

立，運営に関わり，上田地域の基本産業の創立に大きな功績を残している。

勝茂は大正 2 年に現長野県味噌醤油工業協同組合連合会の前身である北信盤油

造同業組合の結成に参加し，初代上田代表の評議員を勤めるなど，その後も業界

の発展のために先導的役割を果している。この間，.昭和 6年 2 月には会社を合資

会社，酒富商店としi 経営組織を改めた。

勝茂の孫，宗一は昭和27年 4 月に祖父勝茂の後を継ぎ取締役社長に就任し，昭

和28年12月 25 日に近代経営への移行を実現するため， t援富醸造株式会社を設立し，
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j蕗富醸造欄の役員(右から 2 人§が

柳潤皮津子社長)

械の本社・工場

それまでの合資会社溜富i瓶詰配地元での製品販売及び財産管理会社として分離し

fこ。

経営を源窓鍛造株式会社に移してからは，業界に先がけ，ボイラー燃料を石炭

から重油べ伝換するとともに，いち早く，自動製趨機やベルトコンベヤ一等

入し，製造設備の近代化と技術レベルの向上に努める一方，長野県味噌組合代表，

上回味噌欝油工業組合理事としても活躍したが，年若くして39才で他界した。

現社長の柳沢波津子・氏は昭和27年に前社長宗一氏と結婚したが，この年は宗一

氏の社長就任の年であり，理28年には沼富商店から澗富醸造株式会社への経営形

態の大転換が行われるなど，昭和20年代末から 30年代にかけての激動の時代を宗

一氏なたすけて会社の発肢のために尽してきた。

H自和39年 6 fj ，亡夫宗一氏の跡を継ぎ，代表取締役社長に就任してからは，経

営留では，昭和28年に分離した合資会社，溜笛商胞を昭和45年に吸収合併し，会

社の体質を強化するとともに， i鼠器密室の全面改装，包装設備の近代化など製造な

らびに品質管理部門の整備に努力してきた。ごまた，会社創業以来の伝統である業

界と手をたずさえての繁栄をお指し，長野県味精組合総代，上回味11曾檎油工業協

同組合理事，上田ソイイースト工業協間組合監査役等の役職をと努め県業界の発展

に協力してきた。一方，地域活動においても‘上前商工会議所婦人会副会長，社

会福祉法人かりがね学園理事，上回伝教婦人会理一事など多角的な活動をしている。
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自らの家業である味噌については，国産大豆，国産丸米を主原料として，伝統

技術を生かした個性のある「信州味噌J の醗造を指向し，長野県食品工業試験場，

信州場ミ噌研究所の指導を得て，麹菌，酵母，乳酸菌の選択，培養技術と伝統技術

を生かした原料処理，混合，熟成技術の追求を心掛けてきた。一方，信統的な製

造技術を取り入れるに当って，特に入念な配慮が望まれる工場の設備ならびに従

業員の衛生管理と衛生知識の徹底化女計るために上田保健所や前記研究機関の指

導，教育をと積極的に受けるよう常に配慮している。

審議受賞者の経営概要

酒富鞍造株式会社は，昭和28年に株式会社として発足して以来，経営の近代化

に努めてきたが， とくに昭和45年には同社製品の販売及び財産管理を行っていた

同系列の合資会社酒富商自の吸収合併と生産設備の近代化を積極的に進め，小規

模ながら特色のある味噌，醤油の醗造，販売を行っている。

酒富醸造株式会校は同族会社で，資本金230 万円(発行済株式4，600 株，額面

500円) ，年商 1 億 3 千万円(味噌 1 億 2 千万円，醤油 l 千万円)， 57年度の出

荷量は味噌の約600 t と醤油約4010ιである。主力商品である味噌については出荷

量よりも利益率の向上を目指しており， 55年以来 2年間に瓦って出荷量は減少し

ているが，計上利益では57年度には438万円と前年比170 %と順調な伸びを見る

など，経営む順調である。

会社の社員構成は役員が 5 名，従業員が10名(販売・事務3 名，製造 7 名)で

ある。

味噌等の醸造は敷地，建物，製造施設費などに多額の資本投資を必要とする一

方で，仕込から製品まで熟成の期間が長く，資本の屈転効率がわるいなどの経営

上の弱点が指摘されているが，酒富醸造では製造技術の合理化と時代に即応した

販売車勝哉の開拓などによって，これを克服する努力を重ねている。しかしながら，

年間 l 万 t を超える大手味噌企業が競合し，県産味噌の大半を生産している長野

県において，生産1 ， 000 t 以下の中小味噌企業は製造の合理化ばかりでは大会業

の圧迫を避けがたいとの判断から，大企業の製品とは一味ちがった味噌づくりを
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目指し，国産大豆，丸米jjj諒ヰの使用と{指先技術を中心とした，ていねいな騒造工

程による高品質の信州味噌の製造技術の開発を目指し，県内外の試験研究機関の

指導を受ける一方，県の農業試験場や県庁の指導を受け，生産者自体と協力する

ことによって高品質の国産大立，丸米の確保に努めている。

このような努力の結果が，笹秀な信外!味噌の醸造に成功し，長野県，全関味噌

協同組合連合会などの品評会で農林大臣賞，食糧庁長官賞，長野県知事賞，日本

農林漁業振興会長賞など，多くの表彰を受けたものである。

蹴出品財の特色

(1) 品質上の特色

出品財のサクラコメ印みそは，、酒富騒造株式会社が市販品として製造した信州、!

みその伝統を引継いだ淡色みそで，昭和57年度の農林水産祭参加第32回長野県み

そ， しょうゆ品評会(審査長，県野県食品工業試験場長，小林巌氏他22名の審査

員による)のみその部において307 点の出品の中から厳正な審査の結果，最優秀

と評価されて，農林水産大臣賞を受賞したものである。味噌の種類としては分類

上は淡色米辛みそに属するもので，色調は鮮やかで，香気はすっきりとした芳香

があり，味は調味のとれた，信州、iみその伝統を持った逸品であった。製品の分析

結果は水分45.5 %，食塩12.3%，全窪素1. 8 %，水溶性霊友素1. 0 %，全糖19.2 %, 

直糖16. 0 ~ら，酸度 1 8.0 ，乳酸22閉タ%， ìj\IJ色Y値(%) 26.5 , xO.436 , y 

0.4]0 ，硬度165，弾性68，粘性24，対水食塩濃度20.0% とすべての点で優秀で

あるが，我が閣のみその全生産量の約30~も近くを主主援し，全国味噌工業協同組合

主催の全国味噌鑑評会でも常に高い評価を受ける長野県産みその多くの出品財の

中から最優秀と評価され，農林水産大臣賞を受けたことからも，その品質がきわ

めて優れていることが裏付けされる。

また，原料や製造工程をみても，原料としては県産大豆のエンレイあるいは北

海道産トヨスズを用い，異物，不健全粒をていねいに除き，十分に洗浄した上で

加圧蒸煮によって処理し，原料米についても国産丸米を使用し，蒸しは伝統的手

法である「抜け掛け」の方式で行うなど，原料の厳選と品質本意のていねいな製

噌
『
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ぬ大豆蒸煮缶

伺原料倉庫( :ヱンレイ大主主)

造技術が製品の品伎を高めている。これは官能審査，分析試験などの成績からも

裏付けされている。また，本出品財からは漂白剤や合成保存料などの添加物やダ

ニ，昆虫の破片などの異物は全く検出されず，製造工程での品質管理や衛生管理

に十分な注意がすムわれていることが十分に裏付けされている ο

(2) 生産技術上の特色

①食品衛生酒の配慮、と対策

酒富醸造は食品の衛生，安全性宏極めて重視しており，工場漉設の衛生面には，

特に細心の注意を払い，県の衛生試験場や保健所の指導宏仰ぎ，施設の改善，従

業員の衛生知識の向上に努め，たびたび食品衛生優良工場としての表彰を受けて

いる。たとえば， 57年度の食品衛生監視表の成績をみても，給水及び汚物処理，

取扱方法，食品取扱者の項では満点，食品取扱設問誇造も良好で常に90点以上と

なる等，極めて優秀である。また，榔沢専務が長野県食品衛生指導員に指名され

るなど，食品衛生に関する知識の向上と具体的な施設の改善などに関する地域活

動に協力している。

また，自社工場については，原料保管倉庫は鼠や昆虫の侵入を防止するための

対策がとられ，倉庫内部の清掃を丹念に行って原料の清潔な保管在行っている。

大豆は向流， f畳枠などの操作により，完全に震域，挟雑物，不完全粒を除去され

る。米についても水洗，撹枠によって糠層高と除き，同時に挟雑物在!徐去する。洗

浄工程以後は完全に整備された装置で，従業員が十分な注意を払って蒸煮，仕込
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アド桶の熟成タンク 1. 5 t 熟成タンク(小型

化・省力化・衛生的)

混合，熟成の工程i'管理しているので，汚染宏受ける心配は全くなし、。また，汚

染源となりやすい木製品，木橘については特に入念、な洗浄その他の衛生面で注意

を払う一方， ステンレス，プラスチックなどの清潔な材料に順次，罷き換えるな

ど衛生面の改善に引き続き努力している。

製品の品質と生産性の向よ

前述のごとく，年産 l 万 t を越える大裂味噌工場の多い，長野県という立地条

件・のやで，年産数百 t 規模の中小企業が生きそ量るためには，高品質の特色のある

みその生産が大切であり，原料の選択や製造工程でも品質を優先して考えるやで，

できるかぎワの生渡性の向上を基本姿勢としているつ

このため，原料は悶藤丸米と国産丸大立を用い， f祭料処理では米の蒸しは小規

模工場にのみり能な「こしき」による抜け掛け方式宏採用し，大企業で多く採用

されている連続蒸者装置で作られる蒸米よりも，蒸しむらが少なし\理想的な均

一な品質の蒸し米を得ている。抜it掛け方式 iま，古くから{変われていた蒸米方式

で rこしき」に米を溶く敷きならべて煮釜の上に乗せ，蒸気が米の)認を通過し

て吹き抜けて行く方式で，均一な蒸し米を得るためには理想的な方法であるが，

処理能力が低く，入手もかかるので大企業ではほとんど使われていない。また，

製麹工程についても，自動製麹装置のみでなく，蒸し米に種麹を混合して麹議に

主主り込み，温度と湿度を調節して麹室の中で製麹する伝統的な製麹方法を多用し

ている。

内
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吹抜式蒸封嘩置(こしき) 護霊 床

製麹室(麹蓋による製麹) 仕込原料搬送機

しかし， 一方では， みその熟成に必要な乳酸菌や酵母を添加して，みそ

の熟成，香味の形成を計る近代的な技術も積極的に取り入れて高品位みその醸造

に成功している。

これらの技術的問題については，特に製造の責任者である榊原工場長らを長野

県食品工業試験場や信州味噌研究所などの研究機関に派遣し，伝統技術に加えて

最新技術の習得に努めさせるなど従業員の技術レベルの向上を心掛けている。こ

のため，現在では酒富醸造は製品みその種類に応じて，麹菌，酵母，乳酸菌をは

じめとする微生物の選択と管理技術について優れた経験と知識を持ち，同業者の

技術指導ヤ相談に志じることが多い。また，長野県のみそ技術研修会などでも，

同工場が使われるなど，技術レベルの高さを示すとともに，県内みそ工場の技術

レベルの向上に貢献している。
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の校舎r.i'と経営

酒富醸造は前述のように明治 5 年以来，現在の上回の地マみその製造・販売を

約百年にわたりつづけている老舗であるが，その生産・販売量からみれば，中小

グルーフ。の上位に位置付けされる会社であり，経営的には襲撃かしい問題を抱えて

いるクラスに属している。昨今みそ業界は大型工場の量産メリットによる生産費

のコストダウンや大量販売の攻勢が中小工場にとっては死活にかかわる大きな開

題となっているが，実効のあがる対策が見当らないのが実状である。受賞者はか

ねてから，中小みそ業者が大企業と共存できる道を模索してきたが，県産大豆と

国産丸米の使用と伝統技術の良さを活かした了寧な醸造工程による高品位のみそ

の生産技術の確立にその打開策を見出した。

第 1 表味噌の出荷盤と経常利益

年度 出荷量(t) 経常利益(万円)

5 5 73 9 2 87 

56 654 251 

5 7 582 438 

その結果は第 1 表のとおり， 55年以来出荷量は低下したものの， 57年度におい

ては高品位みそのよさが消費者にも認められ，県外消費者への庭送販売などの好

成績によって，生産量は低下したものの，経常利益は前年度比70%の伸びを示し，

大規模工場の進出の著しい時代に中小の伝統味噌企業の在り方について一つの方

向を示すものとして高い言新商を受けている。

昭和39年に亡夫柳沢宗一前社長のあとを継いで，約20年にわたり大規模工場の

進出の箸しい時代に中小企業の在り方について信念をともって，手作り潟級品の方

向を定めて，従業員配研究機関の講習会などに積極的に派遣し，製造技術や衛生

管理に関する知識を習得させるなど櫛待の向上に努める一方，販売方法について

も県外直販方式を取り入れて成功するなど，技術を中心とした積極的な経営を推

進している柳沢波津子社長を中心とする源富醸造株式会社の前途は，益々の発展

が期待されるものである。
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日本人の食生活の豊かきに貢献
酒寓葱造株式会社
(代表者柳沢波津子)

味噌i立 6 世紀頃中頭大陸から朝鮮半島

を経由して伝来した後々な醤(ひしお)

の中の l つで，日本の自然環境や社会的

風土に還し来機(みしょう)とよばれる

ようになり，今日の味噌iこ引き継がれた

といわれる伝統的発酵食品でございます。

その生産は工場出荷致でみますと，昭

和40年代のや頃までは確実に得力目してま

い 9 ましたが， ここ 10年間では昭和必年

をピークに，その後全l這で年間約57万 t

を上下して生産横這い状態、を続けており

ます

これは一般家庭での自家生産の減少を

考えますと， ，寝室霊的な消費減退で，事実

総理府家計調査年報によると 1 人当り年

間味噌消焚裁は，この10年間で10数%も

減少しております。

こうした中で味噌業界では，企業問格

差が大きく広がり，特に大規模工場の進

出は著しく，中小味日曾工場の経営に大き

な転換の必要が求められてまい n ました。

私共では食生活の多綴化の中での味噌

消望号の減退は，単品の味噌市場にも多品

種少盤化の傾向として現われ，そこに中

小生産者の生きてゆく道があると考え，

長野県食品工業試験場，信州味噌研究所
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のま者先生方のこ'指導のもとに，大規模生産

では生産のむずかしい高品気本格味。曾の

綴迭を目指しました。

f量的には大手工場に比べ問題にならな

いほどの少裁の出荷ではごぎいますが，

幸い各ヂパートや味噌専門小売店で扱っ

ていただけるようになり，また県外消費

者の方々からの護送のご注文も増えてま

し、ワまし fこ。

現在，業界では，味噌の需要拡大のた

め低食塩化を含めた品質向上，縫康食品

としての PR，また新規用途の開発，さ

らには味噌を高蛋白綴酵食品として位鐙

づけこれに関連した周辺分野の開拓等を

進めてお η ますが，私共もそのー負とし

て，今後も日本人の食生活の豊かさに賀

商売すベく，より一層努力してゆきたいと

念じております。



日本藤林漁業振興会長繋受歯

:1\品財生活改善

受賞者米田生活改善実行グループ
(代表者 多 lη|託子)

(先手リIfU二 I!lHN郡山守村iむ冷却;米LlI)

受設者の路盤

米国生活改善実行ク。ループ。の所在する宮守村は，岩手県花巻市よ 9 率で30分，

宮沢賢治の融持鉄道の夜jの舞台となった釜石線岩根橋駅より北へ車で10分，北上山

第 1 関受裁者の所静也

太

平

i羊 琵花巻
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米国生活改善実行グ

ループのメンバー

系のふところに抱かれ，遠野，接関にもそれぞれ車で3扮という位置にある。

各集落は標高180 m-450 mの地域に点在するが，宮守村の現在の総世帯数は

1， 586 戸，人口 6， 460 人，農家戸数 1， 098 戸(農家率69.2% )の純農村である。

しかし，多くの山村がそうであったように，この宮守村も人口減少が激しく，昭

和30年には 1 万人以上であったのが，昭和55年には 6 千人近くになっている。た

だ，ここ数年来，故郷へのU ターンもあり人口減少にも歯どめがかかっている。

純農村とは言いながら，専業農家率 8.3 %，第 1 穫兼業28.6%，第 2種兼業63.1

%である。

村の総面積のうち山林原野が80%近くを占める山間地であり，経営は水稲を基

幹とし，工芸作物(葉たばこ) ，酪農の組み合わせが多いが，村民 1 人当たりの

分配所得は，県平均の79.7% (昭52年)と低い。近年，夏場の冷涼な気候と高原

の地の利を生かし，レタスを中心とした高原野菜の進展が見られる。また，花弁

の横付もとり入れられてきている。

グループの所在する集落は戸数90戸，平均耕地面積120 a で，水稲を中心とし

た経営を続けてきた。宮守村には生活改善実行グループ社12あるが，当米国生活改善

実行グループ。回自和38年 3月の発足で 3番目に古く，現在会員数は12名， 転作を契機

にした麦，大豆の有効利用が主要な活動課題となっている。グループ員の年齢は

34才-62才であるが， 40才代がもっとも多い。いずれも農家の主婦達である。経

営内容は水稲のほかニンニク，野菜を作付ける農家が多く，グラジオラスを栽培

する農家 2 戸，また，頭数は少ないが乳牛や和牛を飼養する農家もある。

結成の動機は，家族の健康を守るため，豊かな食生活の改善を願つてのことで
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あったが，当時は水稲栽培や山畑の開墾，国構の「ゆいJ 労働など，生活を楽し

むより働くことが優先される時代であった。そして主婦の労働もきっし炊事時

間も十分にとれない状態であった。そうした状態から税け出るため，また生活改

善を推進してゆくためには，集落の核になろう，ならねばならないということが，

その結成動機の基底になっていたと言言えよう。

第?表米回生活改養グループのあゆみ

i霞 ffVJ
1 発症主縫過

年月日
'1:: な ii5 [i!J 内 容|クザループ"の必きと J;!< *' 
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関受賞者の経営・生活概況

グループ結成の動機は以上のようなことであるが，発足当時は当然のことなが

ら食生活の改善から出発した。まず，現状の食生活の点検から栄養のバランスが

どうなっているか‘カロリーのJ有、からとうかう ら料理{乃勉強会を始めだっ こ

うした集まりを続けるうち，農繁期に共同炊事をしてはどうかとし寸声があがっ

てきた。それには集会所の改築も必要ということで，それが地域住民の若注意とな

って村に働きかけることになり，山村地域農林現業特別開発事業による生活改善

センターの設立となって46年に実現した。この建設によって集まりの場所として

の核が出来たのである。

昭和45年頃から米の過剰対策として生産調整が実施されるようになり，転作物

として大豆の栽培が推進された。そのため大豆生産組合が組織されたが，生産上

の問題は号IJにしても，生産された大豆の利用上の問題解決が重要であった。生産

される大立は大量ではないし，なるべくなら加工・自給したほうがよいのだが，

当時では家庭で加工される量は少なく，加工も味噌っくりが主であった。ー悉の

問題は，紫斑病の大立は販売できないので，これをどう処理するかであった。

他方，黙の事業である水回転作婦人対策強化事業を導入し‘主掃のゲ

ル一寸も積極的に水田利用再編 L勺一環として.共同で転作田での大豆栽

培に取りくもうとしていた。したがって， グループによる大豆生産と大豆加工利

用を結びつけるものとして，加工施設の設置が要望されるものとなる。共同での

加工抱設の建設は，加工効率はあがるだろうけれども，それだけ施設設置の負担

金もかかるし，また，手間をかけて加工するより購入したほうが手っとり早いと

いう声は集落内にあった。グループの活動は， まず，こうした声を説得して加工

漉設設霊の方向にむけることから始まる。外からは簡単なことのようでも難航の

宋，施設が完成したのは昭和55年の12月のことであった。

7J日工部門の運営をグループが受け持つことになリ，研修.体験した技術の地域の

人達への指導や共同生産大豆から豆腐等への加工を行った。そして営樹且合員65

戸;こ試食用として豆腐7 丁ずっさと無償で配布するなどして， 伴づくりの味 j 仏、かに
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り
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共開園場での大豆収穣風景

市販のものよりすぐれているか実擦に味わってもらった。こうした努力により，

加工施設がフル回転するようになれ受託加工，賃利用等，加工費の増加から借

入資金{賞選の一部に充当できるまでになったのである。受賞の米国生活改善グル

ープ。は，婦人や高齢者が農業生産を担わなければならぬ状況下で，わずかな会員戸

数であるが，以上のように，大豆を主とする加工施設での共同加工をと軸として，

地域での生活改善はもとより生産街，さらには老人問題などの厚生函まで活動の

場を広げている。

関受賞財の特色

米田生活改善実行グルーフ。の会員12~ の経営内容は，水稲はほとんどカヰ乍っている

が，そのほか大豆，野菜もほぼ全員，グラジオラス栽培，酪農，繁殖牛銅養がそ

れぞれ若干名いる。また，グループ員として大豆の共同栽培闘場lO a~運営して

おり，収穫量は55年190 k'l, 56年250 k(r, 57年2RO k'l と年ごとに上昇してきでいる。

大豆栽培に関しては，米田，鋳物大豆生産組合が結成されてとりくんでいるが，

かつての雑多な品種が，立腐加工に適するシロメナガ、ハ，ナンブーナガノ、に統一，普

及されてきたのは，当改善ク守ループの共同問場での試作， 普及によるところが大き

いと言われる。

当生活改善実行ク。ルーフ。の結成から今日までの発展経過の概略は，統述のようであ

るが，さらに細部にわたって特徴的な点について記述しておこう。

まず，結成当初の昭和38年当時の活動は， 家族の健康併住持増進を目的とする食

品の基礎知識の学習，自家生産物を使った日常食の工夫，小昼の工夫，献立作成
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加工施設を利用した共同加工風景

と調理技術の向上， といった「食生活に関する課題解決と仲間づくり J であった

とすれば， 40年代の後半にかけての共同炊事の実施と生活改善センターの完成は，

グループ。が単なる仲間づくりからムラづくりへと入りこんだ「地域活動への進展」

の時期と云えよう。生活改善センターを話しあいの場とし，共同炊事によってム

ラの生産をと支える役割を担うことになったのである。

40年代の後半から50年代にかけては，ムラの生活全般，つまり厚生言語までも含

む「生活のみなおし」まで考えるグルーフ。に成長した時期であろう。省資源・省

エネルギーということで，電気教室やリフォーム教室の開催・実施，また，菊花

づくりと展示会などによる高齢者活動の援助，そのための村連絡協議会結成への

主導的役割を演じたことなどにうかがわれる。

昭和50年代に入って水田の利用再編のため転作実施に直面することになり，こ

れに積極的にとりくむことになった。初めはグラジオラスの共同栽培，大豆，校

:\=I，野菜の単なる作付けということにとどまっていたが，大立の共同栽培と加工

施設の導入により r加工施設を核としたムラづくり活動」にまで展開した。豆

腐，納豆，味そなどの加工と，それら加工食品の地域への啓蒙によって，地場農

産加工の定着と，それによる農産物の付加価値階大のみならず，生活全体の豊か

さの増進ーを目ざしている。

グ/レーフ。のや心とした加工施設の手IJ活用は，第 1 に田植機械の普及によって「ゆい」

という慣行共同作業の必要性がなくなり，センターの利用が共同炊事の解消と共

に活発でなくなっていたのを，再びコミュニケーションの場として復活させ，相

互の連帯感を高めることになった。第 2 に，大豆加工が予想以上に多くなり 1

つ
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戸平均 1 週間に 1 k'}の加工盤で，縞物性の自給たんぱく還が 1 人 1 臼 12 fí'と増

加し，紫の良い食生活への第一歩を歩み始めることになった。第 3 には，加工施設

利用を中心とした活動によれ豆腐，凍豆腐，味そ，麺類，米の粉などの加工技

術告と習得する人達が土器え， 自給率の向上がなされた。近年，おからの加工利用も

研究し，おから淡なども試みられている。正篠な計測数字ではないが，これらの

加工自給食品の利用により，従来の購入食品の額にして約70万円ぐらいは節減さ

れていると言う。なお，加工食品の70%はE主腐である。

これら生産，加工，貯蔵に及ぶ食生活の改善が，どのような白標で行われてい

るかの 1 事例を示そう。いま 4 人家族として12月 -4 月の貯蔵コンクールの例で

であるが，生野菜の必要裁は 1 人 1 日 810 fí'，漬物同じく 90 fí'，加工・冷凍60 fí', 

乾燥20 fí'とすると，それぞれの冬期間での貯蔵必要最は486 k'}， 540k'} , 38k'} , 

12k'}となる。それらに応じて，実に細かい貯蔵計簡をたて，同時にそれに対応し

た野菜の作付計画が作られる。これは，ほんの 1 事例に過ぎないが，少量の野菜

を作るにしても，大変丹念:に検討している。

しかし，単に自給・加工にのみカ{j;注いでいるのではない。やはり，何といっ

ても農業生産面でより集約的な商品作物を入れ，収益をより高めてゆくことが重婆

である。大立の軽作面積は集落で 3. 7ha ほどにな仇これは転作間の50% ぐらい

を占めている。また，枝豆等は陛畔にも作付ける。大立は前にも述べてきたよう

に，奨励金は出るものの高収益作物ではない。したがって自給加工に翻して付加

価値在高めているのだが， より積極的な換金作物として，グラジオラス導入にと

。くんだことは指摘したとおりである。グラジオラスは 1 日当労働報酬で 4， 000

円ほどになるというから悪くはなし、。その他，みっぱなどの導入も既に実施して

いる例もある。また，高原的気象を活用してのレタス栽府，雨よけほうれん草な

どの，より集約的な商品作物の導入も見られるようになった。これらは，箆t妥当グ

ループの活動対象ということではないが，高齢者を含めて，ムラづくりには農業

生産での活力づくりが不可欠であり，当グループを中心とした主婦遠が陰の力に

なっていることは否めない。 10 a 当たり 25万円の収益を目標にしているというか

ら，なかなかのものであるし，また決してかけ声だけのものでないことがわかる。
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水回転作による野菜栽培への取り組み

たとえば，グラジオラスの栽培にしても，ちゃんと生産費計算をし，採花本数が

10a当たり約 1 万本で，平均単価が33円 -35円とすれば， 10 a 当たりの所得額は

約18万-20万円となる目安がある。これは平均単価であるから，お盆やお彼岸の

時期に合わせれば，より高価で取引されることになる。グラジオラス等の花井栽

培は主婦には適切な生産対象であるが，技術の習得を要し決して簡単ではない。

当生活改善実行グループ。が当面している農業経営出すでに理解されているように

経営主不在の農業経営なのである。婦女子と高齢者の担う経営は，生産基盤の不

備のなかで，水稲と業たばこという，価格は保障されているが，逆に閤定された

経営の型から出発したのであった。それが，水田基盤整備への働きかけから始ま

って，転作への取りくみ，農産加工，集約換金作物の導入というように，よりダ

イナミックな性格のムラづくりにまで展開していったこと，それも決して環境条

件に恵まれているわけでない農山村でのことであるだけに，そこに当受賞生活改

グループの特色をみるのである。

以上の活動による改善効果を再び簡記すれば次のように整理されよう。

(1)健康なくらしが定着したこと。栄養知識の学習と実践による食生活水準の上

昇。野菜の摂取向上による野菜自給率の上昇。自給食品の増加による家計費の節

約。加工施設利用活動による地域内食生活改善への広がり。

(2)農業経営への取りくみの積極化。施設を利用した大豆加工は，大豆栽培~積

極的にさせ，酸畔利用が行われ，捨てづくりもなくなった。自給用野菜への関心の

高まりは，野菜・花弁(集約的で収益性の高い)の導入希望となり，今までみられ

なかったどニールハウスが 8 戸で20棟も導入されることになった。
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(3)ムラづくり汚動への前進。菊づくり，花痩づくり，むら祭り等の開催により，

高齢者，青少年の世代のかけ橋となり，集落に活力が呼び超こされた。グループ

結成による定期的な集会や，共i湾炊事や共同作業の実施により，集落全体の幼け

合いの心が堵われた。連常意識の高まりのなかで，村内グループ連絡協議会長を

い以来副会長を 6 年つとめるなど，宮守村農家生活改善実行グルーフ。連絡

協議会の推進役をになっている。

関受賞者の今後の発展方向

当生活改善実行ク守ルーフ。の積穣的 t，t:活動により，次第にグループ。の活動の輪が拡が

れ健康なくらし→生産活動→むらづくりと，村全体も次第に活気を取り戻

しつつある今呂である。当グループではそれらの核となりながら，こんごの活動

目標を次のように展望している。

①加工施設の一層の利用による地場農産加工の確立。地域内で生産される野菜

や大立，設2蓄な山菜など，倉IJ意と工夫を積み重ねれば，特色のある漬け物その他

地場農産加工食品の開発も可能であろう。一溺積極的に取りくむことに意欲をと燃

やしている。

@兼業農家が多くなっていることから，生産面でも，グラジオラス，ほうれん

主主，夏秋きうり等の集約濁芸作物告と導入し，水稲，大豆作等と組み合わせた複合

経営の確立をばかり，周年農業ができる生産体制j と，それによる後継者の定着を

はかりたいこと。このためには，現在の生産活動への取りくみの方向を一層伸ば

すごとであろう。

③グループに若い後継者を入会させ，新風を吹きこむと共に後継者育成に努め

ること。

このようにして，農業と生活の誠和をと函り， さらには住み良い地域社会の振興

へと充実した活動が期待される。
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地域住民のH乏かい理解に支えられて
米田生活改善実行グルーフ

(代表者多田悦子)

生活苦と楽しむことよりも働くことが伎

先された頃に，:fJ;の盤かさを求めて結成

した私達のグループも成人を迎える活動

援となりました。

今日，ここにま軍しい食を手にすること

ができたのは，地域の暖かい理解にささ

えられながら仲間の家庭的な雰間気の中

で活動が行われてきた成果と思います。

婦人の疲労は家庭を暗くし，家族の健

康管理もままならず，何とかして役の中

の動きに遅れないよう隣近所が手を合

わせて努力を王室ねて各署長縫の問題解決に

取り級んで参りました。

その過程でJt!ll!il(の集会所建設の必要性

を働きかけ，活動の眠たまり場"の整備

会手がけ，さらに減反，水閏再編による

麦，大豆の生産，販売できない!生産物の

加工から地域内食生活の定着を目指して，

愛，大豆JJIlヱ施設建設のため東奔商走し，

地域の入々と我が故郷らしい生活を篠立

するために行ったことは，私達の生活の

必要性から生まれ，実行されたことなの

で-t。

今，我が故郷は村氏のくらしの安定と，

地域の活力を求めて生産物，加工品の特

産開発にカを入れております。

私達も大京j淵工により沢山できる「お

から」を利用して援tぎな山菜と組み合わ

せた「うの花演」の書I]W を手がけており

ます。さらに新鮮で安全な食品を当面，

村内の消費者に提供したいと r友の広

場」開設によるミニ市場の開設を村内の

仲間と共に行っております。近い将来，

子供達の健全な成長を綴い，学校給食へ

の生産物捻供を言十i坦i中です。

経済中心の生活から，農村らしい鐙か

さとして， 自然や人の心ã:大切にした農

家生活の定着と高齢者や表者が安心して

住める故郷をつくるため，地域の皆さん

と手をたずさえて頑張りたいと思います。
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天皇杯受賞

出品財サツキ@洋ラン

受賞者赤塚充良

(三革命保 Wjljí~:jfjfJ1己 IIIT} お68…:"l ) 

受盤者の略歴、

鈴鹿山脈を総えて伊賀路に入る!日東海道は，関町でこつに分かれる。本道は亀

山を経て桑名 iこ続き，もう一方は南下して伊勢路へと向う。それが伊勢原j街道と

呼ばれ，津市高野尾町を縦断している。津の中心へ20分，近くを国道 1 号線，近

畿自動車が走り交通の使は良い。

伊勢湾に 8 km，鈴鹿111脈に10km，その中間に!日付高野尾村があり，かつてこの

1 図受鐘者の所部畿 一帯は豊久野と呼ばれ松林と原聖子に覆われてい

L 
キ~ &゚ 

た。一部は第ニ次大戦中に飛行場として開墾さ

九戦後は食糧増産のための開拓ス摘が進めら

れた。土壌は通称黒ボケと呼ばれる火山灰土で

開国は閤難であり，普通熔として手IJ用されてき

た。

高野尾の畑地の主作物は，戦中から戦後にか

けて甘藷，山林高木，昭和34-39年タパコ，昭

和39年以降植木という経過をたどり，現在，サ

ツキを中心に 100 haの植木団地を形成し，サツ

キ主藤県三議( 1, 000 ha，対全国シェア70% ) 
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の中心的地位にある。

大阪の池田，愛知の稲沢，埼玉の川口という既成の 3 大産地の一角にくい込み，

名実ともに三重県を植木::ì:産地としたその最初の引き金を引く役割を果たしたの

が 3 年のアメリカ農業を経験して帰国した若冠26才の赤塚充良氏であった。

氏は昭和8 年生れ，父の代には水底 1 ha，櫛 1 haに水穏， it:藷，山林用の苗

木(杉，桧，松) ，輸出用グラジオラスの球根栽培をしていた経営初出継ぎ，

アメリカ帰りの若いエネルギーで農業経営を大きく変革してきた。その最初がサ

ツキの大量生産であり，以後，洋ラン(シンピジュウム) ，観葉植物，西洋シャ

クナゲ，ベニカナメモチ(洋穏)と経営を拡大，多角化し，その経過のなかで三

重サツキの産地形成に貢献し，メリクロン技術による洋ランの大衆化，そして各

種の要職にあって地域農業の振興，国際交流，後継者の養成と多面的な活動をし

ている。

その行動力には， アメザカでの 3 年(昭和31年-34年)の農業労務者としての，怪

験が大きくものをいっている。それは，開拓精神，企業的経営観そして国際感覚

である。いずれも，小農家族経営を主体とするわが国農業とは本略れない要素を

もち，その発展の足どりはけして平坦ではなかった。それを克服してきたのが，

もちまえの決断と実行である。時代を先取りした新しい農業経営への挑戦は，大

胆な現状からの脱皮と飛躍であり，従来の農業経営観の否定から出発している。

多品目大量生産，雇用依存型大規模経営，生産する前に売る事を考えた7ーケッテ

イング志向経営がそれである。そして決断と実行の結果は，けしてわが国の農村

・農業， さらには国民生活と遊灘したものではなく，それらに深くかかわり密着

した経営体として成功しているのである。わが国農業が，ある枠の中で出口を失

いかけている時，氏の経営がわれわれに教えるものはきわめて大きいといえる。

関受賞者の経営概況

赤塚氏の経営は，研究，生産，貿易，販売の各部門が第 2 図のように傍系化され

た企業経営である。氏の直接経営する農業生産部門が赤塚農関である。この報告

では及ぶ限り経営全体を視野におき評価することにするが，主として氏の農業者
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としての活動に車京をおき，検討することとする。

経営の組織

赤
塚
続
物
開
削

赤塚燦悶

指 畠品'
代理1苫汁一一一一一畑一

店消

) 望者

(デパート・企梁トF
者

(撃を本金 3， 500 万円)
(従業員 2 5 名)

東
京
営
業
所

関
芸
苑
店

本

社

赤塚ファーム

赤塚海外グループ

赤塚三γ722場
合併会社・代理店

第 2 図

務課生産グループ

国内契約産地

(路盤チャンネル)業)(営(生産・貿易)

ところで、赤塚農潤に限って経営の概況をみると以下のとおりである。

サツキ) ，洋ラ商洋シャクナゲ，経営内容: (主な作物) :植木(三重カナメ，

シ，観葉植物

8 ha 地"摘農

室: 8, 827 nl ( うち 1 ， 237 m2 1土借入地)温

(昭和57年度)粗生産額: 213， 150 千円(青色申告)

得: 10， 300千円所

震用労働力:労 8 名，女15名

研修生:派米農業研修グループ・リーダ-8名(毎年 3 カ月) ，農業後継者研

修生 4 名，ほか若子名。

族 :7 人(昭和57年現在)家

次女(18歳) ，長男(16歳) , 姿ひさ子 (44歳入長女( 20歳) , 本人，

父 (71歳) ，母( 70歳)

まず家麗を農場へ移し洋風に建て

替え従来を否定する経営方針を選択するのであるが，結婚 2年目に経営権を移し，
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全f隔の信頼をもって見守ってきた。 r自分の果たせなかった夢の実現を息、子に託

したj という。奥さんのひさ子氏は，経理労務管理そして研修生の世話まで

行う多忙の中で，詩吟と三味線を趣味としている。 r資金繰りの心配をかけない

のが私の役割」という。さらにお母さんとお子さん達，この家族全員の協力が，

この経営の大きな支えとなっている。

受賞財の特色

(1) 経営の発展段階

35年アメリカ滞在中，サツキの大量生産を決意し，帰国後第一番に行うが，

挿木に失敗する。

37年三=10万本挿木をする。近代化資金を借りて温室 165 m2を建てる。葉面散布

の肥料を 1∞傍 3:: 10倍として温室内挿木を全滅させる。

38年=畑を全部サツキにすることとし70~も完了。同志で「高里子尾麗部E合j を

結成 (30名) ，初代会長。研修会，講習会，先進地視察等で技術を高める乃土壌

条件に合い，資金がすくなくてすむことから，サツキにしぼり良質大量生産を目

的とする。

39年=畑地を全部サツキにし，さらに20km離れた耕地3:: 2 ha借りて 6 万本の苗

を植える。雇用者が10人内外となり，年間の仕事を作るため会社等の造穏や花壇

を引き受ける。温室でシクラメン，アザレアをやるが失敗，洋ラン・をカリフオノレ

ニアから 1， 5∞株導入し栽})}に着手する。

40年=60a の水田もサツキにする。滋室の洋ランは年間働く場ができるので，

小型シンピジュウムの大量生藤を決意し，近代化資金を借り温室在 600 m2拡張す

る
。

41年口サツキの栽培熱が村内に拡がり組合員が50名になる。サツキの輪作を考

え農事組合法人高里子尾間芸センターを設立，理事長となる。 10名でミスト温室を

建誌カイヅカイブ叱ツツジ、の導入をする。自家経営はこの年70 a を借地し拡大する。

植木業者が外部から入ってくるようになる。洋ラシ栽培のグループが 6 人となり

高野尾洋らん組合を結成，組合長となる。営業資金，公庫資金を借り混室 580 rd, 
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ピニールハウス 495 m2を建てる。洋ランメリクロン(生長点培養)の研究に着手

する。

42年口洋ランメザクロン耕15に成功。 研究家安作り蕊の大量生産に入る。滋窓 2，1回

押1，2，ハウス 495 m2増設する。

44年ニサツキ 200 万本挿木する。活着率70% 。県の助成を受けメリクロン研究

・培養室をつくる。

45年=亀山市能褒野緑化生産組合へ 120 万本津市高茶屋1林組合へ30万本す

ツキ，ツツジの委託栽培をし産地化をはかる。この年より水稲栽培を止める。福

岡，埼玉よりオオムラサキツツジを含めた品種物 4 年生株主?母本としてトラック 4

台仕入れる。サツキの振興を販売価格の標準化・安定化のために三重県植木援興

会を設立，初代会長となる。ピニールハウス 2， 640 m'を増設。

46年口苗が出来ても翼う人が少ない。花を咲かせてみせることだと農鞘混合法人赤

塚ファームを設立，総合資金 8， 5∞万円の融資で 3， 300m2の開花モデル温室告とつ

くる。洋ランは農業かと関われコンサルテーションが行われる。

47年=三重グリーンクラブ(現在の様木符給協議会)を設立会長となり年4 回

の会議による情報交換と， サツキ卸売価術〉協定をする。第 1 鴎植木まつり( 2問

自よりグリーンカーニパル)で「三重さっきj と命名する。西洋シャクナゲ40万

本( 4 年間)喜子総入、三重県シャクナゲ生産組合をつくり会長となる。洋ラン(シ

ンヒVュウム)の宣伝に 4， 0∞万円をかける。ブラジルに農園設立( 35ha )。販売

部門として株式会社赤塚植物園をと設立する。

48年ヱニハワイ農場の設立( lOha )。展示と小売りを兼ねる生産直売場「フラワ

ールームJ を開く。

49年ヱヱカリフォルニアに合併会社 ru. 1 ナーセリーj を設立し白本からの観

葉植物の輸出先とする。洋穣ベニカナヅモチを輸入。

印年ごこ観葉様物の生産にとりくむ。市り鉢用植物を輸入。アメリカより西洋シ

ャクナゲを導入する。

51年口アメリカのグリーンプランツのブームを視察， 2 名の社員を研修に派遣。

2 万鉢の生産をする。松下電器産業の販売促進キャンペーンに14，印0 鉢を契約販
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シンビジュウム温室

売。以後，企業との契約多くなる。

52年記吊り鉢ブライダルベールの販売，アメリカの西洋シャクナゲの本を翻訳

出版する。

54年=洋種ベニカナメモチの大量生産はじまる。ミニ観葉植物の生産開始，松

下電器産業とミニ観葉アイピー90万個契約。ブラジルオザスコ市の公国づくりに

着手。

55年=オザスコ市名誉市民権を授受。生産直売場を拡大，中にコーヒーサロン

を設ける。レイタク・コスタリカ SA副社長として現地農場の設立に関与，観葉

植物の輸入先とする。

56年=洋種ベニカナメモチの販売開始， í三重カナメ j と命名し，周辺地区の

産地化に努める。

57年:東京営業所の設立。

58年二ニミニ観葉吹アクアガーデン"の発売， 日産 5， 000 個で23殺の代理店へ。

ファンシーショップ，コーヒー店等での販売で成功。

(② 受賞者の特色

以上，氏の20年余に渡る経営発展の足どりは， まさに新しい農業への不屈の開

拓精神と大規模企業経営の飽くなき創造，そして国際感覚豊かな行動力そのもの

である。そうして築きあげられた氏の経営と，それをとりまく産地形成には，出

口を失いかけたわが国農業の新しい展開方向を示唆する多くの特徴宏読みとるこ

とができる。
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① 新しい需要の創造と市場開拓

生産基畿の整備や栽培技術の革新には，行政も指導機関も力を入れている。し

かし生産された物をどう売るか，特に小売段階，消費段階の箱策には十分なもの

がない。既存の流通や消費に生産者，産地側がどう対応して行くかと考えるのが

一般である。氏は単に対応するだけでなく，新しい需要を創造し市場を開拓して

いるのである。

アメリカから帰国後，サツキの単品大議生産を百十闘し，既存度地の先輩に相談

した。そのnお多くの先輩が反対した。 植木産地は)11口(崎五) ，稲沢(愛知) , 

池田(大阪)にみられるように品揃えが重要であり，業者も単品で実うことは少

ない。日本式農園ならそれでよいが，アメザカ帰りの氏には，ハイウェイや公園の

植栽方法が頭にあったし，第一これから産地をおこしていこうという時に，あれ

もこれもでは目標が定まらない。黒ボクという土壌条件にあったサツキ一本にし

ぼり，全臨の業者に注目され買いに来るような産地にしなければならないと考え

た。サツキは従来玉物，校物として点的な科用が主体であったが，今後はグラン

ドカパーとして麗的利用になると 8倒言し，道路のそばの闘場には寄せ植えのデモ

ンストレーンョンを行い業者の注目を引いた。高野尾に 100 ha，三重に 1，∞o ha を

目標に産地拡大さと進め，オリンピック，万簿とし、うイベントを契機に全悶的な造園

ブームの中で一大藤地に成長していった。

氏i土，サツキ産地の推進者であるとの自覚から常に他の人の10倍を行うという

考え方で，人を履い借地を広げ，多い時で年に 200 万本の挿木を実施した。人を

雇用すると年間の仕事を用意しなければ、ならない。そこで冬期，働ける温室を導

入し，試行錯誤の結果，小型シンピジュウムを選択する。大きさが手ごろである

こと，花もちがよいこと，寒さに強いことが選択の理由であるが，当時，洋ラン

は一部の趣味者や金持ちのぜいたく品であった。洋ランを始めたいという相談に，

本気になって中止を忠告した先裁もあったほどであるO 氏は，このシンピジュウ

ムをどこの家庭でも手軽に購入できる大衆花にすべきだと考えた。そのための技

術開発と販売促進には以下にみるように卓越した手腕を発揮し，今日の洋ランの

大衆消費時代の先駆けをつくったo
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観葉植物の吊り鉢需要も氏の努力によるものである。アメリカの新しい観葉植

物ブームを見て，近い将来必ず日本にも普及すると考え，昭和50年吊り鉢用の観

葉綴物を輸入し栽壌をはじめた。東京に全農の混室を借りて販売にあたったが，

十分な反応がなかったo 昭和田年，花の小売店主をと集めアメリカの観葉植物の現

;問見察を実施し，また新しい吊り鉢植物の栽培方法の開疹のため社員2 名をカリ

フォルニアの観葉植物栽培農場へ派遣した。こうした努力の結果吊り鉢は，その

高いインテリア性が評価され，ボストンファーム，ブライダールベールを中心に大

きなブームを作りあげた。その契機在作ったのがボストンファームを松下首器産

業の企業キャンペーンにのせ，全鴎乱期腕店の臨舵飾ったことであった。 実地に

みたこのインテリア性が注目され，植物なら何でも吊るせば売れるとし、うほどのブ

ームをとおこした。この時から植物に名前と栽培方法を記したラベルをつけ植物を

消費者の身近かなものとした。観葉植物は単に植物を売るのではない。植物の由

来や栽培方法，積物の楽しみ方全体が売ることの対象であることを示した。

洋ランや観葉植物の耕宮方法，栽培容器，パ、y ク方式等を工夫し新しいスタイ

ルギフト商品(シンピジ、ュウムのスカーレット) ，インテリア，アクセサリー的用

途の開発(観葉植物のドラセナ q千年木"ラブリーパックペ "アクアガー

デンペなど)を行い，新しい需要を創造してきた。第 3 図は，ラブリーパック

のパンフレットの宣伝文である。

アメリカでは，花を買いに来るのは子供連れの母親である。子供達は小さい時

から植物と親しむ機会が多い。マーケットを子供と婦人に絞り.オモチャやアク

セサ 1)τ さらに化粧品を買うように手軽にもとめられるようでなければならない。

花は花展の店頭だけでなく，ファンシーショップ，喫茶店、アケセサリー売場等

で売られてよい。ミニ観葉(ラブリーパック，アクアガーデン)はそうした観点

から店頭に並べられているのである。

②倉臆工夫の技術革新

新しい需要の創造や市場開拓は，技術革新がその基礎になければならない。農

業生産技術の試験研究は大学や国，地方自治体の研究機関において大部分が実施

されているが，花き，花木，棟木については，他の作目と比べると著しく手薄で
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輸入したドラセナ原木

ある。これらの生産者は，自力による創意工夫によって技術革新を行い産地を興

している場面が多い。

サツキの大盤栽培に着手したさき時，最初は失敗の連続であった。 Üt-l::を床土と

してマルチ密関掃しとし，有機質を中心とした多肥栽培により 4 年を 3 年で製品

第3 図 ラブリーパックのパンフレツトより

ラブv-ノ tックのパラエテ 1(:'jíすんだ、姉妹品もどうそ、、よろしく

ラフリープランター

ミニ叡!!'i 4 鉢セットしてパ y ク

入りにしたものです。プラン

ターは、プラスチックの化粧鉢

で、そのままお使いいただけま

す。総裁に、殺滑に、 Hち滋び

にピ y タリの三三拍子そろった容

認です。 ミニ総菜イーより薮111 に

i商社iずるプランタ一、紛られて

Y&ばれる総品なら、いつまでも
{，'に F克ります。

ラブリーベフフ

ミニ蕗1"器 2 主主を句、ノトしてパ y

ク入りにしたものです。ペア
ルックのお 2 人がかわいいラプ

リーベアを 11"'1'にもっている光
僚はいいもので-，ね。

ちょっとかわったくの守コの鉢

は、インテリア小物入れとして

もお使いできます。

ラフリーフyイブ

ミニ絞~3 鉢を 5 本の3主体的な

1' 1校ポットに入札た、しゃれた
l;t上七ツトです。:rtたてや小物

入れにもなり:J!fH的です。

UlOJ上の総Iì臼の椛れをいやし

心を阜Iませてく hます。また、

子供さんの勉強机に{泣くと、す

ばらしい↑庁燃教fiにもつながる

ことでしょう。

たいへん見しいケース入りで

j 。

ラフリーミニ

かわいいミニ観葉 1 鉢を幣社の

オリジサルギフトの中で紋も小

さいパ y クに入れたもので、プ

レミアム専用に開発し主した。
災社のデザインや企i!illに会わせ
た術品を拠供いたします。品憾

としては、アイピー殺が中心と
なります。
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メリクロン研究室

化できるようにしたことも，試行錯誤を経た技術進歩の結果である。

洋ランを大衆需要に結びつけた技術革新は生長点培養(メリクロン)である。

フランスの Vachert と Lecoufle によって開発されたメリクロン培養法を雑誌の

一枚の写真を手がかりに大学，試験場をたずねた。しかし，当時日本では研究は

まだ始まっていなかった。そこで小屋を改造して無菌室をつくり，農水省東海近

畿農業試験場の病理の研究者，駒田技官の指導のもとで失敗の連続から 1 年がか

りで成功した。このことによって 1 年に l 株から 2-3 倍しか増加できなかった

シンピジュウムを何千，何万の均一苗が計画的に増殖できる技術を開発し，企業

化と大衆化の基礎をつくったのである。

サツキの忌地回避，西洋シャクナゲ，洋種ベニカナメモチの産地化等，どれを

とっても技術開発が大きな基礎となっている。この場合，重要なのは，わからな

いことはどこまでも是を伸ばして必要なら外層へも職員を派遣し，十分な技術習

得をしたうえで産地指導にあたっているということである。さきの吊り鉢でも，

また西洋シャクナゲでも技術者を海外に派遣し長期実習を実施してきた。

@販売促進に全力投球

農産物が全般的に過剰基調下にあることから，最近，販売促進のための広告や

宣伝を農産物においても散見するようになったが，他の産業に比べれば，まだま

だ不十分である。

青果物や花・植木の大部分は，卸売市場への無条件委託によって価格が決まる。

価格の低落は，供給に対し需要が少ないといってあきらめなければならない。そ
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れが一般であるが，氏は売れないといってあきらめるのではなし売れるように

する。そのために全力投球をするということである。メリク口ン培養によってシ

ンピジュウムが多量に開花するようになった昭和37年， トラック 1 台( 700-

800 鉢)を市場へ出荷したが 100 人ほどの買手のうち 5 人ほどしか手を出さず，

荷がさばけないばかりか価格も維持できなかった。このまま市場相手の出荷では，

洋ランの大衆需要には結びつかない。一般の人々はおろか卸売人，詑屋の店員に

もよく知られず，これでは三重県を藤地化することができない。この時，氏の土

地が高速道路にかかり，質収で 4， 0∞万円が入ったので全額シンピジュウムの PR

と販売促進に使用した。まず全国の各戸に直接販売のできるパッケージ(商品名

スカーレット)を開発して有名雑誌(主婦の瓦文芸春秋， ミセス，週刊朝日，

朝日グラフなど)にカラーで広告を載せ，同時に15万人にダイレクトメール告と出

した。結果的には克と高は宣倍焚の半分にも満たなかったが，この時期1!:-境とし

て洋ランは大衆化し，シンピジュウムはシクラメンと並び年末，年始の格好の贈

答品となった。

西洋シャクナゲは，みごとな花を咲かすが，つぼみで販売するため，どんな花

が咲くか消費者が不安である場合が多い。そこでPR を兼ねて，アメリカの「ロ

ードデンド口ン・イン・アメリカJ を翻訳出版 5 万締を印制した。

販売促進は，ただ売るということだけではない。昭和45年，三重県横木振興会

を結成し， 45年と 46年の 2 年間，サツキの 2 四 3 年生の苗木を県外への販売を止

め，振興会が買いとり県下の農家に販売するという方法をとった。この年，水沼

転作作物として 2 年間で 400 万本が導入された。 1 本25丹で出荷していた苗を農

家が 2年間育成することにより，その所得を県内に篠保でき，同時に完成品の大

部分を占有したことにより価格の形成をリードすることができた。

「三重さっき J ， r三重カナメ j の命名も，銘柄商品としての販売促進の重要

な戦術である。

@価格安定に流通秩序の再編

生産者は，自分の生産物の価格形成には，全く受け身である場合が多い。生産

原備を割っても文句がいえない。それでは経営は安定しないし産地も伸びない。

-69 -



サツキ産地は，卸売業者の思惑買いによって価格の乱高下は日常茶飯であった。

そこで三重県のサツキ側新コ安定と日本一σ珪溜也にするため，卸業者の横のつながり

と情報の交換を呂的とした会議を年 4回開くこととした(三重グリーンクラブ)。

後にこれを、応邑問題を中心をする植木需給協議会とし54社(大きな生産組合を含

む)が参加，公平な価格設定に努めている。消費者があって農家があり，そして

流通業者がある。需要と供給を正確に読み適正な標準価格を設定し，相互に守る

こととしている。これは卸売業者も産地と一体になることの重要性を示している。

生産原価も主張できない農業生産では，農業はいつまでたっても安定しない。

氏は，農産物の流通という常識を大きく越え，新たな流通秩序をつぎつぎと開発

している。前述したシンヒ、ジュウムの通信販売がその例である。今でこそ令通

常にみられるが， 10年前， しかも農産物で試み成功しているのである。そのパン

フレットには「世界中から厳選した優良品種の洋ランをすてきなパッケージで全

閣どちら様へもお届けできる赤塚独自のシステム。一部の人だけのものであった

洋ランの大衆化と品質アップに取り組む当閣ならではのオリジナルギフトです。ま

ごころを込めたカードを添えてあの方に夢をお届けしませんか。 J

その外，企業の叛売促進キャンペーンとの契約，代理店方式(アクアガーデン) , 

痘売方式(自店舗)等品目により多角的な戦J絡が選ばれている。

⑤経営規模の拡大と組織革新

サツキに若手してから 25年，その経営規模の拡大はめざましいものがある。そ

れは，品目を変え，面積規模を拡大し，流通機能を自己経営内部に掌握し，体系

化する方向で進められている。業者まかせであった吹売る"という行為を営業部門

を独立させ積極的に展開しているのである。氏の指導のもとに出来た組織に

「新しい闘芸を考える会J というのがある。これは，小売店舗を中心とした卸売，

市場，生産者の集まりで新しい時代を創造する経営者の集まりである。わが国の

植木・花産業の正しい発展には，直接消費者と接触する花屋さんの鵬荷レイアウ

ト，消費の読み，接客態度等の勉強が必要であるということから生まれたもの

である。

自己の経営規模の拡大とともに，産地規模の拡大を促す努力をしている。産地
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全体の中で自己ま生かすという行動は，例えば，氏の経歴(第 1 表)にみるとお

り各穣の生産組合，研究会のリーダーとして活躍しているということに表われて

いる。新しし、植物や伎術は積騨句に築技接地の中への定着を閤り，選号也育成に努めている。

氏の鞘繍の2階出そうした研究会に解放され今夜を徹した議論め2なされるという。

第 1 表経麿

昭和 24年高問中学校卒業

3 1 年渡米(短期農業労務者)， 3 4 年帰国， 3 6 年結婚

昭和 3 8 年~昭和 5 5 年までの役

q滴野尾閤芸組合組合長 ②三重県国際農村青年協会会長

⑦三重グリーンクラブ会長

@高野尾農協理事

@社団法人日材査木協会理事

⑨三重県洋ラン生産組合組合長

@三重県植木振興会会長

@豊毘村農業委員

@三重県花楠木援興会副会長(補木部会，花部会合併による。)

@現在の役職

①三重県農業会議常任委員 @財団法人三重県海外協会部会長

@財団法人鶴沢海外開発協会理事 @ミ三重県悶際農友会理事

@三重県盟際農村青年協会副会長 @三重県植木需給協議会会長

⑦三重県シャクナゲ生産組合組合長 @臼オ王海外派遣経営者クラブ会長

@三重県指導農業主 @新しい閤芸を考える会説会長

。アカッカ・オルキダリオ・ド・ブラジル社，社長(ブラジル土明日国)

⑫ハワイ・アカッカ・ファーム社，社長(アメリカ合衆国)

⑮レイタク・コスタリカ s. A. 校，副社長(コスタリカ共和国)

⑭鞠赤塚植物関，社長

洋ランをすすめた当初，まだ技術が十分でなかったために 3 年間の開花が遅

れる例があった。農家は近代化資金の返済に迫られる，ランは売れないという状

況であったため，苗代金と生産コスト宏補償することで未開花株の寅い取り告とし

噌
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たこともあった。

産地規模の拡大には，それをすすめる仮IJ に自信がなくては，生産者は安心して

ついてはこ吹い。そのために，ある時は赤字の負担を覚悟する産地誘導も必要である。

氏の積極的な産地育成の二つの例をあげよう。亀山市能褒聖子来安化生産組合は，

里子莱の採種栽培告と行っていたが，採種栽培と同じ10a 当り 13万円位になる作自は

ないかと相談を受け， 120 万本のツツジの委託栽培を行った。最低13万円を補

償することを前提の契約であったが，結果的には20~30万円になり，産地化の契

機をつくった。

時期を同じくして津市高茶屋花木組合もツツジ，サツキを中心に産地化を進め

た組合である。同業者が相い助け合うことこそ産地の発展に必婆だと確信して活

動してきたという。

@後継者の育成と海外との交流

氏は五重県農業指導土として，また三重県海外協会の副会長として後進の育成

に多大の活動をしている。アメリカでの実習経験が，氏のその後の人生観を大きく

変えたことから，後進の育成にも実哉さと基礎においた指導をしている。派米農業

研修生グループ・リーダー研修は，昭平田9年から毎年 8 名ずつ引き受け，昭和58

年で10回目を数え，研修生の出身県は全国に及んでいる。また農業後継者側修で

は，昭和 41年以降，累計83名を受け入れている。ミ三重県の24人を筆頭に，これも

全国から集まっている。ブラジル， カリフオルニア，コスタリカ，コ口ンピア等，

海外からの研{彦生も目立っている。

昭和47年にブラジル農場( 35ha ) ，昭和49年にハワイ農場( 10ha) を設立し，

また，海外協力の一環としてコスタリカ共和国への協カがある。 r レイタク・コ

スタリカj の副社長(無給)として園芸の普及に努めると同時に， 日本では珍し

い観葉植物(ドラセナなど)を大量輸入している。 r海外を歩くことで日本の園

芸の将来を見つめ，先端を歩いてきたと思う。今後も世界の園芸界をこの自で克つ

め，我社の，いや日本の歯芸の新しい方向を模索していきたい。花と緑で世界を結

'ぶ一花をつくり，世界を自由に交易することは世界の平和，人々の安心と幸福に

きつど役立うと確信しているJ という世界観をもっている。

っ
“

ヴd



経営分析およびその普及性と今後の発展方向者の技街，受

受賞者の技術については，議Ij意工夫の技術革新の項で述べたので省略する。

氏の経営は，前述したように赤塚植物園，幾郭ill合法人赤塚ファーム、断機場等

氏の農業者としての展開ということで，赤塚農閣に限多角的である。ここで出

組生産額の投移
って検討することとする。

第4 図
第 4 鴎は，幾潤の粗
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凡狩鴇ベニカナメ 3，700

西洋シャクナゲ 500 万

円，観葉横物10，372 万

55 

である。

経費は，原材料費 3， 724 万円に，労務費が 3， 980 万円，鉢極込み材料費4， 225

53 51 49 47 45 43 41 39 a;; 3ワ
合計21 ，315 万円万円，

この三者で，総経費の70%を占める。観葉縞物が経営の重点になって

前述したように赤塚横物潤の確実

万円で，

いる事が大きな要因である。その観葉植物は，

な販売御各を通して安定した伸びを示している。氏の鴇極的な規模拡大の状況を

示すものとして資金の借り入れ状況を見ると，第 2 表のとおりである。 20年間で

2 億円にのぼる。

氏の経営の全貌を示し得ないが， 57年度の所得税の確定申告によると，農業所

得，給与配当，不飯産等の所得金額は1， 257 万円であり，高水準の所得を維持し
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第 2表借入資金明細

資 金 名 {昔入年月 B {昔 入 金 償還 JV11現 用 途

近代化資金 37. 9 7 8 0, 0 0 0 4 8. 1 2 済 J昆室

農業振興緩営資金 4 1. 4 1, 0 0 0, 0 0 0 4 4 4 11斉 土地代

農業改良資金 4 1. 1 2 1, 1 7 0, 00 0 44. 4 済 洋ラン苗

" 4 1. 1 2 6, 3 00, 0 0 0 4 4. 4 済 I鼠袋ハウス

構造改鋒資金 4 2 1 2,5 00, 0 0 0 5 6. 1 1 詰寄 温室

総合総投資金 44 4 5, 92 8, 0 0 0 5 4 4 I 済 土地収得

" 44. 1 2 2, 2 70, 000 5 4 4 I l斉 サツキ経常資金

メリクロン近代化 4 4. 1 1 6, 52 0, 00 0 4 9. 1 1 済 研究室主

近代化資金 4 5. 1 0 1, 0 0 0, 0 0 0 4 9. 1 0 済 ツツジ f迂樹

差是封~ 1説得資金 4 5. 1 1 8 3 0, 00 0 56. 1 2 済 土地代

(稲作絃換)
洋ラン近代化 4 5. 1 1 4, 620, 000 5 2. 1 1 r斉 ピエールハウス

近代化資金(企業化) 46. 1 2, 00 0, 00 0 5 5. 1 2 r斉 潜水設備

" 4 6 9 8, 0 00, 0 0 0 52 7 済 ピニ -1レハウス

" 46 9 2, 0 00, 00 0 52 7 済 ビニー Jレハウス

総合 B主投資金 58 1 6, 1 3 0, 00 0 7 1. 1 1 fË木集術冷淡庫

総 メfì Eを 金 50 1 I 1 2, 8 6 0, 0 0 0 日 3. 1 1 シャクナゲの母樹

近 f"\,; fヒ 5 1 7 4, 4 7 0, 00 0 6 2. 1 1 iin水防風施設

企業化資金 5 1. 1 1 1 0, () 0 0, 0 0 0 6 1. 7 ハウス，シェ ド潜水設備

近代化資金 5 3. 1 0 2 5, 5 0 0, 0 0 0 6 4. 1 1 温宣言 (安淡)

" 5 3. 1 2 7, 0 00, 00 0 6 5. 1 1 温室J!z再NW設部il

" 5 4 6, 0 0 0, 0 0 0 5 8. 1 1 fË木母樹導入

総 メft Eま 金 5 6. 1 2 7 6. 1 1 
J:g: jを土 プラント，

1 1, 50 0, 0 0 0 機械 トラクター

" 57. 9 I 3 3, 2 7 0, 0 0 0 7 6. 1 1 ;続準設官ii

童話 行 1fT 入 5 4. 3 3 り， 00 0, 0 0 0 64. 3 f: 地代
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ていることが推定できる。

以上のように，緩営の内容は企業経営であり，その粗収入も農業経営という視

点でみれば，ずば抜けて大きい。多分赤塚椋物掴等他の部門を加えれば，農潤の

数倍の売り上げ高ということになろう。その限りでは，これは農業かという議論

治浬じても当然である。しかし，氏の活動の評価は，経済活動としての金額の多

寡ではない。受賞者の特徴のところで述べたように，農業生産，農業経営，マー

ケッティングでの斬新なアイデアとその行動力であり，地域社会への賞献である。

そして，それらのひとつひとつは，家族小農・分散銭間というわが国農業構造か

ら脱皮する為の多くの示唆を与えてくれている。この経営から学ぶものは，農業

経営に対するものの考え方であり行動力である。わが国農業が!日来の枠組みから

飛び出し，開拓精神と企業的経営観と国際感覚を鍛えた新しい農業としてどう構

築するか。それは，けしてわが国農村がもっムラや人時関係，伝統を否定するの

ではなく，それらの調和のもとに築かれるものであろう。それは，氏の行動は，

ある側面からみれば，近代的，企業的ではあるが，その行動様式は，生産組合の

組織化や産緒形成過程にみられるように，きわめて土着的であり，集団主義であ

るように思われる。 r心ず売れるということは他人ではなく地域ぐるみの産地に

しなくては駄目だということです。倒人のものは少なくとも，何十人， {可否人と

集まれば当然大きくなる。産地とともに自らの経営を支えてきたのですJ 。氏は，

産地形成の原動力であったが， 同時に「産地の中で主主かされてきたJ という謙虚

さはわが国，農村，農業で生きる考えの根本ではないかと思う。世界にはばたく

と同時に，地域社会に密着した一層の発展を期待したい。
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髄蓮華盗聴鱒E重量

夕、イヤモンドの輝き放つ集団産地へ
赤塚充良

派米青年として，アメリカカリフォル ことも大きなカとなっています。特に，

ニアに研修中より夢にしていた農業者と この間における生産拡大にあたっては，

Lての最高の栄誉を受賞出来ましたこと 50万， 100 万 150 万本と掃木を行い自

に対し，胡係の皆係に心から感謝申し上 己の記録の更新を図るため県内の友人，

げます。 組合等に委託栽培!矧を行う等，当時と

関芸の道に入って王手や23年，他人の 3 しては無謀と思われる援の生産をこなし

年は自分の l 年と考えて前向きに新時代 てまいりました。これらは，日本経済発

を想像し模索しながら走り続けて来まし 展に加えて花木類需要の時代婆請に恵ま

た。 れ見事に開花しました。個々のカは誠に

その間，昭和36年当時わずか 1∞ hä稜 小さいものですが，侭々が集まって組織

度であった県内のサツキの栽培を，三震 を作り，そして，お互いが助け合う，こ

県に日本一のサツキ産地を作ろうと1，∞0 の思いやりと道徳心によって信用が得ら

haの耕告を目標に産地の育成に取り級み れることを体得し，石ころの儲々がダイ

ました。 10年後に一応この目標に達する ヤモンドの線きを放っ集日陣地となるの

ことができましたが，この間，特に生産 だということの実感をかみしめています。

者が一体となって，高木の県外販売をー こうした体験を生かし，日本一の三重サ

時的に抑え県内栽培街穣の拡大をはかる ツキの産地に第二，第三の特産品穏を作

一方，販売標準価格の設定等により経営 る準備をしています。

の安定に努めるなど，目標達成のために 間際社会における図芸日本を想像しな

生産者が結集した大きなカの協力の賜で がら，限りなく発展するであろう日本農

あると信じています。このように生産者 業に微カを尽くす覚悟であります。

自らが日本一の産地を作るという強い信

念があったればこそと患っています。

また品質改警についても品評会の開

催等，生産技術の研鎖に努めるとともに，

優秀な苗木生産者の育成や， さらに視野

を広めるため海外視察研修を行ってきた
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第 1 圏受識者の所在地

山車!l\\

昆野県

霊知K\

御前崎

内関総理大臣賞受賞

It¥ rrr'r 財 白柳ネーブル

受役者白柳辰雄

(r'iH1;j民しづ lit Hlí*1I 1 江Ill J 会(t'i 3370…… 1 ) 

関受賞者の略歴

白柳p辰雄氏は，持岡県引佐郡細江町

に居住して，ネーブルオレンジ栽培を

主体とするカンキツ専業農家である。

細江町は静岡県の西端に近く，北は

赤石山脈の末端に連なる山地，丘陵地

帯，蔚は三方原台地上で浜松市に接し，

中央部は浜名湖に流入する都田川に沿

った沖積平地となっている。

気象条件は浜松測候所の56年度の資

料によると，年間平均気温15.1
0

C，年

間最高気滋33.6
0

C，最低気温- 5.4 oC , 

年間降水量 1 ， 786 酬となる。ただし，

秋から冬にかけて日照は多いが，冷た

く乾燥した酋ないし西北風が強く，寒

風容を受けやすい。

地質について，北部山地は秩父古生
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層に属する母岩からなり，その山麓地帯は洪積層，南部の高台は三方原洪積層に，

中央部，都国)11流域一帯は舛積層にそれぞれ属している。

町内は国鉄ニイ央線が中央部を東西に貫通し，東名高速道路が南端をかすめ，浜

松西または三カ日インターも程近く，交通の使はよい。さらに，人口約50万の浜

松市が南に接し，生産物の出衛，販売には至便の地である。

白柳氏の居住する伊自の集落は，町の中心部，気賀の南西約 2km余，浜名湖岸

に位置し，集敵〉裏手は三却京台地で，町内でも最もかんきつ栽矯の多い地区であ

る(第 l 鴎参照)。

白柳氏の家族は夫妻と，後継者である長男夫妻及びその子供 2男 1 女の計 7 人

である(第 1 表参照)。

第 1 表家族と農業従事者

氏 名 続 柄 満年令 労働能力 農業労働日数

白榔辰雄 本 人 6 7 才 1.0 2 5 0 13 

家 久子 委 6 0 0.8 280 

育司 長 ~ 3 5 1.0 200 

美恵子 長男の妻 2 9 0.5 1 5 0 

裕美 孫 8 

辰也 孫 6 

族 良隆 孫 4 

計 7 人 880 

雇用 臨時雇(女子) 1 9 0 

白柳氏は大正 5 年 7 月，現在地に主主れ，昭和 6年，気賀高等小学校を卒業と同

時に家業の農業に従事した。当時，経営の主体は養蚕であったが，氏にとって

は，これに魅力が持てなかった。そこで，昭和 8 年領， i昆外iみかんの栽培を考え

た。ところが，後に詳述するように過剰生護となる恐札が多いことを聞き，思い
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悩んだ末，当時，大部分の人が見向きもしなかったネーブルオレンジをとり上げ

る決心し，導入した。その後戦争となって果。樹を維持するのがせいいっぱいであった。

戦争が終って，昭和23朱父から経営を引継いだが，この時期の経営規模は

混州みかん30 a，ネーブルオレンジ15 a ，水田50a，畑40 a であった。昭和3D年

代に入るとみかんブームが到来したが，氏は初志を貫徹すべく長期的計画に基づ

いて翻地の購入，開墾により規模拡大に努め，さきに隣家より譲り受けたネーブ

ルオレンジの優良枝変りの蕊木の養成植付け，既存の混外lみかんへの高接更新

をはかかネーブルオレンジ中心の経営を築き上げ，優秀な果実を連年生産する

栽培技術を体得した。

氏は体得したネーブル栽培技術を独占することはせず，早くから近隣のネーブ

ル栽埼農家と研究グループを作り，情報交換していたが，ネーブル栽培農家の増

加に伴い，昭草口50年には正式に研究会を発足させ， 55年には研究向志会， 56年に

は共販体制の確立， 57年には農協のネーブル部への改組と発展し，この間，氏は

常にこれらの京邸畿の長として，組織のとりまとめ，技術の普及に尽してきた。現

在，純江農協の理事を効めるかたわら，営農部長，ネーブ/レ部長として地減幾業

の発展に貢献しているO また，細江町内のみならず，県内外のネーブル産地から

乞われれば許す限り出掛けて講演し，あるいは濁芸雑誌からのネーブル栽培につ

いての原稿執筆に応え，多くの見学来障者への対応，県農林儲勢大学校での講義，

農場実習の学生の受け入れ等，広くネーブルオレンジ栽培技術の普及に努めてい

る 。

自榔氏は上述のように先見の明があり，いち早くネーフVレオレンジに着尽して

その栽培技術を磯立した努力家である。それだけに自分の技術に自信があり，

忌俸のない意見を述べられるが，反笛，情のこまやかな商もあり，地方への講演

旅行，閣内外の視森旅行には夫人を同伴される等，伴侶への配慮を忘れない。

夫人は円満かっ控え尽な性格だ杭不在がちの氏の留守を守弘夫と協力して

簡の管理に当っている。また長男も学校卒業後，後継者たるべく決意し，父の仕

事告?助け，結婚後は夫婦共々，分担した仕事をこなし，将来の飛躍に備えている。
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霊童受賞者の経営概況

白柳氏は父から t怪営を引継いでから，当初計画したネーブルオレンジ中心の経

営を実現すべく，長期的計画に基づいて規模拡大に努め，在来の尾張系混州や杉

山温チHを白柳ネーブルへ高接更新をはかり，現在のネーブルオレンジが大部分を

占める経営を築き上げた。その聞のかんきつ障の面積の変遷を第 2 表に示す。現

在，白柳氏の所有する園場は第 3 表に示すように総計 310 a で，この外，山林宏

第 2表各種かんきつ栽培面積の変遷

ipぐ? 昭和35年 40年 45年 50年 55年 57年

温チH みかん 8 5 a 105 a 125 a 75 a 25 a 15 a 

ネーブノレオレンジ 3 0 30 30 90 200 210 

そ の他雑柑 20 20 20 

計 1 1 5 135 155 185 245 245 

第 5表園場J.lIJi乍付翻章一覧表

温州みかん うや

間場名 ネーブルオレンジ
(青島)

その他雑柑 水田 自宅からの距荷量

A 5 a a a a 押1

B 1 5 500 

C 5 0 200 

D 4 0 800 

E 3 0 800 

F 80 1, 0 0 0 

G 1 0 1, 00 0 

日 1 0 1, 000 

I 1 0 1, 30 0 

J 1 5 1, 600 

K 3 5 1, 5 0 0 

計
( 45) 

2 1 0 1 5 2 0 
6 5 

件括弧内は実作付面積
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第 2 歯 溜場菌èfl霊図

巴i

200 a 所有している。このうち樹閤地は 245a で，第 2 図に示すように 9 カ所に

分散している。これらの関場は，いずれも三方原台地上の商北端に位置しまiま

平坦地で，自宅からの距離は 800-1600 m， 農道が完備していて車で10分以内に

到達可能である。水田も 2 カ所に集中していて，自宅間近でもあり，作業には便

糊:よい。樹園地はすべて昭和45年抱没した三方原農耕く来日韓により7M積立整っている。

昭和田年には，これをと手!閉して薬剤散布を兼ねたスプリンクラー設備を備えた。現在，

樹閑地におけるかんきつ栽培の状況を第4 表に示す。全かんきつ慣の中でネーブ

ルオ‘レンジの占める割合が86%，ネーブルオレンジ中白柳ネーブルの占める割合

が90% と，白柳ネーブルの占める割合が圧倒的に高い。

白柳氏の家族中，農業従事者は第 1 表に示すように，本人(1. 0) ，婆( 0.8 ) , 

長男(1. 0) ，長男の嫁( 0.5 )の 4 人で，年間農業従事日数は総計 880 13 とな

る。家族労力では労カが不足する採収期には，気心の知れた部落内あるいは近辺

の農家の主婦を臨時に雇用している。 5 7 年度には延 190 人雇用した。

主な縞設，機械については第 5表に示す。ほ場は平壌で農道，作業道が完備し

ているため，管理，運様作業はトラクター， トラックですべて間に合う。農薬散

T
-
ム
0
0
 



第 4表かんきつ栽培の現状

種 類 品 種 樹 11 、 栽格面積 栽培本数

ネーブルオレンジ 白柳ネーフツレ 15-48 年 1 0 0 a 500本

" " 1 0 年 4 0 200 

" " 1 年 1 0 5 0 

" " 高媛5-7 年 3 0 150 

" " 高接 4 年 1 0 5 0 

" 福一ネーブル 言義援 8 年 2 0 100 

温州、i みかん 青島温州、i 1 5 年 1 5 7 5 

そ の他雑柑 2 0 100 

i口L 計 245 

第 S表主要施設および農機具運搬呉

施設， 機械名 規 格 数量 規 模

作 業 場 木造平屋 I 棟 5 2.8 rrf 

貯 蔵 E震 鉄筋コンクリート 2 階 1 棟 3 6.3 rrf 

貯 蔵 庫 鉄骨平屋 1 棟 5 9.3 rrf 

貯 蔵 庫 木造平屋 1 棟 5 2.8 m2 

ピニールハウス 鉄骨ピニール 1 棟 3, 0 00 m2 

ト ブ ク ター 1 4 P S 1 台

ト フ ツ ク 2 t 1 台

動力噴霧機 6PS 1 台

動力噴霧機 6PS 1 台

オレンジキーパー 岩谷式 I 台

選 果 機 中村式 1 台

ハーベスター 6PS 0.5 台

濃 水 焔 設 樹上スプリンクラー 1 式 会潤
」山一

つ
山
0
0
 



布はスプリンクラーで可能であるが，精密散布には動力噴霧機で行う。排水ヱ，

深耕を行う場合は農協の機械化センターでパックホー， トレンチャ一等機減の

貸出を行っているので，これを利用することができる。

自柳氏の経営における経営収支を第 6 表に示す。自椀氏闘のネーブルの単位収

第6表 農業収支および農業純収益主(昭和57 年度)

生 藤 物 名 販売数量 単 価 販 グτ公ロ= 金 額
農
ネーブルオレンジ 4 6, 2 00 k'l 400 円 1 8, 4 80, 0 00 円

業 ( 6 0, 0 0 0 ) 
温外!みかん (青島) 6, 750 200 

総
1, 3 5 0, 000 

そ 。〉 他 雑 柑 5,6 00 200 1, 1 20, 000 
収

( 6 0, 0 0 0 ) 
米 1, 3 5 0 3 12 

421.200 
益 ( 1 2 0, 0 00 ) 

計
2 1, 3 7 1, 2 0 0 

円五 料 費 1, 4 6 8, 2 0 0 

農 業 薬 剤j 費 2, 4 55, 0 0 0 

農 材 料 受 1, 1 0 1, 03 4 

光 繋』 動 カ 費 118, 711 

業 小農兵購入修繕費 9 8, 5 90 

建物維持修繕費 5 6, 00 0 

経 建物，大農機具償却費 1, 74 1, 083 

農 業 被 自民 受 45, 6 7 0 

営 荷 造 運搬 費 1 3 5, 4 2 0 

農業展用労賃 9 6 0, 00 0 

費 負 債 手IJ 子 2 70, 00 0 

~ 租 ~ι、3λ 、 課 2 55, 40 0 

計 8, 7 0 5, 1 0 8 

差 ヲ i 純 収 益 1 2, 5 4 6, 0 92 

所 得 主終 5 8.7 % 

一持 括弧内は経営内部向け
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量は若木を含むため，平均すれば現状では必ずしも高くはない。しかし，徹底し

た栽培管理により大果で外観，品質が優れた果実を生産しているため単価が高く，

高い収益をあげて所得率も6070に近い。

関受賞財の特住

(1) 白柳ネーブル主体の経営

自椀氏が学校を卒業して就農した当時，経営の中心は養蚕であったが，氏はこ

れに興味を持てず，前述のように温州みかんの栽培を志した。しかし，当時，静

岡県柑橘試験場長だった故高橋郁郎氏の講演で， í創刊みかんは，わが国の気候風

土に適して栽培が容易なため，安易に増殖すれば将来必ず生産過剰となり，価格

が暴落すると聞き，いろいろ勘案の末， 自を付けたのはネーブルオレンジだった。

その頃，ネープルオレンジの栽培は難しいとされていたが， うまく栽壌できれば

果実は果物の王様と言われる稜品質的に優れているので，これに将来をかける決

心をした。そして，反対する父親を説得してワシントンネーブルの苗木在植付け

た。たまたま，一部品種の誤りに気付き，高接更新をはかった捺，隣家で発見さ

れたネーブルオレンジの枝変りの穂木の分譲を受け，高接した。

その後，戦争の激化により兵役や食糧増産で果樹どころではない情勢にあった。

戦後，復員して父のあとを継ぐことになったが，以前，隣家から譲り受け高接し

たネーブルオレンジの枝変りは生き残っていた(隣家の原木は戦争中，伐採され

消滅した)。この校変りを調べた結果，早生，大泉で豊麗な優良系統であること

にいち早く着目し，これを増殖して，当初の考え通りネーブルの栽壌を成功させ

ようと努力した。

昭事前0年代の後半からは，みかん増嫡ブームが起ったが，氏はこれにつられず，

長期的計画に基づいて園地の購入，ブルドーザーによる開菌による規模拡大に努

め，あるいは在来の尾張系温州、1，杉山温州への高接更新により白榔ネーブルの栽

培商積の増大に努めた。

一方，当時は各地の試験研究機関でも，ネーブルオレンジの栽培法については

手をつけておらず，相談に行っても相手にして貰えない情況にあったし，周聞の
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みかん農家も奇異の段で氏をど眺めることが多かった。そのため，結局，自分自

身で体験的にネーブルオレンジに適した栽培法なあみださぎるさと得ず，開予錯

誤を積み議ねて，現在の栽培体系を築き上げるに至った。このような努力の結巣

連年，大果で品質外観の優れたネーブルオレンジ告と生産し，高い収益をあげてい

る。

また，こうした実績ーから白柳ネーブルの真価が認められ，近年における滋州み

かんの中晩棺への更新ブームに乗って，地元のみならず，各地のかんきつ地帯に

栽培が拡大している。

α) 品震の重視

①品種・系統の選択

最近の消費者の1場好 l立高級化かっ多燥化が進み，果物でも品質，外観が優れて

いれば，多;;þ高価でも満足するし，そうでなければ安くても手を出さない。従っ

て，外観，品質によって価格の援は幸子しい。特にネーブルオレンジのような高級

果吻でその締古]方落しい。そこで‘臼初l氏は，このような消費者の望む果実を会謹す-0 ことを

第一の目標としている。白柳ネーフ、川こ着目したのらこれが上搬的平くから繍竣し，大祭，

かっ!器産で品質もよく，前述σ刃向費者の婆和こ応えられる果実を生症するからである。

③箇場基盤の整備及び土壌管理の充実

品質，外観の優れた果実を多収するためには，樹がしっかりしていなければな

らず，このような樹を支える地下部の発育がよくなければならない。そのために

果樹園の土壌条件がよくなければならないと考え，後述のように，先ず閣の土作

りに取り組んだ。

@掛支・努定

樹上に立派な果実在?結実させるため，受光f設を多くするよう心掛け，樹間間隔

を充分にとるとともに，主校の数を制i渡して主枝問の距離を?あけ，独立した緑校

群を樹冠内に配置するよう心掛けている。

@摘果の徹臨む励行

前述のように，ネーブ、ル栽培の成否は如何に大果を多く生産するかにある。そ

のため，慣行の 3 倍に近い強さに摘果を行う。先ず 7 月下旬までに 1 果当りの着
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白柳ネーブル果実の大きさ 白柳ネーブル圏(樹冠簡に余裕あり)

葉数150- 2∞枚配基準に摘果し，さらに 8 月中旬までに10%程度の仕上げ摘果

を行い 1 果 400 if平均の果実にするよう心掛けている。

@夏秋梢の摘除

夏秋檎を放置すると果実の肥大が妨げられるし，カイヨウ病が多発し易く，果

実に伝染して商品価置をおとすので，ある程度伸びた段階で全部摘除する。

@塵根掛耕衰の採用

ネーブルオレンジは元来生育期間中雨の少ない環境で良品を産出する。そこで

多雨のわが国でも態様をピニールで覆って栽培すれば(勿論裾は開放したまま) , 

病害の発生も少なく，良品質の果実の収穣が可能の答である。幸い，三方原用水

計i陪して砂kできるので，按骨のハウスで屡|良にビニールを張り，崩勝i梯音を試みた。

その結果，秀品料帯しく届くなり，併IJIこ販売できた。当初架設費が高かった泊三その能

構造を改善して規格化し，共開で架設することによりコストは低下し，現在 30a

にとり入れている。多少織の生育も進むので，労カ配分上も有利である。

⑦気象災害・病害虫の妨除

三方原台地は平塩で，俗に遠チト|の空っ風と言われるように風当りが強い。冬季

の寒風害の防止，果実への風ずれ防止に防風垣は不可欠で，イヌマキ等で防風垣

を完備し，手入れも行きとどいている。病害虫防除のための農薬散布は散布労力

の節減と，人体への農薬害回避のためスプリンクラー防除装置を導入した。しか

し，精密な散布を必要とする場合は動力噴露機で手散布を行っている。
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塁塁線かけ耕音翻

{屋損高く温度むら少}

@港7j(

手入れの行き届いた

防風垣と圏内道

変滋幣気候の日本では雨が多いが，梅雨明けから台風襲来期にかけて乾燥し，

果実の肥大に悪影響を及ぼすことがあるので，会開，薬剤散布を兼ねてスプリン

クラーを設援した。

(3) 安定・多収技術の確立

①土壌管理

将来における輸入オレンジとの競合に打‘ち克つために，品質使良と共に，安定

して多収をあげる必要がある。それには樹の生育を支える地下部の様の働きをよ

くしなければならない。そこで土作りを最も革委視しているo

⑦深耕による有機物・鱗駿肥料の深躍施与問内に巾 60cm， 探さ 1mのずンゴ

ウをlO a 当り約 300 m程掘り，下層には粗大有機物と熔燐，中層へは鶏糞上層

部には化成肥料を混用して埋め戻した。これを約 6 カ年続けて金歯に及lました。

@敷革有機物の補給と土壌被覆のため，チップ謄を10 a 当り 10-50 t 数き込

み，その分解告と助けるため石炭議素をと投与している。また，施肥に当り有機質配

合肥料を施すよう努めている。そのため，酒場を歩くと上質のじゅうたんの上を

歩くような感じで，表層40cm位は腐殖に富む黒っ iまい耕土となっている。なお，

土壌の状態を知るため土壌分析を頼み，その結果をこと壌管理に生かすよう心掛け

ている。
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。排水前記ザンゴウを掘った際，その末端底面にパイプを敷設して圏外に導

き，排水を図った。これは10年以上たった現在でも生きていて，敷設当時と変わ

りなく水を排出している。

②施肥

ネーブルオレンジは温外!みかんと異なり多肥を必要とする。そのため，当初10

a 当り年間窒素にして 100 kr; を 10四位に分縮している。最近は土壌改良も進み，

磁肥量密80kr;に減らしたo

③自椴の利用

ネーブルオレンジの樹は，通常，カラタチ台に接いである。たまたま園内の一

樹がマルチによって接木部が埋まり，穂の部分から発根，即ち白根が出ていた。

この樹は樹勢も強く，多くの立派な果実をつけ，多収を得ていた。これにヒント

を得て積極的に自俊彦出させる方法を考案し，白根樹の育成念図っている。なお

マルチ栽培で、ネカイガラの被害が多くなる傾向があるが，白根樹は樹勢が強いた

めかネカイガラの被害が少ないようである。

④結実管理

ネーブルオレンジは結実過多だと隔年結果を起し易く，その矯正は容易でない。

白榔氏は徹底した整枝，算定と摘果により樹勢にあった着果状態を保っているた
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め，逮年安定した生産を上げている。

@瀞'.1<

襟水は土の過乾を防ぎ，裂巣の防止，果実の肥大を促進する効果があり，白柳

氏の鴎もすべてスプリンクラー濃水が可能で，生産の安定，多収に賞献している。

(め労カ配分の合理化

品質，外観の優れた巣実の生産には，かなりの集約的都fE管理を必要とし，入

手を多く婆する。そこで，栽培管理の得力化に努めている。生産資材，収穫物の

運織が容易になり，圏場での作業も容易になるよう鼠葦，作業道の整備をと行い，

省力化と人体への農薬被答の鞠裁のために，農薬散布の30% はスプリンクラーを

活用している。精密な散布を望む場合は動力噴霧機で入手をかけて行う。

その他，ハウス栽矯をとり入れ，労力配分を平均化し，あるいは水田作に田植

機や収穫機を導入して省カ化をはかり，かんさつの管理にできるだけ入手をまわ

すよう努力している 0

(5) 販売対策

ネーブ/レオレンジの産地として今後，競争に勝ち残るためには，内容外観の

優れた果実を，ある程度まとめて安定して出荷しなければならない。ネーブル栽

培の初期には援額が少ないため，個人出荷で時習はない杭周聞の産額が多くなる

と販路が限られる。そこで，自初p氏は共販体制の確立に鋭意努力された結果，昭

和田年には農協にネーブルの選果機が備え付・けられ，これを利用して選果した後，

荷造りして共同出荷，販売す石ようになった。

受賞者の技術・経営の分析及びその普及性と今後の発展方向

白柳氏はネーブルオレンジの優品を連年，安定して生産し，高い収援をあげて

いる。しかし，その栽培技術な1)，経営方針は特に変った点が多いわけではなく，

先見性があって基本方針がよく，栽培，経営の基本に極めて忠実かっ徹底的に従

った栽培管理，経営を実行した結果，よい成績をあげていると言えよう。

例えば，作自の中心にネーブルオレンジ，特に白柳ネーブルø:::選択したのは，

当初， i昆イ十同かんの栽培を志したが，議州、|みかんは耕音容易であるため，皆が安
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易に耕吾すれば遠からず過君事住産となるおそれが大きいと開き，再考の結果，栽

培は難しいが，品質が優れ高級果物であるオレンジに着呂したからである。ネー

ブルオレンジは高級カンキツとされているため，外観美麗で大果の価値が高い。

たまたま入手したワシントンネーブルの枝変りが，大果で連年よく結実し，豊麗

であることにいち早く気付き，これをとり上げ，栽培性の困難さは自分の努力な

り，創意工夫によって克服しようと決意し，実行して優品の生産に成功している。

すなわち，安易に人のまねをして，あとを追う愚を避け， ものごとを論理的に考

え，実行した結果と震えよう。

また，この枝変り(後に白拶nネーブルと呼ばれることになる)は，よい素質を

持っているものの，環境条件が整っていなければ能力は発揮できない。そのため

に徹底した土壌管理(深耕，有機質の路用，排水) ，多肥，適切な整能勢定，

新檎管理，強い摘果，病害虫防除の励行などを実行して，災い成綴をあげている。

第 7表に示すように，周辺の農家に比べて土壌管理，整枝勢定， t際果に 2-5

苦手i余計に労力をかけている。その反箇，採収は徹底した摘果で結実数が少ないた

め，労力は少なくてすんでいる。しかし，収量は 1 果平均重が重いため，収量は

むしろ多い位で，大果の上，外観，品賞がすぐれているため，単価が高く，平均

的な品の倍以上の価格がつけられている。

第7表圏地10a 当り所要労働璽{時間)

作 業 名 作業時間 集落標準作業時間

整枝 . 第定 1 4.5 1 0.0 

施 RB 1 1. 0 1 1. 5 

防 除 4 6. 1 50.5 

嫡 果 48.4 40.0 

採 収 48.5 6 5. 3 

土 壌 会国咋 理 45.0 3 O. 0 

貯 蔵 管 理 2 1. 0 25.5 

選 局日 出 荷 15.3 2 0.4 

計 249.8 2 5 3.2 

nu 
Q
U
 



また生産主費の箇で，静岡県下のネーフソレ農家の収支の数字がないので，農林水

産省統計情報部による昭和56年度果実生産費識変から，愛媛県のネーブル農家を

対終に比較した結果在第 8 表に示す。河者調査項恩が多少異な IJ ，また白榔氏の

数字は溢州、iみかん，その他の雑柑を含むため，厳密な比較はできないが，おお之

その傾向はつかめよう。

第8 表白柳氏と愛嬢県ネーブル農家の農業収支の比較

IX 分 自 榔 氏 愛媛県のネーブル農家

収入 生産物 上金 8 4 6, 7 6 5 3 3 2, 5 6 1 

JIE がト 焚 5 9, 927 44, 6 80 

え1よ1払考 薬剤費 1 0 0, 2 0 4 4 2, 02 3 

その他諸材料費 46, 804 1 7, 192 

光熱動力費 4, 8 4 5 1 1, 5 5 6 

支出 小12 購入修理費 4, 024 3, 096 

建物維持費 2, 286 241 

施説農機具償却費 7 1, 0 6 5 5 7, 3 0 0 

労働費(雇用) 3 9, 1 8 4 6 3 2 

手IJ 子 1 1, 020 5 1, 0 1 5 

3 3 9, 359 227,735 

所 得 5 0 7, 4 0 6 1 0 4, 8 2 6 

所 得 (% ) 59.9 3 1. 5 

備考 白柳氏の数字は稲を除いて全部ネーフツレとして算出。

愛媛県の数字は56年度果実生産費から引用(抽出 5 農家主j7.均)。

自榔氏の場合， J肥料費は30%余，農業薬剤焚は 130%余，機資材その他は 170

%も炉、。雑資材債のが、の l土足後かけ栽}g.を含むこと，数存E等の材料が多いた
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めと思われる。労働費も白柳氏は経営規模が大きく，収穫，調整を集約的に行う

ため，遥かに多い。以上，支出はずっと多い。一方，収入も収議は大差ないが，

果実単価が倍以上高いのでずっと多く，所得ば段違いに多い。大果，高品質ネー

ブル生産の結果である。

どの栽培管理をとってみても，一般の栽培者は白柳氏程徹底的に管理していな

い。もちろん，土地が平坦で深く，排水がよくて用水が完備しているなどの立地

上の有利さはあるものの，管理さえ完全にすれば，白柳氏に近い成績はあげられ

るはずである。

さらに，白柳氏は白根樹が樹勢が強く，大果，良品を多産するとか，樹勢が強

い樹で樹の高い所に多く結実させれば，徒長を防げ，よい果実になることに気付

くなど，観察力が鋭く，これを栽培上に生かす創意工夫も優れているのも強味で

ある。

以上のように，白柳氏の栽培技術は，立地条件さえ整っていれば，誰れでも実

施できるはずで，同氏と同じ努力をすれば，同じ程度の成績はあげることも可能

であろう。

白柳氏は，将来， オレンジが自由化になって，世界のオレンジと競合するよう

になった場合，これに打ち勝つには，外観，品種の優れたものを生産することと，

多収をあげて果実単価の切り下げをはかる外はないと考えている。そのための多

収技術の磯立に努力している。氏のことであるから，いずれよい結果が得られる

ものと大いに期待されよう。

つ
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i' Ij1jJlネーブノしにかける在、の少
白柳辰雄

店、とネーブルの11\会いは，今から50'!õ

lìíj のIlB杭1 R if-('-l-。ネーブル終的1;上大変

むすかしいが，才}W: させることが/1\来れ

(.f W:~たの iミ隊， 高級till として 1.j 手IJ にj以先

/1 \)1とると， if百矯Îìl51ll\先生の話を 1m いたの

がきっかけで寸。

いざ前木を揃えることになったら，父

紛から l そんなものを被えてはいけない l

と大反対され吏したが必ず成功して

見せるから j とえった私の然設に漸く詳

してくれ，まし fこO

干l、はこの 11年「例年かかっても絶対l&r)J

して見せるj と破く心に怒いました。

1lIîf、flji土したもののわからないことば

かりで，試験場にや}ねても河内 IJ イミIYl (( 

点が多く，また!尋問の人たちも ilul州みか

ん一辺倒で，全く WI心があ判、せんでした。

絞lì~ J;ì'ld土， r'l分で実践した結果をふ

まえて順次改めて楽士した。こうした勿

力の結果，ネーブルl土， iむの w:樹iこ i七ペ

て I:W りが大切であることを終験しブネ

ーブノレは 1:で作る"をそツトーに総大作

機物金銭{jô lO t 役入すると Jtlこ，時4主排

水を行って排水しています。その結果，

今では三JJJJ[({，上位特有の赤土も Ht色に変

って保水力泊気性が緩めて良くなって

い主す。主た終妓，務主主により余校の数

全滅し，紋校鮮を独立させ，木の内1l1\ま

F 光線が入る上うにして，札，If!庄のi向い，

ずf色の災い，熟成の揃ったi向r~h '1をネーブ

ノレの生皮を心働けると j七に，自恨の1m足立

にとりくみ別 11)( を研究していきます。

こうした経過の中で，周辺にネーブfレ

が凡夜され，町内はもと上り隣接町村に

200 ha と F滋立されてきました。 昭和56停

には iき来場が主主設され，今迄の倒人l!反ず己

から j七n反体ífjlJIこ変りました。店、も今迄の

経験を11: かして協力して*ましたが，来

いにも大きなI&~ーが現われております。

今後はめú-A'1， t主nH主術の向上に ïnj

~\h Jl!fネープ Fレの生P卯こ努力する党俗であ

り :t す。
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二二二二日本農林漁業振興会長賞受

出品財野菜作経営

受賞者夏井岩男

(北海道名寄 m-~1汁れ主':;t1O*必北7)

鞠受賞者の略歴

各寄市・智恵文地区は，上Jl I.t也区の北部に位置し，温帯気候区域の北限に当っ

ている。平年の気象概況は，年間降南量1， 500 棚， 8 熊時間 1， 987 時間程度であ

って，晩霜 5 月 248，初霜10月 3 日という，露地野菜には，やや厳しい気象条件

にあるといえよう。地形は比較的ゆるやかな起伏を持っているが，全体としては

盆地に位置するため， 7-8 月は比較的高混となり，同時に昼夜の気温較差が大

きく，その期間の野菜栽培には適している。

土壌は粘土系土壌在主体とするが，夏井氏の間場のある智恵文川・天塩J1 1 ili:辺

には，一部討中積士もあり，野菜栽培に向いている。ただし，夏井氏の濁場のうち，

智恵芳1!l区間場は開墾時大小の石が大量に埋蔵されており，搬出石によって，関

場わきに建設された，国道40号線。埴床を構築できた穫であるという。夏井氏の

園場は，第 1 図のように分散しているが，全体としては，智恵文)11 と天塩川!の合

流点にあるといってよい。しかし，いずれも地下水は豊富とはいえず，現在7Mも

の耕地をかん水しているが，それは周辺農地をカパーする集団かん水胞設によ

るものである。

夏井氏は現在，全量農協出荷を行っている。すなわち日鉾 4農協(名寄農協，

智恵文農協，下川農協，風連農協)で道北青果団地" ( 570 戸)を組織して
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夏井氏の家族

き霊重量録

関盗塁" 0 号線

協図

おり，道内はもとより本州方頭へ

の移出も盛んである。

夏井氏の家族は，夫婦のほか父

母，子供 3 入の 7 名であり，研修

生 1 名が同居している(第 1 表)。

労働力としては，夫婦・父親の 3

人が当っており，母親は先年健康

を害したため，家事労働を担当し

第 1 図地域略国

レ
E
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t
n

斗1
2
1
1

第 1 表家族の構成

氏 名 続柄 年令 職 業

夏井岩男 本人 4 3 農 業

千代子 棄 4 0 " 
岩太郊 父 6 8 " 
ト ヨ 母 6 5 " 
明弘 長男 1 5 中学 3 生

美江 長女 1 3 中学 1 生

光明 次男 8 小学 2!.;主

庄司村男同居人 2 5 研修生
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て，現在に至っている。

夏井家は，父親の代まで名寄農協の農耕機械の入らない傾斜地で，約10ha規僕の

畑作経営を営んでいた。夏弁氏は高校卒業後父親の経営を助け，同地にあって

地力の維持・向上を図るため，乳牛・豚の導入を囲ったり， トマト・なす7 ・きゅ

うりなど果菜類のトンネル栽培を行うなど，積機的な営農に努めていた。しかし

昭和38年に敗血症を病み，半年余りの闘病生活を送った後狭い耕地を有効利

用するには，収益性の高い作目を導入する以外にない"と考え，地元の農協，農

業改良普及所，農業試験場，大学，道内外の野菜先進地に足を運び，名寄地区に

おける野菜栽培の可能性を研究した。その結果，名寄の気象条件が，標高 1 ， 300

mの長野県・高冷地野菜地帯と，ほl玄関じであって，昼夜の温度較差も大きいこ

とから，露地聖子菜栽培の可後なことを確信し，各寄市内では唯一の野菜販売農家

として，従前地においてスター卜したo その後，各種野菜を取り扱う内に，対象

とすべき作目は，労働生産性(収益性)の高いものとすべきであり，同時にスケ

ールメリットを生かした営農を行うべきであると決心し，昭和44年現在地・智恵

文地区に移り，漸次規僕拡大を進めて，現在では約30haという，道内でも稀な大

規模野菜控営を営むに至っている。

夏井氏の経営は，以下に述べるように徹底した経営分析・管理による科学的合

理性に立脚している点に特色がある。しかしその反面，極めて対人関係について

の配慮に厚く，単なる経営合理主義者でない特長も備えている。北海道的な独立

精神の旺盛な人物でありながら，そのような温情を兼ね備えた結果，現在では，

吹道北青果団地"の組合長を効めるとともに，押されて処道北競菜振興会" ( 10 

品目・ 8部会制をとる，野菜栽矯の研究会で，上記団地とほぼ同じ会員によって構

成されている)の長となっており，きわめて高い人望の持ち主で、もある。また家

族のうち、中学 3 年(現在高校 I 年)の長男は，後継者たることを決意しており，

全員協議性に富む，円満な家庭であることでも知られている。

盤受賞者の経営概況

夏井氏は，現在農用地合計36ha を持ち， うち31haが畑である(第 2 表)。これ
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らの関場は，第 1 留に示したとおり 3 か所に分散しているが， 10, 12, 10ha とほ

ぼ同様の面積となっている。これに対して現在，第 3 表に示す10種類の作目が作

第 2表経営耕地面藤

(単位. a ) 

第 5表作物の種類と作付面積

(単位. a ) 

夏は秋は レ キ lこ カミ 生 i lJO ト1 ア 秋
く く ヤ ん l;r ス

種類 タ 食コ ヱ コ ノ、。 苧回槢 情 その他合計
さ さ J¥  e じ ち ス! ス i
し、 し、 ス ツ ん や イン イン フ 主主 麦

商積 200 400 260 235 270 315 240 380 120 420 250 
野自家用菜

3,100 
10 

付けられている。これに当てられる労力は，前述の如く，家族労働 3 ，研修生し

および雇用年間男約 200 人( 1 ， 710 時間) ，丸約1，400人( 11 ，950 時間)であって

その作呂ごとの配分は，第 4 表のとおりとなっている。これらの震用は主として

第 4表 労働力重己分の状況

(昭和 5 6 年)

農業労働総計 はくさい レタス キャ〈ツ にんじん カヰまちゃ
生食用スイ

ートコーン

計 時間 時間 時間 時間 時間 時間 時開 時期
18,794 4,650 3,168 2,000 2,320 2,492 2,244 1,920 

男 3,420 836 570 360 418 448 404 
家族

女 1,710 418 285 180 209 224 202 1,710 

男 1,710 418 285 180 209 224 202 1,710 
援用

女 11,954 2,978 2,028 1,280 1,484 1,596 1,43 6 I 1,1 52 
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智恵文地区および周辺地区より符われているが，後に述べるように，近接・近隣

地からの雇用は避け，周辺の労力に依存するように進められている。雇用者の中

には，すでに15年以上にわたって雇用されている婦人もあり， 60才を越える婦人

もあったが，:t乞して収穫・荷造りなどの作業に従事し，不都合はないとのこと

であった。なお作目が多岐にわたるが，他で見かけるような責任分担制はとらず，

すべて室井氏の指揮・堅企皆下に置かれている。

主嬰な庖設および農業用機械類の所有状況ならびに機械類の使用状況は，第 S

表，第 6表に示すとおりである。第 6 表にみるとおり，ニンジン掘機・洗機のほ

か，特別の機械は用いられていないが， トラクダーの台数の多ぬいことからも，大

規僕営農ーであることが知られる。

第 5表施設の所有状況

施設の名称 規 模 利用作物・家畜名 個人・共有の別

格納庫 S棟 238m'x1 棟 j 峨物の集荷場
149m'X1 棟 個人有

7 9 m'X 3 棟
農業用機械の

格納庫

第 6 表農業用機械類の所有・利用状況

機 械 名 台数 能 カ 年間問時淘 個ん共有のJJIJ
トフクター 4，l1台 インターHS5 74 75HP 400 hr 

インターCS574 75HP 400 hr 
人

インター D454 50HP 350 hr 
インター 876 90HP 400 hr 
クボタ 22HP 200 hr %共有

プフウ ?よ皇仁3 スガ、ノ 18x3連，スガノ 18X2連 80, 10 個 人
スプレアー クロダ 100 1 %共有脆肥カルチ 1 台 日 農 70 
ブ 口 ア 1 台 トーヨー 30 
フロントローダ 1 台 インタータングル 20 
パックレーキ 4 合 (注文製作) 1,040 人

にんじん掘機 1 台 ヒノモト 50 
にんじん洗機 1 台 マルモト 250 
トラック， ワゴン車 各1台 トラック 3 t , 4.2 t , ワゴン9人乗

ロ タ 3 y7 
トーヨー220， トーヨ-180 150, 10 倍人・個人
コノf シ260，コノξ シ 220 200, 40 個人・ 1/71
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第 7表経営規模の推移

(単位: a ) 

はくさ u 、 '1; 立川 1泊 IIÎ1J
アス"ラ

年 度 レタス キャベツ にんじん 治主iまちゃ スイ ト スイート ，j、Ii. 秋 i雷小変
($[+秋) コーン コーン

"/i 

昭お 5 4 年 4 5 0 2 8 0 9 0 2 2 0 2 0 0 4 3 0 5 0 

昭如 5 51ド 5 5 0 3 3 0 2 2 0 2 8 0 1 3 0 4 2 0 2 0 0 7 0 0 1 4 0 1 2 0 

Ui{fu56 1ド 6 2 0 33 0 2 5 0 2 9 0 2 8 0 4 .1 0 5 6 0 20 0 ( 250 ) 1 20 

ヌ 56 年秋 '1、交は製作

第8 表単位当たり収量の道内との比較

( k9/1 0 ・ S 5 6 年度)

生産者・融担 はくさい レタス キャベツ にんじん かぼちゃ
スイート

r,;l. 
コーン

夏 弁 6,525 2, 7 4 1 6,012 4,790 1,842 1,645 235 

名 容 市 6,2 7 0 2,920 2,900 1,700 1,600 1 5 1 

J: )11 3,8 0 0 3,420 2,470 1,2 1 0 1,1 10 121 

全 道 3、 640 3,530 2,460 1,260 905 1 1 0 

夏井氏の経営は，次項に述べるような幾つかの特色を持っているが，第 7 表iこ

作目ごとの経営規僕の推移を示した。昭和55年にlOhaの新駒場を取得して以後は，

各種野菜 Eとほぼ 3 haずつ作付けしており，それが 6年輪作の基本となっている。

同氏が!日居住地において，果菜類についても栽培経験を持つことは前に述べたが，

そのほかにもメロン・すいか・ほうれんそう・えんどう・だいこん・ねぎ・たま

ねぎ・えだまめなどについても栽培の筏験を持っており，現在露地野菜類一般に

ついて，周辺地区内では水準を抜く栽培伎術の持主である。そのことは，第 8 表

の単位当たり収設からも明らかであって，品目による違いはあるが，全道平均に

比べ1. 5-2 倍の収f訟を挙げている。特にはくさいについては， 1司氏が経営の目

玉商品とすることを述べているように，すぐれた品質の産品が出荷されている。

経営の現況をみると，第 9 表，第10表，第11表のとおりである。第 9 表は作目

ごとの作付体系を示しているが，聖子菜類はすべて育苗による作期の拘進をほ!って
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第?表経営の現況・作付体系

11' 目 1 月 2 月 3 月 4 月 5" 6 月 7" 8 月 9 月 10" 11 月 12 月

1( 1まくさい 5/3 
矯繍"‘一トll!#l時

10 20 

収 機

{黒双，サヲミドザ) 防総 7'"

トー碍<
1 b0叫/〉6 ベ収』穫-歌はくさい 5指種 l~

M定'-繍dマ

~ 
(豆 将) 防除9回

③ 

レ タ ス 28 17 9 叙纏 10/1 

(一)
7 

サテラメント "ペzr向日定雄山同防総6 悶

キャ~ "Y 8 僑裾 25 

201 7/20 

札縄大玉 定植 紡除

安喰恥愉《

にんじん 3 15 

F.. 刊レヴト 指彊

絃芯 0-0-べB

かぼち中 ;--;;t; 8/1←7収い穫 10/1定鎗

(えびす) 6/1 防F3厨

持一同骨骨司K 2 。0- 目白収血m寝-ベコ25 
生食スイートコーン 25 

(;6;日日イ) 播種

妨母除固2嗣回@ 

加工スイートコ』ン 1 ":1 
』1 ー0 。215 

(ジユピト) @ 収綾

ヨマンター 防総 I回

.< 
'1、 哀 22 

@糊。婦祷
⑧防一除一4一邸ー

{茶 般)

いるほか，は穏・定植を数回に分けて行い，定植・収穫期の過度の重複を避けて

いることがわかる。これらの栽培体系は，これも後述するごとく，長年にわたる

簿記あるいは作業日誌の記帖に基づく，作業および営農分析から，数年にまたが

って定められた，栽矯計画によって進められている。

第10表は，作目J.jIJの生産量・販売額の推移である。昭和54年と 55年の聞に差の

あるのは，新耕地取得によるものであるが，全般に単位当り生産量の，ほぼ安定

していることがわかる。第11表は肥培管理の概略を示しているが，堆肥の投入し
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第10表経営の現況・作包括IJ~佐藤重量・販売額の推移

作付 単位当たり 阪司i 在員 (千円)
作 自 年度 面積 生涯音量 主主 塁王 盤 版予d 蕊 共販の形態

( a ) ( kv) (岬) (岬) 計 うち共級寝耳
はくさい 54 4 5 0 270, 913 6, 0 2 0 216, 730 8, 8 27 

55 550 3 1 1, 2 75 5, 66 0 2 4 9, 0 2 0 1 2, 25 9 
Dl+秋) 56 6 2 0 4 0 4, 5 7 5 6, 525 3 2 3, 6 6 0 2 1, 556 

5 4 2 80 45, 090 1, 6 1 0 36, 072 4, 7 8 7 4, 7 87 
レ タ ス 55 33 0 80, 9 1 5 2, 45 2 6 4, 7 3 2 10, 64 0 1 0, 6 40 

56 3 3 0 90, 440 2, 7 4 1 72, 352 1 2, 9 1 4 1 2, 1 94 
5 4 90 48, 300 5, 36 7 3 8, 6 4 0 1, 8 6 4 

キャベツ 55 220 145, 688 6, 622 1 1 6,55 0 7, 4 2 5 
5 6 25 0 150, 300 6, 0 1 2 120, 240 9, 7 3 2 
5 4 22 0 9 2, 9 1 3 4, 2 2 3 74, 330 7, 3 5 2 7, 3 52 i藍~tw果関I也

にんじん 5 5 280 1 2 1, 0 1 9 4, 3 22 9 6, 8 1 5 9, 4 4 5 9 , 4 4 5 
56 29 0 1 3 9, 0 2 7 4, 7 9 4 1 1 1, 2 2 1 20, 598 20, 5 9 8 
5 4 2 00 4 5, 2 5 7 2, 26 3 3 1, 680 4, 7 3 6 4, 7 3 6 

泊‘ tまちゃ 5 5 1 3 0 21 , 92 1 1, 686 1 5, 3 4 5 1, 482 1, 4 8 2 
56 2 8 0 5 1, 600 1, 8 4 2 3 6, 1 2 0 3, 4 3 1 3, 4 3 1 

主主 食 用 5 4 4 3 0 3 9,0 5 7 9 0 8 2 7, 3 4 0 5, 6 6 4 5, 56 4 
55 4 20 68, 585 1, 632 4 8, 0 1 0 4, 7 66 4, 7 66 

スイートコーン 56 44 0 72, 380 1, 6 4 5 5 7, 9 0 4 5, 206 5, 206 
1用 ヱ 用 5 4 

55 200 3 9, 2 8 5 1, 96 4 35, 357 1, 23 8 • 

スイ}トコーン 56 560 日 5， 1 2 3 1, 1 6 3 58, 6 1 1 2, 3 4 4 
54 農協出荷

豆 55 7 0 0 1 9, 6 8 0 281 1 9, 680 8, 57 4 
5 6 200 4, 70 0 235 4, 7 0 0 1, 798 
5 4 

秋 ;t 55 1 40 4, 4 4 0 3 1 7 4, 4 4 0 69 6 
5 6 

第11表経営の現況・肥培管理の概略

作 目 1 o. 当り擁記雄 {師) b防，1除世 N P K Mg B 榊物

n.は〈さい
縫1 安 3魚0.f11i8tφ講書4EF0番‘組問8，責消8.371灰n焼2 機00G.3.ベ総ニ加グ 5リー4，ン開5 ，講 キ
-2ライト 5，議フン 1 5 O. セオライト 1 0 (堆肥 2 1 ) 

7 I 25.3 2 2 2 5 4.5 0.8 : 1 6 

秋はくさい
続1 安8.2魚5，納燦1 器0.5 葉0，倒隣的安1 05.. 7t註月焼石炭燭 720000，誠1ベmェS ー6，グ開')講ーン y I 29 24 2 8 ,1. 7 0.85 , 20 
5 キーゼライト 5， 鵠フン 1 80, 雄総 2.5 t 

レ タ

億世 1 5, 尿給器 22， 硫安 1 5, 市機織議7 5, 椛1m 3 4, 1時行
ス 灰 1 80, 魚 10, 葉締約 1 O. 瑚 1.5. ベエエグリ…ン 5， 5 I 1 8 2 6 1 7 5.1 0.7 20 

キーゼライト 5， 淘フン 90

ほ'tr20.1qb納t講 4 4, 1<'1安 8. i{(焼構 68， 縫加 52，消石灰
キャ♂〈ツ 200ゼ白 1 2号 車磁的 1 0φ 闇:!! 1. 8 ，ベニグリーン 5， 8 2 7 2 4 2 6 4.8 0.8522 

キーライト 5，趨7 ン 1 20 

にんじん

続安2O，f代民拍講 2 7, 悶禄官納 1 2, )1(燃信事 66 縫!lI!" 0, 消布
灰キー8 ゼ0，ライト 51， 2号麹襲フン 11056• 碕溝 0.5， ベエグリーン 5， 3 2 0.6 23 20 4.7 0.24;27 

fJ' 11' tうや
縫l 官o， 2 寝0，栂械給瀧10I， 7.ベ隣ニ安グリ10，ン成5，焼焼キー5 ゼ0，ラ様イ IJIIト 4S， 0.消1石1，炭柏 3 1 5.5 1 7.5 1 5.5 3.9 
6 0 

生 JIt I勾援官 25， I>I!讃 3 7，繭安 8， jf(jj!濁 70，筏加 46，魚柏
1 O. 軍陣柏 1 0, ベニグリーン 5， キーぜライト 5， ゼオラ 2 2 5 2 4.5 2 3 4.5 

スイートコーン イト 8， 1再石灰 90， マンガン 2 0 

IJlJ E "，11.事官 .t O. 域瀧 1 2, 鴎安 6， 塙焼締 50， 後IJII3 1. 1(,ro 5, 
寵種鮒 1 0 キーゼライト 5， ゼオライト 10， マンガン3 0 1 6 1 7.5 1 5.5 6.7 

スイートコーン

立 5644(6， 24， 14， 5)100 1<9 4 6 2 4 1 4 5 
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トラクタでマルチ キャベツの収穫

かぼちゃの搭種 かぼちゃの出荷

にくい地形の多いこともあって，魚粕・菜種粕・鶏糞の主用されているのが，特

徴的である。

第12表lま，主要作目別の経営収支の推移を示している。前表同様，昭和55年度

には，新関場の取得によって大幅に収入(所得)が増加しているが，昭和56年度

には，さらに大きな収入増が認められている。所得率は，圏場の増加と調係なし

年々向上しているが，昭和56年度にあっても約30%で，必ずしも高いとはいえな

い。しかし昭和町年から56年にかけて，収入が比率で 130 となったのに対し，支

出は 117 となっており，支出を減じた経営努力が，所得率の向上に結びついてい

るとみてよいであろう。

以上の結果，夏井氏の農家所得は，第13表に示すような推移を示し，昭華同6年

には， 2，∞0 万円を越えるに歪り 2 年前の昭和 54年対比では 360 %となって，
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(金額単位千円)

招 54 年 沼 55 年 招 56 年

収 入 支 出 収 入 支 出 収 入 支 出

項 罰金 富喜 項 自金 童話 項 自金 言語項 自金 重喜 耳ミ 白金 言耳 項 目金 室露

はくさし、 8, 82 7 事室 苗 望号 812 はくさし、 12, 259 事重 � 皇警 9 7 2 iまくさい 2 1, 55 6 事室 苗 重警 883 

レ タ ス 4,7 87 E記 料 望者 2， 570 レ タ ス 1 0,640 月巴 料 警警 4, 3 4 1 レ タ ス 1 1, 1 94 JiE 事十 皇警 6, 668 

キャベツ 1, 864 屋義 兵 重雪 32 6 キャベツ 7, 42 5 護霊 よミ 重苦 9 1 3 キャベツ 生 7 3 2 屋建 具 望者 1, 7 7 1 

にんじん 7, 352 塁塁 主喜 重警 55 1 にんじん 9,445 長差 菜室 長著 9 65 にんじん 20,598 盤整 i芸喜 言雪 1, 728 

かぼちゃ 4,7 36 言者材料費 89 8 かぼちゃ 1, 4 82 ま昔材料雲寺 1, 400 か iままうや 3, 43 1 諸材料重苦 1, 1 76 
生 食 5, 664 修 絡 望者 2 2 1 

主主 食 4, 766 修 事警 要警 3 4 8 生食 5, 206 悲喜 終 要警 1, 2 2 6 スイートコーン 加スイートコー工ン 加スイートコー工ン

アスパラ{苗) 786 動力光熱望号 682 スイートコーン 1, 2 3 8 動力光著書受 1, 2 5 3 スイートコーン 2, 3 44 動カ光熱費 1, 069 

事量 収 入 2, 1 65 重量議室共済掛金 1 3 9 !iL 8,574 盤整数共済接金 5 33 五王 1, 79 8 幾多義共草寺掛金 2 89 

減価償却勢 2, 4 1 7 秋 重量 696 主主{高官費量事費 2, 633 アスパラ{首) 968 滋儀後却費 3, 806 

E塞笈・手数料 12, 078 アスパラ(苗) I 1, 2 4 1 王室焚・手数字 1 8, 3 1 6 幸重 i収 入 560 主霊童雪・手数料 1 9, 4 1 3 

支払利窓、 9 1 2 章霊 i収 入 2, 284 支払利息 1, 4 0 9 支払利息 2, 350 

耳ま 事需 要警 85 6 蕊 帯電 警警 1, 024 尊王 事需 警警 1, 45 9 

包装資材繁 2, 69 5 包装資材望者 7, 1 24 包装資材費 6, 1 3 0 

藤用労苦雪 4, 0 4 1 持菱沼労害警 6, 698 綴用労主主e 8, 3 6 3 

租税公認 1, 13 2 組役公認 1, 0 3 2 組税公言葉 1, 1 1 4 

その他費用 1, 02 8 その他愛用 1, 1 2 0 その他愛用 1, 480 

計 36, 181 3 1, 3 5 8 60, 050 50, 082 78, 387 58,924 

所 得 4, 8 2 3 9, 968 19, 4 6 3 

所得率(%) 13.3 1 6.9 2 9.8 

主要作目別経営収支の推移第12表
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スケールメリットを生かした経営として，著しい成果を挙げるに至っている。

第13表農家所得の推移

(単位・千円)

所 f専 昭 5 4 年 昭 5 5 年 昭 5 6 年 56/54(%) 

農業組収入 2 3, 1 8 1 6 0, 0 5 0 7 8, 3 8 7 217% 

農業所得 4, 823 9, 968 1 9, 46 3 4 049ら

農外所得 843 894 95 8 1 1 4 % 

農家所得 5, 666 1 0, 8 6 2 20, 421 360% 

閤受賞財の特色

夏井氏の経営の特色は，その営農の徹底した計爾性にあり， しかもそれがあ

年にもわたる簿記や営農日誌の記帖と，そのデータを解析することによって得

られた具体的な数値にもとづいて，実施されていることである。その計画性は，経

営の各局面に及び，耕地の取得，労働力の雇用，作目の選択，土壌改良などが，

有機的な関車をもって推進されており，それらをー拐し示すと，第14表のとお

りになる。摘要織にみるごとく，同氏の簿記記帖は，農業高校卒業の昭手1133年

に始まっており，昭和40年以降の営農が，きわめて計画的なものであることは，

第15表の作物・作業別労働分析表(これによって，各種野菜の中から，労働生

産性~収益性~の高い，現作目を選定した)，第16表のは種・収穫計画表およ

びそれにもとずく，第 17表の週間作業計額表によって知ることができる。これ

らの表は，同氏のファイルから抜粋したものであって，涼簿は，きわめて膨大

な最に達し，同地区の農業高校教員の経営分析研究の材料として利用されてい

るほどである。以下に第14表の内容に沿って，項目ごとの説明を行うと，次の

とおりである。

(1)経営規模の計画的拡大

生産性・収益伎の向上を求めて，野菜栽壌に着目したことは，前述のとおり
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年次別農業経営変還過程概要

年 次{昭) 33 34 35 お:rl 38 391404142434445 必 47 48 49 田区間 53 54 時間 儲 参考

農業経営圏期 有畜輝体檀合型{地竣農業復興モデル型) I そ菜型経営探求甥 i 輸送闇華経営の瞳立(選外|企市翠場) 26%1主道外・ 40

地元市綴期 懲緩外遊内市線揖領期 所得拡大型そ菜選択期 的輸・作整 %は道内情滋市場へ

務地譲槙(ha) 6.6 5.7-10.  22.0 3 2. 0一四噌 翠謹した捜揮を緩ね

「えん愛小亙ピ ト lまれいしょj 轍持主 トマ九十九，きゅう号.すいか

工ア Oh， 3.0畑一ω 市し場て蕗い柄るとして確定
ん変陸尼崎込 5.0ha ー白血多

8. 0h晶間 i←_Xィートコーン ド 2.0ha 

十 日 -5.0ha ードー
選択作鞠の作付笛

…問削 0調」楠部丹 ~ カぼちゃ1. 0ha
i 1. Oha ---ro--2. 0 ha -

摺動向
~ 可 i キャベツ

5.0 ha はくさる、02ha 2.0ha s 

にんじん LOhaι3.0ha_
アスパラ菌1. 0 同

ロ230M
Oh, 

土 1 犠)有捷菅恩理軒の利用 家騎えん士変糞改跨尿員縫微隔鹿量素濃彊綾1恕護老，補1ぎ給れ野家いの機たし込めょ完mのi熟検t字離綾定恕E担平麻均えん2 袋ト蝿ン投込務み入紘5 に0%臨行 静野乾思琢燥綾ケス繍イイ留ー蕊犠ト魚{コじー粕，ンと，場ナ経廃タ毘繁ネ鞠軸用腐えを熟金ん変化そ母菜込に使み，用集睦拘畜麗農家路棄物利用
2 )土総改良

良質努基生産のため，土壌検査{酸度，有機執関量璽家}を 3 年畠に行う。現夜平均/h.当り 5 ケ所検査ー一"ー咽
心土は降

暗盟主傘水

3) 科学的絡廃設計 作組ほ場のE起惑に閉して自分で絡用量色配合嘗婚をきめる(化成記将は錠わない) 句同町4・

主なそ菜 忽}はくさい 4.0 トー 5.0 トン 6.0-7.0 トン

白)レタス ヤ一一2. 0 トン ー--t←-2.5 トント3]""トノ吋キ←4.5 ト2ン7 トやン5一0 ト一ンの庄担 。)にんじん

(J)自家労鶴カ {人 )3 入
母引退嬰入鰭

大父市，商学本地陸在名人了.住寄者託3者器男靖)潔子)) 労鶴力惜麗用労働力 {写鰯人) 5 月下旬-10 月下旬 トー一一 2入 4 入 8 人

。)軒修生 {人} !ト l名ー
(1)務 湾 1 頭

HP発動撞エンジント 7ク国務転機 同トM一m一m一ω一輔一1一0 45ETインタ (中古)
1 745田ト5ーイ田念ン安とタ否ー焚R体後(中制イ古マpン.)凡タ伊7…港駐{一湾取在一さ)イ一ドンター一ーーーヲ- (3) トラクダー

E毒薬組収入額 75万 420 万 750万 2500万 3600万 7800万

童とと基翠同な務時る控に経を営卒業者 融却緩さaれ援閥と講い生う量活購に 復能転(換率絡鮭のに燦を街移器計桂地い闘そ購し菜現入経地)営の平の 家生1E臨2霊月全場議N員での3盛R万初会期旬間を期作ま襲です簿こ(記週と間のを分努}析のめをリ基ハ礎ーサにルを行い
て今院に至る

担者 璽
名寄えびナ甫瓜生産揖県会長 道北そ莱掻鍵会( 4 i抑τ570 声)会長

簿記々輯を始める

留地数 48 年まで 1 問題 49-54年まで 2 沼地 55年以降 3毘抱

務土条件の変化 15-20 隅( 38 年まで} 35四 (39- 4. 6 年まで) 40 閣( 4 7 町 50年まで) 4 5 四( 5 1 '1'以降)
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第15表 作物・作業別・労働分析表

仁Eス プラン

除 草[定綿 機織 かん水

道卜4ポ1ヨッり 1m 51 心は 主裏手: プラウ 肥
ター 迫中惚鯵 紡除 A足取り 梅収 穫III 組合せ マルチはぎ

ター マルチ

lii ング 他

2.21 0.01 0.08 0.21 0.23 
1. 53 人区 ハウス

0.05 0.141 0.05 11.32 1.31 5.01 0.12 0.46 

0.03 

秋はくさい かん水
1.47 0.07 0.03 0.15 0.15 。 08

1 1. 02 人区
0.15 1.03 0.63 7.03 0.09 0.14 

トーー

レタス かん水
266 Q.71 0.12 。 0' 。 l' Q.1.':I 

12.88 人区
Q.O " 0.03 0.06 1.61 0.07 0.1 1 

キャベツ かん水
2.13 0.42 0.02 0.01 0.22 0.16 0.06 0.07 0.07 1.68 1.10 6.53 0.1 1 0.41 

13.23 人区

i にんじん かん水
0.36 3.66 0.03 0.0 <1 0.23 0.15 0.01 0.02 0.63 8.3 0.08 0.28 

14.0人区 ~，レチはぎ
0.22 

かぼちゃ 収 つる慌し
0.91 0.07 0.15 0.06 0.09 0.08 0.02 0.86 0.22 初3.27 0.06 0.24 

9 古 9 人区 ハウス 3.2 選0 マルチはぎ
0.25 0.2 

生ト スイー 繍0.6荷5 カラップシ

コン 0.48 0.37 0.01 0.03 0.19 0.06 0.21 0.03 0.02 0.02 0.70 L" 8 0.11 0.03 
マルチはぎ

Lムエ9土区 0.39 

加工スイート
コ}ン 0.09 0.05 0.21 0.05 0.01 0.89 1.22 。 05 カラップ』ン

0.01 
2.58 人ほ

"、 J�. "刈
0.12 0.02 0.03 0.15 0.08 0.05 0.03 1.93 総1. 3 務4 0.02 0.02 

4.42 人区
<).64

アスパラ荷 かん水

0.22 0.04 0.03 0.19 0.16 Q.Ol 0.06 2.38 7.81 0.29 
l l.l宮人民

秋小変 チョッパー

0.09 0.04 0.03 0.0 " 0.02 0.03 
0.26人証

第16表作物別措及び収穫計額(例)

作物名 は煩 ffii 繍 は種計11珂
宜H 仲田

定値目 da 事量
生育

収穫計釘
日数 日数

1 40. 5]] 28 日 22 日 6月 19 日 無 双 7 2 日 8月 8日(日)

2 40 61J 11 日 22  7JJ .1 臼 " 7 2 日月 22日(日)
ø.はくさい

3 6月 18 日 22  7 JJ 10日 8月 29日(日)40 " 72  2 0 0 a 
7月 19日 9月 8 日(水)4 40 61127 日 22  " 7 3 

5 40 7tJ 5 日 2 2 71127 日 作みどり 3 号 7 3 9月 19 日(日)

1 40 7 tJ 5 臼 2 2 7月 27 日 作みどり 3 号 7 5 9月 26日(日)

2 40 nJ 513 2 2 7月 27 日 玉 将 90  10月 3 日(日)
秋はくさい

3 7月 8 日 22  7月 30 日 9 8 10月 17 日(日)100 " 3 9 0 a 
4 110 7111 0日 22  811 1 日 If 9 8 10月 24 臼(日)

5 100 7月 14日 22  8月 7 日 " 107 10月 31 日(日)

1 40 5月 28 日 23  6J1 20日 カルマーMR 7 1 8月 8 日(日)

2 50 6月 8日 23  7月 1 日 If 7 2 8月 19 日(木)

レタス 3 40 6月 18日 2 3 7月 11 日 If 72  8 )，129日(日)

2 5 0 • 4 40 6月 27日 2 3 7月 20 日 " 7 3 9月 8日(水)

5 40 7月 3 日 23  7月 26 日 If 7 4 9月 15 日(水)

6 40 7111 0日 23  8月 213 " 75  9fl23 日(木)
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第17表作目J.lIJ週間作業計随(例8 月分抜すい)

作物名 は噸 活積
8 月

8 臼 1513 2 2 13 2 9 日

1 40 a 収穫 軍勘 収穫 3担

夏はくさい
2 40 i坊 Itぢ

3 40 !坊 防 i坊
200a 

I~ぢ I~ぢ 関4 40 I~ぢ

5 40 防 中草 I~ぢ !坊 Itぢ

1 40 I~ぢ 中草 I~ぢ I!!守 I~ぢ

2 40 1!15 中草 I~ぢ I~ぢ !坊
秋はくさい

3 100 I~ぢ 中草 f~ぢ 防
3 9 0 a 

i坊 中箪 l坊 i坊4 110 

S 1∞ 定 I~ぢ !坊 中毒主 f~ぢ

1 40 収穫一一一+

2 50 f~ぢ 防 1 9 日収穫
レタス

防 草防 i坊 妨3 40 
250 a 

l坊 妨 草紡 !妨4 40 

であるが，昭和44年に現在地に移って以後は，長期低利の融資を無理をしなし範囲

で受け，規模拡大を関って来た。その結集，資本蓄積が進み，野菊守経営が腕蓋に

のった昭和田年には，一挙に14.7 加を続入して， 30haに拡張し，大掛賓館営の基礎

を確立したっその結果，収入は第四表，第13表に示したように急増した(第四表)。

第18表 営農資金等の借入状況 (昭 56年度末現在)

イtl'入資金名 借入金の用途 1 借入先 当初(Jr入年月 当初借入金古賀 俄宣霊完済年月 借入残高
土地改良資金 同 左 i 5 2.1 2 1 ， 449千舟 7 0.1 2 1,4 4 9 千円
Jm 悶 5 3.1 2 215 70.12 2 1 5 
!司 Jr司 5 4.1 2 18 7 0.1 2 1 8 

震語家泌物資金 f王 { 弓ニ 53. 8 8,000 6 8.1 1 7,03 7 
益基地取得に伴

自 作 震基 う本人の債務
}災協

38. 4 300 57.1 1 25 
となる

自 f宇 盛是 災 話5 4 9. 500 6 1. 1 1 280 
i誕地所得 4 4.1 2 1.500 6 3.1 1 725 
長誕地所得

Jr司 友
4 5.1 1 500 6 4.1 1 2 72 

E基地所得 4 9.1 2 4,000 73.1 1 3.3 3 7 
躍をtt!J所得| 5 5.1 1 30,000 8 4.1 1 3 0, 0 00 

計 43,3 5 8 
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嫡人雇用者と休憩

のひととき

ゆ計画的雇用

年間雇用は，延 2，∞o人であるが，それらは 5 月から 11月 10日ごろまで約半年

間の女性常履い12名と，臨時履用によって， まかなわれている。常雇いの中にはお

年勤務の人さえあり，すべてがベテランといえる。臨時雇用は，小豆の草取り，

にんじんの収穫など，特に労力を婆する時に雇用するが，前述した作付け計画に

基づき，冬季からすでに雇用計画が樹てられており，無用(駄)な雇用は行って

いない。このような恒常的・計画的な雇用は，地域の就職の場の拡大に大きな寄

与を果たしており，電話などで雇用を申し入れる婦人があるなど，他では例をみ

ない現象を呈しているという(農協関係者談)。また雇用の使用に当っては，協

調性を保つため，作業目標を能力中程度の者に置くなど，人間関係の維持を重視し

ている。また失業保険への加入に代えて，賃金日払い制(現金収入に苦しむ考へ

の翻意)や皆勤褒賞制度(皆勤者には月初めにさかのぼり加褒する)などを採用す

るなど，十分な配慮が払われている。

。) 野菜作自の計画的選択

立地・気象条件・収益性・スケールメリットに注目して，はくさいほかの野

菜類が選択されたことについては，再三にわたって述べたとおりである。小豆は

輪作作物のーっとして導入されているほか，価格変動による収入増も期待されて

いる。小麦は連作障害防止とともに，有機物の補給による地力維持を目的として

導入されている。
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制合理的輪作

この点も既述のとおりであるが，連作i境警の起こり易いアブラナ，小豆は 4-

5 年の輪作とし，前作にはスイートコーン，小麦，にんじん，かぼちゃを適宣組

み合わせて入れることとし， スイートコーン・小麦は 3 年に 1 回は必ず入るよう

に計問されている。

(5) 経営鐙の節減

経営費のうち，肥料代の節減を図るため，単肥酷合による施肥を行っている。

同時に品質向上のために魚粕・菜種粕・鶏糞も施用している。目白斗代はこれによ

って，潟辺農家より 15~ら程度安価になっている。同氏の方針は，単にスケー Fレメ

リットの利用と経費削減による労働生産性の向上を困るというのではなく，露地

野菜については，産物の品質向上・維持が収入増につながり，同時に市場の開拓

と信用維持に役立つということであって，現実に高収を得ていることは，第 8 表

に示したとおりである(第四表)。

第19表農業経営費の明細
(単位:円)

昭 5 4 年 昭 5 5 年 昭 5 6 年

費 自 金 額 金 額 金 額

種 高 費 8 1 1, 5 0 7 9 7 1, 620 882, 520 
肥 料 費 2, 5 70, 080 4, 34 1, 4 2 0 6, 6 6 8, 3 40 
農 具 費 3 2 5, 5 0 1 9 1 2, 5 1 6 1, 7 7 0, 6 9 9 
農 薬 費 55 0, 6 80 9 6 5, 1 4 2 1, 7 2 7, 9 5 0 
諸材料費 89 8, 2 1 4 1, 3 9 9, 7 5 4 1, 1 75, 894 
修 繕 費 22 1, 128 3 4 8, 3 8 1 1, 2 2 5, 8 8 5 
動力光熱費 6 8 1, 8 3 1 1, 253, 478 1, 069, 135 
農業共済掛金 1 38, 5 6 4 5 33, 3 5 5 289, 324 
減価償却費 2, 4 1 7, 07 1 2, 6 32, 908 3, 8 0 5, 5 4 7 
運賃手数料 1 2, 0 78, 2 6 7 1 8, 3 1 5, 5 5 0 1 9, 4 1 2, 77 9 
支払利息 9 1 2, 1 4 2 1, 4 0 9, 4 4 6 2, 3 49, 7 5 8 
車 鞠 費 856, 137 1, 0 2 4, 1 5 0 1, 4 5 9, 2 00 
包装資材費 2, 69 5, 2 1 1 7, 1 24, 377 6, 1 29, 7 1 3 
庭用労賃 4, 0 4 0, 7 4 0 6, 697, 869 8, 363, 193 
その他費用 1, 028, 495 1, 1 2 0, 1 8 9 1, 4 7 9, 9 8 4 
租税公課 1, 1 3 2, 4 6 5 1, 0 3 1, 6 1 9 1, 1 1 4, 368 

fl 計 3 1, 358, 033 5 0, 0 8 1, 7 7 4 5 8, 9 2 4, 2 8 9 
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倒産地維持と共同出荷

出荷は"道北青果広域農業協同組合連合会(通称:道北青果団地)を組織とし

て，金量農協出荷を行っている。ここにおいては，良品生産による産地採健持を目

的として，紐合員による品質チェックが行われている。夏井氏は， この u道北青

果"の生みの親であり，同時にほぼこれと共通の農家によって構成されている

収道北競菜振興会"の会長を務めてお1)，いずれも高い人望を得ているとのことである。

(7) 営農の計画性を技術研修

夏井氏は，営農に関する経営の記帖を，青色申告の用紙・様式に期り行ってい

る。その結果，極めて容易に公租公課関係の資料の作成が行われるという。また

冬季期間中に次年度の作付計l題，雇用計画をたて，収支の予測を行うなどして無

駄をど省き，計画的経営を実施している。営農に当って機械カの利用に積極的なこ

とはいうまでもないが，自らもアスパラガスの苗取り機の開発，レタス箱のパッ

クレーキによる収集の考案なども行い，業者による実用化に成功するなどの積極

的開発も行っている。また各年度の終りには，家族をあげて反省会を行い，周辺

農家との体験発表会を持つなど，生産技術の向上につとめ，先進地見学などについ

ても積極的であるが，これらはすべて q平常レベルの技術弘細かい気回りによ

って誤りなく計画的に無理なく，無駄なく行う"という同氏のモットーを支える

柱となっているということができる。

圏普及性と今後の課題

夏井氏i土，名誉子市在の!日居からの転出，現在地での営農展開など，すべてにわ

たって近代的かっ独自の農業観をもとに， 然科学的な研究と実賎"をモットーに努

力含重ねて，現在に至っている。個人的には，いわゆる北海道的な独自精神に富

む行動的で温情ある人柄である。その結果，地区にあっては，生産活動・研究の

リーダーであるのみでなく，出荷・販売面でもトップの人物として活躍している。

同氏の経営理念と実践様式は，前にも触れたように地域農業高校の教育教材とさ

れるなどの賞献を果たしているのみでなく，普及事業・行政における地域振興計

画の指標としても活用されるなど，その科学性・優秀性・地区への貢献度，営農
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の溜嫌への波及性などの点で，きわめて傑出したものというべきであろう。

夏井氏の周辺農家がすべて大規模経営であるわけではない。もともとこの地区

は，同じ上川支庁に属する富良野地区などのような野菜栽培の盛んな地区ではな

く，同氏がパイオニア的に野菜作の規模拡大をすすめたことが評価されている点

からも，そのことは理解される。しかし，同氏が著しい成果を絞め，出荷に研究

会にリーダーシップを発揮するようになって以来，周辺への波及効果が認められ

るようになり， 25ha稜度の経営農家が，数戸出現するという結果になっている。

このことに対する関係機関からの評価は，北部北海道農業のあり方を示すものと

して高いものがある。
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藤議監護醸覇軍関

北 I;Hの ~IÍ'来づくりに挑戦して
夏井岩男

私は北|浪の山村育ちで，名簿t望校を昭

和32'ドに卒業しましたが， 38年・に敗血症

で倒れるなど健康を害し，そのため緩治

的にも巡いつめられたのでありますが，

そのIlfJ，私は肉体中心の労働依存i災業か

ら考える 1iZZ誌を加味する }l~が必要である

ことを自覚し，新しい試みを行ってまい

りました。今ではある程度計十i菌iが実現さ

れてきており，本当に幸せだと怒ってお

ります。

北限の野菜作りは当初借金返しのため

と公う動機で，インスゲント知識で栽続

に挑戦し，どうにか生淀川来たものを佼

絡を加すてili'/JvJ'i己街!しにHlかけたもので

すが，地成の消費動向に合わず，成果i土

殆どあがりませんでした。このように，

消費者の晴好を無視した私の里子菜栽絡は，

消費者に合う筏もなく，採算にも fTいま

せんでした。

私たち食続生夜にたずさわるものは，

先ず全l認の奥さんかの喜子みを開き， また

流通の実態を承知しながら，現状及び将

来;伊川について勉強し，その上で気候号事

の立地条件を考慮したi産地i蕗作による銘

柄品の生産ーに向けて野菜経営を行うこと

が必媛だと汚えます。

F詩瓜部会を綴織し，五三国を歩き，南瓜を

はじめ，アスパラ，薬菜，百合様等{瓜昆

野菜の品積!向上に努め， 46年には名寄，

智主主:文，下川 1，風速の 4 農協の生疑者が

結集して道北そ菜i謝芸振興会(栽tg:とJt

fñ]勉強)を設立，現在 600 01'，の手厳裁に成

り，私はその会長fr:努めております。

一方，販売はおl じく近隣四終協で道北

脊果農協連会作って裁き，現在 600 名，

720 ha, 1 市:円の実績に成りました。ま

た，私の経営も組織の成長と|叶じくして

進みました。

4~年に名寄から智恵文の平地に移転し

ましたが 5 haから出発した耕地も現在

35ha になり 6 年輪作を目標iこ月昨十は lp

胞で有機質を入れ，さらに 3 年に I 度は

きを， スイートコーンの菜築も鋤込んでお

ります。雇用者は20年来の婦人も含めて

延べ20α)人に成りますが，家族問滋の雰

閤気です。機械も現夜多くなり自分達で

開発したものも三種あり，また，正しく

納税のための簿記を工夫いたしました。

私は作物，消費者がニコニ 3 する農業

と，それを遂行するためのリハーサル農

業が持論でありますが，今色lの受賞を契

機に，今後は地成農業の摂興のため一層

昭和42ff-に私を含め 7 人で名寄えびす 頑張りたいと思っております。
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天皇歯受賞/岩竹重城 115 

(日本大学教授/島沖 正)
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屋建受賞者の略歴

(1)地域の概況

天皇杯受歯

出品財酪農経営

受賞者表竹重城

(ft J}hV~庄原市ーオミU!r乙500)

Et原市は広島県の東北部に位置し，低温多雨で冬季開の積雪量は比較的多いが

第 1 図受賞者の所在地
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農業に適した自然条件を備えている。市の総面積は24， 479 haであるが，山林・原

野が75% を占めており，農用地は12% と少ない。農用地面積は 3， 075haであり，

その85%は水田である。

農業生産は米を基幹作目として，酪農，肉用牛，養豚，野菜などと組み合わせ

による複合経営が多く，また兼業農家率も90%以上と高い。

庄原市の酪農の履史は古く，明治43年に乳牛が導入され，現在，酪農家は59戸，

乳牛飼養頭数 1， 625 頭， 日量18 t の生乳を出荷している。 1 戸当たり偶養頭数は

27, 5 li.頁である。

庄原市では，全市を対象とした土地基縫整備事業に取り組み，営農集団の育成

にも力を入れている。また，酪農組合では，昭和53年度から公社営畜産基地建設

事業を推進し，主産地形成への努力を続けている。

位)岩竹重城氏の略歴

岩竹氏は，農家の次男として生まれ，昭和40年工業高校を卒業と同時に大阪へ

就職した。しかし「土への愛着」と「農業への夢 j が捨てきれず，昭和44年にU

ターンし 7 年間，家業であった養豚一貫経営に携わってきたが，昭和50年，岩

竹家に婿養子として入り，酪農経営及び養豚経営に取り組んだ。

岩竹家は，昭和51年の時点で，乳牛を 18頭飼養していたが，この規模では「そ

の時点での酪農の安定はあっても，将来の生活の安定はない j という考えのもと

に養蹴部門を廃止し，酪農の規模拡大を留った。規模拡大の資金は豚の売去肘℃

金と農業後継者特別資金によってまかない，ノ〈ーンクリーナー，パイプラインミ

ルカーを備えた42頭収容の鉄骨平屋牛舎を住居から離れたところに新築した。こ

のことが専業酪農経営を確立し，現在の安定経営の基礎となった。

氏は婿養子として岩竹家に入って以来，一家の校として，自らの経営の向上を

目指すとともに，庄原市農協青壮年部会長，県農協青壮年連盟畜産部長，備北酪

農協酪農研究会話IJ会長，県酪農青年婦人会議委員，サイロ組合の副会長をど務める

かたわら，機械のオベレーターとしても積極的に出動するなど，グルーフ。活動の

中心的な役割iを巣し，地蛾の酪農発展のために積極的な活動を続けている。そし

て将来は地域のトップリーダーとして期待されている。
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岩竹氏の家族

露関受賞者の経営概況
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第 1 表家族構成と労働力

農業従事 左のうち 際農の
能話主どの繍将 ね，-ーノ1合3、

の程度 酪農従事 経験年数

ヌド 人 3 6 100% 100% 8 年

氷pムー.
父 5 7 8 0 1 0 0 3 5 

主主: 2 9 6 0 100 8 

母 5 4 5 0 

?旦 母 8 0 

族 長男・次男 6 

男 6 

磁 年延 !fl 7 人 (へJレノfー)

時 間人 女 人

濯 員 人

料焔454 a (うち 296 a は借入地)の計686 a に銅料作物宏作付している。飼料

司i噌
g
A
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飼料畑(上左)

飼車初〉収穫(上右)

大型スチールサイロ(下)

作物の種類はトウモロコシ， ソルゴー，混播牧草 6 条大麦，スピード燕麦，イ

タリ 7 ンライグラスを作付しており，混播牧主主を除いては夏作と冬作の輪作体系

を確立している。

借入地は昭和46年以降，徐々に増大させてきており，粒飼料慕殻強化への努力

がうかがえる。借地料は転換閏については無料であるが，飼料畑については10 a 

当たり 5， 000円&支払っている。

第 2表樹祭の作業分担

本人 搾乳，飯桝給与，倒{本管理，粗鋼料運搬，サイロ組合出夫，簿記の記帳

妻 " 牛舎清掃，家計簿，家事一般，育児，自家菜園
父 " 糞出し，粗飼料給与，育成件の管理，サイロ組合出夫
母 子牛の日常育，家事一般，花の手入れ
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第3 表経営地の概況

区 分 所 有 借 入
酪農部門
手IJ 用

毛 o a o a o a 

田 毛 。 。 。

転 換 9 9 133 232 

事手 通 ら 。 。

畑 餌 料 158 2 9 6 45 4 

樹 関 。 。 。

262 42 9 6 86 

tili 。 。 。

Ilj 林 1, 0.00 。 。

そ (J) 他 。 。 。

数 畜舎施設 5 0 。 5 0 

地 運動場 1 0 3 。 103 

侶)乳牛の飼養状況

乳牛銅養頭数は経産牛40頭，米経産牛12頭，育成牛7 頭の計59頭である。[lg和

57年の経産牛1頭当たりの年間産乳量は 6， 927 k.ずであり，高水準を実現している。

(4) 建物・施設・機械の所有状況

建物・施設・機械の所有状況は第 4表，第 5 表のとおりである。道舎を昭和51

年に新築したため， 51年の投資額は大きいが，飼養管理労働の合理化が著しく進

展した。

特筆すべきことは，粗鋼料生産用の機械に偲入所有がみられないことである。
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止や 会 牛舎内部

第ヰ表主要施設及び機械

材質型式
種 類 面積数量 取得年月 取得価額③

能力

牛 舎 木 造 2 1 4.5 m" 4 4.1 2 8 0 0, 0 00 

" 鉄骨組 480 汁r' 5 1. 1 0 9, 3 6 4, 0 0 0 

尿 溜 コンクリート 30m2 5 1. 1 0 5 6 0, 0 0 0 

パンチサイロ F l-{ ? 
3m3x 2 

5 3. 4 374, 000 2m3X 2 

井 戸 1 5 3. 8 2 7 0, 0 0 0 

第5表機械

種 表頁 型式能力 数量 取得年月 取得価額@

ノfイプライン
オリオツ

1 5 1. 1 0 1, 4 50, 0 0 0 
6 頭用

ノ〈ーンクリーナー l 5 1. 1 0 1, 2 5 0, 0 0 0 

ノfイフ。ライン
オリオン

1 53.1 0 1 5 0, 0 0 0 
追 方日

j昆 水 器 1 5 1. 1 0 1 50, 0 0 0 

" 1 5 5 9 1 65.0 0 0 

尿 ポ 、/ フ。 1 5 1.1 0 3 00, 00 0 

バルククーラー
オリオン

1 5 3. 1 0 9 5 0, 0 0 0 
80 O.t 

軽トラック 1 53.1 2 

ダンプトラック 2 t 1 53.1 0 
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これらの機械はすべてサイ口組合( 8 戸)が所有し，参加農家の濁場を共同作業

によって栽格，管理し，収穫した籾飼料はスチールサイロに貯蔵される。このこ

とは個人経営の投下資本の節約と組飼料生産の省力化を図ることの両面を非常に

うまく実現させている。

関受賞財の特色

1. 経営経済的特色

関際化時代，生乳の生産調整下において，牛手{生産コストの低減と酪農経営所

得の増大という難しい課題に対して，岩竹氏を含めたサイ口組合のグループは，

次のような対応宏行ってきた。

(1)牛乳の生産原価の低減

麟農経営を安定的に発展させるためには，足腰の強い経営体質を築き上げる必

要さがある。このことは，具体的にいえば牛乳の生産原価の低減を図ることである

が，岩竹氏の経営は，牛乳 1 k$' 当たりの生産原価が77.6 円と低廉である。

その要因としては，①サイ口組合による飼料基盤(主として借地)の効率的活

用，@スチールサイロを中心とした粗飼料の生産・調整の共同作業による低コス

トの良質サイレージの確保，@機械化ー賞作業体系の確立による省力化(労働費

の節減) ，④粗飼料生産用の機械を所有しなくてよいということによる機械への

投資の節減，減価償却費の低減，支払利息、の減少など，相乗効果が発揮された結

果，牛乳生産原価の低減を実現している。

以下，経営的特色の内容を具体的に説明しておこう。

包)生産組織による借地契約と経営耕地の集中化

牛乳生産費の低械の最もE重要なポイントは，飼料費の低下であることはいうま

でもない。そのためには，籾飼料面積の拡充を図らねばならない。

しかし，都道府県の既存農村においては，零細かっ分散耕地であり，加えて地

価が高く購入による土地面積規模の拡大は資金的にも，控営採算からみても極め

て困難な事情にある。したがって，借地による規模拡大が一般的であるが，そこ

での問題点は，経営耕地を一層分散錯図的にして土地の利用効率を悪くし，必ず
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しも銅料費の節減には

結びついていない場合

が少なくない。

岩竹氏の所属するサ

イ口組合においては，

銅料面積の拡充を積極

的に進めるに当たり，

個人農家同志の借地関

{系ではなく，サイロ申立

合が地主と借地契約を

結び，組合員の中で飼

料基盤の~~v 、農家に優

先的に貸付けている。

また，可能な限り組合

員である略農家の所有

地と隣接した土地を借

地させ，分敬錯留をさ

けて経営耕地の集中イヒ

を図り，大型機械利用

・共同作業による粗飼

料生産の効率化を図っ

ている。

侶)低コスト・良質

サイレージの確保

参加農家の粗鋼料生

産に当たり，その作付

計画から生産・調整に

至るまでを全面共同作

第 6表 当期費用の内訳と生産原価

(自 昭和57年 1 月 1 13 歪昭和57年12月 31 日)

区 分

16,040,531 

購 入 偶 料 費 ( 2, 1 4 4, 8 6 4 ) 

(サイ口組合分)

自 種 ー回が← 費 。

給 月芭 料 費 408,201 

銅 手干 市 価 物 1 3 4,53 5 

料 そ σ3 他 。

費 542,7 36 

敷 購 入 。

キヰ 自 給 。

受 計 。

労 雇 用 労 f動 35,0 00 

f動 氷Fみー. 族 労 働 4,58 4,4 0 0 

費 4,6 1 9,40 0 

も と 牛 購 入 費 。

重ロタ品Y 療 . 医 薬 品 費 288,130 

光 熱 水 費 44 1,57 4 

機械用燃料 . 泊費 1 33,7 50 

種 付 料 3 18,500 

減 手L 用 4ユ 2,451 ,545 

価 建 物 . 構 築 物 51 5,560 
償- 機 器 兵 . 車 轍 517, 455 

却 草: 地 。

費 3,484,6 50 

修 繕 費 1 88,99 0 

農 具 費 128,240 

消 耗 諸 材 料 費 1 2 1,4 6 0 

賃 料 料 金 そ σ3 他 636,1 00 

当 期 費 用 i口〉、 計 26,943, 971 

期首子牛・育成牛・肥育牛評価額 5,765,40 0 

期中経度牛繰入れ評価額 5,3 3 6,8 0 0 

期末子牛育成牛・肥育牛評価額 4,1 43,500 

子牛・育成牛・ RE育牛販売収入 1,8 1 5,000 
福IJ 産 物 価 額 7 3,4 40 

i 差ヲ! 生 産 原 価 21 ,340,6 31 

牛乳100k9当たり生産原価(第 1 次生産費 7，759
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2 図経営耕地の配置図

業によって行い，低コストの良質サイレージを充分に確保している。

すなわち，収穫した牧草・飼料作物は，総て大型スチールサイロに貯蔵し，面

積に応じて配分を行っている。

サイレージの生産コストは， ~~7 表の如くきめ細かく計算されており，労務出

役 Eと羨引いた 1 kr; 当たりのサイレージの生産原舗は， 6.8 円と非常に安くなって

いる。

(4) 機械の組合所有による偲人経営の固定資産額と借入金の軽減化

スチールサイロや粗館料金産機械は，すべてサイ口組合が所有しているため，

偶怒り経営での機械所有は必要とされない。このため，備別経営の機械投資が大q認

に軽減され，問定資産負担額と借入金の低減がなされている。

すなわち， 51年以降において牛舎及び牛舎内の機械・施設として投資した額は

約 1 ， 600万円程度であり，年間の償却額は約 103 万円と少なむ、。また，借入金残

高も 225万円であり，その支払利息、は，年許可，わずか 9 万円に過ぎない。
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第 7 表サイレージ生産原価計算書

(昭和 5 7.4.1 -昭和 58.3.3 1 母)

農事組合法人庄原市酪農協業組合

勘定科目 金 額 摘 要

労務費 2,577,750 3682.5 時摺( 460人分)一般及オペいータGi)700-

生 原材料費 3,696,484 肥料，種子代 ( (瀝2.635) 1 時笥当k.街

産 燃料費 6 88,770 

原 電力料 3 4 4,0 0 0 

価 修繕費 2,2 0 8,6 1 0 アンローダー，機械車，格納庫外

費 減価償却費 4,768,2 1 1 

小言十 14,273,825 

旅 費 1 20,000 

管 租税公課 1 48,400 

会議費 285,330 

理 借入金利息 6 48,93 2 

雑支出 50, 000 

費 借上料 1 1 8,825 サイロ敷地外

小計 1,37 1,48 7 

費用支出合計 1 5,6 4 5,3 1 2 

収 雑収入 6,375,702 乾草代 2，220，000 タ員一外等サ利イ用レ料ー3ジ12代，50L04-00,000 
パ金キ肥ュそーのム他‘ トラク " ... "JV , 

2,4 43,2 02 -
入 言十 6,37 5,7 0 2 

差引費用計 9,269,61 0 

第8表へイレージ生産原価

1 k9当生産原価 摘 要

生産原価 1 4.59 1 4, 2 7 3, 8 2 5 -;-9 7 8. 3 t 

管 理 費 1.402 1, 3 7 1, 4 8 7 -;-9 7 8.3 t 

差引収入額 6.5 2 6, 3 7 5, 7 0 2 -;-9 7 8.3 t 

差引総生産原価 9.47 5 9, 2 6 9, 6 1 0 -;-9 7 8.3 t 

カ労務出役を差引いた 1k9 当生産原価

9. 4 7 5 - 2. 5 3 5 116日 8 4円 11



備考

6.4 2 t 

第 1 0表 へイレージ及び車樺生産手IJ用量

生産利用議 備 考

へイレージ
1, 0 1 8.3 t 組合員へ 9 7 8.3 t 

及サイレージ

外へ 4 0 t 

乾 草 4, 6 0 4 ケ 組合員へ 4, 60 4 ケ

第 1 1表 サイロ組合構成員の規模とサイレージ利用状況

5 7 年度( 5 7.4.1 -5 8.3.3 1 EB ) 

¥¥¥  
望警 保 主主 竹 藤光 伊藤 氷山 自t 荘 後開 1: 9f Jt 

( 3 1 才) ( 3 6 才} ( 36 才) ( 56 才) ( 5 2 才) ( 28 才) ( 5 9 才) ( 51 才)

(鎖)

E奇捷減数 経産 37 40 2 5 1 5 29 3 1 11 24 2 1 4 

lJJIf 1 0 1 2 6 3 7 1 3 4 4 2 

育成 1 4 7 8 7 6 1 4 5 7 76 

;11- 6 1 59 3 9 2 5 42 46 1 9 35 3 3 2 
ト一一

(却)

出荷乳融("f') 215,733 272,671 1 71 ,94 2 95,686 151,090 186,656 70゚ 86 142.9 03 1,4 47,5 25 

( a ) 

鈎料蝿而楠 54 1 686 357 226 485 459 3 6 7 23 2 3, 35 3 

(t) 

性草 i担蹴 3 1 8.9 503.3 2 5 L 3 1 28.9 :l 1 2.4 3 03.2 2 1 1.2 1 2 1. 9 2, 1 5 1.1 

サイレジ (t) 

(へイレージ)持分 1 45.0 228.8 1 1 4.3 59.0 1 42.0 1 37.8 96.0 5 5, <1 978.3 

(t) 

実際給与計繭 1 56.9 2 1 0.4 1 3 L 6 6 1.5 1 27. <1 1 22.7 62.2 1 04.5 9 7 7.2 

サイレージ(へイ) (t) 士。

議号i 過不足 811.9 EIll 8.4 θ1 7.3 θ2.5 Eﾐl 4.6 Eﾐ1 5.1 Eﾐ33.8 849.1 (十1.1)

サイレージ 1 

生革 (2.198815 ) 

� ム ム ゐ

生 l，t 代 i品不足 104,664 161,832 152,158 21 ,9 88 128.411 132,808 297,2 80 431,8 47 :1:0 

Gi> 4 内 /kv

Fひっ
山

哲
a

み



半畳直可料の給与( :友)

1R員7.000k9の産乳量(右)

(日繁殖成績の向上と脊成牛コストの低減

粗飼料基盤の拡充によって粗鋼斗の多給化が図られ，その結巣，繁殖成績の向上

とともに，経産牛 1 頭当たりの年開産乳量も約 7， 000M 在確保している。また，

さらに育成牛にも粗炉停ヰを充分に給与することができるので，育成コストの低減

も図られている。

したがって，米経産牛，育成牛を多数保有することができる。そして，手LJtl牛

群改良推進事業の成績を活用し，牛若手の計画的更新在図ることができる。

(6) 乳代所得と老廃牛肥育所得による経営所得の増大

牛乳過剰下における所得増大のための経営対応としては，牛乳の生産コストの

低減と牛個体の宵利販売が必要とされる。子牛・育成牛の販売収入は， 181 ， 5 万

円である。

老廃牛は 9頭販売しており，廃用時の平均年令は， 6.9 才，廃用時の平均評{泊

額 1 8.9万円，平均販売価格 3 9.5 万円であり 1 頭当たりの売却益は 2 1. 1 万

円と高い。廃用牛 1 頭当たりの枝肉重量は357 k9 であり，枝肉 1M当たりの単純

は 1， 105円で取引されている。廃用牛 9 顕のうち 6 頭が老令イヒが廃用の理由とな

っており，良質粗資料の充実を基礎にして，健康かっ連産性を合理的な飼養管理

によって保持しているものといえる。

老廃牛の販売金頒の合計は 434万円であり，売却益も合言l'で 23L7 万円と多い。
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第 1 2表 老廃牛販売実線

手L守二 日露 入 謀反 ヲ官 飼ぎを ~用時 厚器用時 校肉
ll� イ諭

阪 τノ片ω 老廃 4二 燃やにし

番号 バ 年 月 長手 数 fJó 令 符品泌総 ま設 ま設 {疏 +名 売却益 た翌E 詰1

年 才 万円 k9 内 万円 万円

2 5 0.1 2 57. 8 6.8 1 0 7.0 3 50 1, 1 0 0 4 1. 8 3 9‘ 5 者令イヒ

4 5 O. 3 " 3 7.1 9 8.9 3 47 1, 0 6 0 3 6.7 2 8. 3 " 
7 52. 4 " 8 5.4 6.9 1 2.1 335 1,1 0 0 36.8 24.6 11 

8 52. 7 " 5 5.1 7.4 1 9.7 3 3 2 1,1 0 0 3 6.5 1 6.8 11 

1 3 53. " 3 4.0 6.6 23.8 3 6 5 1,0 6 1 38.7 1 4.9 " 
1 4 53. 6 " 3 3.7 6.0 1 0.4 360 1, 1 .5 0 4 1. 4 3 0.9 手Li詮!低下

1 5 53.1 0 " 1 1 4.1 6.6 27.5 387 1,26 9 4 9.1 21.5 11 

1 7 5 3. 9 " 1 1 4.2 9.2 22‘ 6 3 1 5 1, 0 53 3 3.1 10.5 司君令化

2 1 5 4. 7 " 2 2.7 4.1 28.3 3 5 5 1,1 0 5 3 9.1 1 0.8 乳飲低下

26 55. 7 " 6 2.0 4.2 3 8.6 3 54 1,0 67 4 1. 0 2.4 {整役数E暴

51 5 1. 8 " 1 1 6.4 5.8 8.6 3 66 1,0 9 0 39.8 3 1. 2 11 

l仁~ 百十 434.0 2 3 1. 7 

平 均 4.7 6.9 1 8.9 357 1,1 0 5 3 9.5 2 1. 1 

この金額は牛肉価格の変動によって左右されるものである。

したがって，岩竹氏は，米経産牛の分娩時期をにらみ合わせ，その時点で老廃

牛として販売する牛在予め計閥的に定めて，搾乳しながら肥育を行うという方法

をとっている。したがって，それらの牛に対する飼料の給与設は多くなる。そし

て，常に市場相場より相対的に高価に販売することを心がけ，乳牛完封i援を生み

出している。その結果，乳代所得とともに，成牛 1 頭当たりの所得を 42万円と非

常に高くしている。

2. 技術的特色

(1)笠産組織による錦持基盤の効率的活用

岩竹家の能営 l立，義父によ型戦後， 130 a の水間と和牛 2 頭，乳牛 1 頭でスタ

ートした。その後，水回転換やE割台造成で飼料基盤含整えつつ酪農経営基盤の強

化に努め，昭和43年の第一次農業構造改善事業や， 44年の穏作営農集開組合の設

立を契機に18頭牛舎を端築した。 46年の稲作転換特別対策事業には，仲間と共に

7k図の全面積を集積し，集団転作を行い，飼料開として活用し，酪農専業経営へ

の転換を関った。

47年には，自給粗飼料の高位安定生産による良質サイレージの安定的給与を目

的として，地区内の離農家 8 戸によって農事組合法人庄原削機協業組合(サイ
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ロ組合)が結成された。 8 戸の酪農家の所有する 24haを対象に， スチールサイロ，

大型機械を導入し，粗飼料生産の共同作業を開始した。

(2) 輪作体系の確立による事監寄料の高位安定生産の実現

サイロ組合による粗飼料生産は， TDN収量追求型から正味工ネルギー( N E) 

収量追求型へと転換を国り，高位安定収穫を目指して，早生イタリアンライグラ

スへイレージとトウモロコシホールクロップサイレージを主体として，大麦ホー

ルクロップへイレージを組み合せた作付体系を確立している。

作付する品種は，収量，安全性，対病性など評点合計の高いものを試作し，地

域に最適な品種を選択している。また， J裏作障害防止のために， TDN収量が高

く， Z者好性の良い兼用型ソルガム( 5 ha )と，乾主主利用のための混播牧草( 10ha ) 

が作付され，適期収穫，適期作業が実現できるような輪作体系をとっている。

これらの努力の結果，高品質のサイレージ(へイレージ)が生産され，地区の

牛群全頭に「良質サイレージの安定的通年給与」が長期間にわたって実現してい

る。

第 1 3表銅料作付体系(昭和 57 年) 農事組合法人産原市麟農協業組合

I世 密機 栽 i音 時 r", 10 a 当

作 付箪 種 10 11 12 生草 乾物 総収量

昌 ha 11 III~I I I l 収盤 TDN 
トウモロコシ P 3 4 2 4 t I 1. 5 t t 

畑 NS68 1 7.5 ey..叫コ 、JF」 、J ，司 5 87 5 

(乳熟期ホールクロップ)Px77A 1.0 

奇費用塑ソルガム NS30A 1.2 5 
世間 5 。 >< 5 2 5 0 

{ホールクロップ+実融i合 50%) 0.7 

1.3 
畑混 f番 牧 草 4 6.5 260 

0.8 5 

1.3 
回 " 7 6.5 455 

0.8 5 

6 条大変， スピード燕変 1.0 
畑 8 0一一一 4 3 20 

{ホールクロップ) 0.6 

イタリアンライグラス 0.7 
姻 10 0一一司 4 4 0 0 

(ワセアオパ) 0.5 

延 平均
計 2, 56 0 

5 1. 5 5 t 

(ロス見込 1 6 骨)
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(3) 優良後継牛の選抜淘汰

昭和52年よれ牛群検定事業に加入し，その成績を飼養管理，選抜梅汰の基礎

としている。とくに給与餌料は，粗鋼料を中心とした維持飼料と濃厚飼料を中心

とした産乳飼料に分けて館料計算するが，そのデータは酪農協のコンピュータで

チェックしている。

4二群検定事業で選抜した高能力牛に，検定済種雄牛を交配し，生産された子牛

は，大きく丈夫な胃と，強い足腰を備えた後継牛とすることに日擦をおき，十分

な乾草給与と運動(月令別々二群の放牧育成)を行い，選抜・掬汰している。こう

した牛群改良の結果， 57年には，初産牛 1 頭 lliたり平均搾乳量 6， 284 kr; を実現

している。

酪農協では，牛乳の生産調整に当たって，個人別出荷乳量割当をしないかわり

に，高能力，長命，連産性を備える牛群改良を白指して，老廃牛の潟汰苦手l当てを

行っている。育成コストが安いため，育成牛，未経産牛の保有頭数が多く，それ

らが経濠牛となる時期を考慮して，計閥的に老廃牛の肥育を行っている。

3. 経営収支

昭和57'年度の損益計算書によって経営の収支内容をみると，総収入カ、物 3， 684

万円，費用合計が約 2， 461万円で，当期純科益頒は 1 ， 222万円である。家族労働

費を加算した所得額では 1， 680万円(元金償還後所得は 1 ， 605 万円)とな占ってお

り，所得率も 45.6 '70 と高い。

粗収入のうち，乳代収益が 8 5.5 弘子牛・育成牛販売収益が 4.9 %，老廃牛

処分益が 6.2 %で，個体販売収益が大きい。

費用総額のうち，直接生産費が 9 4.3 %，販売費及び一般管理費が 4.8%，事

業外費用は 0.9% と小さい。

この事業外費用のウェイトの低さは，借入金が少ないため，支払利息の負担が

年間で 9 万円と小さいことに現われている。すなわち， 57年度末における借入金

の残高は225万円であり，経産牛 1 頭当たりの借入金額は 5.6 万円と非常に小さ

い。 1 年間の元金償還舗は75万円であり，元利合計でも84万円である。 f員還計画

によれば，昭和60年には無借金経営が実現することになる。
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我が留の酪農経営 i 第 14表 損益計算書

は，急速な規模拡大

を行った経営の共通

の問題として，借入

金増大の問題と，そ

の償還金，支払利息

の大きいことが，経

営収支面において大

きな負担となってい

る。この問題に対し

て，岩竹氏の場合は，

自己資本の蓄積を基

礎として，綿密な経

営計画を樹てて，借

入金負担増大を回避

し，堅実な経営発援

をなしとげている。

直接生産費の中で

はs 購入と自給餌料

費を合わせた餌料費

が，費用総額の'67.4

%を占めている。こ

の銅料費は経度牛 1

頭当たり 415 万円‘

牛乳 1 k9 当たりで

6 0.8 円と高い。乳

廃止ドの肥育， 子4二の

割高青・育成を多く行

酪

農

収

主主

生

産

草寺

用

売

霊阪

一

毛存

事
業
外
収

主主

当

事
業
タキ
費
用

当

~ 分 金 額

牛乳収入 31,524,094 

子牛・育成牛・肥育牛販売収入 1,8 1 5,00 0 

堆厩肥販売(交換)収入 73,440 
その他 945,716 

34,3 5 8,2 50 

期首子牛・育成牛・肥育牛評価額 5,7 6 5,4 0 0 

当 期 費 用 A 口 計 26,9 43,971 

期中経産牛繰入れ評価額 5,3 3 6,8 0 0 

期末子牛・育成牛・肥育牛評価額 4,1 43,500 

自家利用堆厩肥評価額 。

差 ヲ i 生 産 費 用 23,2 29,071 

上 総、 経 益 1 1,129,179 

販 フ七会乙ゴ 経 費 。

共 済 掛 金 6 6 4,000 

ヰ豆 税 1-¥ A 課 諸 負 す旦 9 8,700 

{牛群検定料
そ の他

22,270 

研修費・事務費 408,700 

1,1 93,670 

業 手Ij 益 9,935,509 

受取利息 155,000 

間却対象牛処分益 2,2 7 0,3 1 6 

(飼料取引奨励金 55,500 
その他 鋼料価格補てん金 。

2,480,81 6 

期 総 手IJ 益 1 2, 416,32 5 

支 払 手IJ ，息 90,00 0 

支 払 t自 代 9 5,0 0 0 

償却対象牛処分 十員 。

の他 i飼料価格安定積立金 9,000 
そ

。

1 94,000 

期 純 手IJ 益 日生空 22，3 25 

得 I 1 6, 8 0 6,7 2 5 

還額控除所得 I 1 6,0 5 6, 7 2 5 
上償却費加算 I 1 9,5 4 1,2 8 5 
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っている関係から，一般の優良経営と比較してやや悪い数値となっている。

4. 生活・文化面での人間性確立

障害農経営では飼養管理労働に関場労働が加わるため，一般に過重労働に描りや

すい。とりわけ，一般には婦人の労働が過重になりやすいが，岩竹氏の経営では

褒や義母の就労が50%程度である。その理由は，次のことによる。

(1)婦人労働の紹飼料生産からの解放

大型機械による組飼料生産の共同作業は，総て男子の労働でまかなわれている。

したがって，婦人及び老令者は，完全に粗鋼料生産の重労働から解放されており，

その間，牛の観察，家事・育兜lこ専念できる。

それ故，棄は，若妻会・地区鮪農婦人部の役員として，それぞれ月 1 囲は集会

告と開き，牛乳・乳製品を利用した料理研究会を行っており，現地審査として筆者

等札訪問した際にも，総てに牛乳を利用した料瑛，飲物，菓子でもてなしてく

れた。

(2) 生活・文化の向上

余暇についても，自らがその時間を作り出すものとの観点に立って，ヘルパー

制度を計閥的に利用している。酪農経営では，ややもすると不足しがちな子供達

との対話や，家族問畿の時開を婚やす努力を続けている。

このように，物的設かさの追求のみならず，教育・文化活動を通して精神的豊

かさの追求も行っており，家族全体としての人間性の確立がなされている。

関受賞者の経営の分析及びその普及性と今後の発展方向

(1) 経営分析

昭和57年度の経営指擦をもとに経営の分析を行っていく。

管理技術の良否を示す繁殖成績をみると，平均穏付回数1. 6 回，平均分娩

間関も 1 3.0 カJjと好成績を収めており，日常の銅養管理の優秀性を不動のもの

としている。

57年 iま，系統牛の確立と百十両生産に対応するため，牛の大幅な入れ替れをと行い，

初蔵牛が15演になったが，若い牛群構成にもかかわらず経産牛 1 頭当たり平均産
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乳量 6， 927 kt;， 搾手し 第 1 5表経営指標

牛 1 顕当たり平均産

乳母 7， 880kc; を達成

し，夏季需要期への

生産増強計画の効巣

と相まって，経産牛

1 頭当たり所得42.3

万円を実現している。

乳飼比は 5 0.9% 

とやや惑い数値とな

っているが，老廃牛

の肥育，子牛・育成

牛を多く飼養してい

るためである。しか

し，経産牛 1 頭当た

りの所得及び総合所

得を大きくしており，

部分的な指擦の悪さ

を解消しているとい

えよう。

売 t高純利益率は

3 5.6 %と高く，西富

農経営の一般的な所

得率(純利援と家族

労働費をど加えたいわ

ゆる所得を売 k高で

除した数値)が30-

35%であるのと比較

L県 名

氏 名

年 令 (才)

経験年数 (年)

労働力 (人)

経産牛頭数 (頭)

全頭数 (頭)

1 人当たり管理頭数 (頭)

1 頭当たり管理労働時間(時間)

経産牛平均乳議 ( kC; ) 

平均種付回数 (田)

平均分娩開隔 (月)

農用地函積 ( a ) 

成牛 1 頭当たり銅料面積 ( a ) 

成牛 1 頭当たり購入飼料費(刊)

乳飼比 ( % ) 
成牛 1 頭当たり費用額 (千円)

牛乳 1 kt; 当たり生琵費 (円)

売上品 (千円)

所得頒 (千円)

償還後所得 (千円)

成牛 1 頭当たり所得 (子丹)

1 人当たり所得 (子円)

所得率 ( %) 
初生子牛販売収入 (千円)

脊成牛販売収入 (千円)

老廃牛売却額 (千円)

借入金残I筒 (千円)

1 年間元金償還額 (千符)
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岩竹重城

3 6 
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3 9. 7 

6 2.1 

2 5.9 

1 3 5.8 (経産牛)

6, 927 

1.6 

1 3.0 

6 8 6 

1 7. 3 (経産牛)

404 (経産牛)

5 0.9 
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1 6, 8 0 7 
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4 23 (経産牛)

6, 854.3 

48.9 

1, 8 1 5 

2, 2 7 0 (売却益)

2, 2 5 0 
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するならば，その収益性の高さが理解されよう。

自己資本比率は，借入金が僅少なため 92.6% と極めて高い数値在示している。

以上のように岩竹氏吋怪?吉村，資金操りの状態も極めて良く‘~踏切tj:の高さはもちろん

のこと，経営の安全性が格段に高いことを?示している。

位)グループ活動と地域社会への賞献

岩竹氏は，昭和50ft:に酪農経営に参加て以来，自己の経営の拡充・発展にカを

注いできたが，地域の自信農発展にも賞献している。

当地区では，個別農家が独自の経営方式をとるのではなく，サイロ組合の一員

として，相互にボランティア精神を発揮し，組合員全員が粗飼料の調達，ふん尿

処浬，老廃牛の販売，おす子牛の)1反売等を組織的に行し、，組合員全体のレベルア

ップを留り，共に経営の発肢を実現している。

このように，岩竹氏の経営は，地域の生産組織と共に歩む酪農ー栓営として存立

している。また，多くの酪農綴織の役員を務めるなど，仲間からの信望も厚く，

将来は，地域のトップリーダーとして活躍することが期待される。

第 1 6 表サイ口組合参加農家の経営状況

京終 「司一-令 従数 料? i出 lli 林寺L 1ド倒 Tt 出数

氏名 {結 I'i 
人 11 男女 水 III 飼料旧 松換ま筏 牧草地 原町 最E時 rド う転車干)1(11' if/.ι'I 

官官 jJi{ 1Sオド 5 32 2 。 407 1:14 。 5 4 1 59 4 37 1 , 1 0 J，'j.'Jj附淡

:i}1庁前域 8 :3 6 2 2 。 45 4 2 32 。 6 H 6 1,1 03 , 0 7 1 2 リ'f'築総 LMk

前谷 m 長 3 29 " 1 7 0 3 () " 9 5 
。 5 2 9 1 00 :1 1 1 , l 都政・水防

伊藤 島 3 58! 1 1 S :l 22 () 。 。 27 9 1.37 0 1 5 7 3 " 
j~ H1 民二 4 fi 1 1 l 綜 7 27 " 9 3 

。 :1 5 4 72 11 5 3 " 
永山 村 ι4 53 I 1 1 85 36 :J 570 20 () 29 7 " 
藤光 li 7 37 I 1 2 1 0 2 22 5 1:1 2 " 5 9 1 60 25 前 6 " 
1:野下 !H 4 52 I 1 2 1 20 1 7 2 () 0 1 5 0 502 600 24 7 4 " 

,i! 
" 6 

1 0 11 5 1 7 2," H 5 1:¥ 6 H 1 50 4,02 0 4,1 99 6 8 4 () 

(3) 普及性と今後の発展方向

我が悶の酪農経営は，急速な規模拡大過程の中で土地との結合を弱める方向で，

経営の合理化と省力化を闘ってきたのが一般的である。
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こうした酪農情勢の中で岩竹氏は，土地との結びつきを怠ることなく経営を展

開してきた。すなわち，分散錯|麹を避けた借地展開など，生産組織による土地基

盤の強化と整備を行っている。この生産組織による機械投資の節減，地域に適合した

合理的な輪作体系の確立，共同作業による労働費の節減など，飼料生産の省力管理シ

ステムを確立している。このことは，土1断l開塑の酪建経営のために，生産組織を中核と

する額修i生産の有用性を示すものであり，多くの酪農地帯へその素材を提供するものである。

また岩竹氏は，経営内部において老廃止ドを計画的に選定するなど，乳代所得と

共に個体販売所得の増大も闘り，成牛 1 頭当たりの総合所得の極大化を実現して

いる。

我が国の酪農は，肉用牛生産部門と密接な関係にあり，より一層安価で良質な

牛肉を国民に供給する観点から，国においても，酪農と肉用牛生産の一体化によ

る効率的な牛肉生産を推進することにしており，氏の経営は，今後の酪農経営の

一方向を示す優良経営事例として高く評価される。
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地域農業と共に生きる郎農ー経営
岩竹

初、は，工業潟校を卒~すると同時に大

阪に就職しました。しかし，土地への愛

務， 1長業への夢が捨てきれず，昭和41'1'

にじダーンし，刻版の-"(:貌\'j\営~ 7iFliiJ 

行っていましたが，絞あって隙J1~~誌の ts

こ養子となり，再x伐を始めて 8年"を迎

えています。

我妻誌の撚淡経'~1 を言語る 11寺， 土地主し機終

係i事業(昭和4.1年)の上にたって地[ヌ:の

全J史家521ヨの参加したー木営誌を集団( HB 

和14fド設立)による水稲の銀問殺tff，そ

して 8 戸協書誌のサイ口組合( 1Iil，和47"!õ

設立)での特l館料のお位安定1ôìlìi による

良妓サイレージ(トウモロコシ小心)円

安定的通年給与を抜きにしてはできませ

ん。 我君主の経営!土， まさに一木の燦業

と共に発淡してきたのでありま寸。

現夜のー木の姿は， 50-60歳f?の方々

が，常に， 10年先， 20年先吋践を工務IJ

に考え，実行された車古来であります。

すなわち，外[引の幾業に対抗して行く

ためには，小規絞経営の者は，生産の手

段として，土地を出し合い，協力しあつ

って， 30-40ヘククール宏一農場として

考え，大烈機械を導入して，せめて，ヨ

ー口ツパ授のコストで，米なり生手しを生

震城

隠していかなくてはならなし、。また，そ

うしないとどうにもならない符代がくる

という考えであります。

そして，夜、途後継者は，このレールの

k を主任っているに過ぎません。

私iま，地域内被王子経?訪の '1' で何百i;~mwrJ

を受け持っているのだと考えていますし，

機機的iこ地域に飛び込んでこそ，我者誌の

円高淡の発注4があるのだと般信しています。

そうはいうものの，ここまで来るには，

色々な問題が多々ありました。しかし，

みんなが納得するまで，常にき.;ljし合いを

行い，こうすることによって総局在切り

IJA いてきました。

我雪誌の経営は，まだまだ発}長途上であ

9 ます。私iま， Iみんなが良くなって初

めて良分もよくなるのだ l という信念で，

サイロ組合の仲間と共に，より低コスト

で良質な特l鋭料を1ôi1ìi し，それをオ二おに

して， より多くの手しを搾り，毛主j選"10 ， Mt 

子牛宅専のnE l'f を取り入れた，間各!災内多角

経'会~â'心がけてきましたが，今後も:æ:に

これをilli めていきたいと考えています。

そして，緑fまかな，活力ある村づくりに

少しでも寄与ーできればと念じているしだ

いであワます。
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一 内閣総理大臣賞受賞

出品財養稼経営

受賞者山口雄次

( In ，l!~Uí~~\ 多 ltlíJ:，1削

璽受業者の略歴

(1) 地域の概況

山口氏の住む大胡町は，群馬県中期日の赤城山南麓に位置し，前橋市の東10krn

にあり，東西 5krn‘南北lOkmで19.7lkm2の広さがある。標高は 120 - 640 mで，南

北に長い緩傾斜をなし，

第 1 図受賞者の所在地

4五ト

必,,, 
山
由

匹豆罰
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起伏の多い地形をして

おり，桑園・水田・普

通畑・草地等が広がっ

ている農村である(第

1 図)。

気象は年間平均気温

13
0

C，年間降雨量 1 ，300

mで，冬は特有の赤城

下しの季節風が強く，

夏は比較的高温である。

土壊は関東ローム層

を母体とする赤城火山

灰土の黒ボコと暗褐色



土壌で形成され，水利としては，中央部に荒砥)11 をはじめ，大正用水，群馬用水

が配備され，水源が確保されている。

交通機関としては，町の中央に上毛電鉄が走り，前橋市と東京都の浅草を結び，

町内に大胡駅と樋越駅がある。

農家戸数は 926 戸で.専業17.5%，ー兼35.9 %，ニ兼46.6 %と兼業化が進み，

耕地図積は 947 haで，水田28.5 %，普通畑24.2 9ら，桑闘34.5 ヲもその他である。畜

産，養蚕がさかんで，農業級生産額501意 1 ， 3∞万円のうち畜産が77.9 %，耕種

2 2.1 %，養蚕 10.0%で畜産の占める割合が高く，養豚，麟農，養鶏，肉用牛

がさかんで，特に養豚は30% を占めており，第 1 位である。

大胡町の養豚農-家は38戸(種豚経営 4 戸，一期日色営34戸)で，繁有意豚 1 ， 811 頭，

肉1~16，460頭，主主記子豚 1 ， 2∞顕告と飼養し，後継者にめぐまれ， うち19戸におい

ては妻常者である。また，後継者のうち27名による大胡町養肱怪営者会議があり

養豚振興に寄与している。

(お山口氏の略産

山口雄次氏は，昭和29年県立勢多農林高等学校に入学とともにホームプロジ

ェクトで子豚 1 頭を購入したのが豚の飼育のはじまりである。

昭和32年学校卒業と同時に，それまでの米麦，養蚕経営に養豚を加えて複合経

営を行い， 45年には繁猫豚10援を銅養していたが，養!ほ専業経営安目ざし，今迄

の智也内養豚から約 1km縦れた豚の前養環境にめぐまれた桑閣に豚舎沼地54 a を

確保して養豚基地を移粧し，さらに，その後46a を入取し，規模拡大をはかり，

今日め穣雄豚 7頭，種雌嫁81頭による一貫経営を築くにいたった。

山口氏i土地域においては，交通安全協会支部長，統計調査員，国勢調査員，消

防分団長，農業共済評価委員，農協支部長，農協養服部役員などを歴任し，地域

の指導者として活l効し，地域社会に寄与している。

関受賞者の経営の概況

山口氏の義路経営は自家労働力による子豚生産から肥育までの専業の一貫経営

で，養豚用地の適地選定のもと，基本技術を忠実に実行してしる精みつ経営である。
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山口氏の家族

(1) 労働力の構成

家族は経営主夫妻長男夫妻，両親及び長女の 7 人で，労働力は経営主夫妻と

長男の 3入で，母・嫁が家事などをと担当し，分業体制がとられている。

経営分担は，本人が養豚の総括及び棄と繁殖部門を担当し，長男には肥育部門

に責任をもたせている。そして，記帳・記録は各部門で記載し， これらの台帳，

記録表は長男夫妻がコンピューターに入力し，経営分析の資キヰを作成している

(第 1 表)。

第 1 表家族と農業従事者(本人も含む)

農業従事概
氏 名 続柄 満年令 労働能力 農業従事者数

略日数(1)

山 口 雄次 本人 44 1.0 2 7 3.75 I 

家 " まき子 姿 4 6 o. 8 296.6 1 

" 忠一朗 長男 2 1 1.0 2 7 3. 7 5 1 

" 主幹 江 長男委 2 4 O. 8 

" 由美 長女 1 6 

" 房男 父 7 0 

族 " いさを 母 6 6 

計
家族員数

8 44.1 3 
7 

oo 
n
J
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勤務時間は午前 8 時から午後 6 時までで，労働時聞は 8 時間制とし，分娩夜勤

については超過勤務制をとり，給料制をとっている。 57年における労働時間は繁

殖関係 3， 176 時偶肥育関係 3， 577 時間の 6， 753 時間で，繁殖豚 1 媛当たり 36時

間， I1巴育豚 1 頭当たり1. 8 [1寺簡である。

(②経営土地の概況

経営土地商積は普通畑28 a ，採草地及び放牧地 5 2.8 a , Jljま合敷地59a 計139.8

a で，採草地にはラヂノクローパーを栽培している。この他水田 107 a は貸与し

ている。

なお，当地方は露地野菜地帯で農家に犠肥を供給し，その見返りとして野菜矯

の供給を受け，繰餌として給与している。

(⑦ 憾の餌養状況

穏豚の飼養頭数は，種雄!尿 7 頭( D 6 ，日 1 )，繁殖雌!隊出頭( F 1 生産用

礎豚 L 5 ，肉IJ家主主産用 LW5 1， LH25) で年間の生産子豚数は 2， 340 室長，離乳頭

数は 2， 174 頭である。

なお，穏豚飼養頭数の経過は第 2 表の通りである。

第2 表 F塑瀦毒養頭数の経過

(ると 30年 42 年 47年 49年 52年 54年 55年 56年

E長 古 3 5 6 7 7 I 

数 ♀ 1 8 28 3 0 45 50 62 72 81 

(め 建物・施設及び機械の所有状況

建物の配置は第 2 留の通りである。なお車!議 1様( 9 2.4 m2 ) は自宅敷地内に

ある。

主要農具及び梅設装置の状況は第 3 表の通りである。

締結営収支

農業所得割合の変還は第 4 表， 57年の農業損議計算委は第 5 表の通りである。
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第 2 図建物の記置図

S ごニ 5 0 0 
1,000 m' 

校草 I控

3, 600 m' 

@ i蜜動場

日現
盛夏詔

l Jm'~1 
1J官三寸 f
lJX三 Il

種 類 1
ダンフ。トフック

ト フ ツ ク

パキュームカー

ト ブ ク タ

スチームクリーナー

動 噴
ロータリースプレー

モニターテレビカメフ

* 衡 機
温水ボイフ

顕 微 鏡

電 牧

己
管理機

29 ワ om'

肉豚舎

|肉γLI [ 297.0
m古

肉豚舎

5表主要農具および施設装置

台数また
性能または馬力数など

は偶数

1 台 2 t 

3 台 2 t 1 台 360 cc 2 台
1 ムp 1, 800 .t 

1 台 26PS 

1 台 T C 500 

1 台 3 P S 

1 式

1 式

1 台 150 kt; 

3 台 12万カロリー 1 台 3 万カロリー 2 台

1 台 800倍

1 式 電圧式
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第 4表経営の年次551]変遷

第5表農耕五収益

2 )農業経営費

購 入

費 自 摘 要
数量(k'l) 単価(問 悩 格(円)

精 液 代 57,2 00 償却費

衛 生 費 2,625,530 種 !主主 245,000 

銅 料 費 745ρ60 
平均 50,1 31,340 建物・構築物 4，535，6856729 

務通 費 126,2 0 0 大 幾 具 2，362，500

接待交際費 651 ,841 

農業共済掛金 142,255 !j、農兵・修繕費

光熱動力費 1,4 19,290 幾 兵 2， 187，300

ノト農兵購入及び 4,870,912 í~ 繕 安 1 ，848，512{Ii多 繕 費

I悪大ヰ家拡畜，大償農機却具費 7,1 43,1 85 

農業被服費 120,000 

負債利子 453,000 

支払手数料 7,089,336 

程税公課 1,1 90,610 

そ σ〉 {也 66 4,l 67 

計 76,684,866 
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3 )農業所得

粗 収 益 経 営 費

イ 産物 イ購入嚇対等 計 59，350，472円

i )販売価格計99，281，655円 ロ 支払鐸ヰ及ひ本j金等 計 7，089，336 円

ii) 家計仕向け倣格計 0円 ハ対地産嬰繍

ロ 棚卸差益 2，673，270円 i )支払負鯨!仔 言十 453，000円

ニその他 計 9，792，058円

101 ，954，925円 言十 76，684，部6円

農業所得 25，270，059円
i 

すなわち，畜産部門粗収益として肉豚 1， 952 頭(枝肉 140， 483 klj) の販売収入

99，諮1 ， 655円と棚卸差金 2， 673， 270 円の 101 ， 954， 925 円を上爪能営費76，684，866

円を差引いた所得は25，270， 059 円であり，豚枝肉相場が高水準であったといえど

も，高い農業所得を上げている。

受賞財の特色

山口氏の養豚控営における特色は，①養践の基本技術の忠実なる実行，②労働

の効率化のための創意工夫，@託鰻・記帳による経営の分析，④糞尿の里子菜・養

蚕農家の熔地への還元等があげられる。

1. 養豚の基本技術の忠実なる実行

山口氏は豚の生理習性に合った環境づくりと健康管理につとめ，特に繁殖・衛

生・改良に重点をおき，基本技術を忠実に，そして細心にして織密をモットーと

した鰐養管理にとりくんでいる。すなわち，

(1) 繁F街戎鱗向Jこのためのきめこまかい管理

①受胎率・産子数を高めるために，種雄践の精液検査の実施と発情豚に対し，

焼ね 1 i3開隔で 2四種付を実施している。

②分娩豚舎は保温に留意し，分娩は完全看護により事故防止をはかり，産子数

が多いときは里子か人工補乳によって晴脊し，育成率の向上につとめている。
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授乳中は泌乳の状態と栄養状態に留意し，離乳は原期として21 白離乳(離乳時

の子豚の体重概ね 6.0- 6.5 k9) とし，分娩回能率の向上につとめており，その

産子成績は平均藤子数11. 04.頭，育成率92.9% で平均離乳頭10.25頭と極めてよい反滋賀

告と上げている。

@離乳直後の子豚はストレスを少くするため，子豚豚若干は温水ボイラー，赤外

線電球による俄昆管理に努め，分娩!隊舎との温度変化を少くするよう留意してい

る
。

@離乳直後の母豚は雌豚舎で豚房による個体管理を行って交配し，交配後は概

ね 1 週間位で， これら交配雌豚を 5 頭 1 群としてコロニーによる放鰐管理を行い，

( 1 頭当たり 3 J:tに 1 回概ね 2 kt;) を給与し，陽光の下で健康管理を行ってい

る
。

離乳後の発情は殆どのものが 1 遊間以内に発情が現われ，受給率は90%以上で，

この結果，分娩間隅は平均 14.9.6 日であり，年間分娩自転率は 2.4.4.回と極めてす

ぐれた成績をとあげている。

ゆ徹底した衛生管理

山口氏は予防衛生の重大性を熟知し，その対策として，きびしい衛生管理，ワ

クチネーシヨンの徹底，導入豚についての規制などを行っている。

<Df衛生管理としては，外来者の豚舎内立入禁止，豚舎毎の踏込消毒槽と 1 週間

での消毒薬交換，隊舎内の自動タイマーによる細毅式ロタリースプレーを設麗し，

1 自に夏 8 回，冬 3 罰の消毒，管理者は管理iこ際し管現棟での更衣と作業衣の専

用洗摺機による洗濯などにより紡疫につとめている。

②予防注射としては， !琢コレラ，豚丹毒，パルボー， J:t本脳炎， TGE, AR  

を実絡し伝染病の侵入防止につとめている。

@基礎探導入にあたっては，種雌豚は県内の優良指定穣豚場と契約し，穏雄豚

は群馬県審藤試験場より導入し，導入先の衛生状態が把握できるように対処して，

病気の侵入妨止につとめ，かっ，導入豚は概ね 1 週間の視察関離を行っている。

④ 放餌場は病気予防のたみ 3 年毎に約30cmの表生の入かえ自己行っている。

n
J
 
4
 

T
A
 



コロニーによる妊娠蹴群

{ 5頭)の放飼

問題良種豚の導入と選抜・淘汰

①俸良種豚の導入による肉臓の斉→ヒ

スチームクリーナによ

る分娩蹴舎の洗浄消毒

肉豚生産の基礎となる繁殖雌豚のランドレースの導入については，県内の特定

優良指定種豚場のみにj授定し，郊己する表幹慨大ヨークについては，県畜産試験

場より精液の分譲を受けて人工受精し，肉豚生庭用種雌豚の高能力の斉一化をは

かり，かっ，肉豚生産のための交配種雄豚についても県選産試験場の産肉能力検

定・繁殖能力検定の合格豚のA級系統のデュ口、y クの分譲を受け交配している。

なお，譲渡に当たっては努めて問媛の種雄豚とし，現庖けい養中の種雄豚は 4頭及

び 2 RJ貨が同腹であり，肉豚の規格化につとめている。

②種雄豚の繁殖成識による選抜・淘汰

種雌豚の選抜，淘汰にあたっては，個体別繁殖言識の結果により行い，特に繁

殖能力のよいものは長期供用している。また，種雌豚の放飼が健康維持，特に肢

蹄が強健で，供用期間の延長に貢献している。この結果，平均康次は 5. 9産で，

10産以上のものが23% を占めている。

なお，肉豚の枝肉成績の結果についても選抜・更新の半Ij断材料として反映させ

ている。

件) 肉質向上のための杷育出荷

肉質向上のために，飼料給与に当たっては全農方式の肥育用給与体系在忠実に守

り給与している。
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モニター式の雌蹴会(通風。換気⑩

よ友)

分娩廃のテレビカメラと事務室内のモニ

ターテレどで脅守(上右)

子豚移動箱による省力化と子豚のストレ

ス防止(下)

肥育豚管理は，離乳後より概ね30kgまでは暖房のある子豚舎で 1 豚房概ね 2

腹20頭位とし，その後，スノコ床の肥育豚舎で 7-8頭 1 豚房に収容し， nE脊前

期は自由給餌，後期は制捜給銅安行い仕上げている。これがため肉豚出荷百数は

平均 183 日，平均出荷体重 109 kgで，その平均枝肉重量は概ね72kg， 上物率61%

で，昭和57年の群馬県食肉卸売市場の平均上物率40~らに対し，よい成績をあげ，

また枝肉 1 kgの平均価格が 706 円で，同市場の平均価格が 6部円に対して， 20円

高とよい成綴をあげている。

山口氏の肉質改善のために， I潟市場で出荷枝肉について助言・指導を受けると

ともに，枝肉研究会に積極的に参加し，肉践の品質向上に努めている。

2. 労働の効率化のための創意工夫

豚舎の屋根は換気のためにモニタ一式を採用し，分娩豚舎・子豚豚舎は保温設

備を完備して保温管理による環境改善をはかり，肥育豚舎は:畑作・桑濁地域で糞

尿の土地還元が容易であることからスノコ豚舎として，糞尿処理労力の硲械をは

に
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バキュームカーによ

る桑簡の尿の散布

かっている。なお，肥育豚舎は冬期厳寒のときは滋水ボイラー・巻き上げ式カー

テン利用による保音管理を行っている。

また，分娩豚舎にはモニターテレどによって管理棟の管理室と連けいさせ，分

娩看視を行い看視の省力fとをはかり，践の移動には移動籍をつくり， トラクター

で索引移動させ，労力の節約と践のストレスの軽減をはかつている。

3. コンピューターの利用による効芸名的な経営管理

養豚経営の効率的運営管理をはかるため，繁殖 e 肥育成緩や農業経営費などの

記録・記艇を行い，コンピューターによる経営分析により，その改善に役立てて

いる。

4. 糞尿の土地還元

豚糞は稲葉を切り込み，水分調節して良質の堆肥を生産し，近隣の露地野菜農

家に供給し，その見かえりに野菜屑の供給を受け，豚の緑飼として活用している。

また尿及び肥潜豚舎の糞尿混合液については，養蚕農家の桑園に土地還元を

行い肥料として活用している。

関受賞者の技備・経営の分析及びその普及性と今後の発展方向

(1) 生産技術@経営の分析

① 盤豚用地及び豚舎設計の成功

山口氏の養豚経営は専業経営に規模拡大するに当たり，民家より関釘もた桑園で傾

斜地の通風・排水がよい場所に用地を選定確保し，ここに，豚の生理習性を考慮
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した徳造の近代日夜舎を建設したことが，養豚経営の成功の基盤となっていると

云えよう。

喧精密管理の成果

山口氏は，管理に当たってきめの細し、卒越した技術と実行力によって成果を上げ

ている。特に繁嫡成績の向上のため，繁殖能力にすぐれた基礎種豚の導入に加う

るに，母豚の健康管理に意を注ぎ，耐用年数の延長をはかり，適期の多重交臨

完全審議と保温管理により極めて優秀な成績を上げているのは，本人及び家族の

版に対する愛情の深さの結果といえよう。

@優れた養豚指謬者との出会い

山口氏は優秀な養豚指導者にめぐまれ，特に県畜産試験場では基礎の養豚技術

を習得し，さらに高度の技術を研讃して忠実に実行した。そして後継者として長

男も向試験場において研修生として勉学している。また，県密度専門技術員など

に撤tif.指導を受けるなど鐙れた指導者にめぐまれ，経営の安定成長に大きく寄

与していることが上げられる。

@高収益の実現

昭和57年の養豚経営の成果は経営収支の項で述べた通り，その所得は25，270，059

丹で，その所得率は 24.89らであり，家扶従事者 1 人当たりの総所得は 842 万円と

高収益を上げている。

こうした高収益を実現した要因としては，経営感覚がすぐれ，規模拡大に際し

では近代化資金の有効活用をはかり，投下資本の効率化のために過菊iJ:t'Jt資を極力

さけて， IJ奈の生理習性に適合するように!隊合母子の構造設計し肱行するなどの努カの成

果であるといえよう(第 6 表)。

(お普及性と今後の発展方向

我が問の食生活i土日本型食生活のパターンが形成され，張自費・脂肪・炭水化

物の摂取パランスがとれた適正比率にある。このような食生活のもと，豚肉の消

費も量より憤への転換が見られ，今後の豚肉需要の伸びも年率2 -3%が見込ま

れるに過きおい。一方， !ほ肉 i土援額関税制度による生産王者保護策のもと自由化が

行われているが，この差額関税も漸減の方向にあり， に足腰の強い養豚経営
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第る表経営分析数値

項 自 分 祈 数 {夜 f潟 要

労 {動 カ 3.0 人 本人夫妻と長男

労働過 日数 8 4 4.1 日 6, 7 53 時間

繁殖関係 3 9 7.0 B 3, 1 7 6 時間

肥育関係 447.1 日 3， 577 時間

常時飼養頭数 (嬬 (肉)
繁は種雄豚 7 頭種雌豚 8 1 頭

88 ïí:員 1, 1 0 0 f�i 

年間分娩回数 2.44 回 分娩間隔 149.6 日

一腹当り平均康子数 1 1. 04 ïí:貞 年間生産頭数 2， 3 40 頭

育 成 司一+会吻 92.9% 

一腹当り離乳頭数 1 0.26頭 年間離乳頭数 2， 17 4 頭

年間 1 腹当り " 25.0 Hfi 

平均子隊出荷日令 1 83.0 日

平均出荷体重 1 0 9.0 kr; 

平均枝肉重量 7 2.0 kr; 

肉豚 I 頭当り売上高 50, 8 6 2 円 5 7 年出荷質数 1， 95 2 fi.質

" 所得 1 2, 9 4 6 円

枝肉 1 kr;当り販売高 7 06 円 群馬県会肉卸売市場平均 686 円

" 生産原価 546 円 労賃含まず

所 得 2, 5 2 7 万円 家族労働 1 人当り 842 万円

所 得 率 2 4. 8 ~ら

借入金残高 1, 0 8 4 万円 農業近内fヒ資金

年間償還額 1 83 万円
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体質強化にせまられている。

山口氏の養豚経営は生産伎術にすぐれ，かっ，経営感覚が鋭く，費支旗労働カに

よる一貫経営によって，高収援を上げていることは，我が国の家抜による養豚が

国際競争に打ち克つための道しるべとして高く j判部されるものである。

る

なお，山口氏は今後の養豚経営への取り絡みについて，

①なお一層のきめ細い管理で生産性の向上告と留る。

@養豚経営全体の銅料要求率を 3. 2 ~もさと目ざす。

@借入金 0 を目ざし，経営の充実を閤る。

笹焼成処潔施設の改善をはかり，一層の良費堆肥をつくり，近隣農家に供給す

。

@地3域の人達との一層のコミュニケーシヨンをはかり，明るい村づくりに努力

する。

などをあげて，その実現に精意努力している。

また，山口氏は幾業経営の終局の尽的は，健康で明るい家庭づくりであり，家

放のモットーとして生活設計を行い，生活の充実をはかつており，家族労力によ

る養豚経営の在り方を示唆していると云えよう。
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仲間とともに前進する養豚経営
山口雄次

私と麹琢との出会いは，昭和29年農林

高校入学と問符にフ。ロジェクトとして， 11率一

顕在導入し飼育したことに始まる。最初の

お産の特には，豚小屋で三娩徹夜で分娩

看護にあたりましたが， この時の経験が

現在の飼育管浬上に大変役立つています。

高校を卒業と向時に就農し，屋敷内で

繁殖』ねMfiまで規模拡大してきたが限界

になりました。これ以上，規模拡大する

にはこれまで父が長年続けてきた養蚕を

中心とする複合健営から，養豚専業に類

型きと変える必要がある。父を説得す

るため，家族会員の話し合いと，実績を

あげることに努めてきた。自宅から 1km

離れた所に桑関54 a があったので昭和45

年にまを豚場会移転し，専業化に努めてき

ました。

さらに，土地交換や購入により 100 a 

の土地をまとめ，養豚基盤を確保するこ

とが出来ました。これも日頃，地域の人

達との心の触れ合いの賜物と思っており

ます。

一殻的には，立派な省力的施設により

規燦拡大を進めておりますが，私の場合，

繁殖留に重点をおいた豚舎脇設で，少数

精鋭主義告とモットーに，母豚繁殖台帳を

徹底的に記張分析し，現状の繁殖豚80iiJ!

が適正規模であると目襟を定め， きめ細

かい繁嫡管理と母豚の健康管理，衛生プ

ログラムにJ毒づいて実行し施設の合理化

により飼育の省略化に努めています。

糞尿処理は地域のきを蚕，緋種農家との

補完により親権農家からもらった稲わら

乞堆肥舎で焚に切り込み良質堆胞を供

給するよう努めてきました。

これからは，宙産物価格の低迷，貿易

の自由化， fft界の穀物情勢等，厳しい条

件下にありますので，後継者の育成努力

と足腰の強い養豚経営を目指し，仲間と

共に組織活動の強化と，地域社会の人達

と話し合い，明るい村づくりに努力し，

社会の一員として微力ながら貢献出来る

よう努力したいと忠、います。
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二二二二日本農林漁業振興会長賞受

w 品財土地利朗技術

者負変 勉

um児J:l'i UI~ 将於iilí米子{IIIT;;ltl訪 )j5582… 2 ) 

肉用牛繁殖経営と土地利用

(1) 末吉陀弛域の概要

末吉町は鹿児島県の東北部，曾於郡の東北端に依置し，東部は山岳地帯，中部

は平坦，西部は丘陵地帯に区分される。町の総面積は12， 945 haでうち水田 1 ， 250

ha，畑 2， 730haで耕地率30.770 と周辺の町村に比較して耕地率が高い地域である。

気象条件は年平均気温16"C，降水f誌は年間に 2， 640 棚の温緩，多雨の地域で，二i二

第 1 国受露者の所在地 壌は黒色火山灰土壌で地力が低い。

交通条件としては，国道は 2 つの主要

幹線と県道7 路線があり，いずれも国鉄，

私鉄ノξ スが運行されている。鉄道は日

本線西都城から分岐した志布志線が地域

の中央部を横断し，交通網は整備されて

いる。

末吉町の農業総生産額は110億円で，

その構成は畜産が l 位で46.870 ， 次いで

水稲18.670 ， 煙車10.570 ， 里子菜 6.070 の

Ii演である。畜産生産額51催 7 千万円のう

ち46.770 を肉用牛が占めている。肉用牛

-
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肉用牛

の飼養は，繁殖農家 2， 176 戸，頭数 6，842

頭で子牛生産頭数は 4，í<13 頭となっており，

鹿児島県の肉用牛の主要な産地である。

飼料作物の栽培利用については，町及び

農協，農業改良普及所が中心となって，積

極的な指導が行われており，町ぐるみで飼

料作物の増産と，その効率的利用によるコ

スト低減をはかり，足腰の強い畜産振興に

努力が払われている。

(2) 鮫島氏の略歴

鮫島氏は，昭和30~三鹿児島県経営伝習農

トウモロコシ~III

第 1 表経営農用地

区 分 経営商議 うち借入地

1 毛閏 a a 

2 毛田 320 204 
国
転換回 9 1 5 9 

4 1 1 263 

普通熔 539 174 

畑 樹園地 。 。

539 1 7 4 

耕地計 950 4 3 7 

場~修了後，昭和37年水間 15a ，畑45a ，繁殖牛 1 頭~相続して分家独立した。

しかし，所有の土地での農業専業経営は無理で，昭和38-43年の 5 年余にわたっ

て関西方面に出稼ぎを続け，資金の蓄積を図った。 45年に耕地 170 a ，繁殖牛15

顕とし農業基盤を確立し，その後も耕地言語積に恵まれない農村において，借地と

土地購入により 950 a の耕地を確保，資金自転の遅い肉用牛繁殖を補充するため，

水稲との複合経営を確立し，繁殖牛48頭の多頭飼育配達成した。このような経過

からみても優れた計画性や飼料生産利用技術，家畜飼養技術に対するたゆまぬ努

力のあとがみられ，土地条件の恵まれない地域における繁殖牛多頭飼養の経営方

式を確立したことは，これからの肉用牛繁殖経営に大きな希望を与えることにな
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れその成果は極めて大きい。

現在，鮫島氏は，県経営クラブ副会長，末吉町肉用牛同好会長，部落内では高

松飼養生産組合長，高松農業機械共同利用組合長の要職にたずさわりながら，土

地の高度利用による良質粗飼料の確保，肉用牛繁殖の先覚的経営技術など，地域

における畜産，農業の指導的役割を果している。

翻受賞者の経営撮要

(1) 肉用牛繁殖経営の現況

経営土地面積(第1表)は 950a で; 7kæ が 411 a( うち借地263 a)，畑地539 a 

(1 74a) となっており，水稲は 320a ，飼料用実取大麦99a ，飼料作物延扇積

1, 792 a の作付が行われている。

肉用牛の銅養頭数は繁殖牛48頭(うち成牛40.5頭 1 で，その内訳は高等登鍛牛17 頭，

原様盤徐牛17頭，育種登鍛守二 8rz兵と盤鮮やの割合前衛くなっている。また自家育成牛22顕，

曾於郡内導入牛24頭となり，優良牛の自家保留，又出社長或内からの導入が多くなっている。

農機具の所有と利用状況は第 2 表のとおりである。この表の機械類のほか，さ

らに向じ集落内のJ1戸の農家による水田利用再編対策共同利用機械施設としての

トラクター，ロータリー，フレールハーベスター，パキュームカー，ライムソワ

一，ジャイロヘイメーカ，動噴，差是具窓等がある。

労働力の構成は経営主，妻，中学 3年の子供 1 人と研修生 1名で，換算労力で

あらわすと約 2.5 人の労力単位である。高度な機械体系の利用によって，経営規

模のわりに労働人員が少ない。

(2) 経営発展の経過

鮫島さんの経営の発展過程は 4 期に分けることができる。第 1 期は昭和37年，

耕地60a ，繁殖牛 l 頭でスタートし 5 年間にわたって経営主は出稼を行い，奥

さんが 1 人で農業安支えた苦闘の時代で，夫婦 2 入の努力の結果，昭和43年まで

に繁殖牛 6 頭に増頭し，田畑30a を購入した，いわば努力による強蓄積の過程で

ある。

第 2期は，経営主が出稼ぎをやめ，奥さんと自家農業に従事し，農協の資金を
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第2表機械の所有状況

所有形態 取 ?等 取 得
種 類 型 式

個人 共，有 年 月 価 額

乗用トラクター 26PS 1 5 5. 3 1 ， 400 千円

11 28PS 1/3 4 9. 3 1, R 0 0 

11 42PS 1 5 3. 1 0 2, 600 

ボトムプラ ウ 一連 l 5 2 1 1 8 

ライムソワ 一 1 5 2. 2 R 0 

ガードレスモアー 1 5 3. 4 220 

フオレージノ、ーベスター 1 

コーンハーベスター 1 5 5.1 2 1, 4 0 0 

フオレージワゴン l 5 5. 3 1, 2 0 0 

へイベーラ 1 53.10 1, 70 0 

ヘイメーカ 1 5 2. 400 

マウントカッター l 5 3. 2 2 6 0 

フロントローダー 1/3 4 9. 3 70 0 

ダンプイレーラー 1 4 8 170 

口 フ 1/3 4 9. 3 450 

バキュームカー 1/3 4 9. 3 430 

ト フ ツ ク 2 t 1 5 6. 1, 1 0 0 

経 ト ブ ツ ク 1 5 6. 300 

マニュアスプレッダー 1 t 1/3 4 9. 3 9 0 0 

利用して，議会の増改築，耕転機の導入，土地の購入，借地の拡大と並行して繁

殖牛店頭規模まで到達した44-46年の期間である。

第 3 期は， 47-52年にいたる期間で，稲作規模拡大のため水田借地を大幅に場

やすとともに，補助卒業によって機械類とサイロ施設を整備，繁殖牛も20頭-40

頭台へ頭数拡大し，決定期な多頭化段階へとつきすすんだ時期である。
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第 4 期は， 53年から現

在に奈る期間で，飼養規

模40頭台に対して第 1 -

第 3 期で整備された新し

い条件のもとで，粗飼料

生産の増強を図り，通年

サイレージ体系を確立し

第3表家族および労働の構成

経営主に対
年齢

農業
農業従事日数

する続柄 従事者

経営主 4 4 。 360 

姿 4 0 。 350 

子 供 1 4 。 夕方と沼隈祭
日手伝

研修生 1 9 。

第4表経営の変遷と経営内の13B資材の蓄積状況

'1' r>JIH牛 '1' IliJ i軒 j!} 額

期末

合商 考

中学三年

肉1百牛ll'1 í羽

自家 時i考

次 立長 数 肉 牛水 右吉 E長 稲 甘 ま華 2託 聖子 終合 ;11- 11器入 係官{

第 千円 千Pl 千 111 千円 千111 千円 千円

1 I 3 8 1 :31.5 3 2.0 28.0 9 1.5 

}制 4 2 6 1 8 0.0 236.6 9 4.4 5 1 6.0 2 

首11 4 4 9 2 3 2.4 2 6 1. 9 1 9.0 5 1 :3.3 1 l 

2145 1 5 5 0 6.4 3 4 8.4 8 5 4、 8 2 l 

JUII 4 6 1 8 979.0 580.0 52.0 1, 6 1 1. 0 1 

4 7 2 4 1, J 58.0 1, 3 6 1. 9 8 5. () 61.6 2, 666.5 2 l 
第

4 8 2 5 2, 6 2 9.0 1,5 3 9.8 6 1. 8 4, 2 3 0.6 3 

49 3 1 3, 288.0 1, 9 3 6.6 5, 2 2 4.6 2 1 
3 
50 3 2 3, 1 9 4.5 1, 81 5.0 5, 0 09.5 l 4 

5 1 38 4.2 自 0.0 2, 058.0 1 1 7.0 4 百 5 6, 5 J 4.5 3 
j鴇

5 2 4 3 4, 678.0 2, 1 8 1.1 350.0 7, 2 0 9. 1 

首， 1 5 3 4 3 5.543.9 2, 2 0 9.0 2 () 0ふ O 55 7.0 21.6 8, 5 3 1.5 6 

5 4 4 5 6, 256.8 2, 725.6 902.0 3 3 3.0 2 5.0 1 0, 2 4 2.4 4 3 

4 I 5 5 4 6 9, 985.5 2, 532.6 3 2 0.0 1 1 1. 0 1 2,9 4 9.1 2 2 

5 6 47 9,0 0 4.9 2, 886.0 2 4 9.0 70.0 1 2, 2 0 9.9 1 2 

JUI J 5 7 48 7, 398.4 3, 023.4 2 1 7.8 21 8.0 1 0, 8 57.6 2 2 

※対象期間 }替年
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第 2 図 施設の配言霊園

4 
4 

た。このように 1:地基盤の確保や自給銅料の生産，利用体系の確立により当初目

標どおりの経営が一応完成された。

盤受賞者の特色

鮫島さんは，資金，土地及び知恵をできるだけ他人から借り入れ，学びとる

「三借り農業」に徹して，経営規模の小さい農家では困難とされてきた肉用牛繁

殖多頭飼育経常在確立したことは，我が国の肉用牛繁殖経営の今後の進むべき­

}jlí'J を示すものとして高く;判部される。

(1) 土地基盤の拡大と飼養頭数の増加

第 l の特色は，耕地の借地や購入にあわせて，家畜頭数を拡大していった点で

ある。

第 5 表にみられるように，昭和:17年に耕地60a で肉用種繁殖牛 1 頭の飼養が，

42年に 10Ra で 6 iffL 45年は 170a で 15ìïfî， 47年に 540 a で24頭， 52年には720

a で 43出， 57年に 950 a で4R頭，耕地面積の増加と飼養頭数の拡大が並行的に行
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に行われており，粗鋼料生践による飼料の自給率の向上が関られている。

借地による土地拡大が順調に進んだ理由として，借地 1è常に自作地問機にてい

ねいに管理し， f釦也の約速事項を絶対に守り，借地料は約速のj哲l~艮以前に持参し，

道路沿いの土地やまとまった面積の溺場については，地域の平均水準より 1~2

割高自の借地料を支払ってきたことなどの注意を払ってきたことによるものであ

る。

年

労!殉

織

第 5表経営の年次変遷

"件ド 45 1jト "74:1 5 O!I.I 年勾 5 51F I 5 ijfrl 51 勾

837作結婚

3&1j:i\ .r， 4M下 1"勾 3日千円で i 磁合燃次暖 1 牧悠除機総投投 l雛

211 主で訓練 1 'た%やま恥 !(Z57Ji内 l'ま

線人以後中ü/J'J

)};il!'!と仕る

氷川 9a 峨入

人

107 

'" 
" 2 

62 

3 

一
195 

三;山;
353 

17.1 

539 I 5:¥9 

1,520 I 1.64511.792 

320 

46 I n I 

31" 

" 
131 I 91 

日ン， ベス l'水附"，金 i る'"仰転作

タ 啄入 1"人 !料の線開化

水附，"，貌入

しかし，このような借地により，田畑全体は第 3 函のように宅地から概ね

1. 5 Iímの範西内に約40 カ所にわたって分散し，労働面で大きな問題となる。これ

に対して，土地取得の過程でなるべく道路沿いの耕地取得に努め，園場区間の整

理統合や，あるいは道路からの進入の不使な道路については，借地の地主な周囲

の耕地所有者と相談し，進入路を設けたり，拡幅したり，通路を横断している水
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路にヒューム管を埋設したりして，大型作業機の出し入れに便利なようにし，労

働商での問題を解決している。

(2)耕地の高度利用

耕地は，水穏320 a ，実取大変94 a ，飼料作物 1 ， 593 a が作付され，畑に関し

ては，すべて年 2 作，部分的には 3 作，水稲の431a のうち320a は夏期水稲，

第 3 図経営耕地の配置図

裏作は一部の排水不良国以外はイタリアンライグラス，実取大麦，残りのl1 a は

年 2作の飼料作物という利用体系で，耕地回転率は 2.1 聞となり，しかも飼料作

物 1 作平均収量はlO a 当たり 6 t に達している。

このように飼料作物が全体的に高位生産になっているのは第 6 表にみられるよ

うに堆肥，苦土石灰，熔燐の多用による土壌改良とプラウ耕による深耕等土づく

りへの努力の成果によるものである。

島 158 -



耕地の高度利用の上から作業の季節分散と合暖化のための工夫がな主れている。

飼料作物の種類は，第 7 表のとおりである。夏作がトウモロコシとソルガムの混

播が全体の89%，冬作ではイタリアンライグラス，イタザアンライグラスと大変

滋播が全体の94%を占めている。このほかにテオシント，オオクサキピ，飼料カ

ブなどの作付が若干みられる。

第 6 表代表的鰐料作物の肥培管理方法

総額 栽 3脅 方 式 絡月巴月 日 肥料の機器i
10. 当たり 1 0 .当たり成分飲 (M)

施用縫 N PZﾛ5 K, O c.O MgO 

5 月 2 0 日 堆きゅう犯 3,000 M 1 0,8 5.7 2 ~. 0 2 ~.O 5.1 

.r1 ウ 2 0 cm 5 月 2 1 日 t安土石灰 100 3 6.0 16.0 

3 [rî]ロータリー耕 5 月 2 3 日 熔 i鐸 4 0 8.0 
そ

百路樹 " 8 ゚  5 5 2 4 0 6.0 6.0 4.8 
ロ

コ 五ト
70 cm 

{十 告書種法 6 月 1 5 日(迫flE) 隊 手軽 1 0 4.6 
シ~

手まさ 21 2 8.8 6 0.0 2 1. 1 2 1. ~ 1 9.7 

イ 9 月 1 5 日 !j! きゅう杷 3,0 0 0 1 0ゐ 8 日 7 2 4.0 2 4.0 5.1 

冬タ 20 Cm 9 月 20 日 苦土 Zヨ灰 1 0 0 3 6.0 1 6.0 
リ ;.:, I 2 問ロータワー耕ア 1 0 Jl 2 日 熔 燐 4 0 8.0 
ント 雄総 " B B5 52 4 0 6.0 6.0 4.8 
ラ月
イ五 散綴 11 月 3 0 FI ( i邑) NK2l5' 20 3.2 3.2 

作 2 E 綴綴法 1 月 28 日 (i島) " 20 3.2 3.2 

ス 数絞機 目十 23.2 1 9‘ 7 3 5.2 6 0.0 21.1 

第7 表 自給飼料の作物別生産・利用状況

10. 当たり 平日 用 E互 分
f芋 物 ~IJ 作付蘭繍 総生産絃

収 ま設 5主 第サイレージ乾 務放牧

a 円 k9 岬 M 師 加

.r1 トウモロコシ 5 5 0 6, 00 0 330,000 330,000 

トウモロコシ・ソルガム(i昆) 1 07 5,500 5 7, 6 0 0 5 7,6 0 0 

テオν ント 4 4 7, 00 0 30,800 2, 8 00 2 1, 70 0 6.3 00 

作オオクサキピ 3 6 8, 000 2 8,8 0 0 2 札 800

;n- 73 7 6, 0 7 0 4 4 7, 2 0 0 2,80 0 438,100 6, 3 00 

イタリアンライグラス 63 4 5, 9 90 3 7 9, 6 0 0 195, 360 1 8 4, 2 4 0 

キ イタリアンライグラス・大室長線) 1 6 8 5, 1 50 86, 500 76.000 1 0, 50 0 

飼料大変 2 4 5.000 1 2, 0 00 1 2,0 0 0 

作飼料カプ 30 7,00 0 2 1, 000 2 1, 0 0 0 

85 6 5,8 3 0 499, 100 2 1, 000 28 3,3 60 194, 740 

i¥' 在十 1, 5 9 3 5,9 4 0 946, 300 23,800 7 2 1, 4 6 0 2 0 1,0 4 0 
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作業の季節分散として作付体系在 3 つのタイプに分けている。第 l のタイプは

4 月下旬-5 月上旬播きのトウモロコシで R 月上旬に収穫，そのあとにトウモロ

コシ， ソノレガムの混播， さらに，そのあとに冬作としてイタリアンライグラスと

大麦の混播の年 3 作である。イタリアンライグラスと大麦の混播している理由は，

対象地域が軽しようなシラス火山灰土壌であるため，収穫時に士が吸いこまれな

いためと，栄養のバランスを考慮した結果である。

第4鴎水稲の作付体系

区 づ子 植 付 ( 6 月) ヰ立 t要 (10 月)
種)

!f' 生 8Z日=主=Z222122-日-ーーーーー一一ー 58 10日
ーー r ,-'." 

(日本自毒)
15 15 20 10 

中 't V////〆〆〆 0<.'//// 〆 ////1 -ー・・『智糊岬値働ーー"明朝.姐喧 一一一一一一一一一一ー町一冊目

(ニシホマレ)

晩 主主
15 18 20 25 
V~ 〆〆〆ノN 〆~n re ー『四日一一一ー一一一一四由ーー一一一一一一四日

(??) 

第 2 のタイプは 5 月下旬播ーきのトウモロコシで，そのあと作にイタリアンラ

イグラスの単播，又はエンバクとの混播の年 2 作である。

この場合，冬作は年 3 囲メiJりが普通で，冬期にこれを乾燥謂整し，良質な乾燥

生産念行っており，乾燥の40%はこの季節に調製される。

第 3 のタイプは 6 月下旬のトウモロコシ擦きで，田植終了後の播種である。

このあと作は遅播きのイタリアンライグラスと大麦の混播で，この場合サイレー

ジの 1 回メIj りとなる。

以上，飼料作物の作付体系以外に稲作においても第 4 図のように早生(日本晴) , 

中生(ニシホマレ) ，晩生(ミナミニンキ)など異なった作期の 3 種類を組み合

せることにより作業の分散を闘っている。

。) 組飼料の効率的な利用・給与技術

飼料作物の利用形態は，総生産量のうち生主主給与は飼料カブを主体にした 2%

で， 22%が乾草による利用，他の76%はすべてサイレージ、による利用となり，手

間のかかる生2支給与を少なくした省力方式がとられている。サイレージ調製にあ

-160 一



たっては品質を良くするために，①土づくり，@水分調製，③適期刈りと刈取期

日の選定， (4)-十分な鋳圧の 4 点に注意を払っている。刈取期伐の選定には，雨あ

がりの刈取りをさけ，できるだけ晴天が報いた溜場の乾いている臼に素早く収穫

するように努めている。

粗飼料生産は，成牛 1 頭~たワ 21.5 t で，繁殖牛に対しては濃厚飼料無給与で

平均分娩開I潟 12.2カ月，生産率91. 2%の高い成績をあげている。

第 8表農業所得割合の変遷

年度 肉用牛 水 稲 睦稲 it 藷 麦 野菜 所得金額

?ら ?も ?ら ?ら ?も ?も 千円

4 8 6 2. 1 3 6.4 1.5 4,23 0.6 

4 9 6 2.9 37.1 5,224.6 

5 0 6 3.8 3 6.2 5, 009.5 

5 1 65.9 3 1. 6 1.8 O. 7 6,5 1 4.5 

5 2 6 4.9 3 0.3 4.8 7,2 0 9.1 

53 65.0 2 5.9 2.3 6.5 0.3 8,5 3 1.5 

5 4 6 1. 1 26.6 8.8 3.2 0.3 1 0,2 4 2.4 

5 5 7 7. 1 1 9.6 2.5 0.8 12,949.1 

5 6 7 3.8 2 3.6 2.0 0.6 12,209:9 

5 7 6 8.1 2 7.8 2.0 2.1 1 0,1\ 5 7.6 

(4) 稿作後合による経営の安定化

大規模な肉用牛繁殖部門に耕種部門を加味した複合経営である。稲作部門の規

模は320 a ，水田裏作に 99 a の実取大麦が作付され， 51\年度からは嫡の輪作とし

て60a の睦稲が導入されている。こうした稲作との複合については，①土地，機

械及び入力の通年的活用による経営規模の拡大，所得の増大，経営の経済的安定

化，@輪作による土地の合理的使用，@副産物としてのワラ類の畜産的利用など

をとあげている。しかし複合経営の場合，基幹部門である肉用牛の規模が拡大すれ

ば3 部門聞の労働競合と労働の加重が問題となる。この問題解決については，大
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型機械の整備

と大型機械の

効率をあげ、る

ため道路およ

び飽場の整備，

通年サイレー

ジ給与方式に

よる家畜飼養

管理の省力化，

飼料作物の作

付方式の改善

や水稲作期の

組合せなど，

省力と労力の

分散について

工夫をこらし

ている。

調受章者の

経営経済性

と今後の発

展方向

(1) 生産費

と収益性

第 9 表は，

昭和56年 8 月

から 57年 7 月

における損主主

第 9表損益計算審

問和田年 8 月 1 日 -57年 7 月 31 日

畜 l 科 目!金額什椅
産|子牛販売収入 I 17， 69生並立BJ 3 7'1頁

2 頭

2 顕

考

部 l 廃用肥育牛販売収入 788，空00
い戎牛処分主主 I 1,384.500 

門 戸一一一一一一
μ全 429， 181
収!雑収入

入|合計@ 120,291 ,681 

子牛ほてん金

285， 681円ほか

費目 1:金 額 j 子牛 l 頭当り

飼料

当

敷料

!購入 I 2,783,138 
費 i 種子・月四ヰ I 1 ， 6勾， 300
小計 I 4,405,438 

|購入 L 468,002 
費 i 自給 o

i小計[--468，0而

建物・筋設

期 I ""'I:rr:l;"'+'n_ fl護班7事真減価償却費
|家畜
|小計

ヲ官一南一労 働 費

費 i 育成・肥育もと牛購入費
診療衛生費
水道光熱費
種付費

用いi、農具費

円福 ~.mt器具修繕受
賃料その他雑費

計@
lニ子牛・育成・肥育畜期首評価額@

1/ 期末評価額

|および期中成牛振替額 ① 

当期生産費用 ~=@+<ê)一⑦
l そ l 共済掛金
の 1 Y::tム利子・地代
{也片ー
のは反売 経費
費 lーι 0) 他雑費
用 |i、計@

合計①=(g)+c!y
所 得

162-

332,362 
1,635,390 

707,885 
2,675,637 

370,000 
3,265,000 

208,100 
454,000 
777,180 

82,780 
755,000 
635,710 

~4，盟主主笠
5,275,300 

548,000 
7,643,700 

11,180,445 
280, 000 

1,085,378 
495,320 
211,300 

2,071,998 

日生み坐2
7,039,238 

54,722 
38,717 
9 3,43 9 
1 1,1 69 
0 

1 1,1 69 
7,932 

39,029 
1 7,8 5 8 
6 4,8 1 9 

8,8 3 0 

5,1 6 6 
1 0,8 3 4 
21 ,004 

1,975 
1 8,018 
15,2 9 9 

250,55 3 

6,682 
2 5,9 5 3 
13,387 

5,446 
5 1,46 8 

302,021 

------



計算悉である。

家族労働費

を除いた子牛

1 頭当たりの

生産費が25万

円であるから，

必ずしも低い

とはいえない

購入飼料費

は子牛 1 頭当

こり 5. 4 万円

と低いが， 自

給飼料生産の

ための種子・

肥料代が 3. 8 

万円とやや多

し、。 し泊ミし，

主買持;十費全体と

しては一般水

準より低いと

いえよう。

子牛 1 頭当

たりの生産費

を高めている

要i却の主なも

のは，総餌料

金産用の機械

.昔話具を一式

餌
養

|震

繁

殖

成

手実

子

止ド

販
℃7土巳2 

成

績

労

{動

銅

料

生

産

奴

益

性
. 
生

産

原

価

{背

入

金

等

第 1 0表経営指標

項 回

.区 分

成雌牛 (頭

育成雌牛 (頭

平均初産種付月齢 (月

H 初産月齢

H 産 次 数 (緩

庁種付回数 (回

H 分娩間隔 416.1/34 頭(月

H 子牛生産率 105/115.1 (% 

区 分

期間販売頭数 (頭

平均販売日齢 (日

H 販売時体重 (kr; 

H 日齢体

販売価格 (千円

市場平均価格比 (5も

成牛換算 1頭当り飼養管浬労{脚寺開 Ql寺
11 飼料作物栽培 M

成牛換算 1 顕当り飼料作付延岡積( a 

~狙館料の貯飼料割合( DM) (% 

飼料養分自給率 (TDN)

成守換算l頭当り粗鰍村:合与量(DM) (kr; 

農 業 所 得 (円

肉用ベ二宮ß 門所得

農業所得こ占める肉用牛関与の割合併

経営土地 1 0 a 当り農業所得 (円

家族農業従事者 1 人当り農業所得(門

成牛 l 頭当り肉用牛所得 (円

販売子牛 1 頭当り 11 (円

1 日 (8 時間)当り 11 (円

販売子牛 1 頭当り生産原価 (円

11 総、原価 (円

成牛 1 頭当り借入金残両 (円
11 営農勘定残高 (円

11 償 還 額 (円

売上対支払利忠率 (5も

-163 -

経営分析数値

期末頭数 常時鎖数

4 2 40.3 

6 2.5 

1 4.3 

2 3.7 

5.2 

1.7 

1 2.2 

9 1. 2 

め す 去 勢

2 0 1 7 

280 27 1 

2 6 2 275 

0.93 1. 0 1 

6 1 7 314 

1 9 0.4 1 0 5. 7 

6 1. 9 

4 3. 7 

3 7.6 

9 2. 9 

8 1. 1 

3, 609 
9, 378, 638 
7, 0 3 9, 2 3 8 
7 5.0 

9 8, 7 2 2 
4, 6 8 9, 3 1 9 
1 7 4, 6 7 0 
1 90, 249 
1 2, 5 1 3 
2 5 0, 5 5 3 
3 0 2, 02 1 
5 6 4, 7 7 0 
1 2, 2 0 3 
73, 984 
4.6 



そろえているので，この減価償却費が，非常に大きくなっている。さらに家畜の

減価償却費も大きいことがあげられよう。

しかし，所得は約700万円あり，償却前の所得では約1 ， 000万円弱となってい

る。

繁殖牡牛 1 頭当たりの所得は約 17万円あり，収益肢は高いといえよう。

鮫島氏の牛は，優良牛が多く，とくにめす子牛伏高価に販売され，市場平均価

格を大きく上回っているので，この収益性を実現していると考えられよう。

(訪経営分析

繁殖成績は，平均分娩間隔12.2カ月，子牛生産率91. 2% と極めて高い水準にあ

るJ

飼料生産商の指標としても，成牛換算 1 頭当たりの飼料作延面積が37.6 a とヨ

ーロッパや北海道の離農水準に近い面積をもっている。したがって飼料養分自給

率 (TDN) も 81. 1 %と高い水準にある。

収益性についても，成牛 l 頭当たり所得は17.4 万円，家族従事者 1 人当たりの

所得は469万円 1 日当たり家族労働報酬も 1 万円以上と高い水準にある。

しかし，経営近代化のために，機械・器具の購入，農用地の購入念行っており，

そのための借入金残高が約 2， 400万円ある。したがって成牛 l 頭当たりの借入金

残高が約56万円あり，これは大き過ぎるといわざるを得ない。一般の農家の場合

には問題点として指摘しなければならないが，鮫島氏は，経営の計画を立派に樹

立しており，社会的信用性も高いので，当経営にとっては，そう大きな問題とし

て考えなくてもよかろう。

この経営の普及性については，真に土地利用による肉用牛繁殖経営において，

通年サイレージ給与体系を確立し，粗鋼料を中心とした子牛生産は，今後の肉用

牛繁殖経営の進むべき方向を示したものといえよう。また作付体系の工夫による

高度な土地利用方式も普及性が高いといえよう。
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消費者に安い牛肉の提供を
鮫島勉

私が就燦したのは， I沼和30年 3 月!尽経 の気象風土をいかし織作体系iこ取りくみ

営伝溜幾場(現段業大学校)卒殺の年で 脅蕊怜与から今ではサイレージ給与lこか

す。言葉での致。間生活が現在までに，あら え，受給も良く，生時体議の大きな仔牛

ゆる衝で自分をささえてくれていると怠 á'生んでもらうためにはホールクロップ

っています。昭和38年から 5 年の出稼期 サイレージにする惑が大変良いようです。

間にあちこちの燦業を見開し，金，土地， 昭和56年より成や40践の通年サイレージ

知怒の三倍淡言葉への足がか 9 á'得る容が 給与に答え楽なや飼が出来るようになり，

出来ました。我家の経営告と拡大して行く 水稲320 a の後合経営 iこもt'Hぎ告と持てる

には，どうしても友炎関係や，人H言綴 ようにな 9 ました。最近は EC並の倒絡

する事によって自分も生きてこられたよ までにする;惑が日本のE器産は生き残れる

うです。昭和4均三に和牛の多頭餓育に踏 とか言われます。私も量発家自身も競合で

切ったのですが，多額飼育i主要詩人だし例 き安い肉食作るためには，多践する事，

んとか勉強したい気持から，先頭控に認し 綴飼料て潤う弘繁殖Z手1を上げるヰ~，牛

かけ上高松itillìÏグループ。を結成し毎月の の改良を急ぐ事，多頭飼育技術á'身につ

千子牛の発糊IJ定ゃ，早朝に欧臣室さんB:-頼 ける乳この 5 つの点の改畿が土!l!l'FIJ )fJ

み去勢，妊娠鑑定，不妊の治療し，私と 裂の低コスト生産につながる本と信じ毎

グループとの仔牛の発育総体や受胎事， 日吉頑張っています。

飼料喜子メIJ給条の遠いや，一つ一つの疑問 私も多議して16年になり，その問鋭期

泌がグループと共に解決し，結成 6 年息 長期の研修生受入が100名を越え若い後

にして燥機業祭でグループ授災'も受け 継者として地域で頑張ってくれています。

る惑が出来ました。高度成長期á'むかえ この疫の幾林漁業振興会長食が第13聞と

規模拡大した土地，蕊会，苦笑牛，機械の 向機 2度目の光栄な授3還を10年目 lこ得る

投資で大変な時もありました。いくどか 事が出来ました。これを期に私も箆E室長義

の子牛安値もあ 9 ，経営の行きづまりも 業高校一年の二男にたくし，我芸誌の後継

ありました。今日，経営の見蕊しがよく 者と共に地主義の後継者作りに今後も頑張

雲われ，私も足腰州車し叫Fの繁殖緩"8宏なし って行き，消疑者に安い牛肉{乍りに務出

とげるべく，箪作りにE重点を控室きこtづく していきます。

り，箪づくり，牛づくりを理念に，地域
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天皇陛下拝謁のあと皇居で記念撮影の天皇杯受賞者

自22回農林水産祭のかかア|

式
典
の
会
場
風
景

内閣総理大臣賞を受ける受賞者

アトラクション農林水産業者の供進品

日本農林漁業振興会

長設を受ける受賞者

農林水産大臣賞記念品
の贈呈を受ける受賞者





発刊の 「棒

、回帰 と ギ
品

幾林水産祭は，全国民の農林水産業に対する認識を深め，銀・仲f<gg業者の技術

改善及び経営発展の意欲の高揚愛国るための国民的な祭典として，昭和37年，農

林水産業者に天皇杯が御下賜になったのを機会に，従来の新穀感謝祭を発展的に

拡充して始められたものです。

この農林水産祭は，農林水産省と日本農林漁業振興会との共催のもとに，各方

面の協力安得て，毎年11月 23 日・勤労感謝の日を中心に開催され，農林水産業者

応天皇杯などの授与を行う式典や一般留民に農林水産業を紹介する農林水産展な

ど，きわめて多彩な行事念行ってきております。

昭和58年度は，その22回目に当たりますが，本年度の天皇杯などの滋賀審査の

結果は，次のとおりです。

すなわち，従来からの農産等の 6 部門については，第22間農林水産祭に参加し

た各種表彰行事( 364 件)において農林水産大患賞を受賞した出品財601 点の中

から，天皇杯を授与されるもの 6 点(各部門ごとに l 点) ，内閣総理大臣賞告と授

与されるもの 6 点(向) ，日本農林記魚業振興会会受賞を授与されるもの 7 点(農産

部門 2 点，その他の部門 1 点)がそれぞれ選考されました。また，ひらづくりの

部門については， 44都道府県から各 I 点推薦のあったむらづくり事例の中から，

天皇杯，内関総理大医賞をと授与されたもの各 1 点，農林水産大医賞を授与された

もの15点がそれぞれ選考されました。

農林水産祭において表彰されたこれらの受賞者の優れた業綴は，農林水産業の

近代化や豊かで住みよい築山漁村づくりへの生きた指標として，関係各方面の方

々に大いに神益することと思います。ここに， これらの業績の概要(むらづくり

部門は別措)をとりまとめて発行することといたした次第です。

終わりに，本書の編集に御協力安いただいた執筆者その他の関係各位に対し，

深甚の謝意を表します。

昭和59年 3 月

財団法人 日本農林漁業披興会
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天皇杯受歯

出品財茶経営

受賞者金事総会神土茶生産組合
(代表者安江正逸)

(岐阜煤加茂郡東白川村神土2654-1 ) 

露譲受露者の略歴

神土茶生産総合のある東白川村は"綾阜県の東端に位置し，岐阜市から北東へ

約75km，最寄りの霞鉄高山線からは北東へ16km奥に入った局聞を 1，OOom級の裏

木曾山系に屈まれ，村の中心部を飛騨川!の交流である白川が流れ，高低の甚だし

い地勢のところにある。地質は石英斑岩類，表面土壌は砂質壌土で保水カが良く，

林木の生育には適した地である。気候は大平洋型の内陸性気候で，最底 -15'C，

最高31'C，年平均13'C と気温差が大きく，特に，昼夜の差が顕著である。年間降

第 1 図受盤者の所在地
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キ杜茶生産組合の

メンバー(上)

急機な山間に囲まれた

策関(下)

水量は 2， 258慨とやや多く，冬期の積雪は30cmを越えることはまれである。

村の総面積は87km2 ，そのうち91. 3%は山林で占められ，耕地は全体の僅か4.5

%の 397haに過ぎない。耕地面積のうち水田 190 ha，茶園147ha，その他普通嫡

となっている。農家戸数は 539戸(専業農家54戸)で，農業粗生産額は約10億円，

うち茶 3億 2 千万円，肉牛 2鰭 6 千万円，米 1 億 5千万円と穏作と茶を主体とし

た経営が多く，これに畜産，養蚕，野菜などを従とした経営で 1 戸当たりの経

営面積は72 a の複合地域である。

この組合が設立された経緯は，昭和35年本村が新藤山漁村建設事業の地域指定

を受け，これに基づく農山村振興計画樹立にはじまる。山村における低所得，過

疎化，後継者確保等の問題が深刻化し，従来の稲作，木材生産に養蚕を中心とし

た山村型燦林業栓営から更に発展させるための方策が検討された。その結果，村

全体で紡とに茶を基紺学問とした産地づくりに着手することとなった。しかし，標高3∞

-600mの急綾な地形と，厳しい気象条件下で， しかも極く一部の農家を除いて，

これまでに販売茶を生産したことのない地域での茶産地づくりには並々ならない
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苦労が震ねられた。この間，村当局却まじめ農協，生産農家が一体となって，新燦

村建設事業を皮切りに幾業構造改善事業，山村振興事業及び村単独事業等によ

って，振興計阪線溜喜子点，村全体の睦畔面積を含めても僅か42haに過ぎなかった茶

圏面積む現在， 147 haの茶産地作りを成し遊民品質的にも香味の優れた美濃

白川茶の銘柄を確立させてきた。

物d綴 級参観
第3圏 全Z薬生産盤と組生産額の推移

.... 
_--~323百万円

/Y25f百万内
/ 
/ 

〆
./ 
/ 

〆
/ 
/ 

~~""'155s万円
羽生産額一→ 〆'/，，r J/J守3h十 54-0t

.....-100 百万円

金書を主主瑳蜜一-

IIg45 B:J50 ogS5 昭58

このような産地基盤の形成と併行して取り組んできたのが，茶生産農家の級

織化であった。そこで，生産伎の高い茶業経営をめざす農家の対象とし

た組織化が考えられたが，本村のような過疎地域にあっては，あらゆる

階魁の茶生産農家を地域ぐるみで結集することが何よりも重要であるというこ

とで，組合員が結集しやすいよう，将来を見込んで荒茶加工施設 1 工場当たり
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の茶図面積を20ha程度の規模とし，集落を 1 組合の単位として，村内に 5 組合

を設立することとなった。

このうちの 1 っとして，昭和42年に農事組合法人神土茶生産組合が設立された。

その御喜和45年には，神土拙野ヨの他の神付組合と合併」 現在，組合員187名で構成

されている。組合役員は，組合長，高IJ組合長に企画広報，生葉集荷，等級査定，

販売，栽培・婦人部担当理事各 2 名，加工担当理事 1 名の計1&名と監事 3名から

なり，この下に事務局，青年部，婦人部，加工技術者チームを置き，各職務分拐

を明確にして，役員と総合員との連携により円滑な組合運営が進められ，美濃白川

茶発展の原動力をなしている。このような組合の業績は広く関係者の認めるとこ

ろとなり，第12回日本農業賞集団の部において，集団営農の技術水準が高く，生

産性，集出荷等の共同活動及び組織運営の管理等が優れているとして日本農業1費

を受賞し，さらに，韓阜県茶総合品評会においては，これまで農林水産大臣賞を

5 回受賞してきた。

本組合の活動成果は，当該地域はもとより全国の茶業経営関係者の範となるも

のであり，その業績は高く評価されているところである。

関受賞者の経営概況

組合員の耕地面積は141.2 haで， うち水田55.5ha，茶園5 6.0h~ 桑園 19.3 ha 

普通畑10.4 ha , 1 戸当たりの経営面積は村平均を若干上廻る75 a である。

組合参加の動きは，昭和45年神土地区と神付地区とが合併した時点 196 戸で

あったが，昭和田年までの14年間で兼業移行等により退会した者は僅か 9 戸(4.5 

%)の減である。現在の組合員数187戸のうち林業経営を主体としている農家は

48戸( 25.7 % )で，残りは山林を所有しているものの農業陸営を主体とする農

家である。これら農家の世帯主の年令階層君!蹄成比率は， 30才未満 8.0%， 40-

64才 67.9 '}九 65才以上24.1% と老令化は進みつつあるものの地区での組織率は

依然 1∞%となっている。

茶園規模別農家比率はlO a未満37% ， 10a -50a 47% , 50a-1ha 11%, 1 ha以

上 5%で，これらの茶園は，標高300-400 mに23% ， 400-500m45% , 500 
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第 1 表茶生産の年次男IJ推移

比\当 43 44 45 46 47 48 49 50 

茶栽培戸数 195 195 196 196 196 195 195 194 

茶園面積( ha ) 1 5 24 25 38 42 45 46 47 

荒茶生産量( t) 1 4 25 27 3 3 23 36 26 45 

1 0 a り
93 104 108 87 55 80 57 96 

荒茶生産量(kr;)

1 たり
71 128 1 38 168 11 7 195 133 232 

荒茶生産食 (kr;)

よご! 51 52 53 54 55 56 57 58 I 

茶栽培戸数 195 192 187 181 187 187 187 187 

茶園溜積( ha) 48 51 52 5 3 55 55 56 56 

荒茶生産最( t) 57 35 59 63 64 52 54 62 

1 0 a 当たり
119 69 1 1 3 1 1 8 1 1 6 94 96 1 1 1 

荒茶生産最(kr;)

1 戸当たり
292 182 316 337 242 278 289 332 

荒茶生産量(kr;)

-600m25% , 600m以上 79もで平均475mの高所に分布している。

機械所有の状抗は，茶椅地の立地条件等から大型機械の導入は難しいものがあ

るが，小型機械の導入は年々増加しており，組合員数に対し，動力摘採機は背負

式と可搬式を合せて91% と高く，動力整校・せん枝機36%，動力噴霧機はけん引

型と可搬型で27%，管理機~41%の普及率となっている。

前籍施設の設置率は，妨霜ファン，スプリンクラー，簡易被覆などで，茶隠面

積の30.4%と県全体の 5.8% に対し約 5 傍強の設置状況にあり， 1校最の安定化

と品質の確保に大きな効果となっている。
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第 2表 組合員の複合経営と兼業収入の状況(事例)

8高 京銭 ~電所同 膜外所得 l にの倶刃知待お;1\合め万計絡る! 旅桝にの費Z占R量所所め得得るl に調の書待場寝市。合所め得計るゃf%JM. I隻 茶 木綿その他 J十 !¥l ~~そ白地 所持合計 俄 2号
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， 1，林""晶
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<1，林 \60'
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給与所得2.42' ~ 1.5011 1.241 :, 669 2.030 5, 432 39 

'" 1, 260 
Ihf*37h. 

茶姻 12且 A
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一ートー
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1.905 676 345 :1.638 2,250 1.52'0 
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第 3表助成卒業の実施状況

実施 財 源 r̂! 訳
事業名 業 Jl{ 事業主体 事業費

年度 補助金 自己資金 五桂 �'i 

第 l 次 !!'k君主構 茶1鎚造成 綴閏茶摘協業組合
千阿 千円 司'" 千円

4 2 2, 3 9 7 1, 6 60 1 5 7 5 8 0 
造改努事業 5 , 2 2 ha {者l'土茶生後組合管内)

茶[翻栽t告 神付茶f岨ta築総合

" 4 3 9, 2 5 ha (神土茶生産組合管内)
8 , 07 4 5 , 6 4 0 4 9 4 1, 9 4 0 

" 4 3 広巾散布機 3 台 衿土茶生産組合 7 5 0 4 2 0 70 26 0 

農業改良資金 5 1 妨箱ファン37台 争I' ，'l:茶生産総合組合員 4 , 6 7 2 4 , 6 7 2 

" 5 2 防~~ファン 18台 " 1, 5 4 0 6 50 

5 2 茶工場 Jl[ Êl 川良業協同組合
者12 次1l1!業構 1 棟 1 ， 513nr~ 

機械 1 20 k 
2 1 2, 1 3 6 1 2 1, 8 8 0 1 8 , 3 5 6 72 , 080 

造改子育事業
5 3 3 ライン (利用契約)

茶隣造成 東自 JI!村

" S 4 1 5, 6 8 4 1 0 , 979 4 , 7 0 5 
1. 2 ha (組合員利剤)

第 2 次銘柄産 防符ファン設関 神土AI:l也部調慨醜E合
5 4 9, 8 5 6 2, 2 5 5 1, 601 6, 000 

I由育成事業 2 , 57 ha (衿:l:茶生F菱総合管内)

設業改良資金 5 4 簡易被援 1 ha 紳士茶生産組合組合員 2, 7 9 0 2, 7 9 0 

第 2 次銘柄諜 防霜ファン設mt 桝1土開由主茶l甜管理院丑合
56 1 4, 7 0 0 3 , 67 5 2 , 2 05 8 , 82 0 

地育成事業 3, 4 ha (紳士茶生産組合管内)
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組合は，荒茶加工務設を村農協との利用契約によって管理している。施設の規

模及び加工能力は， 120K3 ラインで日産量13.5 t と県内最大の規模を有し，建物

構造は鉄骨平屋 1， 513niの L型とし，荷受けから加工までを?全自動システムにし

ている。加工オペレーターは，平均年令39才の若者12名を 2班編成で置いている。

昭和58年の操業延日数は39 日で，生薬269 t を処理し，荒茶62 t を生産した。

このうち共販は，荒茶61 t で金額にして 1 億 4， 800万円をあば村全体で47% ，

美濃自) 11茶としては15% を占めている。

第ヰ毘荒茶加工場の概要図

加工寂 議L.1'草

em ( i:??? 
e 拠

e 
③ 

カ磁謎l!il.による品質
終持，原料の等級~IJ
8 動機込札機械
化による高等}の自動
世絵システム.

生誕窓

コンベアーによるlT~fiド点紫筏込袋震を
省力，術昔話み防止.スピードアッフ・
衛鈎弘

機械化による術澄W鴻カ{じ製品検盗による品筑管理軍
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第 4表荒茶加工場操業状況(昭和58年)

項 自 1 番 茶 2 番 』チ&代みsー

生薬処理量 1 6 0.8 05 k'l 1 0 8, 1 9 1 k'l 

操 業 期 間 5/7-5/31 6 /27 -7 /26 

実操業 日 数 2 2 日 1 7 日

実操業時間 2 8 8.5 時間 193時間

1 時間当たり生薬処理量 5 5 7.4 k'l 5 6 0.6 k'l 

1 日当たり平均操業時間 1 6 時間 1 1. 4 時間

1 13 当たり生薬平均処理 7, 30 9 k'l 6, 3 6 4 k'l 

延労働時間 2， 184時間 1,6 1 8 時間

組合経営の状況は，出資金が 2， 469 万円で，さらに，今後も毎年計画的な

培資を予定しており，現在の借入金はない。昭和57年度の事業収支状況は，収益

勘定 1 億 1， 686 万円に対し費用勘定 1億 1， 677万円で，当期利益金 9 万円をあげ

安定的な経営が行われている。

襲撃受賞財の特色

(1)組織活動

①地域ぐるみの組合

この組合の最大の特色は，地域の全茶生産農家を組織したことにある。経営規

模の零細なオ三地或で広いずれにせよ個別農家のカでは自ずと限界があり，そこで

地域ぐるみの農家を結集させ，茶産地づくりをすることによって農業経営の発展

の道を切開いた。そのことが結果的には，比較的短期間にして産地の形成を成し

遂げることとなった。

@ 開かれた組合運営

茶生産農家σ権営規模は 1 a から1. 5 ha と多様な経営形態の中で， ともすると

小規模経営農家の荒しづくり，組合意識の希薄化が組織活動の組害要因となるこ

とがある。これを紡ぐため日常の広報活動を積極的に推進し，組合だより
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第 S表財務内容( 57年)

区 分 金綴 生jfglk9l!3

現 金 千向

預 金 5, 21 8 27円90

貸 米 i波 金 1,356 7.25 

槻卸資産 2,164 1 1.57 
間定資産 36,624 1 9 5.85 
外部出資 5,044 26.97 

f普 立 替 金 71 9 3.84 

資産合計 5 1,1 25 27 3.4 0 
未払撃を用 4,438 23.73 
預 り 金 1,720 9.20 

対 減価償却引当金 1 9,526 1 04.42 
仮 同Jι• 金
借 入 金

出 資 金 24,694 1 32.05 
委員 法定準備金 328 1.75 

特別機立金 328 1.7 5 

繰越欠損額
繰越剰余金

霊安 当期利益剰余金 91 0.49 

負{資・資本合計 5 1,1 2 5 273.40 

乃発行，有線放送の汚用等によって，組合

蜜営方針や各事業の内容を組合員に撤旨を

f-分徹底させ，組合と組合員の連帯を深め

ることに努めてきた。

@ 全員参加による研修会の開催

全組合を対象に生産技術の向上を臨るた

め，栽培研究会を館時開催し，また，土づ

くりを基本とした施肥方法，実証鯛のデー

ターによる寒害防止等の研修を毎年開催し

ている。青年部研修会においては， 41名の

区 分

荒茶売上金
仕上茶売上金
倒産物売上金

受取利息、

受取利用料

楠‘ 助 金

損 雑 収 入

収益合計

以材料番号

tJU 工経望号

内 光熱焚
主主 労務望号

訳 雑 重を
販売経望号

労務焚

内 手数料
自十 逮 望号

訳 ~ 材

雑 重苦
役員報慰~

公租公課

主事 総設営繕望者

内 支払保険料

光熱費

修繕装警

訳 その ftÞ.

言F 支払利怠
I被 t居住雪却撃を
{昔 f員 料
一般管理聖母

研 ~!f 望者
生1誕生産奨励望号
その他の事業聖母

生薬集荷焚

望者用合計
差引損益
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金額 金獲lk'掛
1 1 0,4 4 6 手持 495向。1

1 43 0.64 

4,002 1 7.94 

1,719 7.70 

549 2.46 

1 1 6,859 523.75 
69,929 3 1 3.4 2 
1 2,220 54.77 

7,846 35.1 7 

4,031 1 8.07 

343 1.54 

5,292 23.72 

308 1.38 

4,324 1 9.38 

1 44 0.65 

431 1.94 

85 0.38 

1,000 4.4 8 

2,242 1 0.05 

1,901 8.52 

408 1.8 3 

67 0.3 0 

1,3 8 1 6.19 

45 0.20 

393 1.76 

1 1,3 3 1 50.78 
2,11 3 9.47 

886 3.97 

3,300 1 4.7 9 

2,624 1 1.7 6 

3,537 1 5.8 5 

116,768 523.35 
91 



役員の役割分担と連携

職 級合長 1 名 高峰立合長 1 名 企画広報 2名 生葉集荷 2名 等級査定 2名 販売 2名 幸録音・婦人部路 加工 l名 監事 3名

-総、指 -涜奇書及ひ径理 -新の企し頭い試み等 -スムーズな生薬 -生3喜の等級樹寸 -販売計預の樹立 -総合員に対する -力E計画の樹立・組合の運営，
役 -対外折衝 を紺苫し，組 集荷と計商務調 と自)1係奴読ま青 良質生認の幸録者 -力[広オベレーク 経連の監査

合長を助ける -組そ合の員他だの啓よ発り， 叫佐進 での販賓諜綴に 指導 ーを指揮じて加
苦手l .j寓話器羽の決定 従事 -婦人繍務指導 工に当たる

・脅指有資線年料導部放の将作送動成の -見オ司菜取と発送 -油カ寸を持機ßE -工場管型車

り 在潔の僧戎 料の共間購入

連
受入れ窓口か販指ヲ干の情報消養一一一合一一 p販売綴絡に合せ

ゃー--.....一一旬・組合員の声を一一←ーーー ら見た生薬の品者のニーズを伝える て力[江

醐融 引て 空当盤j..ftl向採計官冨を樹立《一をの一ベ一る一一ー一一一回一一
携 -組合員を啓発令ザ集荷計酒を機jL..一切同信一一ーーーー一一一ω 伺

第 5 図

求めるB
れ蜜営委員J:
-一一-=t一一」

自)1深刻司販売あっせん所

総合員幾家の婦人で機成 148名
研修活動を行う

一一一一アナー--1.盟笠宮­

Lーーート一一一一??--E三野也

事務務員 2名 」一一一一一一 -7
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若い後継者を中心に新技術導入の情報交換や高品質荒茶加工の技術研修に努め，

さらに，婦人部研修会においては基本的な栽培管理技術の研修や摘採講習会を開

催している。その他，先進地視察，一般教養学習などI隔広い研修活動を進めてき

た。

包)共同作業

①共同で土づくり

茶閣の土壌改良は，品質の向上，単級の潜加，耐寒耐病等に絶対の条件である。

そこで土壌診断によって合理的な土作りを図るため，栽培担当と青年部によって，

全茶園地の土壌診断を実施している。また，村農協営の畜産プラントで生産され

る完全醸酵堆肥利用との結合によって，毎年10 a当たり 3 t投与を目標にして進め

ている。さらに，組合による油粕10 a 当たり 150Mの現物支給や有機質配合肥

料の共同購入などによって，全体の土作りと均質的な良質茶の生藤に努めてきた。

@ 発生予察による効果的な防除

病害虫の防除には，農薬の使用を極力抑制して効果的な関除&実泌するため，

組合でもつで病害虫発生予察翻場を設はこのデータ-a:-基にした発生予祭情報を流し，

適期開除を行っている。防除作業には，中核農家と若い後継者が中心となって防

除斑を編成して一斉防除に努めてきた。

@ 捕探作業の計画化

茶園札機高300-600 mに分布していることから，この様高による生育の朝免を活用し，

さらに，共同防尉鍛を設寵して，生産の安定と嫡採時期の計画的な延長を留って

きた。また，一定期間を定めて一番茶の 3 分の l を手摘みによることとし，その

期開中i土手摘み以外の生葉は受付けないシステムを磯立させ，早期時の摘採，老

人や婦人労働力の有効活用，製茶品質の向上に大きな効果をあげ，零細規模茶翻

地の多い中で，手術みによる集約性と機械摘みによる合理性を有効に組合せた一

つの方法として予想外に組合員に支持され今ともすれば，機械に頼りがちな中で手

摘みによる徹底した品質管理が良質茶生産工場としての地位を支えている主要国

となっている。
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第6図 手構み，防霜施設，標高差などを活かした計画捕採とその効果

(昭和 58 年 1 番茶の事例)

「施経費の飽械のために，ヱ繍欄間はできるだけ櫛L..しかも7
1 その期閣内において毎日の出荷重量を平均化すること方建ましい
! 手議みはー芯三潔から檎採できるのにくらベ，はさみ刈りはー芯五紫!
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i草する。これは販売価絡にも大き
な効果がある。
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i硝み「一一本茶はさみ刈り期間一一一一
全体誌の 64%

全体の 1%

l ピーク時前の摘採期間市浅く，いきな
I ry ピークがくるので工場擁殺，力I江体制
i をこの 1-2 日 lこ合せて対応しなければ
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相糊から郵l蹴までの空間市浸
<.茶期の終りがおそくなるととも
に，カE経費なと・が年程済である.
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蹄人部による共同

共詞手摘み作業

@ 生薬運搬受委託システムの確立

零細規模農家等の生薬出荷の労力軽減を図るため，生産農家聞での受委託制を

定め，受託者である連機者には組合から，主主薬 1 kt; 当たり 15円の運搬料を支払う

こととして棺互扶助による共荷搬入を行っている。これによって，集荷時の混乱

と労働力の節減に役立つている。また，出荷運搬容器をコンテナーに統一し，総

合が 1， 000備を準備し，これを貸出して計量のスピード化と輸送時の生葉の傷み

防止に努めてきた。
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@ 生葉等級査定の徹底

生産農家聞の主主要る屯質格差の解消と品質向上を図るため，生薬査定担当者によ

って，生葉荷受時の全盈等級査定を実施してきた。等級査定ランクは，品種，摘

採方法(手摘み，機樹高みなど)生薬鮮度，硬度の良慈し，切れ葉，古葉，茎，

異物等の混ス程度によって， A , B , C , D の 4 ランクに区分している。この等

級資定制の実施によって，生産農家間の品質格差は年々縮小され，現在では良質

である A ランクに格付けされるものが全体の70%以上を占め，製品の市場価値を

高める上に大きな効果があがっている。

第8 国 生業等級査定の効果

等級ごとの加工・販売

のシステム(例)

@ 茶樹更新作業の共詞化

等級ごとの生繁代金

精算のシステム(伊D

茶樹の更新民樹勢を強め安定的な生産を維持するうえには不可欠なことであ

-20 



荒茶加ヱ場の全景 衛生的な加工場室内

る。しかし，この地域のような摘採期の遅い地域では，…悉茶摘採後緩めて短期

間に更新作業を実施しなければとらないことから，個々の作業によっていてはな

かなか難しく，そのため，青年部が中心となって組合で備えた可搬型勢定機在使

い共同作業によって，毎年 7 ~ 8 haを?計閥的に更新を行ってきた。

侶)荒茶加工

①研究的な加工姿勢

従来の荒茶加工は，技術者の勘に頼る部扮が多く，こうした欠点を改める方策と

して，可能な限り計器等を活用し，科学的，計数的データーを把撮し，こ

れを加工作業に生かし，より良い品質の荒茶加工の方式を取り入れている。

加工技術者はできるだけ若い者にで壬せ，新しいアイヂ、アを稽様的に生かすよう

にしている。また，加工班は，毎日の操業時前に加工主任が中心になって，その

日の生禁処理量，品質及び天候状況等を検討し 1 f3の加工作業方針を決めている。

この方針は，次の班に申送りし製品全体のばらつきをなくすようにしている。

@ 衛生的な加工場

荒茶加工場は，茶鴎からの延長という気持と工場は自分遠のものだという気安

さから，工場内の加工機の回りを土足で出入りしたり，生薬管理にしても無神経

に扱うことが多かった。そのような反省と，工場に消費者の視察を受け入れるようにな

ってから衛生管理面における認識を強くし，工場内での土足厳禁は勿論のこと，

24時間違続操業のなか寸暇を惜しむ状況にあっても，必ず 1 f3 1 回は加工機械の

-21 



出争を行い，また茶邦撚予後同脅掃業者を入れて工場清掃を行っている。このほか

施設内には集箆・換気装霞等環境設備を整備するなど，荒茶工場が食品加工場と

してふさわしい方仮設となるよう衛生管理の改善に努めてきた。

@ 森林組合との提携

本村では，農業と林業との関係は密接なものがあり，その中での後継者対策は

共通崎哲となっている。森材組合では対策のー喋として樹脂を森林青年隊員として雇

用している杭茶胡日期州J仕事ことって併梢鶏期ということもあり，労働力。靖郊活用

を図るため森榊且合と締切こよって，茶力旺期には森林脊轍員を材ill.~コ茶加工オペレ

ーターとして受け入れている。また，農閑期には逆に組合の茶加工オペレーター

を森林組合に出向し森林作業に従事させ，両組合の提携によって新しい雇用体系

を確立し，若い後継者の励みになっている。

@適正な労務管理の導入

役員の業務手当，加工技術者等への賃金支払には，管内唯一のタイムカード制

を採用し適正な手当及び賃金支払方法を確立し，規律ある勤務の定轡化に努め

ている。また，加工技術者の作業の安全に努めるとともむ労災保険に加入するな

ど，労働環境の改善を図っている。

(4) 流通対応

@共叛によって銘柄茶を確立

荒茶の販売は全量，自) 11 茶農協連の共同販売斡旋所に出荷して共同販売を進め

ている。この組合の出荷量は，同農協連管内のt:þで最も高いシェアーを占めてお

り，本組合の販売価格動向が美濃白川茶の価格を大きく左おするだけ民間反売

斡旋所における価格の失噂的な役割を担っており，その責任は重い。

@製品の品質均一化

荒茶σ茨反売に出買受者とのf寄託ι 品質を均一にすることが重要である。そのため，販

売サンプルと本偽誌が総て均ーとなるような細心の注意を払った製品管理を行い，

さらに，組合独自で工夫した品質店'Jの仕分け方法と合組みシステムを進め，販売

に高い評価を得ている。
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@ t警報収集によって有利な販売

組合では，毎年一番茶のはじまる直前に，全国の主要茶商を訪ね，商社の持越

し在庫最，消費動向，消費者ニーズなどの情報告?収集するとともに，自 )11茶農協

連の共同販売斡旋所の期長会には，販売粗当者を毎回共販に立ち合札その日の本

組合茶に対する評価状況や各茶商の仕入量，今後の出荷見込みなど諸々の情報を

集め，販売戦略，加工戦略を樹て，これを基に次の方針を決定し，販売動向に即

応した加工，出荷を行っている。また，この情報は生産農家にもその都度細かく

伝逮し有利な販売に努めている。こうしたことが組合経営の重姿なポイントとな

っていることも見逃せない。

関 組合運営の評舗と今後の課題

茶は一般的に，栽培，加工，流通面において個々の農家の創意，技術が極めて

強く働きやすい作物である。しかし，今日の茶業においては生産性の向上，品質

の向上等と共に，経営の足腰の強化が求められている。そのような中で地域ぐる

み車脳滋ぐるみの対応が緊要な課題となっているときに，本組合の事例は，今後の

茶生産の範となるものである。

この組合が，成功した最大の理由は，何んといっても組合員自身が茶

産地づくりを自分の問題として取り組んできたことに尽きるが，そのような中で

総合の必要性が全体のものとして理解され，それが，荒茶加工場の運営を中心に

しお互い叫欝繍由連九従脚コ力回坊でよく見られる極く小人数礎摘されてたものとi地綾

にはならな川全員の参加による組合の運営体制が確立されたことにある。さらぬこ

の連帯感をテコにして，単lこ共問荒茶加工による総合活動からその範囲を広げ，

地域の特産物として茶産地を形成させようという使命感をもって活動したことで

ある。その活動内容は，生産技術の研究並びに普及，病害虫の共同坊除，機械の共

同利用，生産資材の共同購入，共同販売の徹底，後継者育成，健康管理活動等，

それぞれの創意工夫を競う自主自切舌動で支えられ今日に続いている。これらの

活動は当然組合単位の枠を越えて発展的に付金術〉方向として進められたものも少な

くない。その代謝o/.t:伊jは，村の土壌・気象条件に適合した有機紫を主体とした専
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用肥料「白川!茶記合 j を作ったことであり， ま犬二パンフレツト等による消費宣伝事

業であり，さらに，迎舜町村を告含して白川茶農協連合会の結成と白川茶共同販

売斡旋所による流通機構の整備へとつながって行ったことであるO

茶産地づくりを推進して20年余，総合員の団結を守り続け発展させて来たこと

が，今日の神土茶生藤組合を支えてきた大きな婆閣をなしていると述べたが，

今後さらに総合の発展を図るためには，生産農家全体の生産性宏より高めていく

方策が重要な諜題となる。そこで将来を見越した茶の市場競争に絶対に引けのとら

ないだけの良質茶の産地と揺ぎない組織を確立して行くことが必要である。しか

し， 組合員と組合が果して，これまでのような形でず狸営的子うことができるかどう

かは疑問を持たざるを得ない。組合においてもかなり後継者の育成にはカを入れて

は来たものの総ての農家で確保されることは難しく，また，農業労働力の流出，

兼業化の進展，老令化の道は避けられないことを考えると，当然，専業均農家層と

兼業的農家とに大きく分化され組合離脱もでてこよう。そうすると，平等出資，平

等出役の原則での組織運営は闘難となり，特に，出役の割当や労賃の決定，役員

の選出などに再者間の利害が対立することが予想される。それだけに，今後の運

営はこれまで以上の難しさが考えられる。今からそれらの対策を十分検討して行

くことも緊急な課題ではないだろうか。

いずれにせよ，本総合はこれまでも幾多の困難を乗り越えてきたし，これから

も組合員が一丸となって乗り越えていくものと硝言している。組合では， 日静岡O年を

目標に荒茶生産量80t ，販売額 2 億円の達成を目指しており，今後一層の発展念

大いに期待したい。
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地域ぐるみで高品質茶づくり
;;~ 'J\ 中11M)，人神土茶生産組合

(代祭者安江iE逸)

私達の地j或は，岐阜県中東部に位絞 昭和42'年に結成し，神土茶主主政統合が誕

する主義木管 .lj系に閉まれた山村で，古 生しました。

くから自給自足の米作。に加え，後Z居 住康法徽の拡充と i弱品俊茶生態技術の

及び薪炭，木材などの林業が中心であ 高佼平準化のため，組合員の創意工夫を

りました。全額欄の92% を úl林が占め こらした大液製糸工場の主主設，山麓tl司祭ー

耕地の多くが急傾斜地であるさき地では， による茶1麹の規模拡大，防瀦ファンの毒事

大型機械による土地利用裂幾芸誌が望め 入等を進める・方，生薬等級交定の実施，

ず，狭険な長基地から潟収益を得る作自 家族労働力による手摘み茶の奨励，新技

として晴好品である茶に務筒し， 11日和 術と技術統一のための実設酒場の設紙

何年咲から百芸品俊の集問茶可証迭りに取 有機俊}肥料の共問機入，督年寄ßによる閥

り緩みました。 場ごとの土淡診断，善寺援金jt;きゅう肥絡m

しかし，先進地から導入したやぶき による土づくりなど綴綴的に努めてまい

たの街木が活えませず全滅したこと，背 りました。

々とした茶関が冬の要事千怒で無惨にも 今日では，茶が当地域の基幹作詞とな

赤茶けて枯死したこと，さらには，新 町，議声量，林業などを組合せた地域複合

茶掬i を筒前にした凍諮容の被警など， 緩?設が機立し， ]過疎化の解消，明るい主主

今でも苦い体験として脳惑に焼き付 かな村づくりに寄与できたと自負してお

いてお 9 ます。このように，茶栽t去の ります。

経験がない私遼は，茶の限界地とまで しかしながら，急傾斜地での規模拡大

震われた厳しい環境の中で幾多の泌総 など今後に残された諜題もありますが，

に直隠してまいりました。 今切σE名誉ある天皇初夜Jltを鶏幾としまして，

やがて経地化を図り，銘柄を磯立す 今後一腹総合員が一致団結し，生産授の

るためには，生産重量君主の組織化以外に 低減と;高品俊安定主主ïi t!:柱lこ，生産性の

方策がないと怠い，茶隠 1 a (1)小規模 商い茶業をめぎして，消後者に忍ばれる

燦署長から 150 a の大規模燦君主まで平等 美設整8)11茶づくりに努力する所存であり

の立場で組合に加入してもらい，役員 ます。

のi織務を明らかにした地域速務総織を
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内関総理大臣賞受賞

出品財養蚕経営

受賞者望月正弘

(山梨県南陵摩郡lfl f，l!t町政勝守2201)

受設者の略歴

甲府市から南西寸OKm，国道52号線に沿って進むと甲府盆地の南西端に増穂町

がある。身延線の鰍沢口が最寄駅となっており，1lITへ入って国道52号線から右に

折れ，戸川l を渡るとゆるい傾斜面に望月氏の住む西ノ入集落がある。

増穂町は総土地面積の79%が林野で，耕地は617ha( 9ro) となっており，水

第 1 函受盤者の所主E地 図195ha，普通畑47ha ，

‘果樹R7ha，桑園274 haな

中
巨
摩
郡

o 5km 
'-回一ー曲目司自」

どからなる。昭和57年の

農家戸数は 1， 358戸で，

うち455戸 (34% )が養

蚕農家であり，古くから

養蚕を基幹とした樹守地

帯である。農業続生産額

をみると昭和田年までは

上繭が 1 位で30% を上ま

わっていたが， 56年には

ブロイラーに首位を明渡
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し，上繭は30%を割った。この町は山梨県の中でも生産性は高く，市町村単位で

l 戸当たり収繭王室は第 8 位， 10 a 当たり収繭量は第 5 位の値を示している。

望月氏の属している西ノ入養蚕級合には13戸の養蚕農家があるが，その 1

た 9 平均上繭収量は 2 t を超しており，規模が大きい集落として有名となってい

る。

第 1 表増穂町の主要農産物粗生漆額

( 100 万円)

年次 上蔽 フ守口イラ 米 ぶどう 牛乳 鶏卵 すもも その他 合計

5 3 年 6 お 7 648 229 1 2 5 75 6 2 5 7 285 2,168 

5 4 年 642 576 190 103 6 1 5 3 7 1 267 1,963 

55 年 624 605 1 8 1 9 3 5 8 6 9 67 272 1,969 

5 6 年 57 1 777 198 1 0 8 6 6 7 5 7 9 3 2 1 2,195 

56年例 (26ω (3 5.4) (9.0) (4.9) (3.0) (3.4) (3.6) (14.7) (100 ) 

望月氏は昭和33年商業高校を卒業後，父を効けながら農業に従事することとな

った。積極的に地阪の蚕業青年会に参加し，養蚕の知識を勉強する中で自分自身

で経営の診断を行い，養蚕は地域に適した作目で，省力化による規模拡大の可能

性があると判断し，昭和43年の結婚を契機として養蚕専業経営に踏み切ることと

なった。水田30 a の桑潤転換をはじめ，遊休桑関を活用して計画的に契約桑濁や

寅粂を導入するとともに，施設援備も積極的に進めて大規模経営の基盤づくりを行

う一方，仲間との技術交換，先進地研修，密植桑留の導入など新技術導入と創意

工夫によって，ゆるぎない今日の大規模養蚕経営告と築き上げた。収繭量は昭和47

年に 2 t 台， 50年に 3 t 台， 52年に 4 t 台， 55年にほぼ 5 t , 57年に 6 t 台と着

実に成果をのばしつつある。

同氏はまだ44才と若く，誠実で， しかもくったくのない明るい人柄は地域の人

達にも高い評価を受けており，また奥さんも元看護婦でありながら主人を助けつ

つ，養蚕婦人部活動にも積極的に協力し，全国蚕業青年養蚕婦人体験発表会では
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第 2表おもな表彰経麿

表 彰 行 事 ~ 表彰の種類 (受賞年度) 1 

山梨県知事賞 (昭 54)

山梨県養蚕販売農業協同組合

連合会長賞 (昭 54 ) 

山梨県繭増産報奨 全国養蚕販売農業協同組合連合

会長賞 ( u否 55)

山梨県養蜜販売農業協同組合

連合会長賞 (昭 57)

大日本蚕糸会会頭賞(昭和 5 7 ) 

関東地方縞生産性向上推進

協議会長賞 (昭 5 R ) 

関東地方繭生産性向上コンクール 農林水産大臣賞 (昭 5 8 ) 

全国繭生産性向上推進協議会

長賞 (昭 5 8 ) 

全閣蚕業育d手養蚕婦人体験発表会 農蚕歯芸局長賞 (昭 56)

(妻文恵さんの表彰) 農林水産大臣賞 (昭 5 6 ) 

1 位の農林水産大患賞を受けるなど， まさに夫婦して模範的な養蚕経営者である。

山梨県では57年度 2 位の収繭量をあげたが，県内外各地から見学に訪れる人も多

く，その技術や多くのアイデアの波及効果は極めて高い。これらの実績について

多数の受賞があるが，その主なものは第 2 表のとおりである。

関受賞者の経営概況

(1) 家樹誇成

家族は正弘氏44才，妻の文恵、さん38才，父の政秋氏75才，長女美恵さんは才，

長男孝弘君11才の 5 人であり，養蚕従事者は 3人で，その労働能力は 2.5 入となっ

ている。
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第3表経営耕地面積(昭和 5 7 年)

区 分 面 積 密i i口〉、 備 考

水田
a ?ら

桑園 320 9 9.4 f~自昔己所有 1 3 0 a 
耕地 入生也 190 a 

普通畑 2 0.6 

計 322 1 0 0.0 

山 林 4 0 

l口〉、 言十 362 
L.ー同司同司

第 4表養蚕用施設

施 設 名 面 積 建設年 取得価格 構 造

1土蜜用蚕舎 433ni' 5 3 年 8， 443 千円 鉄骨スレート茸オンドル付

3-4齢用蚕舎 264 4 4 4, 7 5 2 鉄骨平屋

上 藤 室 330 2 8 891 木造 2 階建

上 族 室 6 6 3 0 6 6 11 

見守 桑 場 1 02 5 4 1, 6 2 5 ブロック平屋

堆 nE 舎 9 2 5 2 3 00 アルミハウス

1, 287 1 6, 0 77 

第 5表養登用機械

種 類 数 f詮 購入年 取得価格 型 式

ト ブ "/ ク 1 5 0 年 4 9 0 千円 1, 0 0 0 c c 

経トラック l 5 2 3 8 3 3 6 0 cc 

動力噴 機 1 4 9 133 丸山式

自動奴繭毛羽取機 2 5 2 153 全自動ロータリ一式

条 払 機 1 5 3 87 スーパー型

簡易飼育装置 25 セット 5 3 968 スーパー倒I'"J古悶ム口

フォークリフト l 5 8 25 0 中古品

緩 E浮 機 2 5 0 138 大型温風機

2, 602 
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第 6表農業収入(昭和 5 7 年)

区 分 金 額 備 考

繭 収 入 1 3, 6 1 8, 6 7 0 上繭 1 3, 5 8 8, 0 0 0 円
屑蔽 3 0, 67 0 

しいたけ等収入 8 00, 000 

i口当、 1 4, 4 1 8, 67 0 

第7表養蚕経営費(昭和 5 7 年)

区 分 金 額 内 訳

蚕 種 費 605，508 円 4，037 円 X150 箱

月巴 料 費 626,400 3 20 a分

農 薬 費 58,845 

光熱動力費 199,110 

賃 料 料 金 6,500 

建物・蚕具修繕費 40,100 

買 桑 費 1,265,000 寅桑 2 2,2 0 0 kt}， 契約桑間代含む

共同飼育費 3 77,40 0 4 蚕期の 1-2 齢人工飼料共同飼育費

雇用労働費 936,000 162 人分( 1,2 96 時間)

桑樹成閤費 92,169 130 品分， 10 a 当たり 21 万円として計算

建物・機械償却費 822,300 

支 干ム 地 代 1 1 8,000 

支 払 手IJ 子 690,000 

そ σ〉 他 9,270 

i口k 百十 5,R 4 6,6 0 2 所得率 57% 

(2)経営耕地

桑園は非火山灰土の沖積層の磯の多い丘陵台地に位置しており，標高300 m の

平坦地に280 a , 350 mの傾斜地に40 a がある。自己所有の桑園は130 a で14筆

に分かれているが，自宅からほぼ500 m以内に分布している。契約桑園の 190 a 
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は自宅から約 5 Km離れた鰍沢町にまとまって700 m以内に]6筆に分かれて存在し

ている。桑園の集団化という見地からみれば理想的なものではないが，ほとんど

の土地が耕地となって余裕のない山梨県の実態そのものであり，農道だけは十分

に整備されていて特に開題はない。

望月氏は桑間以外は 2 a の普通畑と山林40 a を持っているだけで，耕地面から

みても養蚕にすべてを熔けていることがわかる。

(3) 資本装備

蚕舎は稚・中蚕淘 1 棟，壮蚕用 1 棟，上族用 2 棟，貯桑場 1 棟からなっており，

アルミハウスは堆肥舎として利用している。

養蚕用機械装置は第5表のようで，台車付の簡易j餌脊ー装置は 1∞%装備されており，

銅育の省力化に役立っている。フォークリフトは蚕舎への条桑運搬，廃条片付け，

蚕沙搬出等に威力を発揮している。

(め経営収支

昭和57年度に年 6 回育で150箱を飼育し，上縞 6， 161Mをあげた。農家収入の

94%は繭収入で養蜜専業といってよい。養蚕所得は777万円で所得率は57% と大

規模にしては高く 1 日当たり家族労働報酬は]4， 633円となっている。

翻受賞財の特色

(1) 藩実な規模拡大と盛れた生産性

昭和40年以降の規模拡大の過程は第 8表のようで，昭和57年に上繭奴議 6， 161 

Mになるまで着実な規模拡大の推移を示している。

上麟 1 k'J当たり生蔑費を推定してみると第 9 表のようになる。ここでは自給費

部分は舎まれていないが， 1， 700 円程度と推定され，生産費調査の平均値の半分

であり，まさに低コスト養蚕のモデルになるものと考えられる。

また後でくわしく述べるが， ]0 a 当たり上繭収量]6]M ， 上麟 1 k'J当たり労働

時間 0.9 時間という値は，現在の養蜜の技術水準での最高限度に近いものという

ことができょう。
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第 8表年次別養蚕概況

飼 掃 上 10 
年 a 

苦干 立 麟 当
た

田 籍 収
り

収
度 繭

数 数 量 最

3 3 年 3 剖 22 800k9 100 k9 

4 0 3 3 0 1,050 105 

4 7 6 60 2,030 152 

48 7 7 0 2,310 159 

4 9 7 お 2 2,753 153 

5 0 7 9 4 3,067 150 

5 1 7 107 3,485 148 

5 2 6 1 1 7 4,026 155 

5 3 6 118 3,661 141 

5 4 6 125 4,588 155 

5 5 6 143 4,9 9 0 154 

5 6 6 1 44 5,4 04 156 

5 7 6 150 6,1 61 161 

5 8 6 1 47 6，推034 
(定)

第 9表よ繭 1 k9 当たり生産費の推定

購 入 費 67 0 円

{賞 却 費 148 

家族労働費 720 

支払地代利子 1 3 1 

i口〉、 言十 1,6 6 9 

自給費は含まれていない。家族労働費

は 1 時間当たり 800 円として計算

(2)絶妙な経営感覚

箱
当
た

り 主な改善事項
収

縞

量

36.3k9 

35.0 

33.8 寅桑による規模拡大を指向

33.0 稚蚕委託蚕期増，初冬蚕導入

33.5 鉄骨蚕舎建設，台車装置導入

32.6 収繭羽糊幾，端機導入水回転換

32.5 貯水式貯桑康にする

34.4 初冬蚕中止，貿桑の桑園を轍守桑園へ

31.0 収縮毛羽取機 2 台目購入

36.7 オンド〉レ式蚕舎完成，飼育装置100%

34.9 しいたけを導入

37.5 密植桑園完成

41.0 大型暖房機増設

41.0 

望月氏の養蚕経営には独特な皆営感覚が働いている。それは吹田借農業"とい

う考え方である。氏は以前，冬期間の出稼ぎに捺して土木関係ではなく商店を選
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んだ。商店においてはお客僚が第一番手である。客に接する気持や態度によって商

店は栄えもするし表えることもある。また同時に，この経験を通じて雇われる人

の気持というものも十分体験をした。また一方，潟西経営の実態に触れ，金のや

りくりや品物の流れなどについての実際を把揖することもできたという。このよ

うな食重な体験を通じて培われたものは，経営はものを借りて動かすという近代

的な感覚であり，対人関係における信頼の重婆性の認識であった。これからの農

業は，ただ農-家の中だけに閉じこもっていたのでは達成されない。広く世間

の中に出て経営のあり方というものを考える必要があるという思想、は，このよう

な体験の中から生まれたものといえよう。そこには農業を経営としてとらえよう

とする望月さんの優れた資I長をみることができる。

さて，四借とは土地，労力，金，智恵告と借りて経営基盤を築くということを指

している。土地については契約桑園，労力については雇用，とくに非農家の主婦

の活用，金については積極的な補助事業や低利資金の導入，智恵については，あ

らゆる作業工程における創意工夫やアイデアの導入である。

(3) 年 6 部等翠育と{特丙安定

昭和52年以来a 望月氏は年 6 鴎育を続けている。年 6 囲育というのは 6 t 規模

の農家としては，むしろ少ない回数である。 1 蚕期 iまぼ 1 t を目安として施設や

労力を最大限に活用し，最小限の飼育期間で最大の収量をあげるということは，

経営の還にかなっているともいえる。第10表は，ここ 2 年間の蚕期別の実績であ

る。初秋蚕期を除いてほぼ等量育となっている。

作柄の安定は養蚕技術の大前提である。いかに規模が大きくても違作があった

のでは，多くの労力が水泡に帰することとなる。多田育に伴う作柄不安は，最近

大きな問題となっている。どのように気を配っても蚕期が連続したり重複したり

すると，蚕室蚕具の消毒や桑閣の除草，病害虫防除を行う余裕もなくなり，不本

意とは知りながら手抜きとなるのが実態であり， しかも連続した労働によって従

事者の疲労は蓄積され，健康維持にも問題が生じかねない。このような観点から

みると望月さんの年 6 阻育の選択は，きわめて妥当なものと考えられる。
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第 1 0表蚕期別養蚕実鱗

昭和 5 6 年 昭和 5 7 年

掃立 箱当たり 掃立 箱当た 9
掃立量 収繭量 掃立量 収隣量

月日 収縞量 月日 収繭最

春蚕期第 1 5.1 1 28符 1,157 k9 41.3kt; 5. 1 0 28箱 1,180k9 42.1k9 

H 第 2 5.23 25 951 38.0 5.22 26 1,071 41.2 

夏蚕期 7. 1 23 714 31.0 6.28 25 1,120 44.8 

初秋蚕期 7. 2 1 15 545 36.3 7.20 1 7 663 39.0 

晩秋蚕期 8.25 30 1,178 39.3 8.2 4 29 1,149 39.6 

晩々秋蚕期 9. 4 23 859 37.3 9. 3 25 978 39.1 

計 144 5,404 37.5 150 6,161 41.1 
2 

また，蚕舎の配置や利用の面からも多くの記慮がみられる。自宅の前の鉄骨蚕

舎は 3-4齢飼育用，かなり離れた場所にある大型蚕舎は 5 齢用，上藤室はまた

違う場所にあるといった兵 第2 図蚕舎配置関

合に，蚕舎が分離されて散

在しているのが望月さんの

特徴である。蚕の運搬には

多少手聞がかかるが，それ

は軽トラック等で行えば，

それ程でもなし、。それより

は蚕期の重複による病原汚

染の機会を，ほぼ断ち切っ

ているという点でメリット

があると考えられよう。

口 2

1士号E蚕舎
(5併用〉 貯粂士号

さらに57年度は春蚕期を除き， 1-2 齢は人工飼料による稚蚕共同飼育に委託

し 3 齢から自宅で飼育を行った。また，蚕兵類は中吉で購入したクリーニング
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機でよく洗い，蚕期前の徹底消毒を欠かさないなど，作柄安定には万全の注意をと

払っているのが望月さんの経営である。

{め高位安定した土地生産性

桑園は高己所有130 a のうち稚蚕用 5 a ，密桶桑厨(10 a 当たり 2， 500本) 30 

a，普通桑関 (10 a 当たり 890本) 95 a からなり，契約桑園190a はすべて普通

桑園(lO a 当たり 740本)である。桑品種は一ノ瀬根メサ仕立で， 25a を除いて樹

齢20年未満となっており，春秋兼用240a ，夏秋専用(春切) 80 a の割で使用し

ている。

第 1 1 表 1 0 a 当たり収繭盤の近隣との比較

昭和 55 年 昭和56年 昭和57年

本 人 1 5 8 k9 1 6 1 k9 1 6 5 k9 

所属組合平均 1 1 4 106 1 0 9 

増穂町平均 117 111 109 

山梨県平均 85 8 2 7 5 

全国平均 6 0 5 5 5 6 

総、収鞠f誌で示したもの

無機質肥料はlO a 当たり⑧3 号及び10悦各120k9宛，石灰窒素30 k9を施用

し成分盤として窒素36k9， 燐酸13k9， カリ 12 k9となっている。また，有機質肥料

としては廃条と堆肥舎に積んで完熟させた蚕沙を中心に10 a 当たり 2.6 t をと一酸

おきに散布している。

第 8表の年次別の養蚕実績をみてもわかるように，貿桑分の収藤議告と差し引い

た10a 当たり収繭盤は自己所有桑閣のみでなく，契約桑園をも含めた面積につい

て150 k9前後宮長い間維持してきており，昭和57年には160k9台に突入するとい

うすばらしい成果を収めている。総収繭盤で近隣や県平均と比較したものが第11

表であり，相対的に単収が高い山梨県や増穂町の中にあっても，際立って高い生

産性をあげていることが明らかである。
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パインダーによる密植桑閣の収穫 簡易飼育装震は 100%完備

(扮卓越した労働生産性

望月氏の主な労働手段を示すと，条桑収穫に当たっては密様桑閣についてはパイ

ンダー型桑刈機(組合所有)が利用されているが，普通桑閣は鎌中心の手作業で

ある。条桑の運搬や蚕座片付けにはフォークリフトや電動チェンソー，飼育には

台車付飼育装置( 10070装備) ，上藤には条払機，収繭は自動収繭毛羽取機で

あって，現在の一般的な大規模農家の装備とあまり変わりはない。しかし，後で

第 1 2表作業別労働時間(昭和 5 7 年)

単位:時間

家 族 麗 用 計 上繭100k9当たり

栽 桑 1, 1 1 7 5 4 1, 1 71 0.1 9 

飼育 2, 061 379 2, 4 40 0.40 
育

桑とり 600 143 743 0.1 2 

上族 256 51 9 77 5 O. 1 3 
蚕
収繭 215 2 0 1 416 0.07 

百十 4, 249 1, 2 96 5, 545 0.90 
」ー

もくわしく述べるように，各種のアイデアを養蚕作業工程の全分野にわたって活

用するとともに，省力化の面からも条桑調達方法をうまく利用することによって，
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労働時間を上競) 00 k9当たり 90時

間というきわめて高い水準に保っ

ている。低コスト養蚕が叫ばれて

いる現在，労働授の低減がもっと

も大きな課題であり，それをこの

値にまでもっていった実績は，多

くの農家の範となるものと考えら

れる。

望月氏は労働時間の記綬も正確

に行っており，第12表の内容はき

わめて信頼性の高いものであるこ

とをつけ力Bえておきたい。

関受賞者の技術・経営の分

析及びその普及性と今後の

発展方向

(1) 桑築調達方法の工夫

望月さんは四倍農業の中で土地

と労力の両方をと借 9 て，それを経

営全体の中にうまく取 9 入れ，し

第 1 3 表条桑調達方法の年次推移

年 桑 濁(心 寅 上

自 {昔 契
繭り

家 上 約 粂
1t 桑

言十 収
桑

桑
度 魁 関 鴎 議(k9) 盤(k9)

33年 80 。 。 80 。 お00

40 100 。 01100 01 1,050 

47 100 20 01120 4,500 2,030 

48 100 20 01120 8,900 2,310 

49 100 30 10 140 13,500 2,753 

50 100 40 10 150 18,000 3,067 

5) 130 40 ) 0 180 18,000 3,485 

52 130 50 80 260 01 4,026 

53 130 50 80 260 01 3,661 

54 130 50 80 260 12,000 4，5回

日 130 50 90 270 18,'300 4,990 

56 130 60 100 290 19，生 40 5,404 

57 130 60 130 320 22，2∞ 6,161 

かも生産性向上にも大きく役立てているが，これが粂業調達方法にみられる工夫

である。

第13表は条粂調達方法についての年次推移である。ここでは自家桑園以外の契

約桑闘を借り上げ，桑閣と契約桑簡のニつに分類してある。借り上げ桑閣とは桑

留の肥培管理や収穫など，すべて自家桑園なみに望月さんが主として行っている

もの，契約桑溺とは肥料等は望月さんが持ち込むが，桑園管理あるいは特によっ

て条桑収穫や運搬までも粂関所有者がやってくれるものである。貿桑は指導所な

どによる仲介も含まれ，主として運搬だけを行えばよいものが大部分のようであ
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る。

一般に契約桑掴や貿桑の多い経営は，その基盤が弱く不安定ではないかという

ことがよくいわれる。しかし，これについては望月さんがもっとも心を配ってい

る点だという。契約桑濁の対象農家には，昭和40年代のはじめから接触を始の，

望月さん t，t ら大丈夫だという強い信頼を得ているという。長いつき合いの中で毅

類以上の関係となっおり，対象農家の家族構成や経営の実態など，すべて知りつ

くしており，太い信頼の糸でつながれた関係となっている。そこで，対象農家に

時間の余裕があれば，他人の桑掴の桑収穫や桑運搬などもやってくれる人もあり，

その調達の責任者は望月さんの奥さんで，電話によって簡単に依頼が行われるま

でになっている。

このように契約桑園や貿桑という手段を通じて，鏑育に必要な条桑を調達する

だけでなく，現在の養蚕経営においてもっとも大変といわれている桑とり作業の

労力をもかなりの部分補っており，それによって家族労力の負担軽減と生産性の

向上告と図っている点は，誠に妙という他なく，農業経営者としての望月さんの感

覚の抜群さを示している。

(2) アイデアに支えられた技術

四倍農業の大きな住の一つである「智恵を借りる」ことにおいて，望月さんの

技術はとくに大きな特徴がある。同じ集落には芦沢弘氏という 4.8 t の繭を生産

する農家があり，アイデアマンとして有名である。望月さんはその指導を受けて

数々のアイデアを導入するとともに，芦沢さんに優るとも劣らない多くの創意工

夫を生み出し，省力化や労働強度の軽減に大きく役立てている。その主なものを

次に示す。

①桑の貯桑の工夫:半地下式の102 m'の貯桑場に水をためることができるよう

に工夫されており，数日間の貯桑が可能となっている。これは契約桑園所有者に

二穏兼業( 1劫め人)が多く，土，日曜に大量に桑が持込まれる場合が多いことに

対応した智恵である。

@蚕異類の洗浄の工夫:クリーニング店より中古の大型クリーニング機を安く

購入し，蚕具類を大量に洗うことが可能である。
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(上友)

フォーケリフトの活用で蜜沙を堆聴会

{アルミハウス利用}へ(上布)

リヤカーの改造で蜜会出入りが自由

(下)

@蟹座片付け作業のエ夫: )11 の字給桑の蚕疫を 1mほどの開備でチェンソーで

切断し束ねて片付けるが，それには音の小さい電動チェンソーを用い，そのため

の電源コードは広い蚕舎の天井に張ったローフ。に取り付けて，どの位置にも自由

に移動できるようにしである。

④フォークリフトの利用:中古のフォークリフトを安く買い入れ，給桑時の条

桑運搬や蚕座片付け時の廃条や蚕沙の運搬iζ利用している。物を載せる部分等に

も運びやすいようにそれそeれ工夫が行われている。

@トラック停止位置の自印:桑を積んだ軽トラックを桑寵場にパックで止める

場合，決まった地証言(コンクリ…ト)の停止位置に赤ペンキで目印があり，簡単に

正確に止められる。

@リヤカーの改良:狭い蚕舎の入口も通れるように， リヤカーの両側の率を内

側に取りつけて率幅を狭くしである。

⑦探受器の代用としての新関紙利用:未使用の古新関紙を新開店からまとめて

貿入れ，それを数枚重ねてホッチキスでとめ，使い捨ての衛生的な回転諜用の尿
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受器として利用。

@薬剤散布器の工夫:蚕体蚕座消毒剤の散布用のフルイに長い柄をつけ，広い

蚕獲の片仮Hからの作業を可能とした。

@収簡毛羽取機の簡易移動:車輸を下方側面につけ 1 人で簡単に移動を可能と

した。

⑮秤移動用台車:熟蚕ふりこみ時の秤量のための秤を台車に載せ移動可能にし

た。

@簡易飼育装置の蚕底部を高くする工夫: 3-4 齢飼育に際し蚕座の底部を高

くして，日要をとかがめなくても給桑を可能にするとともに混度効果も考えた。

@登座への網かけ法 :1. 5mの細い竹の先端をY字型とし，蚕網の一端をひっ

かけるようにして旗を振るように 1 人で網かけ作業が可能とした。

@条桑結束周の紐の工夫:肥料袋を巾 5 cmに切って紐とし，中ほどに結び目を

つけ反対側に結び目があることがわかるようにし，葉にかくれて結び目がわから

ない時への対応策。

⑩翠搬車から条桑を一度におろす法:ロープま利用し，運搬車fr:移動させれば

積載条桑が一度におろせるような工夫。

以上はアイデアの一端であり，この他にも多くの創意工夫がみられる。

(3) 今後の発展方向

氏は 6 年後を呂標に繭生産量 7 t ，所得 1 ， 000万円の農業を目指しているとい

う。その具体的な対策として単収維持向上に必要な有機質源として町内の畜産

農家との連携の強化，契約桑菌の増加， 1-3 齢人工飼料育への委託が可能にな

ることを条件としての飼育回数の増大，大型蚕舎への多段循環式の壮蚕餌育装置

の導入，複合作目としてのしいたけ生産の増加等が考えられているという。

現在の経営の良い点を捨てず，低コストで高能率な養蚕経営の道を，さらに探

求していくことが，現状の厳しい蚕糸業の実態、の中で養蚕経営を維持発展してい

く道であり，望月さんにはそれが可能であると期待したい。
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[JL] 11\経営による農業高度化への近
望月正弘

私が今関，淡林水E霊祭におし、て，内閣 55年に念願の山梨県ーの童話Jfをなし遂げ，

総理E大自主役を受'氏できましたこと安，先 また， .JJ<に歩んで来た主主は，それまでの持心

ずもって関係各佼に感謝申し上げます。 体験によって創設蜜紫腎年齢吾!ziíÌ人体験

私は昭和33年に県史上関徳総菜i潟校~~手 発表会で ， Jl~~*本水際大使'災を交 1ltしましたの

言語しましたが，母が病弱のため父を助け 私の終業に対する伝条iま「悶僚長器禁J , 

て就淡， f昭和36勾-，散の死~機に私i立安定 即ち<D隠・ i尽の制度資金を借 9 る，②人

の幾多誌を継ぐことを決意しました。 の智恵、を借りる，③人の労働在借りる，

「差是業ではもうからたいJ と殆どの同 ④遊休長基地生借りる，の限傍緩営に長建築潟

級生が会社勤めにi乱むのをと見ながら，私 E変化の道を進めてまいりました。私けい

はさびしさをこらえて r地下足袋~は ま 44才ですが，くしくも母は44才で伎を

いたからには，この道一筋で成功するこ 去りましたが，母の死と同じ年齢での今関

と，もうけることだけでなしそれが男 の受賞は，母があのt!l:から私を見守りつ

の生き方，よし f 山梨ーの幾重主要誌になっ づけていてくれたものと思えてなりませ

てやろう J とひそかに}~~いました。 ん。

それからの私は，懸命に経営改善と規 今後は母の年齢を越えて生きる私です。

模拡大にひたすら努力してきました。 母の分まで…溺頑張ってまいりたく決意

住宅と蚕室を分離し住宅養蚕の改善， をあらたにしております。

長差遂を喜重現在して背負子， リヤカーの追放，

遊休長基地確保による生産碁盤の皇室備など

に先ずとりかかり，死にもの狂いで働き

とおしてきました。勿論ただi効くだけで

なく考える燦業，長是業の 'Pにアイデア~

生みだすたのしさを味わいながら，主主き

甲斐ある青春を幾業に注いできました。

粂の貯殺，残桑かたづけ， '1置兵洗浄など，

私はいくつものアイデアを生みながら省

力化を進めてきました。その結巣，昭和
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関組合の略歴

日本農林漁業振興会長賞受繋

出品財養蚕経営

受賞者宮ノ下養蚕団地
(代表者佐久間孝一郎)

(f長島県安達郡岩代際Tilli*fr lJ1Ji:字予;ノ下 300)

宮ノ下養蚕団地は，福島県の中通り，阿武隈山系の西麓に位置し，東北本線の

二本松から東南東サ守16Km離れた山間部にあり，岩代町の中心街からも約 8 Km離

れている(第 1 図)。

福島県の中通り地方は古くから養蚕の行われたところであり，現在では安達地

方が養蚕の中心となっているが，なかでも岩代町の産繭盈が最も多い。宮ノ下集

落は場代町のほぼ中央のところであるが，非常に古くから養蚕がイ子われ， 10-50 

a程度の桑闘で，各戸に掃立てから上藤まで小規模な繭生産が行われていたとい

第 1 図受館者の所在地 う。この集務は起伏に

,;,..--!,;".\:,' ・1 叶山 〕ー・ 、…"一 1 富む丘竣の尾根近くに
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あり，県道二本松・浪

江線がその尾根を通っ

ているが 1 日数本の

パスの使があるにすぎ

ない。宮ノ下集落の戸

数は 1 5 戸であるが，

全戸で養蚕が晶営まれて



宮ノ下養蚕団地のメンバー

いる。

養蜜実行総合として太平洋戦争後，細々と運営されていたが，昭和初年に町村

合併が行われ，岩代町西新殿字宮ノ下となり，西新殿養蜜協間組合の傘下に入っ

た。その当時の稚蚕飼育は委託形式で数軒が行っていたという。昭和38年に宮ノ

下に稚蜜共同飼育所が設置され( 1 蚕期480 箱規模) ，同年，稚蚕共同桑閣を含

めて 5.1 haの桑園造成が行われた。この共同飼育所では西新殿地域全般の稚蚕飼

を担当し，地域の養蚕援輿に寄与したことはいうまでもない。昭和45年に飼育

所の改造が行われ，空調式大部屋方式がとられた。

福島県では昭和48年に養蚕団地主産地化育成事業が行われ，宮ノ下集落でもそ

れに呼応して体制づくりを行い，同年，宮ノ下養蚕問地として発足した。この養

蚕鴎池は生援組織といえるものであり，経済行為在行う組合とは異なるものであ

るが，個別経営の農家が結集した協業組織ともみられる。宮ノ下養蚕団地の発足

を機として，従来，分散していた桑園を集溶の周辺に集めるよう交換分合が行わ

れ， 49年には新たに 2.5 ha'の桑闘が造成され，生産の基盤が確立されていった。

ノ下養蚕団地の桑溺は，丘陵の高所を除いて，勾配10- 20" の斜面に階段畑

として造成されている。このような傾斜地での土地の交換分合には非常な努力が

払われ， f也の集漆の幾家との折衝，換地の提供など苦心談は山積しているが，極

めて強いこの間地の結束が約 1 年をかけて大事業をやりとげたということである。

それまで 1 戸で最も多い桑関分散状況は22一筆に及んでいたが， 1-5 筆程度に各

戸とも集結させることができ，桑溺の管理から収穫まで，あらゆる面で好都合と

なれ生産性の向上に大きな成巣をどもたらしたといえよう。
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昭和田年には，重点普及養蚕集落として県から指定され， 51 年には農業構造改

より 7.3 haの桑圏在造成し，年々生産性の向上に努め，昭和57年には桑

園19.2ha ，上繭収量21. 9 t , 10a 当たり収繭最114 k r;, 1 戸当たワ収繭量1 ， 462

kr;の実績を挙げ，東北地方繭生産性コンクーノレにおいて農林水産大臣賞を受賞し

た。

組合の経営概況

(1) 地域の概況

宮ノ下養蚕団地を訪れてまず驚くことは， ~Llの斜面をすべて粂閣としているこ

とである。阿武隈山系の商麓に当たる丘接地帯であるが，起伏が激しく，丘陵上

の平地に住居や畑， {民地の谷間に水田が存在している。丘陵の頭部は約400 m で

あり，谷間への斜面は15-25 0 の勾記で，そこに桑園が造成され，まことに厳し

い土地条件であることがわかる。

岩代町は，人口 1 万 1 千，面積98.42 Km 2 の典型的な農山村である。問武隈山

系の酒麓に当たるため，日照、が少 tj: く，気滋の変動が著しいという。また.高地

に向うに従い，晩霜・冷夏，早冷などの被害もうけやすい。総面積の56% を林地

が占め，農用地は26%にすぎない。土壌は花縄岩を母岩とする壌土または砂壌土

が大部分を占め，傾斜地における土壌浸蝕が顕著で，腐植・苦土・珪酸等に乏し

い。この町の農業は，養蚕・畜産・米・葉煙草を主体とした複合経営が行われ，

昭和56年現在，人口の80%が農家人口であるが，専業14%，第一積兼業46%，第

二種兼業40%の農家構成となっている。耕地面積は 2， 509haであり，そのうち桑

闘が39%，水田25%，葉煙車 5 ?らである。粗生産額五とみても，繭が総額の25.4%

を占めて，この町の最も重要な作目となっていることがわかる。近年における農

業粗生産額の推移は第 2 図のとおりであるが，米については55年の冷害，繭につ

いては56年の凍霜害の影響が顕著であった。

印団地の組織と活動

'ì'rノ下集落は15戸の農家で成立つているが， 15戸全部が養蚕経営を行い，団地

を形成している。 5 戸に 1 戸の割合で中核となるリーダーな選び，組織的生産活
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年
一日

一
日
一
M
一
日
一
部

第 2臨岩代町の農業組生産額

。

宣言jの促進が盟られている。中核リーダーは問地内の連絡，共同作業の調整役行う

とともに， リーダー研修会(地域ごとに定期的に行われる)に参加し，得られた

知識や情報ã:団地内に徹底させ，技術の向上を回っている。また，桑関の諸作業

は個別に行われるが， リーダーを見習って施肥・関除等が適期に行われるという。

この団地には蚕業中堅青年研究会が養蚕後継者12名により綴織され，また，

蟹婦人部も15名によ 9 運営され，団地内でそれぞれ自主的に活動を行っている。

このほか，団地内にある稚蚕共同銅育所について，この団地に共同飼育所運営

委員会が設けられ，第 3 鴎に示す組織であるが，宮/下養蚕団地から委員長はじ

め役員が出ており，共同飼育所と養蚕問地との開は密接不可分の関係となってい

る。

(3) 団地農家の経営概兄

ノ下集落15戸のH日和町年における各戸の労働力，経営耕地及び所得の概要は

第 1 表のとおりである。

戸主の年齢の比較的若い家が 2 戸あり，それを除けば，後継者が揃ってお1)，

若い人逮は蚕業中堅青年研究会に参加している。経営耕地は51~340 a ，平均

178 a で，耕地の72%が桑関となっているが，農業所得の74%が養蚕所得である。

その他の所得の大半は牛・豚の絞育という。冬期間の出稼ぎも行われているが，

山村としては，各戸ともかなりの所得とみることができる。なお，製炭・樵茸生

産を行う家が各 1 戸ある。
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騒受賞財の特飽

(1) 養蚕基盤の整備

宮ノ下集落の養蚕は古い歴

史をもっというが，近代的な

養蚕が始められたのは昭和38

年の稚蚕共同飼育所の設置を

契機どしている。共同飼育を

通じて養蚕に対する意欲が次

第に高まり， 45年に稚蚕飼育

所を改造したが，養蚕基盤が

確固となったのは， 41' -49年

に実施した農地の交換分合に

第3 図宮ノ下養蚕団地組織図
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あったとみられよう。田畑の交換分合の困難さは平坦地で地力の比較的均一なと

ころであってさえ厳しいものであるが，宮ノ下での桑園はほとんどすべて傾斜地

である。そして集落内であればある程度の話し合いによることもあろうが，離れ

第 1 表由地各戸の経営概況(昭和 57 年度)

1段'まぬ 年齢 家男 族女 養蚕 年E 営 百五 綴 所 得 (千円)

従事者 間 1~通知! 桑 関その他 ;H 主主 蜜その他 i畏外収入

才人 人 人 a a a a a 

1 I 5 5 3 I 5 4 5 3 1 7 257 1 3 :1 4 0 3, 7 7 4 7 03 7 5 0 日， 2 2 7 

2 I 47 3 I 2 3 47 1 5 2 4 0 5 :1 07 3, 3 5 2 6 4 8 500 4,5 0 0 

3 I :3 5 4 I 2 3 45 II 1 00 1 5 6 1, 3 7 6 921 8 00 3， 0 百 7

4 ! 5 9 2 I 2 3 4 3 1 3 1 02 3 1 6 1 1, 28 9 8 0 8 9 5 0 3, 0 4 7 

5 I 5 9 2 I 1 2 2 :3 3 1 1 5 1 4 1 1, 5 5 6 3 1 7 4 5 0 2, 3 2 3 

6 I 5 8 3 I 3 3 3 8 1 2 1 7 7 5 23 2 2, 7 8 1 5 6 7 6 1 5 3, 9 6 3 

7 I 4 8 2 I 3 2 2 5 2 6 1 88 1, 1 25 550 1, 8 6 7 3, 5 4 2 
8 I 5 8 5 I 2 2 1 8 1 5 4 7 3 8 5 9 2 77 2, 7 8 9 3, 9 2 5 

9 I 5 4 2 I 3 3 4 0 5 1 22 3 1 7 0 1, 8 1 2 5 8 1 7 2 0 3, 1 1 3 
1 0 3 0 2 I 1 3 3 0 2 9 0 1 2 2 1, 1 5 4 4 9 0 3 6 0 2, 00 4 
11 5 4 3 I 2 2 4 0 > 1 60 111 1, 05 1 4 8 1 2, 55 0 4, 1 2 6 

1 2 5 6 4 I 4 4 5 0 1 3 1 9 1 4 2 5 8 2, 5 3 8 2, 1 00 2 5 0 4, 8 8 8 

1 :3 46 4 I 3 3 47 1 5 1 8 5 1 2 2 5 9 2, 9 1 0 6 4 9 5 5 0 4, 1 0 9 

1 4 4 7 :3 I 4 3 :{ 5 20 1 3 5 5 1 9 5 1, 97 9 6 4 4 66 0 3, 28 3 

1 5 6 1 o I 2 1 2 0 3 1 5 1 2 9 2 1 5 0 1, 670 2, 1 1 2 

;� 5 5 4 1 4 0 1, 9 2 0 50 1,6 6 4 2 7, 8 4 8 9, 8 8 6 15, 481 5 5, 2 5 9 
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た他の集落の人達との交渉によらねばならなかったという。ある人は阪地と交換

し，またある人は山林を犠性にしてねばり強く折衝を重ね 2年がか 0 で集落の

周辺に農地を確保してきた。その農地もすべてが傾斜地であり，浸蝕を受けやす

い土壌である。官ノ下集落の方々の苦心は並大抵のものではなかったであろう。

しかし，そのことがその後の養蚕の生産性向上に果たした役割は，極めて大きいと

いわねばならない。

交換分合の結果， 185 a の桑園が 1 筆にまとまった家から，最大 S筆までにな

ったのであるが，分散していた当時に比べて，桑の輸送，管理の便はいうまでも

なく，集落内の団結意識がより強留となり，国や県の補助金を得て大きな桑鴎造

成をと実施することも可能となった。団地として発足蕊後の49年に 2.47ha ， 51 年に

7.3 haを集団として造成し，今日の基盤を築くことができた。このことが，この

養蚕団地の第ーの特色として挙げられよう。

第4図宮ノ下諜蚕団地概略臨
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宮ノ下の集団桑盤(段々熔が続いている)

(2)傾斜地の高能率養蜜

11:ノ下集溶の立地条件は極めて厳しいが，なかでも桑爾のほとんどを傾斜地に

作らねばならない状況があったことである。この土地は花樹岩を母材とする砂壌

土ないし壌土であるため，傾斜地の;畑地では浸蝕が激しく，農耕地には適してい

ない。そのため，傾斜地でも栽埼の可能な桑を栽様しているが，階段テラスとす

ることによって，浸蝕を軽減し，十分な生産をあげることができている。傾斜地

の造成には山成り垂直植えの方法があり， ここでも造成初期には比較的緩傾斜の

ところに垂直植え工法を適用した。しかし，桑閣の管理，土壌の流亡などに問題

があり，その後は専ら措段工法によっている。宮ノ下の桑閣安概観したところで

は，テラス街にも 2-3 度の勾配をつけ，排水に留意し，テラス函の幅が 2 間内

外であって 1 列植えが行われている。

桑園の造成には，有機資材の多投等による土壌改良が施されたことはもちろん

であるが，その後も土づくりに力をと入れ，堆厩肥の確保を罰的とした有畜経営が

各戸に行われ，団地内で融通し合いながら，平均としてlO a 当た 9 耕転機 5 台分

(約 2 t )を施用し，土壌の肥沃化に努めている。

桑品種はすべて改良鼠返であり，多条多収でこの地には現在最も適しているよ

うである。樹齢は， 11-20年が47% を占め， 21年以上も 17% とかなり多いが，ほ

とんどの経営で 1 - 3 年の桑閣を10-40a 所有しており，桑園の若返りが遂次行

われようとしている。中刈仕立がほとんどで，各戸の平均的な用途別桑関の設置

割合は，交互伐採30%，夏全伐20%，輪収法40%， 3 齢専用10%である。ここの
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第2表 樹齢制薬密æ積・ 2包土音管理概要

持! 密告 自IJ 百五 よ資 10 a ~た。 後滋野1数

主君主ぬ 染防m百機
J - 3 iド 4 -1 Oifニ 1 1-20 年 2 J 年以上 総肥隆 施111'.:時期 flﾌiilli 長立第【

ト……一一

a a a a a k9 1m 

l 2 5 7 30 20 207 34 3 4 -6 fl 1 1 

2 24 0 25 80 12 0 J 5 3 1 0 " 2 

3 1 00 12 5 8 :J 0 3 5 0 " l 

4 1 0 2 4 2 60 33 0 " 1 

5 1 1 5 20 30 5 5 1 0 2 9 0 Fノ

5 1 7 7 1 0 fi 0 1 1 7 3 4 0 " n~ 4 

7 6 1 1 0 4 1 1 0 3 3 0 " 
日 54 4 2 0 20 1 0 3 5 8 " 

9 1 2 2 4 0 1 5 4 7 20 34 0 " 牛 2 

1 0 90 20 30 4 0 34 0 " ij~ 3 

1 1 6 0 1 0 1 0 40 32 0 が 1 

1 2 1 9 1 2 0 30 8 1 6 0 3 6 0 " 4 

1 3 1 85 4 0 20 5 5 70 340 " 2 

1 4 1 3 5 3 0 65 4 0 :J 5 0 " 2 

J 5 3 1 2 J 1 0 300 " 

1 9 2 0 27 1 4 20 90 7 :1 2 2 N: 

(l 4 %) (22%) (47%) (l 7%) 33k9 
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集団桑園には農道が比較的よく整備され，収穫した条桑の運般はほとんどトラッ

クを用い，傾斜地のハンディキャップを克服している。 1 ha以上の桑園を持つ農

家では乗用トラクタを所有し，肥培管理の機械化が図られている。また，除草に

はカソロン，パラゼット， トレブアノサイド等が用いられ，省力化が行われてい

る。春刈りやこれらの肥培管理は各戸で行われるが，団地リーダーが始めると，

それにならって各戸が行う状況といわれ，すべて適期に実施されている。

第 3表宮ノ下団地の養蚕実繍

lO a 当たり 1 戸当たり
年次 養蚕戸数 桑園面積 上縞収量 備考

収麟最 収繭量

年 戸 a t kt; kt; 

5 1 1 5 1, 929 1 8.9 9 7.8 1, 2 5 8 

5 2 1 5 1, 9 29 1 8.5 9 6.0 1, 23 5 

5 3 1 5 1, 92 4 2 1. 5 1 1 1. 8 1, 4 3 4 

5 4 1 5 1, 94 4 2 3.0 1 1 8.2 1, 532 

5 5 1 5 1, 9 24 2 2.3 1 1 6.1 1, 4 8 9 冷害

5 6 1 5 1, 904 1 9.2 1 0 0.6 1, 27 7 凍霜害

5 7 1 5 1, 924 2 1. 9 114.0 1, 46 2 風害

58 1 5 1, 924 24.6 1 2 7. 7 1, 6 3 7 

(3) 不良環境の克服と養蚕実績

昭和田年の北日本における大冷害は，この地方にも大きな打撃となり，桑の生

育不良は米の大減収とは比較にならなかったが，縞生産にも多大の減収をもたら

した。これに続いて56年には 5 月末に大凍霜害容に見舞われ，縞の減収は前年に増

して大きなものであった。さらに， 57年には 8 月初めの台風により関東から東北

にかけて桑の倒伏による減収があり 3 年連続の気象災害が発生した。阿武陣山

系の西麓に位置する宮ノ下においても大なり小なり被害を受けたが，とくに昭和

田年の大凍霜害は春蚕 3齢期に当たり，春蚕用桑の不足ばかりでなく夏秋蚕期に

まで影響が残った。官ノ下における最近 8 か年の養蚕実績は第 3 表のとおりであ
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り，気象災害:の影響が如実に表われているのがみられよう。

標高400 mで寒冷地ともいえるこの地において，春の発芽は遅く，秋は早冷に

侵され，気象災害が頻発する上，傾斜地という不利な条件のもとで， 10 a 当たり

収縮盆がこの 6 年間， 100 k<;を越した実績は賞讃に値するものである。官ノ下団

地の桑闘の約半分は昭和49年と 51年に造成されたもので，そのため52年までは10

a当たり 100 k9の収繭量に達しなかった。桑闘が成圏化するに従って10 a 当たり

収繭量は上昇し，異常気象に侵された 3 か年についても， 100 k9を割らなかった

ことは宮ノ下団地の人々の言い尽せない努力のあったものと想像に難くない。有

機資材告と多投して地力の培養に努め，交互伐採法・輪収法等を適用して安定した

桑収ま訟をと確保してきたことが， この好実績を収めたものと考えられる。この養蚕

団地の大きな特色として，不良潔境を掲i設し，援実な養蚕念行ってきたことが挙

げられよう。

(4) 省力.~ヱネの堅実な飼育

春の訪れが遅いため，革手蚕掃立は 5 月 23 日，夏蚕 7 月 1 日，初秋 7 月 17日，娩

秋 8 月 2213 ，晩々秋 9 月 3 13 の 5 回飼育が宮ノ下回地の様準とされている。さら

に初冬蚕を行う家もあるが，夏と初秋を除いて飼育のためには暖房を必要として

いる。この団地の大多数の家では，木造の平屋又は 2 階建ての蚕舎を設け，蚕舎

内では 2段 -1段一 2段の形式で蚕座制乍り 1 段の蚕座に給桑台車を走ら

せる方式をとっている。蚕舎の建築には手持ちの山林から用材をと伐り出し，自己

資金によっているという。 2 階建てあるいは 2 段蜜痩は，主主会安効率的に使うば

かりでなく，暖房の効率を高める意閣があるとのことであるが，養蚕経営の堅実

さを飼い知ることができる。暖房には灯油ヒーターが用いられているが，各戸で

工夫して薪や廃材を燃焼させる省エネ式の暖房器が作られ，経済効率を高めてい

る。このような工夫L 暖房を欠くことができないこと地だからといえるが，この

点も特色のーっとしてみられよう。

飼育機械の導入は行われておらず，専ら給桑台車式であり，各戸の労力と粂閣

の状況からうなづけるものがある。また，翼桑は一切行われていない。

上諜には自動条払い機を所有する農家が 4 戸あるが，上藤のための労力を他か

-51 一



ら得ることが閤難であり，自家労力に頼らざるを得ない状況という。そのため，

一斉上瑛であるが，大規模飼育農家では生理活性物質「マンタ」を利用した分割!

上藤を行って，ピークを解消している。なお，晩秋から初冬蜜にはおくれの蚕が

出るため上諜に 2-3 日を要し，自家労力で賄うことができるという。収繭作業

には自動収繭毛羽取機が各戸に備えられ，能率化が歯られている。昭和57年

の各戸の養蚕実繍は第 4表のとおりである。

第4表昭和57 年度の偲別農家の養資実繍

農家No. 桑園面積 収 務 量 飼育回数 lOa 当収繭量

a k9 間 k9 

1 25 7 2, 98 3.4 6 116.1 

2 240 2, 6 4 6.9 6 1 1 0.3 

3 1 00 1, 08 8.0 5 108.8 

4 102 1, 0 1 9.3 5 99.9 

5 1 1 5 1, 2 3 0.3 5 1 0 7.0 

6 1 77 2, 1 1 9.0 6 1 1 9. 7 

7 6 1 88 9.2 5 145.8 

8 5 4 678.8 5 12 5.7 

9 1 22 1, 4 3 1. 8 5 1 1 7. 4 

1 0 9 0 9 1 2.4 5 1 0 1. 4 

1 1 6 0 83 0.7 5 1 3 8.5 

1 2 191 2, 00 5.6 5 1 05.0 

1 3 1 85 2, 300.9 6 124.4 

1 4 135 1, 564.7 5 1 1 5.9 

1 5 3 1 2 3 O. 9 3 7 4. 5 

1, 920 2 1, 9 3 1. 9 77 11 4.2 
い~ 」吋叩

朗自地の結束と活動

宮ノ下養蚕団地の組織は前述のとおりであるが，稚蚕共潤飼育所の運営を通じ
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稚蚕共同飼育所

て団地内の結束と蚕業中皇室青年及び 1治人部の活動が目立っている。

稚蚕共同飼育所は空調大部屋方式でー蜜期最大480 箱の収容が可能である。そ

の飼育には餌育主任を中心に輪番制で出役し，労力を賄っている。偶育は年 5 剖

(春，夏，初秋，晩秋，晩々秋)行われ，初冬蚕は他の飼育所に委託している。

この飼育所では宮ノ下回地外からも委託され， 57年度には委託戸数60戸，年閉館

育箱数は 1， 778 箱であった。

稚委主共同桑簡は370 a であり，施肥・伐採・除草については全員の共同作業で

行われ，病害虫防除，除草剤散布(秋末処理) ，ロータリー耕，有機資材施用構

掘り等は蚕業中堅青年研究会がその任に当たっている。

各戸の蜜舎・蚕具の消毒は共同で実施され，消毒計画は団地リーダー，蚕業中

堅青年代表，婦人部代表の協議により作成され，消毒の実務は蜜業中堅青年が主

体となり，全戸の蚕舎・蚕兵の消毒を実施しており，これまで連作した例をみて

いない。

婦人部は主として鱗質改善を担当し，上藤改良督励E圧を総織して各戸を巡回し，

保護管理の状況，上蟻族数等を調べ，改善を督励する一方，保温資材の斡旋等を

行っている。また，出荷には輪番制で出役し，各戸で徹底した選締を行い，縞質

改善lこ努めている。その結果，町内でも最もよい臨検定成績を収め，郡下でもト

ップといわれる。これら団地内の活動が活発であったことによれこれまでの養

蚕実繍に如実に現われたものと思考される。
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麟受賞者の技術・経営の分析及びその普及性と今後の発展方向

(1) 養蚕技術と経営について

宮ノ下養主要団地は，養蚕技術の向上を図るための組織であるが，官ノ下集落全

戸が参加し，集落ぐるみの協業組合的組織ともみることができる。土地条件・気

象条件とも厳しい状態に置かれており，優れた技術を具体化しない限り経営も成

立しなくなるところといえよう。

宮ノ下団地の桑園は前述のとおり，傾斜地で階段テラスとして造成されたもの

である。傾斜地の造成で最も問題となるのはテラス扇の排水施工であり，テラス

自体を傾斜の逆勾配とし，法尻に排水港宏設け，テラス扇に 2-3 度の勾配をつ

けるのがよいとされている。この施工法に沿って宮ノ下の傾斜地桑園は造成され

ており，事後の管理が十分であれば十分な収量が期待されるが，宮ノ下では堆厩

肥を精力的に多投し，その成果â:挙げている。桑株もしっかり作られており，傾

斜地桑潤として模範になるものと考えられる。

このような傾斜地桑閣を集落の近くにまとめることができたのは，土地の交換

分合であった。林地と畑地のしかも傾斜地の条件下で交換分合を断行したことは，

この集落の人々の最大の成果であり，養蚕の基盤づくりとして見習うべきであろ

う。技術の適用以前の問題であり，土地基盤が確立してこそ近代的な技術の導入

を可能とすることはいうまでもない。

宮ノ下団地で適用されている栽桑技術及び餌育技術は，現在普及されている最

高の標準技術であり，それを怠りなく実施するということで十分な成果が挙げら

れることを実証したものといえよう。桑作りを十分に行えば，桑収穫を無理せず

行えるようになり，蚕舎・蚕具の消毒を徹底的に行えば，蚕病の危険をなくすこ

とができ，安定した養蚕を営めることにつながる。また，そのことが省力化に関

係し，所得の拡大にも通じている。年 5 回の飼育体系をたて，無理のない養蚕が

行われており，他に労力の得がたい環境で堅実な養蚕経営が集団的に営まれてい

る点も他の範となるものと考えられる。

-54-



(2) 今後の発展方向について

傾斜地桑閣の造成初期には，条桑の運び出しゃ機械耕転を考慮、して勾配に垂直

な方向のうねとし，山成り造成が行われたが，土壌の流亡や機械管理に支障が目

立ち， 49年以降は階段テラスとした。今後は山成り桑閣の改植に当たって階段テ

ラスへの変更を行うという。階段テラスで問題となるのは条桑の運搬であるが，

その点も農道の整備によって解決している。改植によって能率の向上を目ざし，
〆〆

将来 1 戸平均 2 t の収鱗量~目標としているという。また，機械導入による省

力飼育により規模拡大と技術の改善に努めることも考えられており，今後益々生

産力が増強される団地として期待される。

団地組織の回結は思く，安達地方の養蚕団地のなかで最も活発な活動が行われ

ており，近隣ばかりでなく遠方からの見学者も多く，養蚕振興に大いに寄与する

と同時に，技術向上の波及効果も著しいものがあるといえよう。

に
dFD 



養蚕 可声

、司a・ そわ

宮ノ下盤蚕団地

(代吉護者 佐久間彰一郎)

がムロロ

官/下築港は福島県の中央部で阿武限 台，自動条払機，自動収繭機等を取り入

山系の沼{員11山間地にあり，普から後援と れ，労働生産性の向上に努めてきました。

畜産を主体とした純盤整村であります。 f霊糸言葉の現状は容易ではありませんが，

蓄量3霊主産地，岩代町の中で綴の生産重量 山間地と特異性の地形にあるこの地では，

は常に上位の実綴を誇っていますが，戦 技術体系の磯立した養蚕こそがわが生き

前戦後â:関わず幾蚕の経営・技術は一歩 る道と考え，能塁手の上がる桑づくりと飼

も前進せず!日態依然としていました。し 育改善のために研鈴し，全戸 2 トンを白

かしながら，社会情勢と経済成長に伴い 指して努力する覚悟です。

経営の刷新を迫られて事まったため，昭和 山街地のこの地にも小規模工業が数ケ

38年に稚蚕共同飼育所と共同桑闘を設極 所進出し，後継者夫婦がサラリーマン化

し，また共同作業â:通じて組合員の融和 する今日ですが，我々は後継者が勇んで

を図りながら，桑園基盤の整倣と量基地の 定着できるような基礎作りを行い，蓄を妥

交換分合を行い樹図地内道路の霊童備も促 で生計のできる官/下を作り上げたいと

して，背負裂から機械化機業が可能とな 一同励んでおります。

りました。

その結果， ii産排I世物等も充分桑闘に

投入できるようになり，桑図能率も一段

と向上いたしました。また，後継者を育

成するために，蚕業中堅督年会員の研修

場として共同飼育所ーを減放し，技術の研

修を行わせていますが，今<'は粂図の病

害虫防除を初めとして蜜室蚕具の共同消

識を実践するようになりました。特に桑

関管理の省力化，秋末処理i立{也の模範と

言っても過言ではありません。飼育施設

に至つては全戸鉄骨蚕舎にスピード飼育
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然22回/藤林水産祭受事費者の議機

印制・発行/昭和59年 3 月 20 臼

発行/財団法人日本幾林漁鍵振興会

東京都千代間区神悶多町 2 9 … 6 (田中ヒツレ)

制作/社団法人全国農鍛改良瞥及協会

東京都港区新橋 2-10-5 (末吉ヒソレ)

〈蚕糸・地域特産部門〉
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天皇陛下拝謁のあと皇居で記念撮影の天皇杯受役者
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内翻総理大臣賞を受ける受賞者

アトラクション農林水産業者の供進品

日本農林漁業振興会
長設を受ける受1:t者

農林水産大底資記念品
の贈呈を受ける受賞者
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発刊の 、~

、国勝 と 中
ι
串

農林水産祭は，全国民の農林水産業に対する認識を深め，農林k産業者の技術

改善及び経営発展の意欲の高揚を留るための国民的な祭典として，昭和37年，農

林水産業者に天皇杯が御下賜になったのを機会に，従来の新穀感謝祭を発展的に

拡充して始められたものです。

この農林産祭は，差是林水産省と日本農林漁業振興会との共催のもとに，各方

商の協力を得て，毎年11月 23 日・勤労感謝の日を中心に開催され，差是林水産業者

に天皇杯などの授与を行う式典や寸愛国民に農林水産業を紹介する農林水産燥な

ど，きわめて多彩な行事を行ってきております。

昭和58年度は，その22回目に当たりますが，本年度の天皇杯などの選賞審賓の

結果は，次のとおりです。

すたわ九従来からの農産等の 6 部門については，第22自農林水産祭に参加し

た各種表彰行事( 364 件)において農林水産大医設を受賞した出品財601 点の中

から，天皇杯を授与されるもの 6 点(各部門ごとに l 点) ，内閣総理大臣賞を授

与されるもの 6 点(問) ，日本農字紙魚業振興会会長賞を授与されるもの 7 点(農産

部門 2 点，その他の部門 1 点)がそれぞれ選考-されました。また，ひらづくりの

部門については， 44都道府県から各 1 点推薦のあったむらづくり事例の中から，

天裏杯，内閣総理大注賞を授与されたもの各 1 点，農林水産大盗賞を授与された

志の15~がそれぞれ選考されました。

農林水産祭において表彰されたこれらの受賞者の優れた業績は，農林水産業の

近代化や豊かで住みよい農r11漁村づくりへの生きた指標として，関係各方面の方

々に大いに禅益することと患います。ここに，これらの業綴の概要(むらづくり

部門は別冊)をとりまとめて発行することといたした次第です。

終わりに， の禰集に御協力をいただいた執築者その他の関係各位に対し，

深甚の謝意を表します。

昭和的年 3 月

財団法人 日本農林漁業振興会



l 林産部門

天墨杯受麓/竹 中 忠 利・・……ー…・・・……ー……・……… 7

(一点京農業大手:教授/紙針。!I'::::')

内閣総現大臣賞受歯/山 田 哲也….....・ H ・.......・ H ・-…・・…....・ H ・......… 24

(東京農工大"J:名努教校/中村立哉)

日本藤林漁業振興会長繋受盤/亀田 五三郎・…...・H ・-… H ・ H ・.....・ H ・.....・ H ・ .40

(林野庁指導部研究普及諜研究食倒官/桑原、正明)



天皇杯受歯

出品財林業経営

受賞者竹中 中
Itこれ 手町

第 1 図受露者の所在地

(北海道中川郡池i双町守三千代田867)

震譲受識者の絡歴

竹中氏の居住す:5池間関T

は r ワインとあきあじ

(鮭)の~J として全国的

に売り出しているとともに，

地域の 8然と資源を活用し

た，住民の「生き品、の副

としてユニークな町づくり

を行っていることでも注目

されているところである。

氏の山林は，池沼町とこれ

に接する河東部音更町に大

部分が所在し，山林内にある NHK中継所からは限下に鮭ののぼる十勝川千代田

えん堤を望むことができる。

氏は，今年63才，阜くから亡父とともに林業経営に専従した。特にカラマツ造

林に関しては，この先織の先駆者であり，いろいろな批判の声を開きながらも，

一貫して造林保育を続けてきた。その結果，今日立派に成林した氏のカラマツ
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林は， I資源培増の森 j として北海道国土緑化推進委員会の指定を受けるととも

に，町の「結締包含誼林事業」の鴇幾を与え，既に約200組の新婚による 500haの記

念造林が進められ，銀婚式には世界一局の夢を持たせつつある。

氏は，地宛妨様の先覚者であるにもかかわらず，謙虚で研究熱心な人物である。

未解決な問題の多く残されているカラマツ林施業や広葉樹林分の取り扱いに関し

でも，多くの学識経験者の門をたたき， また，自己控営棉村にて実験を繰り返し，

漸次施業体系を確立していった。今日，道が今後の指針として普及の基準として

いる「カラマツ間伐林施業指針(昭和56年)や肝検討中の「疎謝ニ州開旨

針 J の重要な指標を与える結果となった。

材業皆営者としての氏は，亡父とともに初年以上のキャリアを持ち，変貌する

経済情勢の中で対処すべき独自の経営現念を持つに至っている。詳しくは後述す

るが，経営管理を家族を中心とした体制に移行し，高能率，低コスト，高蓄積の

経営構造を作り上げていった経営能力には学ぶべきところが多い。その結巣，

日本材業全体が不況の中にある今日，特に経営条件に悲まれない北海道にあって，

黒字経営を継続するかたわら資産価値の増大をも実現しつつある。

氏は地味な性格のため，公職や名誉職に就くことは好まないが，それでも推さ

れて池田町森林組合商i路\Il合長の要職にあり，地域林業の振興のために貢献してい

る。また，氏の技術と控営を学びに訪れる見学者が年間 400人にも達し，その都

度，懇切丁寧に指導している。

以上のように，竹中氏の材業経営は北海道林業の進むべき方向を明示したまさ

に闇夜の灯台であり，ひいては日本の林業能営の範とすべきものと考えられる。

関経営概況

。)森林の所在

北海道中川郡字千代田，同情東郡音更町字下土塀及ひ'十勝郡浦幌町帯富に所在

し，森林計画上26団地に分かれている。経営総面積は1， 020 haである。

(2)森林構成

人工林率は45%であり，このうちカラマツが96% を占めている。その他の樹種
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としてトドマツ， ストロープマツ， トウヒ等がある。人工林のうち 8 鈴級が欠落

しているのは，相続時に共有名義であった叔父に帰属したためであり，目下，欠

落部分を補正することが経営改善の諜題となっている。 1 齢級が者千少なくなっ

ているのは，広葉樹の材価が安く林種事云換が次第に困難になりつつあること，及

び一昨年の台風による風倒木処理に作業の重点が罷かれているためである。

天然林は広葉樹林であり，ヤチダモ，セン，ナラ，シラカパ，シナ等の樹種で

占められている。広葉樹林は，かつて放牧地であったところに自生した二次林が

多し したがって， 12齢級が最高齢級である。目下，天然椋孜良による優良広葉樹

林の造成が課題である(第 1 表)。

第 1 表人天覧IJ，樹種別，齢級車IJ森林構成表
(単位抽，，，1)

匹 分 1 齢級 E 酔級 劉働級 W 鈴級 v 齢級 W 齢級 環鯵級 積齢級 l{齢級 X齢級以上 富十

ラマツ{弱繍 " 1.5 2 78.72 125.40 86.44 46.88 39‘ 60 23.00 10.16 9.40 461.12 
人

(誼繍) 1 0.771 1 1,352 8, 286 8,189 5.494 2, 776 2,885 49,753 
工
その他(誼繍， 5.32 8.68 4.40 0.08 0.16 0.76 1.44 20.84 

林
{醤繍} 138 638 491 2 1 4 1 08 595 1,986 

天広葉樹{面調) 5.48 1 1 3.20 52.88 1.56 10.24 47.96 220.84 85.96 538.1 2 

問
体 {帯穣) 107 1, 922 2, 539 91 404 3, 643 19,037 9,058 36,801 

合計{面積} 41.52 78‘ 72 136‘ 20 208‘ 32 104.16 4 1.24 33.4 0 48.72 231.00 96.80 1 020.08 

{謡繍} 1 1, 01 6 13, 91 2 1 1,316 8, 282 5,912 3, 751 2 1,813 1 2,538 88,540 
」

(3) 家族構成

竹中家は官制氏夫妻と長男夫妻母と宋婚の Z 人の挽それに孫3 人という

10人家族である。また，すぐ近くに次男夫婦が居住し，全体で12人の大世帯であ

る。林業控嘗に関係するのは，経営主，長男，次男の 3 名で，女性達は約 1 haの

畑作業と家事に従事している。現在は家族労働力。識も夫演しt.:ll欄であり 2 人

の後継者は林業機械の繰作にも習熟しているので，家族労働力中心の作業組織が

形成されている(第 2 表)。

(4) 生産諸設備

林道は，町道併用林道と幹線林道を併せて8，570m ， これに自カによる作業道28，280

mを加えると 36，850m に達する。すなわち，林道密度はha当たり 37mで，全て
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第2表家族構成一覧

氏 名 生年月 日 続柄 氏 名 生年月 日 続柄

竹中忠利 大 9. 1.1 8 本人 竹中一元 紹 25. 6.21 長男

サダ子 昭 1 2.1 2. 1 委 洋子 11 2 5. 5.1 0 11 の婆

三恵子 11 3 O. 4.3 0 長女 一超 11 5 O. 2.2 2 孫

千恵 11 5 1. 3.1 8 二女 f脅晃 1152.11.29 孫

トク 明 3 1. 2.1 0 母 溺関l 11 5 7.1 2.1 5 孫

の林地に機械を導入することができ，省力化と育静化に役立っている(第 3 表)。

また材喋用機械は第 4 表のとおり整備されており，主間伐や林分改良施業の全て

を行う体制ができている。それぞれの機械の稼動率は相当に高い。

(5) 事業実繍

最近 5 カ年聞の事業 第3表林道延長 (単位 :m)

実行量をみると，造林

面璃では延43ha (年平

均 8.6 ha，以下同じ) , 

下刈りが延72ha (14.4 

ha') ，除伐が延52ha

〉ご1 音更町 池田町 言十

町道併用林道 1, 07 0 1, 3 8 0 2, 450 

補助(幹線)林道 1, 1 8 0 4, 94 0 6, 1 2 0 

f乍 業 道 1 5, 5 2 0 1 2, 7 6 0 2 8, 2 8 0 

( 10.4ha) ，間伐が延

92 ha (18.4 ha ) ，主伐

言十 1 7, 7 7 0 1 9, 0 8 0 3 6, 8 5 0 

第 4表昭和57年林業機械穣動状況

{単位:自)

トラクター 林内作裁』転 トラック 人員翰送 E事 チェンソー 刈払機

機喜重jJlJ (小松 D30S) (ごう 4ton) (トヨル 7 ?ームライト) {目立)

ーゼル ク Fレーザー 360 S L 

使用延日数 1 1 0 1 50 1 0 1 1 8 9 1 6 7 6 

1 0 一



第 S表

託之さ
5 3 

5 4 

5 5 

5 6 

5 7 

集材に活躍する小松

D30 S トラクター

実行蜜

造林 下刈 除伐 間伐

2 3 3 6 2 7 

2 4 3 4 2 0 

1 4 3 3 7 2 5 

1 4 3 8 7 2 9 

5 2 8 2 9 2 8 

5 2 5 2 9 2 4 

1 9 4 1 5 

9 4 1 2 

1 6 1 0 

1 2 7 

注:1)上段は計画量，下段は実績である。

(単位: ha) 

時機t体分
主伐

被耕三
備 考

改良 整理

1 4 

1 4 

1 1 5 

1 2 5 

1 1 。
主伐は有室町分
で農用地として

1 5 2 0 売却

S 2 5 

5 2 8 

1 45 

4 2 

2) 昭和田年上期以降の木材市況の冷え込みにより，特に広葉樹材の需要が止ま

り，林種!訟換による拡大造林が停滞した。

3) 昭和田年 8 月の15号台風によりカラマツ人工林のうち75haが被害(風倒)を

受けたため，被害木整理に労務を集中して投入している。

4) 以上の理由によ哲森榊革業計画を止むなく変更

5) そのため下刈の中止(下車が伸びなかった) ，除間伐，広葉綴林斜文良時刻、

主伐期の延長を図って被害木の整理に当たっている。
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が延39ha( 7. 8 ha ) ，広葉樹林分改良が延33ha ( 6.6 ha) となっており，昭和56

年の台風による被害木整理の延72ha( 36ha) がそれに力騨される。この被害木整

理によって，造林や保育関係の作業は年を追って縮小を余儀なくされた。また認

定を受けた森林施業計画も変更承認を受けるにヨさった。近々，被害木整理も一段

落するので，今後は除間伐や広葉樹林改良等の諸事業が増加してくるものとみら

れる。

これらの作業は，家族労働力を中心に行われている。昭和57年の月別労働記分

表(第 6 表)によると，雇用労働は僅か17入日で全投下労働最の 2%にすぎな

第6 表労働配分表(昭和 5 7 年)
(単位:日)

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 11 1 2 lロh A十

造林
7.0 1 6.5 23.5 

3.0 3.0 6.0 

下メIJ

伐採
49.0 7 0.5 5 6.5 6 3.0 4 5.0 7 0.5 6 4.5 5 5.5 68.0 66.0 4 8.5 5 9.0 7 2 7.0 

2.0 3.0 1.0 5.0 I 1. 0 

その他
3.0 1 1.0 4.0 1 8.0 

J十
4 9.0 7 0.5 5 6.5 66.0 7 4.0 7 4.5 64.5 55.5 6 8.0 66.6 65.0 I 5 9.0 768.5 

3.0 3.0 3.0 1.0 5.0 3.0 I 7.0 

個人叩!年間1労働内訳 忠利 2 2 1. 5 日 自疲労働

手写 掲
一ーフ" 2 4 9.5 産量鋼労働

消起(次男) 262.0 

サダ子 3 5.5 

注: 1) 過去らケ年の平均である。

2 )主伐の臨時は立木販売も含む。
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かった。

これは，特に被害木盤理等経営内労働に依存する作業が集中したためであって，

過去 5 年間を平均してみると森林組合作業斑への委託が年間延べ 649 人日(全体

の45% )となっている。しかし，それでも家族労働力が過半を占め，今後も家族

労働力中心の実行体制で運営されていくようである。

(6) 経営収支と記録

過去 3 カ年間の経営収支をとみると第 8 表のように，年平均では 1 ， 600 万円弱の

純収入(長男，次男の報酬は給料として差し引いてある)になるが，風倒j木処理

の始まった 56年と 57年は 7， 000万円程度の純収入で推移している。収入は，もち

ろん山林収入(大部分が素材の販売収入)が主であるが， 5JIJに保有している土地

第8表経営収支
(単位:円)

jF\三空 5 5 5 6 5 7 

i佼 山林収入 3 3, 0 6 0,:1 6 9 1 6, 41 4, 743 1 6, 5 5 5, 4 7 8 
不動産収入 1, 2 6 0, 0 0 0 1, 2 6 0, 0 0 0 1, 1 40, 0 00 
その他収入 8, 6 5 4, 9 4 1 1, 0 0 1, 0 0 0 

入 補助金収入 2, 097, 946 1 6 3,8 6 7 3, 3 7 5, 47 0 
メ口〉、 計ー 45, 073, 256 1 7, 83 8, 6 1 0 22, 071948 
諸税負担 3 9 8, 9 3 0 6 2 6, 3 4 0 2, 8 8 1, 5 6 5 
林道補修費等 3 7 7, 2 5 0 3 0 0、 800 6 09, 3 0 0 
減価償却費 1, 6 7 4, 3 0 0 1, 800, 096 1, 7 1 3, 3 1 5 

支 燃 事ヰ 費 2, 1 3 1, 0 0 0 2, 1 94, 000 2, 6 60, 000 
車検，修 6 1 6, 7 5 7 7 6 6, 4 6 0 9 1 9, 0 6 0 
車補，損寄開雪量料 1 5 4, 99 0 1 4 3, 0 7 0 2 3 7, 9 1 0 
光 熱 費 6 3, 6 2 0 1 7 2, 46 9 1 9 7, 5 4 0 
交 |祭 重苦 1 7 8, 0 00 3 4 3, 9 0 0 2 5 3, 5 0 0 
雑 望号 4 7 3, 4 1 0 5 6 8, 7 7 7 8 2 8, 9 6 0 

出 組合支払事業費 2, 1 86, 29 9 9 9 1, 2 2 4 
→悶• 木 代 3 2 1, 1 5 0 1 2 0,0 0 0 
渡所得経費 55 3, 000 

制斗手当 (2人分) 2, 260, 000 4, 022, 000 3, 263, 000 
メ口〉、 百十 1 1, 388, 706 1 0, 9 3 7, 9 1 2 1 4, 6 7 5, 3 7 4 
蓑 ヲ i 3 3, 684, 550 6, 9 0 0, 6 9 8 7, 3 96, 574 
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や建物の売却収入等も含まれている。

支出項目では，家族従事者報麟のほか，燃料費や機械類の減価償却費が大きな

割合を占めている。森林組合に事業委託をしていた昭和田年までは組合支払も

要な項呂の 1 つであった。

目下，属人共同の森林施業計画を樹立しているほか，年初に事業計画を家族全

員で相談して決めている。

氏は機めて九帳面な性格であり，台帳，受払簿3 出納中長等を丹念に記帳するほ

か， 日記帳を書き続け，諸種の技術的，経済的所見とともに，見学者や地元関係

等の対外的事項に至るまで克明に記帳しているの

関経営の特色

竹中氏の林業経営の特色を一言で表現すれば，家族労働力を中心にした大規模，

機械化一貫経営である。これを，さらに詳しく見れば，以下のように整理すること

ができる。

(1)先駆的なカラマツ造林

昭和初期より牧野跡地や木炭生産跡地を対象に積極的にカラマツを造林してき

t:: 
" 
当時の北海道は木材資源が豊富にあり，労賃のかかるカラマツ人工林の造成は

地域の人達の冷たい批判の的となった。そのころはカラマツ苗木を長野県から取

り寄せなければならず，輸送や保管の点で，今日では想像もつかない苦労を強い

られたが，郷土(氏の郷土は岐皐県)の先達，金照明善の教えを守り.将来必ず

カラマツ林が評価される時期が来ると信じ努力し続けた。その成果が戦後，杭木

需要の増大に伴なって現われ，地域住民の注目の的に変じた。

位) カラマツ大径材生産技術の体系化

杭木需要が激減した今日，カラマツ材の需要は，パルフ。用材，梱包用材，ダン

ネージ材などに限られてきた。その結果，価格は低下し，また経済不況と外材や

代替材の進出という悪環境にさらされ，カラマツ材撲の先行きには暗たんたるも

のがあった。
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池田町 1 林班 25 小班54年生の

カラマツ(先代が昭和初期!こ造林

したもの。全道の指様である。)

氏は，地域に先がけて造林した林分を対象に，大径材生産技術の体系化を試みた。

伐期を50年以上とし，直径4Ocm， 樹高30m ， カラマツとしては大径材の生産を自

擦に，疎植( ha当たり 2， 000本程度) ，枝打ち， I徐間伐を組み合わせた施業体系

第 2函 カラマツ人工林施業体系

{主主〉

2,500 

本

3安f:9: 2,000 

r、

hα1 ， 500 

当
た

り
1.000 

500 

歯宇(年)

35(m) 

30 

樹

25 

20 

t奇

15 

nu 
1
 

12.7 16.5 20.1 23.6 

6.9 10.6 14.5 18.6 22.5 

9.1 13. ワ 18.8 24.4 29.4 

64 109 223 290 333 

1.5 4.0 
除ff 2 4 

400 350 3マ5 225 100 

22 25 36 33 22 

4 18 51 12 52 
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池田町 7 林班 1 0 小班

広葉樹43 年生林分(昭和 20 年

代中噴，製炭の伐採時に残したヤ

チダモの生育が良好である。)

第9 表 「資源倍増の森 j の現況(昭和 5 6 年 3 月現在)

総 種 立木密度 胸高直径 樹高 蓄 積 平均成長量|

カラマツ 218 本 3 3 C1I! 29m 284m3 5.5 rrt 

ト '7 ヒ 1 2 5 26 2 1 7 8 2.0 

広葉樹 5 2 2 0.0 3 

言十 348 3 1 2 5 384 7.5 3 

を確立した。この技術体系は地域の普及技術に比べて高水準にあり.道内の篤

林家はもちろん，国有林に対しても指標的な役j!iIJ を果たしつつある。道では，氏

の資料をもとにして，カラマツ施業指針を作成した。また，こうして造成された

山林の一部は，北海道国土緑化推進委員会から「資源倍増の森 j に指定され，多

くの人々に生きた見本として展示されている。

(3) 積極的な天然林施諜

氏の山林の半分を占める天然林は，ヤチダモ，ナラ，セン等極めて価値の高い

有用広葉樹を中心に構成されている二次林で，中には既に50年生を越えるものも

ある。氏は，これらの資源、が，道内においても稀少化しつつあることに着目し，

その維持造成のため，道内における林分施業法の生みの親である高橋延清氏等の

教えを了乞い，天然林の徐間伐，後継樹の育成， トドマツ等の小頭積孔J伏植栽等，
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新しい施業技術&導入している。既に形綾の良い広葉穆I林分が叢生し，近い将来

を保続的に生産し得る森材構成が出来上がった。

(4)効率的かつ弾力的経営の維持

木材価格の低迷と労賃の高騰という厳しい条件に対処し，安定性のある健全な

経営を維持するためには，家族労{効力を巧みに活用することである。特に長男，

次男はあらゆる林業機械を駆使できる技能を手干しており，いわゆる若年優秀労務

として今や経営実践の中核に成長した。また，効率的かっ弾力的経営に欠かせな

い林道網，林業機械等は十分に整備され， フルに活用されている。

(5)カラマツ材の販路開拓と有利販売

段下のところ，北海道のカラマツは材質が劣るため材価が極めて安く，採算が

とれないという評価が一般的である。しかし，氏はカラマツといえども長伐期大

径材になれば，材質的にも欠点が除去され，優良材として相当の価格で販売し得

ると予想、し， 50年生以上の材の販路開拓に努めた。その結果，あるものは家具用

材として， m'当り 28， 800円(昭和57年)の販売価格を獲得し，カラマツ生藤林家に

大きな夢を与えた。また木材需要の大宗を占める建築用材としての有用性を示す

ため，自宅の建築に自己山林から伐出したカラマツ材を随所に使用 L.，見学者に

展示している。そのほか，間伐材などカラマツ一般材については系統出荷により

パルプ，ダンネージ，栂包材等安定需要確保のため努力している。

盤経堂者の技術・経営の分析及びその普及性と今後の発展方向

以土，述べたように，氏の技術と経営は，北海道林業の先駆者として氏自身が

実践してきたものであり，それ自体が非常に普及性の高いものと判断されるが，

なお以下のように要約できる。

(1) 開発した施業技術が，いずれもこれからの北海道林業にとって要請されて

いるものであること。

カラマツ大径材生産技術にしても，広葉樹林分の改良にしても，必要性は認め

られているものの，大学の試験林や国有林等の場合を除いて，民間林業経営とし

て実践した事例は存在しなかった。これが不況期の条件下で着々と成果を上げて
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第 1 0表採材仕様と価格

1 0 畳和室の柱，敷居，鴨井，長押にカラマツ

材を用いている。(土台…ミズナラ，垂木・板類

・・トドマツ，柱・梁・小屋組材・床下材…カラ

マツ)

区分 未 口 千圭 長 さ 材 質，材 種 価 格

Cln 押I 3 枕函無欠点 2 8, 8 0 0 円 /m'

特 4 0 上 3.0 2 " 25, 200 
1 " 2 3, 40 0 
3 11 2 5, 2 0 0 

殊 36 -3 8 3.0 2 11 2 3, 40 0 

l 11 2 1, 6 0 0 

3 11 2 1,6 0 0 
材 3 0-3 4 3.0 2 11 1 9, 8 0 0 

l I! 1 8, 00 0 

一 2 6 上 1 6, 2 0 0 
22-24 1 5, 1 2 0 

般 16-20 3.65 m 1 3, 68 0 
1 2 -1 4 梱ダ包材，仕組板 1 2, 2 4 0 

ンネージ材
材 9 -1 1 押角 1 1, 1 6 0 

抗木 6- 8 2.4-1.8 9, 000 

ノξyレフ。
2.4 , 1.8, 

4- 5 
1.5 7, 2 0 0 

注:1 )調査材は 1 8本で採材後に径，長さの測定を行った( 5 6.1 2.1 7 調査)。

2) 特殊材は丸高ノ、ウス，一般材，樹立，パルプ。材は地元森林組合の貿入価格である。

3) 工場着値である。

1 8 ー



第 5 陸 径級加販売価額

1 ，争当り平i切総書(内) 10.852 

1 m3 H (PlJ 14 , 0 '7 5 

草寺 F忠材占有率(%) I \ワ I 26 I 29 I 39 I 39 
特殊材平均玉数(王.) ] 2.00 I 2.00 

円

50.000 

40.000 

30 , 000 

20 , 000 

10 , 000 

百句高直径 28 30 32 34 36 38 40 50cm 

i主:各胸高@1圭ごとに繁術平均した価格で、ある。

いるということは，北海道民有

林の振興にとってばかり知れな第 1 1 表見学者数( 5 7 年度)

いカを与えたことになる。確か

に氏の施業は，氏の保有山林の

中でこそ最も良く生かされるも

のであるが，開発技術をそれぞ

れの条件に適したものにするた

めの基礎資料が与えられたこと

区 分 件数 人 数

森桝立合職員及び森林保有者 9 111' 215^ 

林業グループ員 2 6 0 

休業改良指導員及び支所林務職主主 4 4 5 

選有林関係職員 2 1 8 

国有林関係職員 l 6 0 

Z十 1 8 398 

は大きな成巣である。

(2) 不況期に対処する林業経

注1)上記分は竹中忠手IJ氏の日誌に記入され

現地説明宏行った見学者数である。

2) その他森林資源倍増の森の視察者は別

途単独でみていっている。
営の考え方を明示し，実践したこと。

長期生産事業である林業では，好むと好まざるとにかかわらず，不確実性の世界

の中に身を盤かねばならない。今日植えた木が伐期に到達した時に，今日予想する

価格で利用されるという保証は全く無いのである。しかし，それでも継続して資源

日
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を造成し続けなければ，必ず材喋経営は破滅してしまう。長い期間には好況，不

況が必ず伴うものであるし，技術革新によって，生産や消費のあり様が変わって

しまうこともある。好況期に図に乗らず，不況期にも断念せず，マイペースで経

営を運営するには，それ相応の経営哲学が必要である。氏は，長い経営実践を通

じて，材喋経営は，有司兄期に焦点を合わせ，それを乗り切る体制を作ることが最

も大切であるということを感じ取った。 1， 000halこも及ぶ大規模材諜経営を家族

労働力を中心に組織しようとしたことは，その現われである。確かに現荘，竹中

家の労働力は最も充実した時期にある。しかし，それでも 1， 000haの林業経営の

労働力としては余りにも微少である。そのために氏は，技術的に許容される限度

一ぱいの粗放化，省力化を関わ機械力でそれを補いながら，これを克服しよう

としているのである。つまり粗放の合理性を経営の中に寅き，絶対に赤字を出さ

ない経営に持っていこうとしているのである。

経営収支表からも読みとれるように，氏の材喋殻営は労務の固定化を避け，支

払利息、が必要になる借入金の導入を少なくしている。つまり，収穫高に関係なく

経営に影響を与える「固定費 j を極力削減しようとしているのである。そうして

おけば，事業量はその時々の経済状況に応じて弾力的に決定できる。氏の不況期

に対処する経営哲学は，おそらく材喋控営として極限状態に蜜かれた北?毎遵の中で，

生きるための知替、として生まれたものであろうと想像される。そして，この考え

方が，より条件の恵まれた北海道以外の林業経営者に対して，いい知れぬ知華、と

なって役立つに違いない。「北海道でできるのに，我々ができないはずはないj と。

(3) 大規模経営といえども家協経営として管理すべきことを示唆したこと。

以上の氏の林業経営に対する考え方は， 1， 000haに達する大規模経営だからで

きるというものではない。むしろ，中小売財莫の家族経営の方がよりなじみやすい

経営理念であり，我が闇小農の家族労作型の経営に対しては，そのまま当てはま

るものである。

反対に大規模林業給営の経営者は，林地，材'*の所有者として行動するのが普

通で，山林の所在地の山番や素材生産業者等に伐採，造林，撫育等，一切の現

場の仕事を委託している。彼等 l土地元の労働者を雇用し，日常的な山林管理の資
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任者であったのだ、が，山村の過疎化や木材資源の地域的な偏在等によって安定し

た管理業務ø::-継続することが国難になってきた。森林組合が，これらの業務を代

行する機関として主主場しつつあるが，組織の充実したところを除いて，欠落しつ

つある分野を十分に埋め尽くすに至つてないところが多い。そこに深刻な木材不

況である。

森キ概有者は経営規模の大小を関わず，単なる所有者の座に座っていることは

許されなくなっている。氏は，自ら所有者であるとともに管理者であり，かつま

た作業員でもある。所有一管理一作業という結営三機能を一身に俄え， 1 ，0∞ 

加の林業経営に当たれ見事な成果を上げつつある。家樹霊営の限界を，このよ

うな大きな規模にまで拡大したことは，林業経営にとって，まさに常識彼りの革

新的なことであるに違いない。

(4) 林業経営の安定持続は山林資産を相続すればよいものではないこと。

竹中家は昭和52年に相続があった。その時，亡父と叔父との共有名義になって

いた山林を分割し，ほぽ今日の規模になった。亡父は早くから商売をやめて山林

経営に専従したが，叔父は商人で単なる山林の出資者であった。父の死亡ととも

に氏の山林は分割ま余儀なくされ，その後遺症が今日でも，例えばカラマツ人工

林 8齢級の全くの欠落という形となって現われている(第 1 表参照)。せっかく

の齢級保続が，ここで断絶せざるを得なくなったのである。

氏lま，林業緩営は 1 つのまとまった林木資産の集閣を対象に行われるべきもの

であると考えている。たとえ林分が個々に分散し，それぞれ違った立地特性を持

っていようと，それを総括し，統一のとれた林木資産として組織することが経営

考の役割である。氏の経験からして，職業の違った父と叔父とが林木資産を持っ

ていたから，相続時に分割を余儀なくされた。だから自分は 2 人の子供とともに

林業に専従し，協力して資産の造成，管漫に当たることが経営を維持する基本で

あると判断した。幸い 2 人の子供達は父の意志宏つぎ，兄弟協カして，立派な林

業技術者に成長している。今日，他人を雇わずにほとんどの作業をやりとげられ

るのは，この 2 人の若いヱネルギーである。山林の所有名義は漸次 2 人の後継者

に移りつつあるが，作業共同体としてでき上った竹中材喋経営は，将来容易に分

-21-



割することはないと思われる。ここに所有者と経営者の違いを認、めることがで

きる。また，氏の意志を継いで 2 人の兄弟が立派な「兄弟経営 J として継続さ

れることを切望するものである。

以上，竹中忠利氏の経営から学ぶべきものを檎記した。自然は酷なものである。

北海道の材撲は内地のそれに比較にならないほど過酷な斗いの連続である。しか

も，その成果は自に見えて現われなし、。内地の美林を見なれた人にとって，北海

道の材喋は荒くて見ばえがしなし、。氏の山林も例外ではない。否，極力手を抜い

た部分が少なからず存在している。氏の山林から学ぶことは，立地に合った技術

体系と経営理念であることを重ねて指摘しておこう。
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親子連れてい森林浴を楽しめる環境に
竹中忠利

私が，昭和 9 年の泰14才で林業の第 また，昭和56年の15号台風では， 52年前

一線に立ってから，すでに半世紀になり に先代の造林したカラマツがなすすべも

ます。 なく到の青Íjで釦j れるところを隠壁書するな

この間の議のりは決して平壌でなく，カラ ど，綴々の:事柄に巡過しながら今日まで，

マツ造林は潮岬掬との鋭いでした。特に 君主撲の林業を守り育ててきました。

北海道へ導入したカラマツは:r.ゾヤチ 幸いにも r~子供は親の働く背中を見て

ネズミの食答を受けやすく， I坊i徐法も磁 育つ j の諺どおり 2 人の怠、子が後継者

立していなかったので，昭和10年代の造 としてカを合わせて働くまでに成長いたし

林地の被安は特に激しく， VI華沿いに僅か ました。まさに「裁が木宏償え，子がT守

に残った程度でした。 て，孫が収穫する j という，三代にわた

そこで野ねずみが住めないよう，春先 る山っくりの事業が，今ようやく完成織

に火入れ池椛を行ったところ， うっか 9 に近づきつつあります。

して火を逃し，自ら造林したカラマツを これからは，森林の公益的機能を一総

延焼した苦い綴験もあります。 充実させ，磁の広い林業経営在自指しま

しかし昭和40年墳から，殺そ淘jの研究 す。そして数年前，林業関係の方々

開発が進み，ヘザコプヲーを用いた空中 と祝祭したヨーロツパのように，休

散布の導入，更に火入れ地祷安審から秋に 日に親子連れで森林浴を楽しめる環境や

変更して，カラマツ人工林の成林率が向 庖設を整え，地域の皆さんが自然に殺し

上しました。 んで頂ける森にしたい一一今回の栄誉あ

終戦後は馬産が不振に織り，かつ食総 る受焚を機に，そんな夢を撒いています。

葉症のため自給自足のかたわら，林業専業

として下刈りや除伐に励むことになりまし

た。昭和25年には，自作j幾重Ij設特)31路震霊

法の施行により， il淋374ha と長基地45ha

を手放し，先代の没後は，共有名義の山

林のうち約450hal!:権利譲渡したことのほか，

多額の相続税の納悦に大変苦心しました。
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内閣総理大臣賞受賞

出品財乾しいたけ

受賞者山田哲也

( f一葉県 ~nll:rlj 川谷566)

関受章者の略歴

山田氏の居住する君津市は，第 1 図にみるように房総半島のほぼ中央部に位置

し，東西は27k:m，南北は23kmで，面積は32， 000halこ達し，千葉県第 2 位である。市

の西部には鹿野山( 352 m )，南部には元清澄山( 344 m ) ，東南部には石尊山

( 348 m )が連なって房総の屋根を成しており，そこに源を発する小糸川，ノト植

第 1 図受裁者の所栂也 川が流域を 2 分して東南から酋北に流れ，

東京湾に注いでいる。小糸川!の下流域に

は沖穣平野が開け，穀倉地帯となってい

るが，河口の海岸一帯では埋立てが大面

積行われ，新日鉄の進出等により京葉臨

海工業地帯のー画を占めている。

気候は温暖で，市街部での年平均気混

は15
0

C，年間降水最は約 1，300伽と恵ま

れており，降雪はほとんどない。表層地

質は，泥岩または砂岩・ i尼岩の互層，場

所によっては砂蝶層から成り，これを関

東ローム層が覆っている。
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君津市Jl I谷の嵐最

森林は，市の中央部以来に広がり，全面積の67% ， 21 ,000 haを占めているが，

近年の臨海工業地帯の整備と人口増に伴って，ダムの建設のほか，砂，砂利の採

取場として利用されているところが多い。また，南房総国定公園，闘民休暇村，

県民の森，房総スカイライン等，保健休養にも利用されている。民有林は18，000

haであり，そのうち人工林はスギが主体で43%，天然林はコナラと常緑樹が混交

する広葉樹林で49% となっている。この地域では，広葉樹を利用して江戸時代か

ら幕府の御用炭の生涯が行われており，近年まで京浜地帯において「久留毘炭 j

の1;で知られ，農山村の生活を支える主要産業であった。

この地域のしいたけ栽培は，古く明治年間に楢崎圭三，鈴木伊兵衛により指導

されたが定着することなし大正13年の内房線開通とともに鈴木初太郎が静関県

から房州に移住して栽培したことで初めて定着した。

こうした地域にあって，氏としいたけとのかかわりは二代にわたっている。氏

の父の好知氏は昭和初年から生しいたけの耕音を開始し，昭和30年からはその規

模を拡大して東京市場に出荷するまでになった。このように，氏の家でしいたけ

を本格的に経営に取り入れたのは撚料革命のころからで，薪炭林を用材林に切り

替えるとともに，その際伐採したコナラをしいたけ原木に利用したのである。し

たがって，氏が高校を卒業ι 後継者として家業に従事するようになった昭和36年

ごろは，拡大造林の新植作業，下刈り・除伐等の保育作業と生しいたけ生産とい

う林業内の複合経営であった。しかし，生しいたけは周年栽培であり，造林諸作

業と労力逝で競合し，家族労働力を主体とする経営にあってはおのずから鮫界があ

る。乾しいたけであれば檎菌・収穫時期には労力の集中を婆するが，下刈り・枝
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打ち・間伐等の保育作業の時期と競合することはない。また，乾しいたけの方が

価格も安定し，貯蔵性もある。このようなことから，氏が父から家業をと引き継

いだ昭和45年ごろ，生から乾へと転換したのである。その際，尾根筋に多く残さ

れていたコナラを主体とするかつての薪炭林はしいたけ原木林として擁業し，原

木自給の態勢をとることとした。

ところで，この地域は，生しいたけ生産には技術の蓄積があるが，乾しいたけ

生産には経験のない土地である。そこで，氏は9 乾の酪也のj安耳遠くは新興産地

の愛媛県の肱)11 を見学するとともに，参考書などでその技術 ti:身に着けた。また，

これまでの生しいたけ作りの技術の中で，乾しいたけにも取り入れられるものは

積極的に利用し，この土地の環境に合った特有の乾しいたけ作りの方式を開発し

ていったのである。こうしたおう盛な研究心が，わずか10年余にしてその実を結

び，今回の栄誉に輝くまでになったのである。これまでの受賞は，昭和53年以降，

林野庁長官賞 6 回，農林水産大臣賞 3 留に及んでおり，氏の乾しいたけ生産技術

は，今や関係者で知らぬ者はないほどになっている。こうした氏の乾しいたけ生

産の技術，経営に学ぶため，昭和53年以降来訪者は年を追って多くなっているが，

特に関東以北の見学者が多いのは，原木資源が豊かで今後の増産が期待されてい

る当該地方の生産者にとって，氏の技術が新産地づくりの先駆になっているから

である。

なお，氏は県の林業研究会会長等の要職を経験しており，氏の父も指導林家と

して県下の指導に当たる等，氏の一家は県内の指導的存在である。また，氏夫妻，

父夫妻ともども全員で経営に当たっており，家族の気持良い一致協力が経営の力

強い支えとなっている。

関受章者の経営概況

(1)家族

氏の経営は，乾しいたけ生産を主とし用材生産との複合によるもので，その労

働力は家族労働力を主としている。家族構成と主な作業分担は第 1 表のとおりで

ある。夫人は，結婚前には銀行に勤めていたが，現在では，家事はもとより山林
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の仕事にも従事している。また，両親も 60歳を極す年齢であるが，今なおしいた

け生産・管林に携わっている。

第 1 表轍鮒議成

氏 名 続柄 生年月 日 主な仕事:

出回哲也 本人 S 1 8. 2. 1 6 椎茸，育林

" 精子 S 2 2.1 0.2 0 " 
" 晃照 長男 S 4 5. 9.1 7 中学生

" 芳照 次男 S 48. 1. 2 小学生

" 愛子 長女 S 5 0.1 0.1 7 小学生

" 容子 次女 S 5 3. 7. 4 幼児

" 好知 父 T 4. 8.28 推王手， 育林

" F寄 f手 T 8. 5. 3. " 

位)土地

経営基盤である土地は第 2表のとおりである。氏の家は!日久留思務士で，明治

6 年にこの地に定着した。戦前は水田を 15町歩所有していたが，農地改革でその

ほとんどを解放し，また樹愛の財産税でスギ材も大分樹采したという。

所有山林の樹極矧Jt姶級5JIJ百副賞は第 3 表のとおりであるが，針葉樹の 5年生以下

がないのは最近新規の遊休を行っていないためである。広葉樹はコナラ叫糊リこ

近いしいたけ原オ嚇で，言語積は32加である。針葉樹のスギ林を一部伏込みに利用

している抗術み1失地， Iまだ場の大部分は広葉樹林である。

第 2表経営土地
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広期鼓林内の!まだ場

第る表山林構成

(JI叫立: ha) 

区分 樹禄 i 融合級 H E W V 1¥ 四 閣以上 百十 世H 考

スギ 0.43 8.5 I 9.2 9 5.07 5.1 8 0.3 3 1. 5 5 3 0.3 6 

ヒノキ
針f隙I

0.6 0 1.22 1. 29 。 1 6 0.7 8 1.4 1 0.4 2 5.88 

マツ 0.3 8 6.0 5 2.06 0.2 1 8.7 0 

ノi、正1 1. 0 3 10.1 1 1 6.6 :1 5.2 3 8.0 2 1. 9 5 1. 9 7 4 4.94 

広葉樹 ザツ 3.8 7 2.95 1 4.1 1 1 1. 2 2 32.1 5 被コナなラ仰E木5~ら杯その他5%
て ぴ》 他 7.9 3 lI!凶

" 1.03 1 3.9 8 1 9.58 1 9.3 4 1 9.2 4 1. 9 5 I 1. 97 8 5.0 2 

包，) Iまだ木

しいたけ原木については，原オc休が32haもあるので自給には事欠かないが，第

4 表にみるように，ここ数年間は立木購入の原木を用いている。それは，近くに

林業以外の用途に開発される広葉樹林があり，このコナラ立木が 1 m.当たり 2，∞o

円という安い値段で入手できたからである。

最近のほだ木の伏込みは年間12， 000-30， 000 本，用!.tほだ木は，昭和57年で

65， 000 本となっており，相当大きい規模の経営体といえる。

(4) 労働力

昭和57年の作業部門別の労働力配分を自家労働力と雇用労働力別にみると，第

5表のとおりである。労働力の総量は 1， 048人であり，自家労働力と雇用労働力

の割合は71% と 29% となっており，自家労働力が中心となっている。また， しい

たけ，育林，農業各部門の比は91% ， 3% , 4% となっており，現時点ではしい

たけ専業に近い。なお， しいたけ部門の中では，接種・伏込み作業が41%，採取
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第4表 年次男性ほだ木伏込翠

ほ
自 家 IJI 林 )L 本 社持 入 メE当3、

所有|用役
弘樹悩格 n? 当たり

材 干.~ 1-，;;;当たり金 額 材 段目借入金額 金 言語材 f賞金 語英 ほだ木材機 iまだ木材繍

1 3 6 ',( fl fR n? 千伺 同 1 36 n? 千円 4 6 2 m' 3 26ηr 
5 2 
( 1 5.0 ) 2, 200 3 0 0 ( 1 5.0 ) 300 (50.9) (35.9) 

2 1 8 21 8 1340 422 
5 3 
( 24.0 ) 2, 2 00 4 80 ( 2 4.0 ) 4 8 0 (70.4) (46.4) 

1 09 1 0 9 591 482 
5 4 

( 1 2.0 ) 1 20 1, 1 00 ( 1 2.1) ) 1 2 0 ( 6 5.0 ) ( 53.0 ) 

1 36 1 3 6 7 0 4 5 6 8 
5 5 

( 1 5.0 ) 3 00 2, 2 0 0 ( 1 5.0 ) 3 00 ( 77.5 ) ( 6 2.5 ) 

1 23 1 2 3 7 2 2 fi 99 
5 6 

( 1 3.5 ) 2 7 0 2, 20 0 ( 1 3.5 ) 27 0 ( 7 9.5 ) ( 6 6.0 ) 

2 6 8 2 6 8 8 54 58 6 
5 7 

( 2 9.5 ) 5 90 2, 200 ( 29.5 ) 5 9 0 ( 9 4.0 ) ( 6 4.5 ) 

校:()は本数で単位は千本，ただし 1m'ヱロ 1 1 0 本，提

第 5表作業別自家雇用労働担分 (昭和 5 7 年分)

(1\討立:人)

よ「\とご 自署長労働力 庁長期労働力 メ"当、

5号 女 1}j 女 1}j 女

l王 イ茸 採 3 2 5 37 32 5 37 

しだ :tt 切 34 1 0 44 4 1 2 1 日 38 2 2 6 0 

木 J密機・伏込み 1 5 7 74 2 3 1 30 1 3 5 1 6 5 1 8 7 209 396 

進 育成約=王型 45 1 5 6 0 4 5 1 5 6 0 

し、 成 268 1 0 4 3 7 2 3 4 1 4 7 1 8 1 302 2 5 1 55 3 

iまだ降ろし 37 1 5 52 1 3 1 3 2 3 8 46 8 4 
主主

ほだ場主主成管空理

た 浸水・打木 75 1 8 93 3 9 39 7 5 5 7 1 3 2 
生
採取及び乾燥 55 36 9 1 3 47 5 0 58 83 1 4 1 

遼別・匂袋・出荷 3 9 9 48 3 9 9 4 8 

It 
E室
小百i 20 6 7 8 284 4 I 1 1 7 1 2 1 2 1 0 1 9 5 40 5 

47 4 1 8 2 656 3 8 26 4 3 02 5 1 2 446 95 8 

行 根1 殺

仰、 育 3 6 3 6 3 6 3 6 

そ σ3 {也

;休 36 3 6 3 6 :i 6 

量発 雪量 1 0 29 39 1 0 2 9 3 9 

そ σ3 itl1 5 1 0 1 5 5 1 0 1 5 

メ'"込 計 525 22 1 746 3 8 26 4 3 02 56 3 4 8 5 1, 0 4 8 
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第 2圏乾しいたけ栽培作業工程

( 1) ほだ木生産

よ21
1 年目 2 年目

月11B211 3JI4J15Ji 6il7l』自 il gll101i11l 12 1 :2�3:4 :5:6; 守 i8: 9; 1O~11;!2 
, I i , , I 11' I i 

原林木分伐目採下メ予'J 等定 : i : l :<-1少， , , 3 i4 z t I a 1E E 1l l l a t t f1 t + II i I! I I~I i I 
, , II I I i I ; 

E手、木伐採 ー 十十 a2ghl』l 1守zl 53si 11 tl2 J ;?, i 

ま長
, , , 

111 I 十十9キ レ 。， , 
宰事3 

王、 tiJ 
, I II II 

‘ 門司リ

植 菌
l f l l:1 寸11' , II I' III →→叫

イ19- イ天 せ ! : : ! ! 1 寸l ー了 →~ , 'I I I' , II' 
I! I i , I : i ; I 

本 {丈 せ
l 'tg 1l 5t1iI』 11111124 1 , I l' , I , 
も品 lオ

, , l' I ・ 1

, , , : i i 

lまた会降ろし
,-, , 'I I Iキ， ~ , , , 

包) きのこ生産

f乍i予工h謹--之 ~'J 1 R z 3 4 5 E 7 8 
'"た。五-r ト→
散 7M開基J1j成)

天地;ßし

Ef r::.~ ji:!J し

R万鼠ネりト接り

なた自入れ

散水(;車結) --白山田町向争
'" fc" 立て ‘一目ー→

, íl 手重

車Z 域

選 見立

出 荷

そ|杭作り 4一回一 一』→.

の i 古 Iまだ替問 ~同F 一--+

1 1百三の他 嵯ーーー命 +一-タ

-乾燥作業が15% と労働力の大部分を占めている。

3 年包

112T32415168h829t1凹11:12
備 考

白: ! ! i ! i i i 
11!11t1 1g』1 I112311t111t11 !!1i 2S11 ! 』

ι l 

, , 

i i i i 1! i 
i ; ! (i 

2 )霊経過

; i 1111 ! !斗+

9 10 11 12 備 者

新設 lまだ

• ~ 

• ー--

‘同町百周弓3・

‘ーー一歩

4園田}同申告， 4 才 lまだ以上のtの

i豊年出荷

間伐材使用

廃棄ー繋授

枝打な，'，，，だ場管l~

次に，氏の乾しいたけ耕者の作業工程を月汚IJにみると，第 2 図のようになる。ま

ず，ほだ木生産工程における作業は，伐採予志林分の下刈り，伐採，葉干し，玉

切り，植萄，仮伏せ，ほだ降ろし等である。原木倹採から植窟，伏込みまでが多

忙な時期であるが，伏込み期間はふた夏に及び労働力は余り要しないので，その

聞はしいたけ以外の農業の稲作，山林の下刈り，徐伐，間伐等を行うことが可能
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になる。氏の場合は， この数年間新規の造林~行つでいなし、ので，夏の開も偽るみ地

の下刈りまだ場の管理，その年の秋に伐採予定の林分の下刈り等に労力を仕向

けている。

ふた夏を趨tきした完熟ほだ木は，秋になっで伏込み地から iまだ場に移動し，きの

こ生産工程に入る。きのこの発生は翌年の春になって初めて本掛りになり，このj濁に

散水など各種の作業をきめ細かく行っている。表にあるなた目入れは，古ほだだ

けに行うもので，最近では各地で行われるようになった。

(5) 機械，施設

しいたけ生産における省力化の課題には，原木やiまだ木の運搬がある。原木を

伐採 'Z切りして伏込み地へ，そこから発生lまだ場への運搬は，大変な重労働で

危険性も高い。毎年10，000-3 0， 00 阪ドを運搬するとなると容易なことではない。

特に氏の場合は，原木をこの数年間は立木購入で仕込んでいるため，商品として

流通している原木と違って太いものが多く，立木d邸祭に語、一番玉の}京木では I 

本60-70M'こ達することもある。そこで，伐採現場まだ場に作業道を自力で設

第6表施設及び林業機械器具の現況

種 自 数量 購入年月 購入価格 種 自 数議 購入年月 購入佃路

昭和 干阿 昭和 千円

チェンソー 1 48. 9 89 ベビータワー 1 54.1 1 270 

" l 52.11 78 スプリンクラー 50 52. 1 1,580 

" 1 54. 1 1 5 メリ 払 機 1 51. 9 38 

" l 56.10 124 " 1 53. 7 54 
キャタヒヲ遜菰撤 1 53. 1 428 " 1 56.10 55 

" 1 55. 3 378 軽トラック 1 54. 6 580 

" 1 57. 9 380 " l 56. 5 788 

作業小屋 1 40.12 250 乾 燥 家 1 5 O. 1 790 

発 電 機 1 5 1.11 110 " 1 5 5.1 2 1,020 

" 1 56.12 96 乾 燥 機 2 5 O. 1 135 

ド リ /レ 3 55.12 45 " 1 56. 2 780 
シュート 12 53.11 106 " 1 58. 2 840 

" 8 57.11 56 保 冷 庫 1 5 O. 1 470 
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け，キャタピラ潮安機 3 台を使っているほか，急斜簡での移動にはシュート，ベビ

ータワーを利用している。これらの施設，機械器具の現況は第 6 表のようになっ

ている。スプリンクラーの費用がかさんでいるのは，ポンプ設備のほか配管が

800m ， 散水ノズルの立ち上がりが50本にも及んでいるからで，これが氏の経営

の特徴のひとつでもある。

(6) 生産と販売

年度別のしいたけ生産実績は第 7 表のとおりで，最近では年間 1，600-2，600

k9となっている。この生産量は，第 8 表にみるとおり，千葉県の乾しいたけ生産

量の約 1 割を占めるものである。

第 7表乾しいたけ生産実績

ほ
生産 量 販 lJ会己2 最 自家消費

販売量自家消費 平考側名売上高 1J~街た金額 生産額言十
り価格

k<J k9 k9 円 千円 円 千円 千円

53 1, 460 1 0 1,470 5,380 7,8 5 5 5,000 50 7,905 

54 1,590 10 1,600 6,140 9,763 6,000 60 9,823 

55 2,400 1 0 2, 410 4,500 10,800 4,000 40 1 0,8 40 

56 2,570 1 0 2,580 5,210 1 3,390 5,00 0 50 1 3,440 

57 2,130 1 0 2,1 40 5,550 1 1, 81 9 5,000 50 

第 8表乾しいたけ生産実繍

(単位 t ) 

\区交分\\く年に次 5 3 5 4 5 5 5 6 5 7 

千葉県 1 2.2 1 6.7 2 2.6 33.9 2 2.1 

うち君津郡 8 1 1. 3 1 2.8 2 0.9 1 5.6 

うち山田氏 1.5 1.6 2.4 2.6 
」一ー 」白血ーー問問、
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第 9表部門別収入

(単位:千円)

託君!! 乾しいたけ 育林 農業 その他 計

5 3 7, 905 285 179 3 1 2 8, 6 8 1 

5 4 9, 8 2 3 1 2 3 178 333 1 0, 4 5 7 

i 5 5 1 0, 8 4 0 6 4 184 300 1 1, 38 8 

56 1 3, 440 3 0 236 322 1 4, 028 

5 7 1 1, 8 6 9 5 4 255 426 1 2, 6 0 4 

次に，部門汚IJ (l経営収入をみると，第 9表のように，最近 5 カ年の粗収入の平

均は 1， 143万円で，乾しいたけが94% の 1 ， 078万円となっている。育林部門はこ

のところ低下が箸しいが，これは間伐小径木の不採算性と売れ行き不振によるも

のである。

襲撃受業財の特色

受賞財は，全農乾椎茸品評会規格による呑信大鶏享肉である。今年の春子の生

産は，主産地の九州では，暖冬で冬務，厚肉物の少ない不作年であった。氏の出

品財は，巻込みのある厚肉の香信で，傘の大きさは10仰に近く，丸形が揃い，表

面・ひだの色沢も申し分のないものであった。この出品財は入札倣格がkt;当たり

29，000 円で買い取られ，これまでの入札取引価格の新記録となった。乾しいた

けは，最近では肉の厚い全開しないものが好まれる傾向となっており，全農規格

でも香信は傘は全開せず半開以上としており，冬茄に近いものになってきている。

氏の生産する乾しいたけは，この数年期，毎年のように大豆賞等の受賞の経験

を有しており，今回の入賞も偶然ではない。このことは，同氏のここ数年間の銘

柄別比率と販売価格を全農東京市場全体のそれと比較した第10 ， 11表でみるとは

っきりする。
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受閣した乾しいたけ

第 1 0 表銭中間IJ生産比率

(単位: %) 

ぷ:
全農東R-市場 山 回 氏

香 信 系 冬務系 香信系 冬務系

厚肉 中肉 冬務 厚肉 中肉 冬癌

5 3 
~ 57 2 8.6 60.7 1 0.7 46.2 3 5.0 1 8.8 

平 均 ( 1 9.9 ) ( 6 8.4 ) (11.7) 

注( )は関東以北における平均値

第 1 1 表乾しいたけ販売価格の比較(平均販売価格)

(単位:丹 /kr;)

kごと 5 3 5 4 5 5 5 6 57 平 均

出 田 氏 5, 3 8 0 6, 1 40 4, 5 0 0 5, 210 5, 55 0 5, 3 56 

全農東京市場 4,824 4, 6 1 3 4, 3 5 0 3, 280 4, 8 1 6 4,377 

3 4 



関受章者の技術上の特色

氏の乾しいたけ生産技術上の特色は，健全な原木になるべく速やかにしいたけ

菌糸をまん延させ，完全なほだ木を作ることから始まり，そのほだ木から満度に

しいたけを発生させ， しかも肉j事で荷品価値の高い乾しいたけを?作り出すことに

ある。その作業内容にみる特色は，次のようになっている。

① 伐採予定の原木林に対して，夏の聞に除伐とともに金ドの枯枝などを取り

徐く作業安行っている。自己の原木林なら当然行っている施業であるが，立木購

入の原木林でも 1 年前から手入れをすることで伐採時の能率向上と雑菌のない

健全な原木につなげている。

@伏込みにはたj十|地方の裸地伏せを導入し，現主の伏込みの80% をこの方法

で行っている。この方法だと運搬の労働力を絞減できるし，冬場の滋度が林内伏

せより高くなり，菌糸の伸びが良く完熟が早くなる。裸地伏せに婆する笠木は，

コナラ材の校，その他の雑木材型染で足りる。また朝日や西日が伏せたほだ木の下部

に当たらぬように，笠木の張出しを十分に行っている。それと同時に伏込み場所

の夏の下刈りを 2 断子っているので，とかく裸地伏せの欠点とされる過湿や高温

障害も解決されている。裸地伏せ技術の関東以北への導入は，氏が先駆である。

@ ほだ場に持ち込んだ新iまだは寵ちには立て込まないで，一度地聞にi直接伏

せて吸水させて識に当て，その移動・低混刺激でしいたけの発生を促している。

④収穫を 2 ， 3 回行ったほだ木は，冬までにほだ倒しを行い，それより，さ

らに古いほだ木にはほだ伊j しと問じころに散水し，水分捕給を行っている。散水

は，谷の水をポンプアップしまだ場に設けたスプリンクラーに導いて行ってい

る。

⑨ 使用している品種は低温系で，春に一斉にしいたけが出るものであり，前

記の刺激に良く反応する。この地方は 4 月の広葉樹の開策期に乾いた嵐が吹き，

芽出ししたしいた，tC'准長が止まることが多いため，ほだ場に関風用のネットを張っ

て，これを防止している。

@ ほだ場におけるほだ木の立て込みは，平たん地では13番手線の鉄線に，斜面
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キャタピラ運搬機

では有刺鉄線にもたせ掛けている。支柱には， 自家山林からのスギ，ヒノキの間伐

材を用いており，皮をはいで乾燥させ，先をとがらせた上でクレオソートとコー

ルタールとをドラム缶で加視した中に浸けて防腐処理を行っている。この処王壌で，

支柱はほだ木の 2 代まで，つまり約10年の耐久年隈になる。

⑦ ほだ場には百葉箱を設置し，自言è，O)ÿ昆・湿度計を備え，その記録によって散

水の時期，時間などを決めている。

⑧原木・ほだ木の運搬には，公道・林道では軽トラックを，林内の作業道で

はキャタピラ運搬機を，急斜面を降ろすには径30cmの塩化どニール管を縦に 2分

したシュートを，また念ぷ}面を上けるには屋根瓦用のベビータワーをそれぞれ取

り入れている。

@ 採取するシイタケは日和子が原則であり，傘の 6~7 分開きを基準として

いる。採取，運搬に際しては，特に，ひだを痛めないように注意している。

⑩乾燥機は間熱式 4 台で，シーズン中はフル回転となるが，収容しきれない

しいたけは一時保冷窓に取り込んで，品質の保持に努めている。

@ 乾燥に当たっては，冬蕗，大葉厚肉の香信を下段のえぴらに，中葉を上段

のえぴらに入れて乾燥の均一化を図っている。乾燥の温度は39~40"C から開始し，

ゆっくり温度を上げ， 12~15時間で55"Cにもっていき，この間，空気取入れ口の

全開，半開，全聞の調節を乾燥機に合ったスケジュールで実施している。

⑫ 乾燥機にはすべての自作のダクトを設け，乾燥の都度，内部に自記の混・

湿度計を入れて記録をとり，技術の向上に努めている。また，煙突からの熱を再
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利用し，燃料の 1 割節約に成功している。

関普及性と今後の発展方向

戦前のしいたけといえば乾しいたけを意味したが，今日では生しいたけが仲間

入りし，完全に二本立てになっている。昭和30年代の高度経済成長期む北関東に

生しいたけの新興産地が突如として生まれたからである。:乾は大分・宮崎・愛媛

の露地もの，生は群馬・栃木・茨城の施設もので周年栽培である。乾しいたけ

地帯はしいたけ栽熔の適地，それに対して生しいたけ地帯は栽培環境に恵まれな

い地域であるが，人工的な施設・機械を巧みに取り入れて成功した例である。乾

しいたけは乾物だが，生しいたけは特に鮮度0::要求される競莱であり，消費都市

の近郊でなければ成立し得ない生穫だといわれていた。乾は貯蔵性があり，運搬

カ lこも禽み，中国人のし好もあって輸出林産物としても重きをなしており，消費

者名市との距離関係は薄かった。ところが，最近の傾向として，九州、i の乾しいたけ

地帯に航空機を利用する生しいたけの生産問地が現れて東京市場へ出荷するよう

になり，それとは逆に，群潟県の生しいたけ産地に乾しいたけの生産者が現れる

など，混在化の兆しが見えてきている。それと同時に， しいたけの生産の流れは

九州から本州へ，本外i の Iやでも関東から東北へと，産地が移動している。

氏のしいたけ経営は育林，農業との複合であるが，農業といっても水田は25 a 

であるから 8 人家族の自家飯米を賄う程度である。林業の慕椴である山林構成

は，針葉樹が45ha，広葉樹が32ha，その他を合わせて85ha ，零細な日本の山林所

有構造の中にあっては，かなりの所有者である。しかし，針葉樹林の齢級をみる

と近い将来には収穫が得られそうだが， しばらくは育林の必要がある。現在の氏

の生計0::支えているものは，粗収入で 1 ， 000 7]円を超す乾しいたけ生産である。

いうならば氏の経営は，林業の中でも乾しいたけ告と柱とする用材生産との複合で

ある。所有山林を用材林としいたけ原木林とに区分して施業し， しかも自家労力

を主体とするしいたけ中心のこのような経営は，これからの林業経営の在り方に

ひとつの指針を与えるものである。

次に，普及性のある技術の第一は榔也伏せである。これまで，料、|のしいたけ

ウ
4

つ
d



当であれば，林内伏せより完熟も早いし，運搬の労力も節減できる。氏の裸地伏

せ割合は年々増大し，本年で809もになっているが，この傾向は，やがて各地に普

及する先駆をなすものとみることができょう。

第二にスプリンクラーによるる散水と防風垣の設置も，乾しいたけ生産に取り

入れられてよい技術である。近年，異常気象などで露地の乾しいたけは栽培し難

くなっている。低温刺激で原基のできたほだ木でも，自然まかせではしいたけの

発生，生長が止まることが多い。水分の補給と強風がほだ場に吹き込むのを?防ぐ

防風混の設置によって，安定した収穫が得られる。

第三に， Iまだ場に百葉箱を設け， 自記の混・湿度計を備え付けている杭百葉箱は

無理としても，ほだ場への最高最低温度計の取付けは是非普及させたいものであ

る。しいたけの品種が多い最近の栽培では，品積によって低温刺激・発生温度が

違うことが多い。ほだ倒し，散水等の発生操作を行うには，気温等の変化を把握

しなければならなし、からである。

氏の居住する地域は君津市の中でも山間部であり，まだ原木資源、に恵まれてい

るようであるが，今後における原木の安定自給を関る経営のあり方と，この地に

適した栽培技術の開発は，これからのしいたけの産地づくりに大いに参考となり，

山村に生きる人々に力強い励ましとなるであろう。
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資源を活かした産地化をめざして
山田哲也

戦後の差是士山解放以来，我芸誌を支えてき のです。

た用材林も 40年頃には底をつき，しかも 乾機主主導策 iこ転向して以来山林の王子

緩済の高度成授と燃料革命は山本ずから炭 入れも良くできるようになりました。当

燐きさんを怒ってしまいました。 地峨IまE草木林も比較的霊長箆であれまた

F詰材林にも綴れなくなった私の芸誌は事肉品が容易に出来る事も幸いしており

以前より小規模ながら父と統けていた主主 ます。

稚主主に生活の織を求めぎるを得なくなり， 間土の68% を占める山林は，手入れ次

ハウスを使用しての冬出し，梯句を使用 第では制緩の資源であり，この山林資源

した笈出しの機鷲栽培に取り組んだので ã:有効に活かすことこそ山林の繁栄につ

した。しかし当時は今程の周年栽格技術 ながるはずです。今後は，地域iこ広がつ

も確立されず，多くの品種もなく，制fi :f& てきた乾緩まま生産の点を線で結び，やが

も上下が激しかったように思います。 ては商となるように努め，数字に主基づけ

生株主主ですから多f誌に市場に出荷され られた近代栽培を普及させ，椎茸燦林家

れば伎は下落するのは当然です。 rなん に後継者が育つような環境づくりをした

とか盤作貧乏をなくしたい」。そのため いと思います。

乾機主事を導入したいと考え， 4昨ーから，

それまでの針佐主主に乾椎主主を取り入れた

複合生穫を始めたのです。当時，千葉!Jll-

ではほとんど乾稚茸は生産されておらず，

指導はもっぱら椎茸雑誌と，九州・四倍

・伊豆の出隼地視察により，特に伊豆iま

湧総とも近く，気候も似ている豪から何

度も.íF:ã:選んで生産技術を身 lこつけてい

ったのです。 49年制問専業としてスダ

ートして以来，苦労も多い事でしたが，

それだけに品評会等で入賞した時の漆び

i立大きく，家族で会場まで見にいったも

-39-
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受賞特亀田五三郎
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関受賞者の略歴

亀田氏の居住する津幡町は，石川県のほぼ中央，北脳萱と七尾街道の分岐点に

位電している。藩政時代は，加賀・能登・越中三留の結節地にあたる宿場町とし

第 1 図受賞者の所在地 て栄え，その後も鉄道や国道の開設に伴い，

交通の要衝のみならず，県者1I金沢市の郊外都

市としても重要な役割jを担うようになってき

た。

田Tの主な産業について概観すると，農業に

ついては，豊かな田留地帯を中心とした稲作

とともに，近郊農業の利点を生かした，果樹，

花き園芸，イチゴ，レンコン， タケノコ等の

特産品の育成に取り組んでいる。商業につい

ては，農業生産の向上と豊かな消費生活の確

保をねらいとした中央商店街の近代化とショ

ッピングセンターの設立に取り組み，工業に

ついては，地域の調和のとれた発援を困るた

め，精密機械等無公害企業の導入に努めてい
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カワイダニスギ

人工林( 1 3 年生)

る。

また，山間部においては，豊かな森林資源を活用した地域振興を図っているが，

特に，河合谷地底においては，スギ苗木の生惑にカを入れ，年間100万本以上を

出荷している。

河合谷地区とは， tlB和29年に津幡町に合併された!日羽咋部河合谷村をいい，亀田

氏は，地区内集溶の 1 つである木ノ窪に腐を構え，農林業を営んでいる。

河合谷地区は，宝達山，河合山，三国山に閉まれた山間地であり，林野率は84

%と高く，農耕地は，沢沿いの斜面を階段状に切り開いた小函積のものが大半を

占める。当地区は，年平均気温14"C，年間降水議約 2， 500 酬であるが， 11月から

3 月にかけては日照時間が短かく，雨や雪の多いいわゆる日本海側気候を示す。

また，当地区の年平均最深積雪最は1. 2m程度，多い年で 2mに逮するほか，穣

雪期間は約 120 日にものぼる。このように，当地区は一般の農業条件に恵まれて

いるとはいえないが，これらの恵まれない条件の下で林業，特に樹苗生産が地域

振興の重要な柱として位置付けられている。

当地区における機苗生産は，大正 8年ごろに地元の井上常作によって選抜され

た生長・形繋ともに優れているカワイダニスギを主体に行われている。この品種

は，現在，石川県を代表するさし木品種として知られているが，当初は地域内の

様林に使われていたにすぎなかった。しかし，その優秀さが注目され，造林希望

者も増加してきたことから，地区では樹苗生産組合を結成し，生産の拡大，技術

の向上，販路の開拓等に耳元り組んできた。その結果，生産量は年々増加し，昭和
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51年にはカワイダニスギだけでも90万本以上を出荷するまでになった。 なお， 55年

から57年の 3 カ年における地区生産組合の総苗木生産本数の平均は126万本に遣

し，これは石川県の苗木総生産量の21%に当たる。

氏は， [l自和 4 年に地元に生まれ， 21年に石川県立津幡農学校を卒業後，農林業

に従事し，山林の育成に特に意を注いできた。 27年にカワイダニスギ苗木生産の

有利性に着目し，自らの経営に取り入れるとともに，地域の人達にも推奨してき

た。 39年，氏の蔚住する木ノ窪集落の樹高生産者とともに組合を結成し，組合長

として林業構造改善事業による樹苗生産の拡大に取り組み，成果を七げた。さら

に， 41年には，地域を河合谷地区に拡大した河合谷杉樹苗生産組合の結成にも率

先参両し，総合結成後は捜事として組合の発展とカワイダニスギの普及に努めて

きた。また， 47年に県山林種苗協同組合副理事長に選ばれ，県レベルの活動を行

っている。

氏の活動の基本は，カワイダニスギの特性と地域の自然条件を考慮したきめ細

かな育苦技術を確立し， しかも，それを地域に定着させたことにある。さらに，

昭和 8年に先代が植栽したカワイダニスギの造林地を展示林として整備し，県内

外にカワイダニスギの優秀さを実物をもって示し，販路の開拓に努めてきた。

氏の育苗技術と苗畑経営の優秀さは広く知られており，農林水産大臣賞，林野

庁長官賞を始め，石川 I ~県知事賞，全開山林種苗協同組合連合会長賞のほか，多く

の受賞の栄誉に輝いている。また，氏は，林業経営，造林コンクールにおいても

功績が認められ，林野庁長官賞，知事賞等を受賞している。

一方，氏の地域に対する活動は木J窪地区長，森林組合総代，農協監事等を勤める

とともに，燥の指導林家に認定される等，多方面にわたっており，地域の林業振

興に貢献している。

関受章者の経営概況

(1)家族構成と農林業就業伏況

氏の家族は，第 1 表のとおり，本人夫妻，長男夫妻及び孫 2 人の言十 6 人である。

このうち農林業に従事しているのは，主として本人夫妻であり，県立高校教諭で
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?第 1 表家族構成

氏 15 続 柄 年齢 摘 要

寄託間五三郎 本 人 5 3 才 苗熔，農林業従事:日数 260 日

まつえ 表 5 2 " " 2 4 6 日

孝太郎 長 ~ 3 3 県立高校教諭，苗畑従事 2 0 日

敦子 長男の妻 2 8 家事 高畑従事 1 0 日

信行 孫 6 

正行 孫 5 

ある長~と，育児に手が離せない長男の棄の就業日数は少ない。

(2) 土地利用状況

昭和27年にカワイダニスギの生産を始めた時の苗畑面積は， 0.1 ha程度であっ

た杭水間ミらげ荷作や， 林業構造改善事業によるほ場

整備等により規模の拡大に努めた。その結果，現在で 第2表経営規模

は約1.5 haの苗畑を所有し，カワイダニスギを中心に単位 a ) 

年間15万本前後の山行苗在生産している。しかし，小

街積，階段状のほ場の改善には摂度があり，現在でも

8 カ所， 11枚の畑に分散している。

包)施設・ 1繍成

氏の苗畑関係の施設，機械は第 3 表のとおりである

が，林業構造改善事業で整備した作業舎兼保管庫と苗

木積込用ベルトコンベアは，地区の組合員により共同

利用されている。

(4)労務

区

彩F

地

分 面 積

水田 1 00 

普通知 1 0 

苗畑 150 

小計 260 

山林 5, 0 0 0 

5,26 0 

氏夫妻告と主とした自家労働と女子を主とした履用労働jにより，第 4 表に示すよ

うに，年間981人の労働力を農業と苗畑，山林経営に投入している。このうち，

苗畑の740人については，第 5 表に示すとおり， J趨期作業と地元の雇用機会の磁

保に配躍した労働力配分をと行っている。
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第5表主な苗畑関係施設と樹成

区分 種 類 数量 規模・性能等

{乍 業 舎 1 一階瓦葺 3 8.9 m2 

施 作業舎兼倉庫 1 平屋瓦葺 1 9.5 m2 

作業舎青春保管庫 1 平屋 7 7.7 6 rrf , 共詞施設

車庫蒸物置 1 王手屋 2 9.0 rrf 

設 貯 水 槽 2 2.0 m X 1.5 m x 3.6 m, 2.0 m x 3.0 m x 1.5 m 

苗仮植水槽 1 3.6 mx 3.6 mx 0.3 m 

耕 転 機 2 8 P S , 4.5 P S 

機 根 切 機 1 高森式

防 除 機 1 共立式

スプリンクラー 2 移動式=10m2散水，イタワア式=25m2散水

械 トラクター 1 1 4 P S 

ベルトコンベア 1 光洋KASM40型 3PS , 共用

第 4表作業別の労働配分(昭和57年)

(単位:人)

区 分 自家矧動力 雇用労働力 計

水田，普通畑 4 0 4 0 

→回• 畑 41 1 329 740 

山 林 8 5 116 2 0 1 

計 5 3 6 4 45 981 

第 5表苗畑作業月別労働配分(昭和57年)
(単位:入)

月J.lIJ 自家矧動力 雇用労i動力 言十 主 な作業

1 1 0 1 0 コモ，カヤス作り

2 1 0 1 0 コモ，カヤス，織作り

3 40 8 0 120 穂採取，穂作り

4 49 9 5 1 4 4 床準備，整地，播種，床事幸

5 41 1 4 5 5 床替，濯水，防除

6 37 1 0 4 7 施肥除草，消毒

7 3 1 3 1 " " " 
8 27 27 除草，根切

9 3 6 3 6 除草，根切，消毒

1 0 5 0 50 100 掘取，選苗

1 1 50 6 0 1 1 0 " " 
1 2 3 0 20 5 0 床作り

計 411 3 29 740 
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第6表最近5 カ年の苗木生産状況

民 fti 4:
51!! 

i1Jr.i三吟

ス jまコ tl L3 2 2.5 
1 (1番総j敏 之 0 10.'，，) - 1 (2. 7>す} - I 66,900 1(4.0勾} 40, 000 

ギトー一一一……ω一一←一一一
年生; 。 83000170,550 20, 000117,000 

ヴ時
2隊隊曾3 年生 20,000110, 600 8, 850 130  70, 000152,500 

生

2十 29.3 !10 乳 000110 1. 1501 37, 0 1110,0001136, 0100 

締'" " ¥'1 (附同数) !09秋酬将 戸 1141， 000 - I (219，O ro本 162,000 

内同時 2{P.t. !ll1225，0001188， 0001161 ， 400181 1 147， 0叫い l ， onnい 3.00ペ l'6… /135， nOO!12 1， OOn

水 1'" 12 2 5.0 0 0 13 35, 000 11 6 1. ~ 0 n 11147，000 い川川バい山川 96パ 162，onO!277， nOO!12 1. 000

0.5 

川(繍:絡幾 - I ( L().~)I 吟 10.000 4ー"仏 .j 5ki 5.000 

l'佐川""，1- 1 イ 2削 o n! ~乙0001 _ I 1 1 い判川

刈~ ~'i 時料 一- 川 19.200 1 山川い 3，500

い川一戸可τ片可司tttrr廿

包)苗木の生産

最近 3 カ年における苗木生産量は，第 6表に示したとおりであるが，県調整の

あった56年を除き，年間15万本程度を出荷している。

最近の人工造林面積の減少を反映して，苗木生産は全国的に減少しているが，

特に，氏の生産の中心となっているカワイダ、ニスギは，県内における造林適地が

少なくなったこと，県外の販売先が良県での苗木生産に切り替えたこと等のため，

需要の伸びが期待できなくなった。そこで氏は，カワイ夕、.ニスギで培ってきた育

苗技術をスギ， ヒノエ干の実生苗と精英樹系統のさし木苗の生産に生かすため，新

たな取り組みを始めている。

(6) 経営収支

氏は，樹苗生産を収益性の高い事業とするためには，地域一体となった活動が

必要であるとの認識に立ち，地域の組合の結成と材諜構造改善事業による基盤整

備，施設の充実，生産規模の拡大を推進するとともに，技術改善，販路開拓，共

同出荷，普及活動に取り組んできた。その結果，氏は. IlJ間部の恵まれない生産

条件の中で，収益性の高い経営を確保することに成功している。これを，昭和57

年の苗畑経営の収支状況でみると，第 7 表に示すとおり，収入11 ， 263， 000 円

に対し，支出は 4， 8 90,00 0丹となっており，収支差は 6，37 3，000円である。
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スギ 2年生さし木古

第 7表最近3 カ年の部腕営収支状況

年 次
区分 費 目 備 考

55 5 6 57 

千円 千円 千円 出荷本数

収入 苗木売上げ金 1 0,1 9 1 8,818 1 1,2 6 3 55年 170，250本

( A) 56年 1 3 7,1 7 0 

57年 1 46,800 

直接生産望号 雇用労務開 制

労務費 2,032 2,021 1, 763 55年 8人 410 人

56年 10 398 

支出 57年 17 312 

( B) 資材費 2,048 2,190 2,453 (肥料，燦薬資材，

種子，修理焚，燃料)

その他 41 0 461 434 (作業衣，事務用品，

償還金)

百十 4,490 4,672 5, 246 

地代，公草Il.，公
180 200 240 

課及び利子

メ口当、 言十 4,670 4,872 5, 486 

収支差 (A-B) 5,521 3,946 6,373 
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この収支差8:-苗畑に従事した総自家労力で除すと 1 人 1 日当たれ 1 5， 506 丹と

なる。

そのほか，農業i収入が57年に 1 ，6 6 0， 000丹となっているほか， 111林収入は断

糊句ではあるが，ここ数年を平均して 100万円程度となっている。

関受賞財の特色

出品財は，スギ 1 回床替 2 年生さし木苗で，面積は 0.4 ha，苗木本数は73，000

本である。本財は，昭和57年度全鴎山林苗畑品評会において東海，北陸地区の最

優秀高畑として選出され，最終審査の結果，農林水産大臣賞をど受賞したものであ

る。

我が舗の農林業を巡る現下の情勢は厳しく，特に，諸条件に窓まれない山間部

において，農林業だけで生計を立てていくことは極めて摺難な状況にある。とこ

ろが，農林業以外のものを求めるにしても，それなりの条件を備えていなければ

ならず， しかも，膨大な資金を要することが少なくない上，多くの問題を惹起す

る恐れすらある。そこで，地域振興は，まず，地域の特伎を生かし，地域の産物

を利用することを検討することが基本となろう。

氏は，河合谷地区において，カワイダニスギという使れた品種が先人により選

抜されていたこと，その優秀さが少しずつ知られ始めていたこと，拡大造林が盛

んであったこと等に注目し，組織作り，基盤整備等に率先して取り組むことによ

り，樹苗生産を地域の産業として定着させた。しかし，カワイダニスギの優秀さ

のみが河合谷地区の樹苗生産を支えてきたのではなく，その特性を生かした優良

な苗木を生産する技術的工夫と，経営に対する確たる見通し，さらには積極的な

行動があったのである。

最近，人工造林面積が減少し，苗木生産そのものが縮小しているのに加えて，

さし木首の画一的使用に対する反省， ヒノキ造林の増加，植栽地の条件の悪化な

どがみられ，カワイタ守ニスギ中心の生産体構Ijが，今後とも順調に発展していく見

通しは少ない。むしろ，厳しい検討が求められるようになろう。しかし，これま

で培ってきた技術水準と沌蛾をまとめる積極的な行動力は，多くの問題を采・り越
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え，新しい方向に進む原動力となると思われる。

(1)技術的特色

①カワイダニスギの特性

主な特性は以下のとおりである。

ア 樹高，材積とも初期生長が非常に良い。

イ 幹は通直，斡の断面形状は正円に近い。

ウ 心材色は淡赤から暗掲急である。

工 根は浅根性で，根元曲りが少ない。

オ乾燥地では生育が低下する。

カ 雪による倒伏寄付長抜け，樹$き)を受け易い杭幹の折れや害IJn等の致命的な自立

少ない。

キ 樹陰性は中程度である。

ク 発根性は極めて良い。

@ 品撞系統管理

カワイダニスギのさし穂は，県育種母樹林に指定された氏所有の採穂薗から採

取しており，県採種園から配布される種子による実生苗と精英樹系統のさし木苗

についても系統が明らかである。これらの作付けに当たっては，系統毎に区分し，

標示も確実に行っている。

@地力の維持と増進

近在の銅育牛農家が畜舎に敷き込んだオガ屑を購入し，これに石灰窒素を混入

して半年間堆積，完熟させる。これを毎年，秋の苗木掘り取り後に10a 当たり1.5

t施用し，同時に，氏が改良した刃を装着したトラクターによって20ないし30cm

の深耕を行うことによって地力の維持と増進に努めている。

@施肥設計

氏の苗畑における施肥設計は第 8 表のとおりである。さし付床には施肥せず，

床替床のみに;抱肥をしているが， さし付床，床替床を輪換するので，さし付床に

も 2 ないし 3 年ごとに筋肥されることとなる。

石川県では秋植えが90% を占めていることから，寒さに強い苗木が要求されて
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第8表施開設計( 1 0 a当たりの施肥量)

(単位: k9) 

区分 月巴 類 施肥量
施肥要素最

備 考
N P K 

基肥 オガ屠牛糞厩肥 1,500 6. 7 6. 3 1 2.2 無機化率 40%

石灰窒素 50 1 0.0 

鶏 糞 400 12.0 1 2.0 8. 0 

油 粕 50 1.5 0.8 O. 4 

護 焼 燐 50 。 1 0.0 

/ 3 0.2 2 9.1 20.6 
追肥 化成肥料 140 1 4.0 1 9.6 1 6.8 

硫 安 20 4.0 

塩化加盟 40 24.0 

/ 1 8.0 1 9.6 40.8 
ム口、 言十 ~ 48.2 4 8. 7 6 1. 4 

いる。

このため，追肥でカリの盤をと多くすることによって効果宏上げている。し

かし 5 月から始めている追肥は，基肥の石灰窒素が春先の低温のために肥効が

遅れているためとも考えられるので，硫安に切り換えることによ 9 実施時期を遅

らせることも可能と思われ，検討の余地がある。

@ーさし付床とさし付時期

さし床は前年の秋に作り，雪の重みによる適度の床面めを行うことによれ翌

春のさし付作業の能率と発根活着率を高めている。また，春先の異常乾燥による

発根率の低下を防ぎ，仕事最の平準化を図るため，さし付量の30-40%を12月初

旬にさし付けし，好結果を得ている。

@根切りの実施

根切りの深さが自由に変えられる高森式根切機により，苗木の生長に合わせた

適切な根切りを実施している。
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氏が考案作成した床替

クワによる床替作業

⑦ 床替クワの改良

水田跡地の苗畑のため，土壌は粘土質で，→聖のワクでは土が付着しやすく，

第2図 スギ 1 由床替 2 年生さし木苗の形質
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主主:1) 昭和57!1ミ10JJ 6 r] 100本hhUI~間交による。

2) 折線はスギ 2 年生さし木笛の林野庁標準規格である。
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床替作業には非常な困難を強いられていたが，昭和40年頃に，氏自らが考案製作

した 3 本爪の短柄クワにより，能率を向上させている。

@保護管理

赤枯病を予防するため，マンネブダイセンとボルドー液を梅間期，台風瑚に10

ないし 14B おきに数布している。また，根切虫紡徐には，秋の出荷後の耕転持に

石灰窓索を 10 a当たり 20M施期しており，様切虫の発生をみたときは，ダイアジ

ノンを 2 ないし 3 関数布する。

@ 苗木の形質

出品財の中から 100本を任意抽出調査した結果を第 9 表及び第 2 図に示す。

第?表スギ 1 間床替 2 年生さし木富の形鷺

項 自 平均値 抽出本数

平均苗高 (日) 5 3.6 cm 100本

平均根元径( D) 9. 7 批昨 " 
比較蔀高 (HÆ) 55.8 " 

地上( T) 1 2 1. 5 ず 1 0 " 

地下( R ) 5 6.0 ず " 
計( G) 1 7 7.5 ず " 

T /R 2.3 n 

校張 ( B ) 47.0 cm " 
枝張度( B /H) o. 7 8 " 
弱さ j支 (H/G) 0.3 5 " 
充実度 (G/H) 2.9 " 

第 9 表の苗木の形質を表わす諸数値に示されているとおり，根系が発達し，苗

長と根元径の均衡のとれた充実した苗木である。また，第2 留には，林野庁山林

用苗木標準規絡が階段状の線で示してあるが，氏の生産した苗木は，ほとんどが

2 , 3 号区分に入る。

民
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(2) 経営的特色

①キ機構造改善事業による基盤整備

氏は，地域における樹高生産組合を結成するとともに，第 l 次及び第 2 次林業構

造改善事業による苗畑の整備拡大?施設の整備等を進め，機械，施設の共同利用，

共同出荷の体制作りに努めている。

@lま場改良と濯水施設の整備

氏の苗畑のほとんどが水田跡地であるため，過湿になり易いが，暗渠や排水溝を

延600mにわたって設置することにより改善を進めた。また，苦畑間に高低

差があることを逆に利用して，高い位震に湧水を貯める貯水池を作り，そこから各

苔畑に記管することにより，水圧によるスプリンクラー濯水を行っている。

@地元労務の活用

地元の人達に就労の機会を与えるよう努力している。特に，冬場開は 1m を越す

積雪があるため，当地区にはほとんど仕事がなく，苗畑作業もできないが，苗畑で

使用するコモやカヤス，縄を生産することにより，若干ではあるが，雇用の機会を作

っている。

また，従業員の親睦を留るため，慰安旅行を実施しているほか，各種研修会や講

習会等に参加させている。

騒普及性と今後の発展方向

以上述べてきたように，氏の30年を越す苦畑経営は，地域の優良品種であったカ

ワイダニスギ苗木の銘柄イヒ c ， r河合谷地区の産地化に対する苦闘の歴史であったと

いえる。

氏が育苗を始める以前から， カワイダニスギが生長，形質ともに優れた品種であ

ることは県の調査より示されており，少しずつではあるが地域外でも造林され始め

ていた。しかし，諸条件に恵まれない山間部において育苗を産業として定着させる

ためには，数多くの問題を解決しなければならなかった。

氏は，カワイダニスギ苗木の銘柄化と産地化には，まず生産と流通体制を整備し

なければならないと考え，既に自らの経営に取り入れていた苗木生産の有手I~全を示
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カワイダニスギの出荷状況

しつつ，地域の人達を集め樹苗さ佐藤組合告と結成した。この組合のもとに林業構造

る2主催と設備の整併に努めるとともに，日蹄各開拓，共同出荷，技術改善

合煎の先頭に立って行動し，地域内の高木生産量を増大させてきた。また， カ

ワイダニスギの優秀さを実物をもって示すため，自らの山林に植栽したほか，燦

示林を護備する等，普及活動にも積極的に取り組んでいる。

しかも，氏の経営する苦畑面積は1. 5 haと，全盟的にみれば平均的な規模であ

るが，山間に小商積ずつが分散したものであり，ここで収主主性の高い樹苗生産を

実現していることは，カワイダニスギの特性を適切に生かす氏の;高い技術水準と

優れた経営手腕を示すものである。最近の林業を巡る厳しい情勢の中で， どうす

れば部陣営が地域振興に重要な役割を来たし得るかを示す 1 例として，氏の行

動と経営は普及効巣が高い。

しかし，近年，さし木苗の画一的使用に対する反遣や遊休対象地の条件の悪化，

さらに，人工造林函積の減少等，カワイダニスギを中心とする当地区の樹苗生産

は厳しい条件イヒにあるといわざるを得ない。今後，河合谷地区と氏の苗畑経営が

維持発展するためには，この厳しい現実を直視し，これまで培ってきた技術と体

制により新しい方向を検討することも必要であろう。

森林造成の基礎である苗木生産に情熱をもって取り総んでいる氏の今後の発展

を期待したい。
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国産村時代を期待し高木生産に取組む
亀隠五三郎

私の蔚イ主する津幡町河合谷地lおま，能

登半島でも最も高い宝遠山の山麓で，県

下有数の積雪地帯であり過疎地帯でもあ

ります。この様なお然環境の中で，私は

昭和21年から自家用としての杉の苗木作

りを始めました。こうして生産した苗木

による造林地が立派に佐官したことから，

各地の林業家からこの笛木の要望があり，

昭和2:1年より本格的な生夜に取り組みま

した。そして笛木作りを当地区の地場産

業として発演させたいものと!河志を募り，

河合谷樹萄組合を結成し，各方面からの

御指導を受けて，現在では総合員が40名

を毒事えており，苗オミの生産盤も百万本に

逮しています。

このように私達の地区で苗木生産の一

大産地をつくり上げることができました

ことは， !県御当局の御指導，御配慮:の賜

であり，特に今回の名誉ある私の受~'t !土，

関係各伎の温かい御援助によるものであ

れ心から敬意を表しお礼申し上げます。

私の経営規模は，苗:胤1. 5 ha，国 1 ha, 

山林50haです。 æ畑の造成に当たっては，

過去 3 1ill林業構造改善事業を取り入れる

など，狭くて急峻な土地の利用改警のた

め人知れぬ苦労もありました。

〈私の苗木作りの留意点〉

① 常に土作りに心掛けています。畜夜

農家よりオガクズ牛重量を笈い受け，切り

返しの燦，石炭チッソを混入し 1 - 2 年

間堆積して反~ 1, 000 k9稜を 3-4 年に

1 回施します@

② 挿付け床i立秋季 (11月下旬)に行い

ます。冬期間の積雪の重みで挿付け時の

床踏みの手間が省、け，活者も良好です。

③ i稜水施設は，これまでポンプを利用

しておりましたが，水綴池が~い所にあ

るので自然の地形を利用した貯水池を作

円， ~喜援を利用した移動式スプリンクラ

ーで散水します。

④ 娘切は，高森式根切機を使用してい

す。

⑤ 耕運機の爪を改良し深耕に努めてい

ます。

⑥ 2吉木は，共間出荷でベノレトコンベア

を導入して効来的に積込んでおり，また

iH 雨]的出荷に努めています。

林業を取りまく謝青勢は誠に最古しい状

況下にありますが，近い将来， ~立高E材時

代の来ることを期待し，林業種苗の良疫

が，造林上議著書な役割を占めていること

を患い，微力ではごぎいますが，今後と

も良き苗;;j完全産のため育荷技術の向上と

経営の改警に努力致したいと患いまオ。
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約22泌/農林水産祭受賞者の議鱗

I'P1HIJ. 発行/昭和59if 3 月初日

発行/財間法人 日本遊撃林漁襲撃振興会
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天皇陛下拝謁のあと皇居で記念撮影の天皇杯受賞者

同22回農林水産祭のかずかす可
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会
場
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内隠総理大臣賞、を受ける受賞者

アトラクション農林水産業者の供進品

日本農林漁業振興会
長設を受ける受賞者

農林水産大臣賞記念品
の贈呈を受ける受賞者
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発刊の 可齢

、‘" と lま

農林水産祭は，全国民の農林水産業に対する認識を深め，農林水産業者の技術

改普及び経営発展の意欲の高揚を図るための由民的な祭典として，昭和37年，農

林水産業者に天皇杯が御下賜になったのをと機会に，従来の新穀感謝祭を発展的に

拡充して始められたものです。

この農林水産祭は，農林水産省と日本農林漁業振興会との共催のもとに，各方

面の協力を得て，毎年11月 23 日・効労感謝の日を中心に開催され，捻林水産業者

に天皇杯などの授与を行う式典や一般国民に農林水産業を紹介する農林水産震な

ど，きわめて多彩な行事を行ってきております。

昭和58年度は，その22居間に当たりますが，本年度の天長杯などの選賞審交の

結果は，次のとおりです。

すなわち，従来からの農産等の 6 部門については，第22同農林水産祭に参加し

た各績表彰行事( 364 件)において農林水産大尽賞を受賞した:tl品財601 点の rゃ

から，天長王杯fと授与されるもの 6 点(各部門ごとに 1 点) ，内閣総理大尽賞を授

与される 4、の 6 点(同) ，日本食材執業振興会会長賞を授与されるもの 7 点(農産

部門 2 点，その他の部門 1 点)がそれぞれ選考されました。また，ひらづくりの

部門については， 44都道府県から各 1 点推薦のあったむらづくり事例の中から，

天皇杯，内閣総浬大臣賞を授与ーされたもの各 1 点，農林水産大医賞を佼与された

もの15ßがそれぞれ選考されました。

農林水産祭において表彰されたこれらの受賞者の優れた業績は，設林水産業の

近代化や殺かで住みよい筏山漁村づくりへの生きた指僚として，関係各方面の方

々に大いに樽益することと思います。ここに，これらの業績の慨要(むらづくり

部門は怒り冊)をとりまとめて発行することといたした次第です。

終わりに，本ど:の編集に御協力 fをいただいた執筆者その他の関係各伎に対し，

深甚の謝意を表します。

昭和 59年 3fl

財閣法人 日 4ζ農林漁業振興会
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天皇杯受繋

出品財 コンブの増殖

受賞者沓形漁業協同組合青年部
(代表者新浜秀一)

(北海道利尻郡利尻町奇形築港波立地)

露譲受霊童者の略歴ーねばり強い研究

第 1 図受賞者の所在地

この青年部は沓形漁業協同組合町下部組織として昭和41年に設立され，現在の

詩形漁協への巡悶

① 稚内空I豊一手IJ尻受話器

利尻空港柳欄 I .ハf立援図 / 
(パス又はタクシー) I~J/)\ . p � 

②稚内制(定期鉛 II.J す・
稚内一沓形{定期船・関数は少 ! どな/、 / 

ない 1' 1).
鴛泊一高形(パス又i主タクシー)

¥ 
新、、'-、-ー

湊\

¥ 
\\革1)

利 可尻
尻加
防)

、

秘法怠!
/ 

議
利
尻
町

JIU品

部員は37名(年齢15-45才)で，捜

部で組織し，部長 1 名，副部長 2 名，

委員 9 名，監事 2 名を選出して運営し

ている。

容形漁業協関組合は北海道利尻烏の

西部にあり，利尻町内 2 漁協のうちの

1 つである。

利尻島は稚内の西方約40Kmの日本海

にある小島で，直径約19Km，周囲約60

Km，東利尻，利尻の 2 町からなるが，

人口約1. 2 万人に過ぎない。利尻島は

中央に，標高 1， 719mの利尻山がそひe

える火山鳥なので，農地がほとんどな

い漁業地帯である.

沓形漁協はホッケ刺網，イカ釣等の

一 7 -



沓形漁業協同組合青年部のメンバー

沿岸漁船漁業とコンブ，ウニ等の採貝藻漁業とともにコンブ養殖業を営み，年間

約13億円の生産をとあげている。しかし，沿岸の漁船漁業はその年の漁況によって

生産が安定しないばかりでなく，最近は減少傾向にある。

そこで，漁協としては地先の根付け資源、であるコンブ，ウニ等の増殖によって

生産自?安定しようとしていた。

青年部では，たまたま漁船係留のアンカー・チェーンが雑海藻をけずり取って

いるのを見て，これにヒントを得，協議の結果，昭和44年に自然の波力を利用し

た「チェーン振り」と称する雑藻駆除機を考案し，試験を始めた。

青年部は漁村青年の地位を向上するため，漁業の経営改善，漁業技術の向上，

滞業資源の維持培養に関する研究等広範囲に活動しているが，最置の主な活動内

容はコンブの増養殖に関する試験研究を一貫した課題として取り組んでいる。

この「チェーン振り」は当初は雑藻は駆除できたが，その面積も余り多くない

し，コンブが期待どうり生えない場合もあった。そこで，青年部は分担して，詳

細に結果を記録し，たゆまぬ研究を積重ねた結果，昭和55年に実用化することに

成功した。

この長年の研究については，第29間全国漁村青壮年婦人活動実績発表大会(全

漁連主催)において発表し，増養殖部門で農林水産大臣賞を受賞したものである。

青年部はコンブの増殖ばかりでなく，アワビ，ウニの種苗生産，魚礁設置事業

等に積極的に活動し，今までに下記の表彰をと受けている。

新浜秀一部会長は，昭和21年に長男として，この島に生れ， 38年から地元で漁業

に従事し，青年部新湊支部長，副部長を経て 57年11月に部長に選任された。信
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漁場に設置した与ェーン振り」

望厚く2'手先して青年部を指導している。

く青年部の表彰歴>

昭和43年 (流失コンブの利用による養殖)北海道知事，北海道指導漁連会長

賞受賞

11 47年 (雑藻駆除施設の研究)水産庁長官，全漁連会長賞受賞

11 48年 (コンブ養殖大型けし、留施設の研究)向上受賞

11 54年 (リシリコンブ養殖 2 年生薬体の確保)向上受賞

11 58年 (チェーン振りによる雑穣駆除)同上および農林水産大臣賞'受賞

騒受賞財の特色一着想の発展

沓形漁協は利尻島西部の利尻町にあり，同町の 2 漁協のうちの一つである。利

尻コンブの主要産地であるが，古くからコンブの増殖には雑緩を駆除すること杭

良いと言われていた。

(1) コンブの増殖

青年部の新湊支部員も44年に水深約 1mの岩面をクワを使用し，試験的に約20

d磯掃除して，その効果を認めた。しかし，この方法は原始的で能率的でない。

そこで，青年部の会合の際，広範聞の雑藻駆除に良い方法はないかと議論してい

たが，たまたま漁船の保留アンカー・チェーンでこすられて岩面が自くなってい

るのを見て，これを何とか雑藻駆除に利用できないかと言う意見が出て，研究を

始めた。
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第 1 回目の試験は45年10月上旬から約 1 カ月間，新浜地先で実施したが，その

後47'年までの経過を，まず説明しよう。

①45~47年度の試験

第 1 回自(新浜地先)

丸太の チェーン
丸太の径

長さ の長さ

ア 15 cm 4m 6 押Z

イ 20cm 3m  7m  

ウ 30cm 4m 12 m 

チェーン

の丸さ

18形

( 6 分)

12~話

( 4 分)

18% 

( 6 分)

アンカー 水深 状 況

-径が細いためチェーンの

40kt; 重さで運動せず効果はな

2.5 m かった。

両爪 -磯波強く施設が岸に打ち

上げられた。

'10 m"駆除出来たが水深

に対してチェーンが短か

かった。

-アンカーにチェーンがか
Fノ 4m 

らみ一度手直しを行った。

-チェーンが古く細いため

試験途中で切れ岸に打上

げられた。

.30 m"駆除岩商はきれい

になった。

-丸太が水ιを吸収し浮力の
1/ 5 m 

低下する傾向が見られた。

しかし運動には差支えな

かった。

この結果，ウの施設が，ある程度効果があり，この方法が良いことが分ったの

で， 46年からこの方法で，他地先でも試験をした。

第2回目

ウの施設営10台作成し 6 支部で実施した。特に丸太は径の細いものは 2 本合

せにして試験場開中に箇所在移動した。(実施期間46年11 月 -47年1 月，駆除面

積565 m")。この結果，次の問題点が得られた。
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① 引き波の強い所ではアンカーにチェーンがからむ率が多い。

@ 3 m0-浅は磯波が高く，岸に打ち上げられることがある。

第3四昆

3 地点、で， 47年10-11 丹上旬に，次の 3 点を改良して訴識した。

① チェーンからみの多いカ所は片爪アンカーを使用する。

@ 丸太の運動から見て，補助チェーンをとりつける。

@ 施設を中合せにして， ロープで連結して設置する。

駆除街積は850 niで，次の点が分った。

① 片爪アンカーの使用によりチェーンからみは解消した。

@ 補助チェーンをと取りつけることによって，駆除面積が拡大した。

@背中合せにロープで連結した。施設は浅い所に設置したこともあって失敗

した。

以上 3 剖の試験の総合結来は次の通りである。

①丸太の径は25-30cm必要であり，長さは移動し易い 4mが適当である。

@ 径の細いものは 2本合せでも動きに変りはない。

@ アンカー・チェーンの長さは水深の 2.5 -3 倍が良く，径は18棚が適当で

ある。

@補助チェーンをとりつけても，丸太の動きに変りはなく，長さは水深と同

一にする。

@水深 4-6 閉の所が最も効果的である。

@ 引き波の強いところ， ~執が沖に出ているところでは片爪アンカー( 40k'l ) 

が適当である。

⑦ 駆除商積は当初 1 台 l 田平均約40ばであったが，改良型(補助チューンつ

き)では，条件の良いところでは 100m'， 平均70-S0niとなった。

ゆ海底が多少間凸があっても差支えない。

⑨施設の移動は，海の状況に応じて， 1 - 2 回必嬰である。

⑬ 丸太が海水を吸収すると運動がにぶり，効果が減少するので，海中施設は

3 カ月が限度である。
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与ェーン振り」丸太

(昭和47年当時のもの)

@施設の耐用年数はら -6 年と推定する。

⑫ 実施時期はコンブの胞子の出る時期に合せ 9 -12月が良い。

@ 48年度~現在までの経過

48年度以降も研究を重ね55年には実用化に成功し，道の補助対象になった。そ

の経過は次の通りである。

(1)48年-50年振り込みチェーン式丸太の一方の端に振り込みチェーンをつ

け，水深と同じか，やや長めにした。この結果，雑藻駆除函穣が広くなった。

(2)51 年~現在振り込みチェーンたぐり式振り込みチェーンを水深に応じて，

長さを変えられるように「たぐり」を入れる。

(3)53年 U字型チェーン式 丸太の両端を基点として U字型にチェーンをつけ

たが，根がかりが多く失敗した。

(4)54年度~現在 FRP式 丸太は海水を吸収して重くなり，沈下して駆除機

能が低下するので， FRPIこ代えた。振り込みチェーン，イカリは(2) と同様であ

る。

(4)の方法が最も効率が良く，現在実用化している施設である。

施設の発想、から現在までの経過は第 2 図を参照されたい。

@設置の時期

「チェーン振り」の設置時期によっては雑藻は駆除でき.たが， コンブが余り附

着せず，一部の組合員から無駄な努力ではないかとの意見が出たことさえあるが，

青年部は根気よく研究を続け適期を確かめた結果，現在，この地先では11月初旬

~翌年 1 月下旬が良いことが分った。
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fチェーン振り J (昭和田年当時の

もの， F RP製) の
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も
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第 2図 施設の発想、から環在までの経過
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2 -6 f RP製チェーン掠施設構造鴎

3280 

3000 

告漕理方法

①円筒ユニット FRR製

②7 ヲ

③チェーン取付金具22棚￠鍛棒

④円柱状発泡スチロール

⑤取付金具の接着部 FRP 

1 部落20台を設置い 3 人のチームで管理し，期間中10間施設を移動するのを

基準としている。

青年部は波浪の状況，雑藻駆除面積等の管理日誌をと記録して研究資料とした。

@雑藻駆除効果

54年施設台数110台に対する効果は次の通り見込まれるが，毎年施設台数は増

加しているので，現在の「チェーン振り J による効果は天然コンブ生産の約4070

と推定され，生産は安定しつつある。年ごと施設台数は第 1 表の通り増加している。

〈チェーン振り施設による雑藻駆除効巣〉

な)施設の管理運営の状況

54年度総施設数

施設 1 台当りの駆除面積

施設の移動回数

.・.雑藻駆除函積の算定

110台(沓形地区全体)

17ni( 1l 8地点の平均)

10回(施設110台の平均)

18,700 m2 ( 17m2 x 11 0台 X10回)
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第 1 表手IJ尻島における年別・漁協別施設の保有台数

:lMf 
五を終

4 7 4 8 4 9 50 5 1 52 53 54 55 5 6 57 

計画

手IJ 台 A口a ふ広3‘ ふ'"‘ ふ広3‘ ふz‘g il、 台 ぷ口d、 ふロ‘ 台 il 
沓 形

1 0 20 30 40 50 80 1 0 0 1 1 0 1 6 0 2 1 0 260 300 

尻 IÚI 法志 8 8 I 1 0 4 0 50 1 0 0 1 3 0 1 70 2 1 0 

E証 鴛 泊 30 3 0 34 60 75 84 90 100 
手IJ

民 鬼 品島 7 日 2 9 4 9 7 9 124 

苦十 1 0 20 3 8 48 90 1 3 0 1 8 1 228 36 4 4 7 3 59 9 734 
1--山一

(2) 雑藻駆除後のコンブの着生状況( 56年 7 月調主主)

1 m2当たりの着生数 29本( 2 年コンブ， 30ケ所平均)

" 乾重量 l.Q8 k9( 1 本平均68.4 ~) 

製品 1Mきちたり平均単価 1， 355 円( 56年の天然コンブ平均)

:.18， 700m2 当たり金額 50， 172千円( 1.98k9X 1 ， 355 丹 X 18,700 )…① 

(3) 事業費

施設費 1 台当たり 30，000 円( 1 台 150， 000 円 5 年償却)

管理費 " 27，000丹( 1 回移動 2， 700円 X10回)

人総事業費の算定 6， 270千円( 57， 000 円 X 110台)……………①

(4) 効果の算定

.\①一②= 43，902千円(増殖効果)

なお，コンブの増殖事業等の調王室には，青年部員が自ら潜水して(免許を取る)

調査している。また，乾燥には太陽熱利用の乾燥室を建設する等加工にも努力し

ている。

(2) コンブの養殖

「チェーン振り j によるコンブの増殖に努力する一方，青年部はコンブの養殖

についても研究した。利尻島は湾がほとんどなく，波浪が強いので，施設の設寵

がむずかしい。そこでまず保留権設を研究した。
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水中の fデェーン振りj

① 大型係留施設

従来の養殖施設では施設を設置するのに磯船では容易でないばかりでなく，施

設場所，方向もまちまちで，海面の有効利用上問題があり，胞設の保全，コンブ

育成管理の面でも問題があるので，この地先に適した方法を考案した。施設は第

3 図の通りであるが，これはー青年部員の施設を参考にして，改良を加えたもの

で，特にアンカ一元のスレ防止に工夫を加えた。

第 3図施設の側面図

隆 i中

アンカ一元( 3m) 

15 mふ (5 分)ポ ω ド
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(� 
この係留施設は次の手IJ点がある。

① 経費は約30%少ない。

② 同一面積の収容能力約 6 倍。

@ 間一面積の生産量約 6 倍。

@磯船で簡単に敷設できるので 1戸当りの実施本数が多くなる。

@ 管理が容易で労力が軽減できる。

コンブの養殖

子コンブ(在天然，右饗殖)

ゆ狭い漁場を有効的に利用できる。

⑦ 共同利用施設として使用できる。

@ 共同利用するので各人が技術面で交流し統一的結論が得られる。

2年生薬体の確保

昭和43年に春の流れコンブを幹繍に根しぱりして養殖を始めた，その天然採苗，

人工採商を試みたが安定しなかった。 47年に遊走予液に幹綱を直接つける水槽採

苔を試験したところ均一にコンブが着生した。

ところが 2 年生になって生き残る突き出しコンブは約10roで少なかった。青

年部で，何とか 2年生に移行するコンブの率を高める方法はないかと考え， 49年

から 3 カ年研究した。それには各部員の養殖手"僚の洗い直しをしたのである。

その結果， 10.C以よの時期に採苗したものは突き出しコンブの出現率が悪く，

1O .C以下になった時期に採苗したものは良い結果が出ていることが分った。

そこで，水温と採苗に確信を得て， 52年の採苗からこれを採用した結果，突き

可d噌
B

み



出しコンブ守の出現率は従来の約 4 倍となり 2 年生薬体が確保され，幅の広い優

良なコンフeの増収と計画的な生産ができるようになった。

なお， コンブの養殖手Ii震は第 4 図の通りである。

第4図 リシリコンブの養殖手順

lI'lII1 112 11 12 13 1415 [ b 17[ 8 [9Ji?J!T 11211 12131~ 15]6 17181 
ぷ基(O.5 t-ì >J<1督

種苗コ、ノブ脅威

また，第 5 図にコンブの生活史と作業行程ã:-示す。

第 5 図 リシリコンブ( 2 年生)の生活史と作業行程

0
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栽培漁業センター 養成中の稚アワビ

(3) アワビ，ウニの採草と増殖

磯根資源としてアワビ，ウニも重要なので，利尻島の沓形漁協，仙法志漁協共

同で後形に栽培漁業センターを建設し，アワビ30万粒(殻長15捌)とエソ守パフン

ウニ， 80万粒(殻長 3 cm) ('r放流して増殖を囲っている。

当地は10月中旬~翠年 6 月中旬まで沿岸の潟水源が低いので，北海道電力綿密

形火力発電所(施設容量 4， 500kw) の滋排水を20 m' /時(水温25-30"C )在耳元水

して冬期も成長する施設を建設している。

ウニの採苗施設は昭和 51年に建設され(その後56年， 58年に改修増設) ，ア

ワピの採蔀施設は「大型増殖問地パイロット事業」として国の補助を受け昭和田

-57年度で，約12千万円で建設されたものである。

(めその他の増殖事業等

青年寄ßは漁協が行う魚礁設置，投石，コンブi財務板(セラミック，ブロック)

設置，機掃除，テングサ採取奨励事業(コンブの増殖になる) , ヒトデ駆除事業

等の増殖事業に積極的に協力している。

また， t魚、場管理，営機、指導，海難防止， トド駆除事業等にも卒先して指導的役

割りを果している。

受鐘者の経堂一機根資源の増殖

この地区は漁船漁業のほかにコンブ，ウニ等の磯様資源に依存しているが，沿

-19 -



ホッケ刺網漁業 沓形漁協事務所とイカ釣漁船

岸の漁船漁業は沖合漁業の圧力を受ける上に，漁況によって漁獲が不安定なので，

田Tも組合も磯根資源、の増殖に努めている。

(1) 青年部員の漁業収入

脊年部員はこの地区の第一線に働く漁業者で，出稼ぎのない健全な経営とする

よう努力しているが，事例は次の通りである。

収入に変動があるのは， まだ漁船漁業の豊凶のためで，徐々に安定の方向にあ

る。

(漁業収入) (単位，千円)

I~川Aゴ 家族数 55 年 5 6 ~手 5 7 年

(内扶養家族)T- ，
6 人( 4 人) I 11, 606 I ~9 3 4 7, 23 8 
6 人( 4 人)! 8, 952 7, 094 9, 059 

一日y人)い &287!15， 485 1 5, 8 6 8 

(2) 漁協の業務

現在の組合員数は506 名(内正組合員503 名)である。漁協は役職員一体とな

って，組合員のため各種事業に当っている。信用事業のほかに，購貿，販売，利

用，製氷，冷凍，冷蔵，指導事業を行っている。特に購実事業ではスーパー形式

にして，地元業者と調整しながら組合員の便宜を図っている。 なお，前記のよう

に指導事業には大きな勢力を割き，増殖事業等に当っている。

海域の特性で，まだ，漁船漁業の豊凶によって事業が左右されることもあるが，
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コンブ，ウニ等の増殖事業によって，年ごとに生産量は安定する方向にある。

組合の業務概要は第 2 表の通りである。

なお， 56 年度に出資 第 2表組合の業務概要

金が急に増加している

のは沓形湾建設に伴う

補償金を出資金に当て

たためである。

関普及性と今後の

発展方向一省力，

省資源の活用

日本のコンブの年生

産議は約16万 t あり，

項 自

組合員数

{正組合員
准組合員

職 員 数

購質 業

販売事業

指 事業

出 資 金

貯 金

55 年 5 6 年

545 人 531 人

533 5 1 9 

1 2 1 2 

2 8 人 2 8 人

百万円 否万円
3 9 2 350 

1.483" 1, 1 8 5 " 

6 4 " 42" 

5 9 " 1 1 5 1/ 

1 2 4 " 1, 2 6 6 " 

5 7 年

506 人

5 0 3 

3 

2 8 人

百万円
319 

1, 0 2 5 " 

5 3 " 

1 1 8 " 

1, 1 6 1 " 

うち30%は養殖で占め，養殖の生度予訟は年々増加し，需要をと満している現状であ

る。コンブの生産の約BO%は北海道産である。手IJ尻島はリシリコンブとして有名

で，沓形漁協は主要な生産地である。

2差万多f魚協のコンブの生産設は第 6 閣の通り，まだ，天然の環境条件によって影

されることが多いが，養殖業の生産を加え，生産をと安定する方向にある。

コンブの培産には附着箇を造成するため，従来から磯掃除，岩礁爆破等の方法

を講じているが，相当の労力と経費を要する。

雑藻駆除の方法については，種々の考え}]があるが，この「チェーン振り」の

方法は自然の観察からヒントを得て，長年の研究によって実用化に成功したこと

は，誠に賞讃に価する。

この方法は自然の波浪を活用する省力，省エネ }vギーの方法で，道の補助対象

事業としても取り上げられ，利尻島内 4 漁業で既に約600 台の施設を設置し効果

をとあげているが，北海道内のコンブ地帯の襟裳，浜中，広尾，石狩等に約500 台

普及したばかりでなく，道外の青森，秋田，新潟県でも設置しようとしている。

この方法は単にコンブの増殖だけでなく，有用海藻の増殖方法として，広く応

用できる画期的な脇設と言うことができる。
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第 6 図 コンブ年度別生産量(干燥)

300 
トン

24ワト〉
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沿岸の有用海藻林の造成は水産資源の維持増殖の基本である。地域の地勢，環

境条件によって改良を要する点もあるが，今後，全国の沿岸増殖用に活用される

ことを期待する。

なお，この方法の研究には歴代の青年部会長，部員および道宗谷支庁，手IJ尻地

区水産技術普及指導所の協力，特に担当の安住芳雄主任の献身的な努力があった

ことを忘れてはならない。
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若い仲間と共に地域漁業の発展を
沓形漁業協同組合資年部

(代表者新浜秀一)

私途予守年寄ßが「チェーン絞り雑言語駆除 な活動課題は，地域の基幹漁業であるコ

施設」の研究詩腕に取り総んで以来，約 15年 ンブ資源、の士駄を問機としたものが中心

の歳月を経てお 9 ますiJ ;1 この間幾多の改良 で，この「チェーン振り … 'J の研究倒

工夫さと主主ねつつ，昭和47 年には沓形漁協の 発のほかに r流れコンブe を利用したを毒

事終として取り入れられ，ょうやく私達の研 殖J や「コンブ養鶏用大波けい留施設の

究助書記ーが日の筒を見る毛布になったわけです。 開発J などがあり， これらはすでに地域

その後も私遼iま，施設の管環運営が巡確 において実用化されており，一焚してコ

に行われるように，施設の管理日誌をつ ンブの増産のための研究を続けてきまし

けるなどして穣滋約な活動を続けた結果， た。

この施設の効果が顕慈に認められるよう 今回の受議・を機会に，撃を源の減少や外

になり，昭和50年煩からは近隣の漁協で 国絡による漁場の狭控室などで，緩めてき

も取り入れられ，さらに，昭和55年l漬か びしい不安定な治議経営を強いられてい

らは道内の主なコンブ生産地'後でもこの る小型控潟、総漁業等の経営安定化にも研

施設が導入されるようになり，焼模が拡 究の跨を向け，これからは，私達若い

大されながら広く普及していきました。 仲間が中心となって，地域漁業の発展

この「チェーン絞り・・・J の研究開発 に綴棟約に取り組んでいきたいと考えて

に着手した当初は，私はまだ青年寄ßのー おります。

長だったのです。 私が昭和57年11月に

行われた背年寄ßの総会において部長に選

任されるまで，この間 3 代の部長によっ

て受け継がれてきておりますが，歴代す

ぐれた指導力のあるリーダーに夜、まれ，

活発な青年部活動が続けられてきたこと

は，育長手部â:巣立つた先輩諸氏のおかげ

と深く感謝してお 0 ます。

今まで取り組んできた私遼脅年音ßの主
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内閣総理大臣賞受賞

出品財小釣漁業

受賞者三崎小釣漁業研究会
(代表者小川一郎)

(神奈川 IW，三浦市三崎町 5--3- 1)

塁悪受賞者の略歴

三浦市は，神奈川県の三浦半島の南端に位置し，東は東京湾，商は相模湾に函

し，南には歌で有名な城ケ島があり，その沖合には黒潮が流れる伊豆七島が広が

っている。

市内には遠洋，沖合，沿岸の各漁業の様拠地である5崎漁港があり，東京，樹兵

第 1 図受賞者の所夜地 などの大都市への水産物の供給基地

Ll 東京 :>
.l¥."J1 

やノ鴫:、ι、、

，、、工e

j 横浜

4
 

q
h
 

となっている。

三崎小釣研究会は，三時漁港を根

拠とする小型船釣漁業者の研究グル

ープで，三浦市内に存在する，ニ町

谷，三崎，向ケ崎，田中，宮川 1，城

ケ島の 6 漁協の小釣漁業者が参加し

ており，現在，会員数 146名，所属

漁船数96慢である。

この研究会は昭和31年に，漁携技

術を推進させるため 4漁協，会員

数74名で発足した。以来， 2()i数年間



三崎小釣漁業

研究会メンバー

lこ渡り，漁具漁法の研究を中心に広い分野での活動を進めてきた。

研究会発足当初は魚鮮探知の導入普及に大きな貢献をし小釣漁法を改善したが，

その後小型自動イカ釣機の導入閥発，小型ラインホーラーの開発，底立縄漁法の

改良，カツオ， イナダ曳釣漁法， タチウオ曳釣漁法の導入と改良， ロラン C受信

機の普及等，数多くの功績を挙げている。また漁具漁法の研究に留まらず，漁海

況調査，擦式放流によるキンメダイの資源調査を自主的に実施し資源、の乱獲をし

ないように努めている。さらに，この運動を効巣あらしめるため，キンメダイに

ついては千葉県の漁協と話し合い，キンメ漁場について漁期制限，禁止漁具，魚

体の制限等，自主的な漁場管理を実絡している。その他，遊漁業者との話し合い

による操業協定や，公害問題等に積極的に取り品目んでいる。

この研究会は単協の枠を超えて結成されているが，年 2 問の総会と 1 月に 1

-2 囲の定例役員会，年 2 自の技術交流懇談会をもち，会員の意見を反映したチ

ームワークを組み，民主的な巡営3:-行っている。また本研究会が指導して，神奈

川県〉ト釣漁業研究連絡協議会を，昭如45年に発足させている。

研究会の現会長，小川一郎氏は 6 代目の会長であワ，代々漁業を営み， 15才で

父の漁業に参加し，以後，数多くの漁業の経験を手ぎするベテランで，会員の信望

も)竿く，研究会の中心となり活発な活動を続けている。

なお，この研究会では数多くの研究成果を発表しているが，全国的なものとし

て，全圏漁業苦手壮年婦人実績活動発表大会で，次のような策を受けている。

第14回， 43年 2 月，ナンキン玉による夜あじ竿釣漁業 水産庁長官賞

第2α:9]， 49年 2 月，小型船による底魚たてなわ釣漁業の省力化水産庁長官賞

に
υ

内L



研究会総会

第22@.l， 51年 2 月，あじの檎流し漁具漁法の導入について 水産庁長官賞

第261国， 55年 2 月， ロラン C及び無線電話による集問操業 水産庁長官賞

第29由， 58年 3 月，潟、海況情報活動にとりくんで農林水産大臣賞

機受賞者の経営概況

研究会に所属する会員は，すべて小型漁船漁業に専業の漁業者ーであり，その所

属漁船は殆ど 10 t 未満船である。しかし，その中でも 1 t 未満の傾く小型船か

ら 5 t 以上の大型船まであり，乗組員も 1 人乗りから 2-3 人乗りと異り，また

年令も老若入り混じっている。したがって，その漁場利用形態や，出漁状況は，

船の大きさ，乗組員の数，年令等により異なり，収入にも差があるのは止むを得

ない。すなわち，小型船で老人の船は比較的近くの漁場へ，また少し風浪があれ

ば出漁しないことが多い。また，そのときの漁模様によって底魚一本釣，さば釣，

イカ釣等と業種を変える。参考までにノj、釣漁業が主な対象魚積としている，キン

メダイ，メダイ，ムツの三崎港での水揚の推移は，第 1 表のとおりである。

表にみられるように，昭和53年頃より，これらの底魚類の漁獲量は増加し，ほ

ぼ安定している。また，研究会所属で潟、海況調査を担当している漁船 4 獲の漁獲

母と水揚高の推移を第 2 表に示す。

A丸， B :fL は， トン数も大きく 3 人乗組みで比較的遠い海域への航海が多いが，

C丸， D丸は 1-2 人乗組みで近い海域に出漁し，航海日数も少ない。しかし，

それぞれ漁船漁業としては安定した収入を得ている。

大都市近郊の漁港であるため，漁業者の中には年をとった者も多いが，最近は，
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第 1 表 三崎小釣漁業主要対象魚種水揚げの推移
.数最=t単位 .金額=千円

きんめだい め だ む、 む つ

年次
数量 金 額 数量 金 額 数盆 金 額 数量 金 額

50 50 35,094 42 87 61 ,639 179 

5 1 50 37,914 146 168,484 107 86,910 303 293,308 

5 2 65 59,268 49 63,504 89 84,282 203 207,054 

5 3 122 96,592 128 142,720 101 97,530 351 336,842 

5 4 182 126,4 81 178 225,882 127 113,915 487 466,278 

5 5 323 205,705 138 1 7 1,1 2 0 167 163,050 628 539,875 

56 215 135,232 120 143,640 85 94,077 420 372,949 

資料三崎沿岸漁連資料

第 2表三崎IJ、釣漁業研究会調査加の年次別水揚状況

若者もぽつぽつそれらの漁業に従事するようになってきた。

髄受賞財の特色

三浦半島淘辺から伊豆七島にかけての海域は，天然礁が数多く存在しそれぞれ

優良な漁場となっている。小釣漁船は，漁模様，海況等を考慮して，それぞれ漁

場を選択しているが，その選択を誤まると不漁となることが多い。この研究会で

は，釣漁業者の経営を安定させ，海上での安全操業 fどはかるため ， rf!.\海況情報iií
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動に取り組んだ。

(1 )実践活動の状況

研究会員所属の漁船から，漁海況調査船を 5-6壁選び，それぞれの船がその

日の海況と漁況を所定の調査野帖(第 3 表)に毎日記録する。また調査船となっ

た各船は，自分で調査した漁海況情報と，横須賀市観音捕にある東京湾海上交通

センターの海上気象情報とを合わせて，仲間の船に無線で連絡し，刻々変化する

海況への即応体制を整え，漁船の安全操業に備えている。

この活動は昭和50年 1 月から始められ 9年目に入っている。 1-3人乗りの小

型船の船頭が，忙しい漁揚作業の中古毎日欠かさず記録をつけることは，大変

なことであるが現在も継続されている。

調査野帖は，複写式になっており，一部は本人が保管し，もう一部は，研究会

で集め，項目別に整理して，全研究会員がいつでも自由に利用できるようにして

いる。

(治主な活動成果

調査船より出される情報(漁場，漁獲状況，海況，水温など)は，毎日の漁場

選定，出漁計画に多いに役立っているが，研究会では，さらに昭和5特から56年

の 3 カ年の資料を整理，解析を行っている。

ケ)月l.lIJの漁場手i毘型態

1 t クラスの 1 人乗り船では，周年三浦半島周辺か沖の山，布良瀬，外房沖

(第 2 図)で，キンメ，ムツ，イサキ，アジ，イカ等，多様な魚種を漁獲してい

るが， s 帰り操業が中心である 2 t クラス， 1-2 人乗りの紛では，沖の山，布

良瀬，外房沖でキンメダイ，アブラボウズ，ムツ等を，また大島以南，神津島に

至る海域で，イカ，ムツ，メダイ等を漁獲している。

4 t クラス 2- 3 人乗りの船では，布良瀬，外房沖でキンメダイ，アブラボ

ウズ等を，また大島以南，イナンパに至る海域でイカ， }，ダイ等を漁獲しており，

航海日数は 3-6S の操業である。

このように同じ針魚船でも，漁船の大きさによって操業のパターンが異なり，

さらに詳しく調べれば同一規模の漁船開でも出漁ノf ターンが異なる。すなわち各

0
0
 

つ
ω



野帖を記入する研究会員

第5表調査野枯

海況 . 漁況調査表

年月 日 昭和 年 月 調査時間
午前

日 時 分
午後

天 イ爽 1.情 2. 3. 雨

7K 色 1 I 2 I 3 I 4 I 5 I 6 I 7 I 8 I 9 I 10 I 11 I 
透明度 1.大変よい 2.ややよい 3.普通 4 やや惑い 5.非常に惑い

方向 北 北東 東
風

南東 南 南西 西 北西

強さ Om 1m 2m 3m 4m 5m 6m 7m 8m 9m 10m 

期 方向 jヒ 北東 東 南東 南 南西 西 北西

;涜 強さ 1.強い 2.やや強い 3.普通 4.¥J5) b 、 5.非常に弱い

水 深 さ 表 面 -25メートノレ -50メートル

1昆 温度 ℃ ℃ ℃ 

漁場名 漁獲水深 メートル

潟、 魚種

獲 漁獲最

表言語水温自記録計の記録の有無 有 無

備 考

船 名

堕埜者氏15
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第 2図釣漁業漁場図

グ与鴨
o 

。イナ〉バ

-ニミ浦半島周辺ーカド洲、 ~j下、へイ tH し、お'立m、
三戸1'11、毘沙門1'\1、長谷出し、さ事守

・ 1'\1 ./ LU-ハサマぜ、クロモ 1) 、 å~山、丸山、

アラパ、七滅的し、モチ山、等々
・布 良 湖ーナカンパ、マタギ、 JII .cg，湖、州の崎1'\1 、

等々
・外 fJl i中 -i芸出し、乙浜1'\1、好品神、千倉沖、

H章治iï中、 等々

・大 島ーセンパ、空}l関J中、波浮港、議!lJ，{'\1 、
制白神、等身

・1Jí 島 -1Jí!1主ウラ、主~j邸前、利鳥、ヒョウタン
ワタリ、等寸

・神 津 島ーオンハセ、セ、ネズワタリ、神保ウラ、等寸

三 宅 島一三宅、ニ本

船毎に，それぞれ特有の操業ノごターンを持ち，それらは船頭の判断で，臨機応変

に変更されている。

したがって釣漁業の船頭には的確な操業上の判断が要求されるが，月足IJの漁場

閣と， 日々の里子帖から各魚種毎の7f!.\始め，椛潟、期および漁場移動場を推察し，操

業言 1.開を立てる上に役立てている。

次に魚種毎に漁獲の変動を知り，資源状態に注意を払って，資源保護に役立て

る。このことについては，布良瀬漁場におけるキンメダイ資源を保護するため，

業者間での自主規制として，キンメダイ f魚、操業協定が結ば、れるに奈っている。

約漁場水温

日々の出漁漁場や漁獲魚種を決定するには，漁場7判長を王手く知ることが重要で

ある。例えば予定した漁場に到達したとき，そこでの水温が不適であったならば，

その漁船は別の漁場へと移動しなければならず，燃J件費もかさむこととなる。

ここでは例として城ケ島周辺と沖の山漁場との水温の相関をあげている(第 3

関)。

第 3 図から城ケ島周辺は，沖の山より夏場で O. 5 ~ 3
0

C，冬場で 1 ~ 4 0C水温

が低い傾向がみられる。このことを念頭におけば，根拠地周辺の水源から沖の山

nu 

つ
J



メダイ樽流し漁異漁法試験 アコウの水掲げ{日崎港)

第 5 函漁場における月間判与表面水温

。C

28 
27 
26 
25 
24 
23 
22 
21 
20 
19 

18 
17 
16 
15 
14 

13 

一司…" 耳事ケ怠周辺

一<>--中 J 山

12 ト 3
11 ト v
10 ト“一一一刊一戸匂叩ヤ司山勾司ー…ト町一ー一命司ー--司ーー一向司ー山崎ーー--司~--司血叫司司ー一時司ーー白山一ー一切ーー…ー

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 ワ 8 9 10 11 121 2 3 4 5 6 7 8 91011 12 
554年月 555 ~手 月 556年月

漁場の水視の予想、ができ，漁場選択の目安とすることが可能となった。

このほか，キンメダイ，ムツ， アコウ，スルメイカ，アジ等の魚穂別最大漁獲

水温の知識を得，漁場や魚種の選定に役立てている。

(3) 特急

一般に沿岸の漁船漁業では，良い漁場の情報は隠したり偽りの情報を流したり

して，本当のことは議にも知らせないのが通例である。したがって，各々の治組

唱
'η

J
 



がそれぞれの思惑によって漁場を選定するのであるから，たまたま好漁場に当た

ったものは多くの漁獲を得るが，そうでない漁船は殆ど魚のないことも多い。

多大の漁獲をあげる者が働きが良いとされ，地域的な漁況情報は秘密にし，非公

開であることに価値があった。

三崎小釣漁業研究会では，漁場は，そこに出漁する漁業者全員の操業の場であ

り，漁場に生息する魚は，漁業者全体の共有の資源であるとの思想、を徹底させ，

漁業者自ら漁海況日誌を記録し，これを公開している。

漁船各自の情報を互いに交流すれば，結果的には，すべての者が利益を得ると

いうことは態解されでも，貴重な潟、海況情報を公開し，全会員に自由に利用させ

ることは至難のことである。

さらに研究会では，これらの記録を，保存，整理，解析して，操業に役立つ知

識を会員に提供している。

至難な漁海況情報を公開できるようになったのは，全会員が一致して研究会を

支持し， ;J、釣漁業を守り続けたことと， 20数年に及ぶ絶え間のない研究活動を続

けてきたからであり，その業績は高く評価される。

盤普及性と今後の発展方向

200海里以後，沿岸漁業の重要性は益々増大してきたにもかかわらず，沿岸・の

漁船漁業をとりまく環境は，海洋汚染などの公害問題，遊漁業者などとの摩擦，

資源の減少，後継者問題等々，厳しいものがあり，漁船漁業の経営を苦しくして

いる。このような時， 自己の手IJ主主のみを主張して，他を省りみないとすれば，漁

船漁業の存続すら敢ぶまれる。

漁海況情報公開を，直ちに普及させることは難しいが，そこに至るまでの研究

会が実施してきた数々の砂際活動は，今後，沿岸漁船漁業を維持発展させる上で，

広く普及させるべきである。

また三時小釣漁業研究会発展の背景には，県水産試蜘易，普及員などの適切な

指導があったからで，今後とも，この連携プレーが益々強化され，問研究会の発

展が期待されるとともに，このような研究会の全国的普及が望まれる。
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i母、海況情報の活用で生産の向上を
三階小釣漁業研究会

(代表者小)11 一郎)

三~.小釣漁業研究会は，今から28年記!

の昭手前1年に結成し，日本中の多くの沿

岸治議者が体験した，漁場汚染や燃泌号事

の高勝という苦境を，研究会員の協力に

より乗り切り，今日に釜っております。

このたび，受焚の対象とな 9 ました

「漁海況情報活動 J は，私逮，小釣漁業

者が，そのような問題で，最も苦しんで

いた昭華街0年に小釣漁業の経営向上と沖

での安全主量殺，漁場環境の維持保全を図

るこるを毘約にス亨ートしました。

この活動は，十亡しいift.\務作業中に，毎

日欠かさず記i援するという努力があった

ことはもとより，それまで私迷が主にプJ

を入れて来ました潟、具漁法の研究とは遠

い，調まました結果が，すぐに成果として

現われて来ないという苦労がありました。

しかし，調査船に選ばれた会員の地道な

努力によ~ ，月を経て，年を重ねるにつ

れて，次第に漁場開の水温の格除1関係や

t情、場水混と魚種・漁獲議の関係などが，

おぼろげながらも分かり始め，調査始以

外の会員の協力も加わり， ìゆでの無線連

絡等により，漁海況の情報交換が盛んに

行えるようになりました。

私達が，この活動を中心とする研究会

活動から学んだことは r漁場は皆の共

i討の操業の場であり，そこにある魚群は

皆の共有の資淑である。漁の良い時の情

報は，生産向上への大切な諸条件を含ん

だ俊料となるものであ札一人で秘銭、に

することなく，そのような情報を提供し

合い，ま整理し，綴みE重ねて， ~合洋釣漁業

者すべてのために役立てることが大切で

ある J ということであります。

内閣五組担大臣筑の受賞は，私達にとっ

て，かつて，釣ってきたキンメダイが，

水銀問題で出荷でき子に焼却した怒夢，

除上産業の好景気で，仲間が一人一人と

陸へ上がっていった苦しい時代を考えま

すと，忍びは，いっそう大きなものであ

ります。

私達は，この受'災を機会に，尚一腐の

努力をして，明日の沿岸漁業の発展を倒

ぎし，食総生援という大切な使命を立派

に果して行きたいと念じております。
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日本農林漁業振興会長賞受盤

出品財 イワシパインソース煮告詰

受賞者明石缶詰株式会社
(代表者明石伝司)

(千葉県銚子市三軒町 11--23)

関受露者の略歴

明石缶詰株式会誌士は大正初期に，現社長の先々代に当たる明石伝七氏が外注に

よって製造した水産缶詰に沃印のマークを付けて販売を開始したのにその端を発

している。そして昭和 7 年に至

第 1 図受3難者の所在地
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り先代の明石伝七氏は銚子市内

通fIITにあった田辺徳太郎氏に各

種水産缶詰の下請製造を依頼し，

販路の拡大に一層の努力を払っ

た。

現在の場所に工場を建設し，

明石缶詰として各種水産缶詰の

製造在開始したのは昭和10年で

あり，当時多獲されたマイワシ

を原料として，圏内向けあるい

は輸出向け缶詰としての特徴を

生かした独自の製品づくりに努

めている。



明石缶詰(株)の役員

戦時中は陸軍機株繍・海箪軍需部の指定工場とされ，箪納缶詰の製造に従事し

た。昭和16年には企業整備により，千葉県下一円の工場は合併され，千葉県合同

缶詰杉拭会社第三工場となり，圏内の非常用缶詰等の生産拡充のために陣土の開

発した技術の来たした役割は大きかった。

戦後は千葉県合間缶詰株式会社から分離して明石缶詰工業所として新発足した

が，その後， ßg軍国7年には業務の拡充と多角的経営をはかるため紛織a:株式会役に

変更し，明石缶詰杉拭会社となり，現在にヨさっている。

その問，水産缶詰の品質向上，各穣製品の試作と普及に努め，それらの成果と

して，いくつかの新規製品，例えば五色煮，いわしクリーム煮などの開発がある。

このような企業努力が刺激となり，缶詰業界全体のレベル向上に多大な貢献をな

している。そして，さらにはこれが，この地域水産業の発展と安定化に果してき

た役割もまた非常に大きいと忠われる。

機経営代表者の略歴

現在の取締役社長明石伝司氏は 2 代目伝氏の長男として昭和 4年12月 12日に

千紫県銑子で生ま九千葉県立銚予言語業学校，大倉経済専門学校を経て昭和26年

3 月麗応義塾大学経済学部を卒業している。その後，昭和30年 6 月には二代尽の

あとを?引き継ぎ取締役社長に就任し現在に塗っているが，缶百搬造に当たっては，

とくに原料の選択を重機し，作業工程の合浬化と製品の品質向上に尽力し，販路

の拡大，社業の隆盛に大きな貢献をなしている。
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氏は，進耳元かっ積極的な実践家であり，新技術の導入，開発に対してはきわめ

て前向きの姿勢を示し，社内，地元はもとより，広く全国的にも人望を集めてい

る。従って多くの公的な役職に就任し，重要な役割を果してきている。

昭和36年 5 月には日本缶詰協会理事，昭和46年 5 月には日本水産缶詰工業協同

組合理事，また開年12月には銚子商工会議所常議員，さらに最近では昭和田年 9

月銚子商工会議所運営委員長に就任し，缶詰業界並びに地元産業の隆盛に多大の

貢献をなし，さらに現在もその職にあって活躍中である。この間，その他にも多

くの公職，例えばお本缶詰協会監事， 日本秋刀魚缶詰輸出水産業組合理事，日本

秋刀魚缶詰工業協同総合理事，銚子商工会議所議員，白木水産缶詰輸出水産業組合

理事，銚子市商工会議所中小企業委員長，銚子商業活動調整協議会委員長などを

歴任している。また昭和46年から 47年にかけては銚子ロータワークラブ会長とし

て銚子地域における多くの人達の親善と協力を通じて，社会奉仕にも多大の努力

を傾注している。

なおまた，文化教育活動にも熱心で， 53年には銚子三回会会長， 55年 4 月には

千葉県立銚子商業高等学校PTA会長に就任し，地元青少年に広くしたわれ，尊

敬される人物像となっている。

震霊受室者の経営の概況

明石缶詰株式会社は千葉県銚子市三軒町 1 -2 番地にあって，昭和127年に株式

会社組織に改変し現在に至っている。昭和57年度末における同校の資本金は1 ，000

万円，年間売上高約18僚円，従業員数は 140名である。

経営商においては，大消費地をひかえた全国屈指の大漁港に立地して，原料確

保と製品の販売に恵まれており，輸出志向の強い業界にあって珍しく自社ブラン

ドのほか大手ブランドによる内販を?主体( 80%以上)とし，サンマ，サパ，貝類

などの水産缶詰を製造している。さらに永年の優れた製造技術にもたえざる創意

工夫を加えて，近代化，合理化を闘っており， きびしい現況下にある缶詰製造業

界にあって，最も安定した優良企業体として知られている。

缶詰製造工場には魚体自動処理機 2 台(頭，尾，内臓除去30 t/ 日) ，各穣シ
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ーマー( 80-250缶/分)などを設程し，イワシを原料とした時にはフル生産最

大40 t /日の能力をもっている。また原料貯蔵用の冷蔵庫( -25 0C, 700 t )を

もち，年間を通じての計画的な原料確保と生産油汚子われている。 57年の稼動日数

は約300 日であった。

最近 3 カ年における製品別生産量及び金額は第 1 表に示したとおりであるが，

主要な製品はイワシ，サパを原料とした各種の缶詰製品である。

第 1 表 明石缶詰の近年における生産量と生産額

5 5 年度 5 6 fド皮 5 7年l支

生i'R数f注|生産額 生i'R‘数f注 生産額 生i'ìt数五t 生 E霊 童買

鰯 街 2古 1 6 ~， 3 9 陶5 4 7 7,4 1二子4F工 1 7 6,7 3 爾6 546， 22千4円 1 83， 23 対9 6 1 5,6 8千3円
秋 7] ß\ 街詰 64,1 9 2 208,408 58,046 1 8 9,06 8 55,907 1 9 4,4 1 0 

量調 m Z古 90,686 2 4 1,9 2 6 1 9 4,4 8 1 676,853 1 6 0,7:1 6 6 5 5,80 3 

赤貝街 3吉 26,09 1 1 0 4, 2 1 4 1 3,9 7 5 5 7,8 2 4 1 6, 2 1 8 7 8,1 7 1 

その他街路 1 7,080 72,240 自， 85 6 2 2,1 9 8 5,07 5 2 1,3 1 5 

詩ト 362,444 1, 1 0 4,2 0 2 450,094 1,492,167 4 2 1,1 75 1,565,382 

資料:llIl石缶tfi!附

過去 3 年間の生産数量をみると昭和55年の約36万両から部年の45万閣と急増し

ているが， 57年には42万図と僅かながら減少を示した。これはサパ缶詰の生産減

によるところが大きいが，全国的にみても昭和田年から57年にかけての減少は著

しく大きく(生産E重量16万 9 千 t から 12万 7 千 t に減少)なっていて，原料事情

の惑かったことが反映しているものと思われる。しかし生産額では経年的に増大

し企業経営の安定性が示されている。

イワシ缶詰の生産設はここ 3 年間原料魚の安定供給にささえられ16万商/年か

ら 18万関/年と増加傾向を示しながら安定生産を続けている。金額的にも約 5 億

円から約 6 t窓円に増大している。サパ缶詰の年変動が大きいのに比べて，イワシ

缶詰の生産が安定しているのは銚子地減の特徴のようである。

昭和57年度サパ，イワシ缶詰の都道府県別の生産議のベスト 8 を第 2 表に示し

たが，千葉県のイワシ缶詰生産最がサパ缶詰に比べて著しく多いことがわかる。

これらのことも千葉県における原料供給の安定性を示している。このような千葉県の

特殊性のなかにイワシ缶詰の新規製品開発の素地があったわけである。
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第 2表昭和 57 年缶・びん詰主要都道府県別生産量

水産缶詰 サパ缶詰

1 1, 5 5 4 8 1 

6 0, 5 3 6 37, 639 1 7, 03 2 

正U三JF 1 4, 9 22 6, 7 9 7 7 6 8 

宮 2 7, 3 8 7 4, 1 3 8 354 

茨 15, 844 9, 121 6, 078 

千 48, 423 1 5, 9 7 2 3 1, 1 1 1 

静 9 7, 5 97 77 6 

，鳥 6 1, 4 9 9 2 9, 28 0 32, 139 

島 3 4, 7 8 0 1 9, 723 1 5, 0 5 5 

資料: (財)日本缶詰検査協会

関近年における水産告詰生産の特徴

近年における，わが国水産缶詰の生産状況で特徴的なことはなんといってもイ

ワシ缶詰の生産量の急増である(第 3 表) 0 10年前わずか 6，400 t にすぎなかった

ものが，昭和50年代に入って著しい伸びをみせはじめ，昭和57年には遂に10万 t

の大台を超えた。このような生産の伸ひeはマイワシ漁獲量の飛躍的増大によると

第 5表イワシ サパ缶詰の会生産量と輪出量の変化 (単位: t ) 

kぞて
イワシ缶詰 缶 至ロ宝ロ

金生産量輸出量内販量 全生産量輸出量内液量

昭和53年 5 1,1 30 41,445 9,683 222,140 172,620 49,520 

54 53,960 50,136 3,824 203,800 180,4 0 6 23,390 

55 67,580 55,4 9 8 12,082 235,930 209,946 25,980 

56 92,280 84,848 74,320 169,650 145,351 24,300 

57 108,630 98,599 10,031 126,460 99,4 42 27,020 

資料: (社)臼本缶詰協会
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ころが大きいが，それに加えてイワシ，サパなどに対する栄養的な再評価がなさ

れヴ国民の健康志向ブームにものって消費が拡大し，これが生産量増大をささえ

ている原因ともなっている。

しかしながら，ここ数年間イワシ缶詰全生産量の 9割以上が輸出に向けられ，

関内消費量の伸びはまだ顕在化していない。恐らくここ 2 ， 3 年の後には閣内消

の糟加が統言椅句にも明らかになるであろうが，関内における安定的な需要を確

保することが生産を支える最も重要な基礎であることを考慮し，内需向けに適し

た製品の開発が強く望まれるところである。

関出品財の特色

このような背景の下で新規製品として開発されたのが，イワシパインソース煮

缶詰である。地元に水揚げされる新鮮な原料魚(小~中羽程度)の使用と蒸煮処

理の導入によって香味，肉質，色沢などが良好な状態で仕上げられるよう努めて

おり，配合した調味料も混濁がなしその添加盤も適度で味のなじみ具合もきわ

めて良好である。とくに往々，魚類缶詰にみられる内織の残存もなく，非常に丁

寧に作られた優秀な製品である。

このように使れた品質は，出品者が永年にわたり，魚類缶詰を主要製品として

製造技術にたゆまね努力を続けて来た成果の現われであり，多獲性赤身魚の高度

利用技や~i と相まって，その市場伎と将来性は高く評価できる。

従来，イワシ缶詰製品としてはトマトソース潰，油演，しよう油漬，みそ味，か

ば焼風がほとんどであり，現在(第 4表参熊)もその傾向は変っていない。前記

のような盟内消費の伸びなやみも製品のマン 第 4表昭和 57年イワシ缶詰

ネリにあると考えられ，新たな需要の開拓の

ためには目新しし蝶品の開発が必要であった。

新製品開発に送った経緯を振りかえってみ

ると，明石缶詰株式会社は，すでにホワイト

ソースを添加したイワシクリーム煮の開発を

品目別生産璽(単位: t ) 
口口口 自 内容重量

水 煮 1 3, 7 7 5 
泊 演 7 78 
味 付 5, 258 
トマト煮 8 8, 0 7 5 
かば焼 1 7 4 
その他 565 

A 
~ ~ハ 2 5 

!省長t 11U15, 0 

手がけ，その際にクリームの乳白色の褐変妨 資料: (社)日本缶詰協会
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止法の研究にも一応の成功をおさめている。一方，外国では非常に好まれ，輸出

イワシ缶詰の中心になっているトマトソース漬けは，我が国ではほとんど受け入

れられず，菌内消費頭打ちの要閣となっている。トマトソースは魚臭の軽減を目

的として添加されているが，その他の多くの果物類にも同じ効巣をもっと予想、さ

れたので，アンズ，白桃，黄桃，オレンジなどの各種果実を用い，試行錯誤をく

りかえしながら近代的な洋風の味付けの可能性を試みた。そして， くりかえしの

パネルテストによって最も適当と判断されるのはパインであることを確めた。パ

インは消化酵素の分泌をうながす作用をもっ繊維質を含み，イワシの生ぐさ臭á­

マスクする効果，更にさわやかな風味を与えるというすぐれた利点をもっている。

前記のホワイトソースの利用技術をパインの利用と組合わせたところに本製品が

成功した由縁がある。ここで用いるパインは沖縄産のパインクラッシュ 1 号缶を

用いているが，イワシパイン缶詰の需要が増大すれば沖縄パイン産業の振興にも

貢献できるであろう。

倍型については，最近のイワシの魚体が小，中羽主体になりつつあり，この資

源の有効利用のために従来のオーバル倍に代えて 100 'i入りの平 3 号缶を採用し

た。製品を軽量小型化したことにより，その経済性，簡便性から若年層への浸透，

手軽なパン食などにも需要を拡大した功績はきわめて大きく，今後一層の消費拡

大が期待される。

イワシパインソース煮(平型 3 号缶，内容量 100 'i，間型量75 'i )についての

分析結果を第 5 表に示した。ここで注目されるのはカルシウム含量が著しく高い

ことである。これは本来イワシ肉中のカルシウム含量が高いことに加えて，ここ

で用いた原料が小形であって，骨の割合が比較的高いことによると思われる。ま

たイワシ肉は他の魚介類に比ベピタミンDを鞠享に含むので，カルシウムの吸収

が促進され，好都合である。わが閣における食生活は平均的には充分に満たされ

ていて，カロリ一過剰の時代に入っているが，カルシウムはやや不足していると

いわれている。カルシウムは成長期の骨・歯形成時のみでなく成人にとっても常

に補給されなければならない重嬰なミネラルであり，その供給源としてイワシ缶

詰は最も理想的な食品の一つである。
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さらにイワシの栄養成分に関していえば，

コレステロールを減らし， lÍ立栓症防止など

にも効果があると知られている EPA( ヱ

イコサベンタヱン酸)， D HA (ドコサヘ

キサ工ン酸)などの給源、としても優れてい

る。 EPAは酸化されやすく，酸化物はむ

しろ書作用をもつが，鮮度のよい原料を}fj

いた缶詰中では， EPAはほとんど酸化さ

れることなく，そのまま残存するので健康

維持のために優れた加工品といえる。

関受賞財の製造工程

受賞財イワシパインソース缶詰のおおよ

その製造工程は次のとおりである。

(1) 原料魚、

第 5表イワシパインソース煮の

分析結果

項 自 結 巣

水 分 6 2.6 % 

たんぱく質料 1 4.0% 

m~ 質 1 6.2 % 

糖 質 4.7 % 

織 系候 0.0% 

灰 分 2.5% 

ヱネルギー *2 230kcal 

ナトリウム 66317lfJ% 
カルシウム 3 4317lfJ% 
カリウム 1 9117lfJ% 

資料: (財)日本缶詰検査協会

*1 係数は， 6.25 を用いた。
*2 係数は，たんぱく繋 4.22 ，
脂質 9.4 1 ，炭水化物 3.87 を用

いた。

主として地元のまき網船によって漁獲された新鮮な小羽~中羽イワシが用いら

れる。市場より搬入された原料は製造が開始されるまで，塩水と砕氷を入れた大

型タンクゃに冷却貯蔵し，鮮度変化含防止する。しかし，生産の安定化のため，

一部は冷凍イワシを用いることもある。この場合には鮮度良好なものをとくに選

別し， -30oC で急速凍結し， -25
0

Cで保管している。

位)解凍

冷凍原料魚は冷水を循環させている低温解凍タンク中でヱアーレーションしなが

ら解凍する。この場合の水滋は夏季でも 3 - 5
0

C以上には上昇しないように設計
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されていて，解凍中の変質防止がはかられている。

(る) 調理

原料魚の頭と方向をそろえてコンベアー上にのせる。頭，尾並びに内臓の除去

は自動処理機で行われる。しかし機械処理による内臓除去率は約80% であるの

で，その後，入手によって，さらに内臓の除去と洗浄を行っている。

(4) 洗浄

頭』尾，内臓を除いた原料は魚体洗浄機でよく洗う。

(θ 金属検出

洗浄された魚肉はベルトコンベアー上を移動し肉詰めに掘されるが，その途中

で金属検失織にかけられ，金属性の異物の混入が防止される。

(6) 肉詰秤量

原料の一定量を缶に詰めるが，この時の作業はすべて手詰めであるので，問時

に 3 回目の内臓付着物の除去を行うことができる。また魚体の向きを頭側，尾側

と交互に詰めることにより，機械詰めによるよりも仕上りの形態をはるかによく

することができる。

σ) 蒸煮・脱水

98"Cで20分蒸煮する。この処理によって魚肉を熱凝固させるとともになまぐさ

臭を揮散させることができる。缶内にたまった水分は缶を反転することによって

除去する。この処理によって常に安定した調味を行うことができる。

(8) 調味液注入 第 6表パインソース配合率

パインソースの一定量を注入

する。パインソースの組成は第

6 表に示したとおりである。な

お製品の香味からみればノfイン

の配合量をもう少し上げてもよ

いと息われるが，製品の品質保

持上(缶材の腐触防止)凶 4.0

以上に保つことが必要であると

fづ 平ユr 1民 片1

ノJ イ ン 7 0 

ドレッシング 5 9 

上自糖 3 7.3 

塩 1 0.5 
ノ、、，

タ 7 

化学調味料 O. 8 4 0 

ガ ム 0.700 

オぇ 7 0 

計 2 5 5.3 4 

資料:明石缶詰開
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いう。

。)脱気・巻締先缶，加熱殺葎

次いで真空巻締機で脱気・密封的予、，洗缶機(洗剤を入れた沸とう水中)で缶

の汚れをとり， レトルトによる加紫搬菌 ( 113
0

C , 80分，中心温度 113
0

C )にまわ

す。

(10) 冷却，打検，圏詰

加熱殺菌された缶は，水道水で冷却したのち打検法で検査する。缶に付着して

いる水分を除いてからケーサーで閑話する。

襲撃イワシパインソース缶詰の生産と流通

イワシパインソース缶諮は全く新規の製品であり.その製造販売は昭和57年に開始

されたばかりである。 57年の生産菌数は 271函で， [誌}社イワシ全製品の約 1/9

である。

生産コストは 1 缶当り原料魚 9 円，空缶18円，調味液 9.2 円，光熱水道料など

2.9 円，その他経費23円で計 6 2‘ 1 円となるが，魚粕向け残さいの収入1.48円を

みると，製造原備は60円62銭である。

これを一次問屋，小在11，小売という段階で販売される。その販売価格は一般的

には小卸80~82円，小売 100 円である。

出荷先は一次問屋の各営業所を通じて全国一円であるが，関F質問?仏関東甲信

越34%，東北 4%，北海道・九州、iが 4~らである。

翻まとめ

受賞財の特色をまとめると以下のようである。

旬新鮮で小形な原料魚の選択と利用。

(②原料魚の解凍は地想的な冷却解凍法によっている。

@ 内臓の除去は機械処理に加えて，入手によって繰り返して T 'lqf に行って

し、る。

@ 内諾はすべて手作業で行っているので開缶時の形態が美しい。
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@ パインソースがよくなじみイワシ独特の生ぐさ臭がマスクされている。

@ ホワイトソースは褐変することなく，きれいに仕上っている。

の小形缶であるので 1 人でも残すことがなく，経済的である。朝・昼のパン

食にもよくマッチしている。

@ カルシウム， EPAなどの補給源としてすぐれた製品である。

以上のようにイワシパインソース煮は食品として具備すべき諸点，すなわち栄

養価，経済性，味のよさ及び簡便性などについて，十分満足される製品であり，

今後需要の拡大とともに生産量の一層の増大が期待される。
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軽輩盟購購

新製品開発によるいわし缶詰の普及
明石缶詰株式会社

(代表者明石悠司)

私共の街，銚子は手!比良)11の河口lこ俗資し， 臭み及び俗臭を最大|波 lこ抜くことが出来，

三三方海に溜まれた立地条件の下に省くか 尚かっ，青少年層好みの洋風味付にfiïJと

ら漁港が発途し，昭和 7 年魚市場が完成 か成功することが出来ました。昨今は，

されて以来，地元漁高官はもとより， :jヒは 殊にいわし缶詰の栄養及び健康扇での錨

北海道，街はブL州に至る沖合漁船の一大 僚が見腹されてまいりました。少しでも

絞拠地として発股，をとげ，現在，総、水揚 幅広い般の方々にヘノレシーフードとして

殺は全国務 3 位を占めて千葉県水産業の 取り kげていただきたいとの念願が，こ

中心をなしております。 れによって幾分なりともかなえられます

このような環境において当明石缶詰ili ， ならば，私共製造業者として，この上の

明治末期に先々代明石伝七が内(カネダ 軍事びはございません。

イ)ブランドを創設，更に昭和10年現在 今回の受賞は，まことに予怒外ではあ

地に工場を建設して各種水濠缶詰の製造 りましたが，研究に従事致しましたスタ

を本格的に開始して以来，戦中戦後幾多 ッフにとりましては大いなる審びであり，

の後潜を緩て今日 iこヨきりました。 今後の研究への励みであると問時に，そ

原料の磯保， m{磁の安定，製品{尚格の れ以上の資任の重大さを痛感致しており

適正という蔚では全く思うにまかせぬ斯 ます。今後は従業員共々この焚を汚すこ

業界の現実は年毎に厳しく， JJIlえて消焚 とのないよう，尚…腐の努力を怒って受

者の支持を得るためにも，私共は常にliif 氏のことばに代えさせて渓きます。

究， 1摘発の努力を強いられております。

そうして生まれた幾つかの製品の一つが，

今回受賞のイワシパインソース缶詰ーであ

ります。務者の晴好も変り，従来の油淡，

4幸治前， I来日食味，務焼風味付だけではあき

たらず，現代の食生活にも7 ツチした新

しい味をとの主主求に応えて，果物をベー

スにした味付を各機試みた結果，パイン

は含有される栄養素も効来的で，又鰯の

F
h
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印刷iJ. 発行/iJ?J利59"ド 3 月初日

発行/H:J開法人日本藤林漁業振興会

東京都千 fUJl依存[1 日 1多 IIIJ 2 9 6 (問中ビノレ)

制作/投開法人会盟藤毅改良普及協会

東京都滋 iさ::Wi橋 2 10-5 (米合ビノレ)

〈水産部門〉



昭和 58年農林水産祭(第22 回)

「むらづくり」問看の三点

皇かな
IJ らづくり
を潟招じて







発刊の ζ とば

農林水産祭は，全国民の農林水産業iζ対する認識ぞ深め，農林水稼業者の技

術改善及び経営発展の意欲の荷揚を図るための悶氏的な祭典として，昭和37年

農林水産業者に天皇杯が御下賜になったのを機会 iζ，従来の新穀感謝祭を発展

的に拡充して始められたものです。

ζ の農林水産祭は，農林水産省と日本農林漁業振興会との共催のもとに，各

方面の協力を得て毎年11月 23 日・勤労感謝の尽を中心 i乙開催され，農林水産

、業者に天皇杯などの授与を行う式典や，一般悶民 iζ農林水際業を紹介する農林水

産展などきわめて多彩な行事を行ってきております。

昭和58年度は，その22回目に当たりますが，本年度の天泉杯などの選賞審交

の結果は，次のとおりです。

すなわち，従来からの農産等の 6 椋門については，第22@J農林水i!E祭に参加

した各滋表彰行事( 364件)において農林水産大臣賞を受賞した出品財 601 点の

中から，天象杯を授与されるもの 6 点(各邸内ごとに 1 点)，内閣総理大臣賞を

授与されるもの 6 点(間) ，日本農林漁業振興会会長賞を授与されるもの 7 点(農

産部門 2 点，その他の部門 1 点)がそれぞれ選考されました。また，むらづく

り部門については， 44都道府県から各 l 点推薦のあったむらづくり事例の中か

ら，天E皇杯，内閣総理大臣賞を授与されるもの各 1 点，農林水産大臣賞を授与

されるもの15点がそれぞれ選考されました。

農林水産祭において表彰された ζれらの受賞者の後れた業綴は，農林水産業

の近代化や設かで住みよい箆 ilJ漁村づくりへの生きた指標として，関係各方面

の方々に大いに稗益する ζ とと思います。ここに c れらの業綾の概婆(農産

等の 6 部門は別冊)をとりまとめて発行する乙とと致した次第です。

また，本年度の農林水産祭むらづくり表彰式典の場において，むらづくりに

おける天皇杯，内閣総理大臣賞等受賞者の業綴発表が行われましたので，あわ

せて，ここにその内容を紹介し，筒係各方阪の方々の御参考に供ーすることとし

た次第です。

終わりに，;4:蓄の編集に御協力をいただいた執筆者，発表者その他の関係各

位 iζ対し深甚の謝窓を表します。

昭和田年 3 月

財団法人 日本農林漁業振興会
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天皇杯受賞

(UI形県西置賜郡小伝]1町大字叶水)

地区の楳況

小国i町は，山形県の溺凶端，新潟，福島の県墳に位留し，飯主主述 ú際，朝日

i選出筆の狭間にわずかに聞けた豪ミ雪地帯で，川沿lζ放射線状に点在した集落を

している町である。その総而結は 738lml (東京23 区は 590 krlりにも及ぶ広

大な町で，山形市へは82krnの位置にある。

小国自lJは，乙れまでも地域開発に関して小出方式と称される拠点開発方式

を採っていることで有名であった。即ち，広大な U1Jの各集落そ均等に開発怒

備する ζ とが困難であることから， f町のけ l心地域lζ行政，教育，文化等に r!，(!

する高水準の施設を総合的 lζ終備して住民の生活水準の向上を ~J ってい ζ う

とするものであり，まず， 43年におぐに開発総合センターが完成した。住民

全体で使うセンターとして，山奥の人々が!貯に出てきた時のための宿泊施設

も備えたセンターである。

東部地区は， IEI津川村，大石沢}II ，横 }II 沿いに点在する 7 集落で構成され

る地区である。 ζ の地毘は，その中心から役場まで 18krn と他の地区に比べ最

も恵まれない条件下にあり，長大積雪は 5mにも達し，根雪期開も 130 -

150 臼と長期間に及んでいる。また，地区の92彫は山岳で占められ，耕地商

積は， 150ha (うち水筒 129 ha) で 1 戸当たり平均1. 4 haである。 農業の主

な収入段、は，7.1<稲，山菜，内用牛，野菜である。
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図-1 受賞者の所在地

山形県小国町の位震 小国i可1I]1llJ村の位霞

/7 
/\へ------

jJ: 
'?f:iY"j 

8 -



1 戸数及び人口

p 数 人 口

家 fコ をt 'JI, 総人口 j災家人口

総数
2f>長

)~家
女専業支1配f党三f 兼業 戸数 9j !r. ~5 

昭和
224 183 7 126 50 41 992 504 488 891 450 441 

45壬l'

50年 174 125 I 2 i 62 61 49 687 341 346 558 283 275 

55主iニ 183 11 5 7 44 64 
65981i66796 2 

341 331 483 242 241 

57壬1'-1 167 108 7 33 68 355 341 469 238 231 

表-2 農用地利用の状況
(l将位 : fω) 

バ3 1m 採草
計

放牧土tlì
EE 力JI

昭和45年 164 24 20 208 52 

50年 116 10 1 1 137 12 

55年 129 4 14 147 

57年 124 12 9 150 

一一

表-3 主裂lff'自5j IJ股業籾生産額の推移
(単位:百万丹)

位 2 位 i3 位 4 位 l
米 111 菜 肉用牛 野菜

昭和45年 91 13 5 3 

50年| 139 13 7 5 

55年 155 19 23 8 

57"'ド 162 30 17 9 

- 9 -



総農家戸数 108戸のうち第 2 種兼業農家は68戸で，その大部分は町の中心

部にある東芝セラミ y クスと日本重化学工業lζ勤めており，町外への出稼ぎ

者はいない。

高度成長銀lを通じて， ζの地区も他の地域と陪じく過疎化が進行したが，

ltX:近に塗って住民の努力による住みよいむらづくり活動が功を奏し，人口の

減少に歯止めがかかった。

むらづくりの内容

(わ むらづくりの背景とその過程

ア むらづくりの動機

本地区は，昭和43年の羽越水答により大きな被筈を受け，災害救助法が適

用される事態となった。その後，復旧を図り耕作可能となったが，冷水によ

る濯概，あるいは漏水田や棚田が多いζ とから，基幹作自である水稲の収量は

依然として低い水準であった。そして45年，最奥地の集溶 (37戸)が町の集

溶移転事業により，全戸移動した。この乙とがきっかけとなって， r次 lま我

が集落では j という危機!惑が高まり，部落長や若い人が中心となって，東部

地区全体での話し合いを持つ活動が起った。

「山間寒冷地のJg条件を自らの創意工夫と努力によって克服し，豊かなむ

らを後世代lζ 引き継どう」という合意のもとに，乙の地区の拠点集落である

日十7.1<. 1乙，住民が自由に集える施設として， 50年 3 月 iζ基幹築落センターを建

設した。(その後順次，診療所，保育園，警察官駐在所，簡易郵便局等日常

生活 lζ必妥な最少限の施設が号警備された。)

イ むらづくりの推進体制

むらづくりの推進主体は，東部地区振興協議会(叶水恭幹集溶センター建

設協議会を 51年に改組)で，集落 生産組織 サークルなどの代表30名で委

員会が構成されており，その代表がそれぞれ総務部，社会教育部，営農部の

いずれかに隠して活動する形となっている(図 2) 。つまり，委員は自分

の属する組織の代表としての役割と地域全体の代表としての役割の 2 つを担

10 -



龍一 2 小国町東部地区むらづくり推進体制図
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叶水基幹築落センター

っていることになる。また，各集結からは，代表がごー人以上ーでているので，

集結への伝達が卜分行われると同時に，合怠事項の実行もスムーズにいくシ

ステムとなっている。

(2) むらづくりの内容

ア 冬期間の交通の佐保

かつては，町の中心部へ通勤する家庭では，若夫婦が冬期間町へ別居する

ことが多く，東部地区は老夫婦たちにより守られていた。

乙のため，病人が出た場合は，ソリで jill ぶという難渋をしていた。この課

題に対し，住民全戸で「東部地区除害対策協議会」を組織し，町iζ要望を続

けた結果， 52年から除雪が行われるようになった。今では早朝から小田の中

心部まで除雪されるようになり，その費用は住民も分111するとともに，地区

内の若い就農者がオペレーターとし に参加している。

イ 111聞における農業所得の篠保

(ア) 稲作と肉用牛の複合経営のi佐立

乙の地区の水田は，極めて収量が低かったが， 50年までに闘場整備を 9 割

方完成し，堆きゅう肥による土づくりや技術ののr鍛に努め，現在では町平均

より l 割も上回る収量 (57年 532 切/10 a) をあげるようになっている。ま

た，肉用牛については，計画的な交配や町単独の優良牛導入卒業などにより，

- 12 一



となり， けるまでになって，稲と後合

経営を!被_.江した。

(イ) IJI*本の集約的利用 一縦光わらび1，;，1-

ζ の j也ほの特急の…つとして， r iJ j 菜1':1:\待組合j による山菜の収入がある。

この rd-I菜出荷総合J が中心となって， r日]ーに働きかけ「共有林聖子条例」を

定めるとともに，品質の向上，践化のため， rわらび生産総合J iζ再編し

たよで， !把上告，['i'X現を施したわらび閣として，訂正ドに 5 カ所C75 ha) の造成を

行い， 54年より関 r~~ した。 58年f容には，県内各地をはじめ，宮城，福島，新

品から 6， 000 人もの入問者を迎え入れるに去っている。

これは，収益事業(農業総生産額第 2 {5L) としてのみならず，的資者との

交流促進としての忠義が大きい。

ウ 活発な小集団活動

(ア)

56 :irにおい?人のあ隊出家が「自給飼料公明:ìf(t組合J を結成し，国有林聖子を

活用した 35加の放牧場及び 14haの飼料郊1 (転作焔)の活用により，良質粗飼

料の iÌ1在保と優良和正!二の伎は'iと取り奈良み， 57:iドには，地[R斜育頭数の約 2 分の l

の50頭

就職した

49"ド lζ

就職者 4 名)

している。

も含めた活動としては， rサークノレ土j がある。 ζ の組織は，

した {rj' Fc lî で結成され， 33.~夜会長 15名(農業青年11 名，

している。

また， 49年 iζU ターンした←百年が，自家経営のほかに，離村跡地の耕作を

i き受け規模拡大を関るとともに，両齢者iι;奇から作業受託をするなどして

15haの耕作告している。この青年は，農業o、外の体験を生かした営箆をして

おり， :t也ほの先導的役割を 511 たし，サークノレことの会員や農協青年郊に大きな

活力を与えている。 また， ζ の地 rz:内にある基督教独立学関高校(土を愛し，

土tζ生きる，師弟関労，独立精神，キリスト信仰と生活協同体のヰiでの人間

教育)の地元卒業生が:Lttl 灰内に約30名いて活躍しており，さらに佐袈出身の

卒業生が， ζζ を住みよい1ttl 底として世;誌を移し，有機農業を始めている。
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黒沢峠の敷石道

(イ) 財人グループの活動

51年 l乙結成された「わらび会」は， 49年-50年にかけて小畠町全体の婦人

学級 lζ参加した人々のうちから，もっと勉強を続けようという地区内の有志

9 人によって結成されたもので，このわらび会の活動は，地区婦人部の活動

の版動力となっている。

乙のグループが中心となって，地区婦人部全員で我が家の食事調査をした

結巣，緑黄野菜が不足していることがわかり，その摂取を促進するため，グ

ループ員によってブロッコリーの展示闘を設霞したり，主主幹集落センターの

f~jir加工室を利用した実習に取り組んだりしている。また，町で実施する成

人病検診c1日ドック)の参加を呼びかけ，住民の受診率を高める乙とによ

り，健康づくり活動への関心を住民一人一人のものとしている。

(ウ) 高齢者の活動

老人クラブでは， i1H乙自生するまたたびゃ山ぶどう，あけび等のつる細工

物を復活し，町が製品を畏い取り，これを恭金として京浜地方のデパート等

へ販路を拡大している。また，むらの歴史を守る活動として，徳川時代の越

-14-
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後街道の峠道(黒沢峠)が敷石道であった乙とを思い出し，埋もれていた敷

石を地区の人々のカを借りて整備再現した。

ヘリコブターで我が

村を見る

(エ) 子供たちの活動

IJ\ ，中学校では，東部地区の将来について，作文や絵を授業lζ取り上げた

り，皆の農作業について高齢者から開く会を持つだけでなく，紙ねんどによ

る昔の農作業模型の作成等を通じて地底の生活を見つめる教脊をしている。

エ ふるさとまつり

東部地区振興協議会の総務部の活動内容にふるさとまつりの企磁，実施が

ある。

日常の活動は，それぞれの小集団ごとに実行されているが， ζ のふるさと

まつりは，東部地区全戸の参加を得て企磁，実行されている。このため，内

容は緩めて多彩で，運動会一つをとっても，婦人のためのバレーボール大会，

青年郊のソフトボール大会，老人のゲートボール大会が催され，また，子供

餅っき大会，肉用牛(地底内の和牛)の試食会，手づくり料潔自慢会等があ

り，集務ごとの神社の祭りと異なり内容においても規模においても感大なま

つりとなっている。

57年度は，乙の行事のーっとして，ヘリコプターを借り上げ， r空から我

がむらを見産そう J の計画をし， 96名が参加した。そして，このことが動機

となり，地区の土地利用の見蕊しを行う話が持ち上がり，土地利用マップの

作成に取りかかっている。

戸h
d



関 むらづくりの成果と今後の展望

東部地区のむらづくりは，基幹集落センターを活動の中心lζ据えた 7 集落

の活動である。

そして実行は，小集団や集落で一つ一つ積み震ねた成果といえる。乙の乙

とは，振興協議会の代表の構成が，集落代表と小築団の代表との組み合わせ

であり，その活動内容も，住民全体でカを合わせなければできない除雪活動

(豪雪の克服)や山林での放牧，わらびの観光協(地域資源の活用)であっ

たり，山野lζ 自生するあけび等のつる細工物というように，それぞれ年齢や

活動内容に応じた実行をし，その代表によって，結果を振興協議会の場lζ報

告する形をとっている乙とが，広い地域の活動を可能にしている。言し、かえ

れば，協議，計酪，実行，成果の確認がうまく循環し，力の結集を高めると

ともに，新しいアイデアを生み出している。また，町長らは，住民の声によ

く耳を傾けているが，住民が自らのカを出し合い，計画を十分粘り上げるま

では，じっくり静観し，必要に応じて力を貸すという方法が定着しており，

これが自分たちのことは自分たちで考えなければ 「住みよいむら」にはな

らないのだ，という力を一層強める理由となっている。

今後においても，拠点を中心とする東部地区の活動は，イ也の地区の範とし

て注聞を浴びる ζ ととなろう。また，乙の地域自身も，土地利用 7 ップから

新しい夢が生まれてきたり，わらび匿を通じた消費者との交流が人々の豊か

な結びつきを育てたりして新しい道を歩んでいくものと期待される。

ρ
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心の結びつきを大切に

小国町東部地箆振興協議会
(小野ニ努)

私たちの地区は， 0J f渇袋三雪という

自然条件の厳しい中にあり， ζζで

生活するには，地域の強い迷，協のまと

くに必要です。こんな中で，米騎手干

の大水容に見舞われ，次々と挙家露ffi

村が起りました。乙のH寺私たちは，

人口の減少も問題だが，人の心が荒

れ，パラパラになる ζ とは，むらの

滅亡につながり，より恐しい乙とだ

と思ったのです。

むらづくりで設初lζ]削旦んだ ζ と

は，生産性向上のための水凶のまま皇室

主主俄で、す。乙れは悶1で初めての ζ と

でもあり，当然のことながら住民の

大反対が起こりました。この推進役

となったのは，戦後任~もない敏から

活躍した 4HCのメンパーです。個

別にその必姿性を説きながら粘り強

い話し合いを続け，万滋一致の原則

で実施にこぎつけました。現在では，

収盤でもコストでも，そして転作で

も大きな成果をあげております。

次lζ地区の拠点施設として ， tま幹

集落センターの設立に ζ ぎつけまし

た。乙乙では行政依存ではなく，地

域の泉す役割を十分話し合って，自

主的なむらづくり総織を設け，幾議室，

生設から生活改議"そして冬期の交

巡篠保まで，幅広いむらづくり活動

に攻総みました。また，限られた条

件の中で，より笠かなむらづくりを

進めるためには， J.l ljの角度からそノ

を見る発想の転換が必要だという，

若い人の意見を取入れ，空から故郷

平等発見としてヘリコプターをチャー

ターして，大勢の人lζ祭ってもらい

ました。その経験をもとに，むらづ

くりの湾写真であること地利用?ップ

を作成しました。

受から見たわが故郷の自然の炎し

さは，地区の宝です。 ζ の自然を守

り，総会の人たちにも喜びを味って

もらいたいと，忠い， {也との交流を­

J凶さかんにしたいと思います。

今阪名誉ある天袋杯を受賞しまし

たが，特iζ強調できる点があるわけ

でもなく，ただバランスのとれたむ

らづくりに努めてきました。乙れも

!町会はじめ，たえず指導を頂いた腿

主主改良普及所の大きなj]のおかげです。

乙れからも若い人たちの発怒と，

子供たちの夢を大切にして，登かな

むらを次の世代iζ引継いで、いくよう

努力してまいります。
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内閣総理大臣賞受賞

(栃木県黒磯市幸町)

関地区の概況

黒磯市は，県の最北部 lζ位霊し，那須山系の 111麓に東南に細長くひらけた

地域である。地区は，市街地を除く 106集落の範簡であり，人口 17， 000 人，

農家戸数約 2， 300戸，耕地面積 4， 700hClからなる平地農村である。気象は，

年平均気温11"C ，年降水最1， 479mm ，晩霜 5 月上旬，初霜 10月上旬であり，

内陸性気候であるため，寒暖の差が大きく，特 ~C冬期における寒気は厳しい。

土地条件は， ,r,Yi ;FJj 240 mから 600m の間 lζ耕地が分布し，土質はほぼ全般が

関東ローム庖で占められている。また，扇状地であるため，一部河川流域を

除き水平IHC恵まれない地域となっている。

-0~\ 
長男言磯首7
-刊也~

国… 1

栃木県 <

。宇都宮

ハr'-'

巨査Jm~1
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地区の農業は，昔は知1tjt fl:l也4iJ であったが，戦後南部においてIml日，北部

において平地;f，1;の開拓がj並み，羽衣では， I裕院と稲作を )j~幹としたg!l!X~ が'討

まれ，平均経常耕地 IfJi絞は 2.6 ha と県ドW 1 {\f: となっている。

なお，地区内は， JiU磯，織f1t，点那須野放び 1".;J1+ と 4 つに分かれ，地域の

立地条件により，阪民経営，JJ<.稲経営等特色ある営12 が民日fJされている。

昭和 45!ij二

50!LI'. 

55"]0 

57 1，ド

~二

表… 1 人口の動|白]

65 歳以卜
総人口

ノ\

102.5 cl 03.7) I 130.0 ( 

Ulí.{立:人)

出(林， ~む)家人口

84.1 ( 82.3) 

3,957(2,600) 

形

74.2( 66.7) 

(住) ( )は， :f;zj~一人口である。

表-2 数の推移
(J]J.(立:戸)

総社f 数
J;'~ (林，漁)家数

うち 業 1 {手;兼業 2 :fffi兼業

昭和 45'"干 3.2 2,245 645 1,012 588 

50年 3.415 2,124 368 1,087 669 

55年 4,063 2,058 337 963 758 

57 正予 4,371 2.331 335 1,057 939 

5h  
o/U sf α/U 五 口/U正 F内2/7i! 。//U 

135.4 51.9 104.4 159.7 
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表-3 耕地面積等の惟移
(単位 : ha) 

耕 主也 m ミ 車

出 普通知 樹闘地 牧草地 放牧地

昭和 45年 4,265 2.997 1, 1 1 3 2 1 134 94 

50年 4,582 3,085 820 22 655 29 

55年 4.675 3,137 724 32 782 78 

57i!� 4,713 3,1 37 739 32 817 80 

7ぷ乙
slυ .;:: 0/U 4 気づ 。96 男づ 気6

110.51 104.7 66.4 152.4 60 

表-4 主張作目別l主(林，漁)業粗生政客員の推移
c.tìi位:百万円)

位 2 位 3 {立 4 位 5 イ立 総民主主額粗生産言l' I 

昭和]45iF- 米 1 ，877 手Vド 1 ，076 野菜 214 こばこ 140 変 52 3,687 

50/q~ 米 4，4 20 J'LLi二 2 ，582 子菜 352 こば乙 322 陸蚕 41 8,1 35 

55年 牛 4，890 米 4，1 56 野菜 451 こはζ428 麦 327 11,1 61 

57:年 体ド 5，085 米 4，1 58 iy菜 517 トこば乙 348 変 332 11 ,4 34 

57YF 
F6 96 slフ~ 。//U slζ，ノf 

221.5 241.6 248.6 638.5 310町 l

むらづくりの内容

(1 ) むらづくりの背景とその過程

黒磯市の農業は 3米と酪践が2誌の両輪となって発展してきたが， 40年代後半

より米の生産識整が始まり，その後生産調終規模が拡大したことから，農家

は大きなショック在受けていた。また，交通条件のよい議機mには工場の進

出も多く，主主幹的農業従事者のみでなく，主婦までも農外収入を求めて不

安定な兼業に従事するようになった。そして，人口の増加や都市化の進展lζ
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伴って，市街地周辺

疎化が進んだ。

はìM伎化が進むーブ'j ， 交通が不便な地域では過

ζ のような状況は年々拡大され，近正i司米の生以調終の強化lζ方11え，当地域の

基幹作自である牛乳までも生政調怒号をしなければならない等，民泌物の過剰

問題や農政物の錨絡低迷 lζっし、て業者は 0rt~ G 、;不安をもっ lζ 支った。 また，

支店化や混住化の進!廷に1'1'- って，集滋!付の用水路や!J2i立の官官j!もできなくな

ったほか，立:搭の;も'会，お祭りなど背からやってきた行事もできなくなり，

集結内の伶間意識も絞れてきた。

ζ のような間Jm は，

代表者が中心となって，

まりの件Iでも大きな問題となり，各地域の

も含めて，郷:トーの再建をしようという気ìlli

まった。そして，市役!升， !;ミ協などにも協力そltdil'i していたところ，県虫

ある「新しいむらづくり惟進務総モデノレ事業j の指定そう老けることが

でき， ζ れを契機として 106 の集浴:毎 lζ膝談会が関かれ，後i誌の問題を全て

出し合い，個人で解決すべき民業経営上の問題と m滋内(後数のJ;bJ合を含む。)

で解決すべき問題， :Ji 'ζ は，団体やTIiの協力

分けそ行うこととなった。

このようにして， 106 :U~溶につい

て解決すべき問題との仕

った結果， 及び築溶

の総闘を越えた問題について自主的な村づくりそしてい ζ うという機述

まり， 4 地域の代表者~tf. が相談して，各:uミ徒主位{ζf新しいむらづくり J の袋

路推進H*mlj を務える ζ とになった。そして，これぞ機会に 41Hr村が合併した

昭和 4 0 年以米投註されていた各袋詰在への行政 j の述絡を主体とした「京機

市農村建設委員会」を発展的に免午前し， r新しいむらづくり推進委員会議J

という組織を作り，集落の話しf!?いに恭礎をおいた地域全体としての自主的

なむらづくりへの収り総みが始まった。

(2) むらづくりの推進体制と活動のシステム

;ょ:磯地域のむらづくりは， らなる 106m裕ものi五範

聞の単位で進められているため，むらづくり倣進組織である r i~~ 磯子1i新しい

むらづくり推進員会議」は，家照的な体制となっている。
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すなわち，①各m硲毎 lこ集浴;会があり，集落会には住民の民主的ノレーノレに

必づき，新しいむらづくり惟進員 l 名がJ:ii1 ili されており，②さらに， I日市町

村単位( 4 地区) ，ζ地底推進員会議があり，@全体組織として 106人の推進

員による全{本会議及び地区推進員会議の代表 4 人からなる代表者会議づ構成

されている。また，この綴織の運営及び活動を市，農業関係団体及び農業改

良資及所等除機関等が指導協力する体制となっている。

国-2 込磯広域むらづくり組織と機能

1 むらづくり全体，:I.1I1~の ;filË

2 どりづくり全体名。.ìft刊行問j

3 応部店内のとりまとめ

4 むらづくり館近感もう

5. r! i'ζ対ずる日索活動

o }{体的むらづくりの合前E
成と鮮度

。 日i落内意向とりまとめと{也被

「新しいむらづくり推進員会議」の活動については，集落会では， 農業生産

のための活動や集落内での行事，生活環境問題等の問題について推進員が中

心となり，農家，非農家一体での話し合いが行われ，集落内の意向を取りま

とめ，集務内で解決できる問題は集落内で実行し，他の集溶 lζ も関係する課

題や，他の集議事と一体としての広がりの範囲で実行した方が良い課題につい

ては，地区推進員会議において検討，調整した上で，全体組織である推進員
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会議において，むらづくり全体計削との謝終を以i り，再 にフィード

パックし，むらぐるみの活動として実行している。また，むらづくりの諜組

のうち，新しいむらづくり推進員会議の組織のみでは解決が困難な問題や，

業として実行することが必裂なものについては↑Jや J;?4 1J，t等へ要事ーし，それ

らの協力のもとに実施されている。

兵体的な活動システムとしては，課題により各磁のシステムに分かれるが，

例えば，①集湾内道路の怒 III1i ， 集結センターの設 íi'ê， r山犯灯;及び出火水梢の

設置等については，築務内の臨談会において検討のうえ，終 IjllJ計削1皮切 ti?を

作成し，地!R段階及び全体組織として検討誠終を行ない，むらづくり組織の

総意として，市lζ主主持i i与を提出し協力を求める o -'F業化されたものについて

は，築港推進員を中心に卒業の実施協力をする ζ ととなっている。@

花いっぱい運動，ゲートボーノレ場の設設， 5 ・ 5 ・ 5 運動等地域会J或にわた

って運動を展開する課題については，会{本会議において実施計的!の方針が決

められ，各築治:においては，用地の検討，会戸出{交による実行$..~~;のシステム

となっている。

図-3 むらづくり推進システム(その1)
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図-4 むらづくり惟進システム(その 2) 

該当 'F {9IJ 1. TË し、っぱい.ì1li忍j

2. ゲートボール湯の設置

3. 5 ・ 5 ・ 5 運動

(仁コ:推進員の任務)
立ミ 落

地区推進員会議
新しいむらづくり | 

(袋詰主における推進員) (市全体)推進員会議

11用地検討I~- 一一一一一一一一一一 --~全体会議~
の1M;系者の柏翻

li地主折衝il

(決定)

11労力家{士I1
(全戸協力)

(3) むらづくりの内容と特徴

「黒磯子作新しいむらづくり推進員会議」の特徴は，何よりも活動体制の広

域性にある。しかし，活動の基礎は，各集結の話し合いを2まにしており，農

家・非農家の区別なく，農業生産・農村生活の冬習にわたる全ての問題を築

港会の場を通じて淑り上げ，むらぐるみで活動が行われている。むらづくり

の主要な内容を本げれば，次のとおりである。

ア 農業生産の振興

(ア) 適地適産による自立経営の篠立

農業改良普及所の協力を得て，地域別の営農類型が決定され， ζ の方向 lζ

沿って約 200の営農集団( 1, 500 hCl)が組織され，大規模酪農経営の形成，
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新規作物の導入(緑地野菜， により の定才パヒ

がぼi られており，県下でも;釘数のì:':j 19r1U出染地域となっている。各集結では

地域の特性を生かした農業振興が関られており，代表的な事例をみると次ω

とおりである。

審産共進会審査風愛

⑦îJj5須 1I1鐙の酪民地，H;，にある汚水集結では「人づくり J ， r 11二づくり J , 

f土づくり j を 3 本の柱として，稲作民家からの期間依二地による転作地(約

を償化し，サイレージのJ<'，] るととらに，30ha) を含め

牛群検定による のこLJ会五;i)とによる了ト今づくり等により，手し質

日本ーや郎民経営日本ーの段家が[おるようになった。また，自主的なボラン

ティア活動として，フィリピンから毎年ねf立の船出研修生を 1 年にわた

って受け入れ，技術指導を行っている。

0 r1 ï南部の7.1<ﾆI i也却にあるド 11 1 聖子 ~t浴では，比絞的経営鋭校が大きく，泊二

，-;t7k稲l:l1作が多く， fI !3利 50 !，j三闘にはと!泌が憾んであった。その後，転作泌総

の地大を契機 l乙袋詰主で話し合い与を.iiさめ変fr ，大豆作組合の組織化，機械化一

貫休系の篠立，転作物の陪J也イヒ地化本r{'18 ;I;IJ) 守ーにより，生時:性の高い

複合経営が定務した。 ζの郎総では，転作大豆が共励会で金制 2 位，県下 1 I立

と高い評価を受け，また，加工r トマト，ニラ 7 管内→大根などの露地野菜の政

j也形成も進み，後合化により， I設業所得は大村JIζ増加i した。

。市東部の7.1<間後会地J誌にある石田坂築港では， の集団転
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fl: 地を手iJFtJ した自主農家による制料栽培 タバコ農家によるタバコ栽培;及び稲

作出家と似農家間の稲わらと推j復肥の交換等各作自問の補完結合により，稲

作， ~各民，タバコを法斡作物とした集結営農が縫立している。

(イ) 民業生産組織と担い手出家の育成

生産コストの低減や生産効率の向上を国るため，各集落の挽進負が中心と

なって話し合いを進め，集落内で営農組合や機械手IJ 悶組合，麦・大豆生産組

合等の生産組合の育成が行われたほか，築務の範囲を越えた農機具司の効率利

用ぞ揺る農業機械銀行の設立 (55年度) {ζ大きな役割を果たした。 57年度の

農作業の受委託あっせん面積は，のべ1，000 halζ のほ、っている。また，新し

いむらづくり推進員会議の音頭により，農業後継者の育成が強力に進められ

ており，県農業土， fl']農業指導士による後紋者の指導， 4 H クラブの実践活

動，更には，専門農業学閣による新規就農者の実践的技術の習得を通じ，若

者間;才、の連帯感の醸成と後継者の営農:意欲の昂揚を凶っている。

イ 授かで住みよい農村の建設

(ア) 生活の合理化運動

新しい村づくり推進員会議は，昭和54年より生活改善クラブ，農協婦人部

等と一体となり，むらづくり，人づくりは健康からということで， 1 本の牛乳，

4 種の結野菜， 811寺問の経眠，いわゆる 1-4-8運動を震関した。更に，運

動の展開を充実させるため， 5 a の家庭菜闘， 5 羽の鶏 5 種の果樹を導入

し，地域内の食生活の改善を8i:j りながら，家族の健康増進と 50万円の家計費

の節減をする連動 (5 -5-5運動)を明和56年より展開している。 5'5'5運動

による 5 a の家庭菜閣は，生活改善クラブ，農協婦人部の会員の 8 割以上が

実施しており，また，非農家を含めた取り組みを行うため，展敷内敷地利用

を進めたり，市民農閑 5 ケ所を開設し，一般市民 lζ農作物の栽培を通じ土lζ

親しむ場の提供，農業者と消費者のコミュニティづくり，更には，市街地周辺

の農地の有効利用にも寄与している。

また，自給食品の利用向上の観点から，豊かな地域農産物や家庭菜園によ

る自給農産物を，家庭の主婦が食品加工所lζ持ち寄り，手軽に缶詰加工したり，
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また，新しい漬物加工技術や郷土料理の習得も行われ，非農家も含め

活の改善，食品の自給自足が進みつつある。

多呂的研修センターに

おけるパン加工実習

(イ)生活環境の怒備とコミュニティづくり

新しいむらづくり推進員会議は， r;t~ v 、っぱい運動J や「築洛美化運動J

を進めており，集会施設，道水路の清掃作業を実施しているほか，道路ぎわ

の関係住民の無償の土地提供の下で，老人クラブ，蛾人グループの協力も得

て，手作りのフラワーロ…卜‘を設歯するなど家庭内の美化jlli動とともに地域

の環境美化が悶られている。また，多くの集落lζ築溶センタ一。生活改善セ

ンタ一等が設Eまされ，むらづくり推進の場として活用されている。例えば，

民謡，踊り，ダンス，芝居，カラオケ等が盛んになったほか，高令者ーによる

創作館における

譲細工の伝承
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竹・築細工，手芸，習字が行われたり，普からの伝承文化の稽ぢや古くから

の各種行事，お祭りなどに使われている。更に 市民運動会，市民盆踊り大

会等も年中行事化され，非農家との多様な交流活動により地域の連帯意識の

醸成が図られている。

むらづくりの成果と今後の展望

燥機市新しい村づくり推進員会議は 106集溶からなる広域な組織である

が，あくまでも集落の話し合いを基礎とした地域ぐるみの自治的組織である。

乙のような下からの積み上げと，上部機構との聞のフィードパックシステム

がよく機能したむらぐるみの合意形成の方式は，地域が広範であるにもかか

わらず良く機能しており，地域の広がりが大きいだけに農家も非農家も，

老いも宕きも，他の生産，生活，趣味関係のグループも一体となったむらづ

くりが進められ，かえって大きな成果を上げる要因になっている。

乙れには，ムリ，ムラ，ムダを省く ζ とを合言葉に，従来いろいろあった

大小様々の各種組織を一本化(行政上の連絡組織である区長は集落毎にいる。)

し，経費と時間のムダが省かれていること，また，関係行政機関も全ての事

業，活動を新しいむらづくりの一環としてとらえて，協力している ζ とも成

果を高める姿国になっていると思われる。

「祭機m新しいむらづくり推進員会議」の合意により設定されたむらづく

りのための集落活動の目標は，①安定した農業経営，②地域の連帯強化，③

後継者の育成，@生活環境の整備，@健全な家庭運営，⑥家族の健康増進，

⑦農村文化活動，③営農と生活の活性化であるが，各方面での成果が上るに

つれ，地域住民のお互いの意志疎通，連帯感も高まり，各種活動が活発化し

てきている。

乙のため，黒磯市の農業は，生産基盤の裂備が行われる一方で，地域の立

地適性 l乙応じた型で，水稲と酪農を基幹作目として， ζ れに麦，大豆，野菜，

タバコ等を加味した個別又は地域複合の裂で関東地域での先進農業地帯とし

て着実に発展し，後継者も育っている。また，生活の合理化運動や環境美化運

。
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動が行われている一方で，道路，排水路，築溶センター，拐犯灯の設置等集

落環境の整備が進み，各種スポーツ，文化活動が活発化し，普からの伝承行

も復活して，地域住民のふる里意識も高まり，むらのもつ機能がよみがえ

ってきている。

以上のように，広範な地域を対象としたむらづくりは，地域簡の立地条件

の違い等から，商一的な活動を行っていく ζ とは困難な面もあると思われる

が，今まで通り，各集落毎の自主的な活動を基礎として活動を続け，乙れに，

全集落を通じる共通的な課題と，ζれを自主的 lζ解決していく地域ぐるみの方

針と計図を，各段階のフィードパックシステムを活用しながら構築していくこ

とによって，より地域としてまとまりがあり，意義のある充実した活動が行

えるものと考えられる。

今後，全閣各地において地域農業築関の脊成が進められ，各積生産総織の活

動が活発化した段階において，より広範な村づくり活動へと発燥していく段

階においては，乙れら各種組織の活動を横につないでいく時の一つのシステ

ムの原型として， ζの黒磯市のf新しいむらづくり推進員会議j のあり方が参考

になるのではなし、かと考えられる。将来の豊かなむらづくりが各種組織間の

連携を強化しながら，より広範な単位で行われざるを得ないと考えられるが

故に， r黒磯子行新しいむらづくり推進員会議J の活動がますます活発化し 2

充実し，他の地域の先導的モデルの役割を果たしてもらえる ζ とであろう。
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ひらこう新しいむら
黒磯市新しいむらづくり推進員会議

(相馬貞一郎)

乙のたびはからずも私たちが進め

てまいりましたむらっくり事業が，

予忽だにしていなかった内閣総理大

臣賞の栄誉に損害き， 106集落， 2，362

戸， 12， 910人の農業者斉しく喜びを

かみしめております。

去る 11月 22 ・ 23の両日，明治神宮

会館における農林水産祭における受

賞の感激もさめやらぬ12月 23 臼 iζ ，

市民を挙げてお祝いしていただきま

した路大な，内閣総理大臣受賞記念

祝賀式典については，終生忘れ得ぬ

出来ごととして心に残るものと思い

ます。

乙のたびの祭賞は，私たち推進員

会議に与えられたとはいうもののそ

の裾聖子は広く，廃業者ひとりひとり

の参加と，地域内における全部の組

織を挙げて進めてまいりました「む

らづくり」であります。要は，私た

ちがその中心となる推進役としての

役割をになってきただけであります。

ζ のような意味合いから，去る53

年以来進めてきたむらづくりが，全

悶第二位として認められたことの意

義は誠に偉大であり，それ故lと全農

業者はもとより，陰lζ腸 lζ ど協力下

さったみなさまの喜びもひといりだ

ったものと存じます。 Iみんなでや

ったのだ，みんなで喜びを分かち合

いたいJ その止むにやまれぬ気持ち

が燦原の火のようになり，自主的な

会費制によるあのように盛大な，祝

賀会という形になって現れたものと

考え，深く感謝の誠を捧げたいと思

います。乙の地域も，かつては那須

野ケ原という広大なと ζ ろとはいい

ながら火山灰軽しょう土で，表流水

には恵まれず，季節風が厳しい地帯

であり，陵穏，麦，ひえ，芋類など

が多く， '壊率などによりわずかに家

計をうるおす程の低位生産地帯であ

りました。戦後，馬産iζ代って乳牛

が入り，地下水のポンプアップによ

る関田は，地域農政を一変させるの

に多くの期間を要しませんでした。

農業者の努力と那須野原総合農地開

発事業など農林水産省ど当局の英知

が，私達の地帯を主主が国における第

一等の農業地帯として出現させたの

であります。

しかし喜びも束の間，高度成長か

ら減速経済の時代へと変化し，農業

サイドも，米の生産認主主や貿易の自
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由化などいろいろ厳しい情勢下にあ

ります。しかし， ζ うした時ζ そ地

域ぐるみのむらづくりが必婆ではな

いかと思います。

むらづくりには始めがあって終り

がありません。私たちZ支障話市燦業者

は ζ の受賞を契機として，より一鶴

間総を留め長まかなむらづくりを会a

~，ζお互いに進めていきたいと考え

ます。

農業者は哀愁の集団ではなく，た

くましいむらの仲間たちとして巡進

すべきではないかと思うのです。 ζ

のたび全市民の願いを ζ めて建立し

ていただいた記念碑，それは私たち

の2lt世紀の芸評を聞く農業のシンボ Jレ

Fひら ζ う新しいむら』であります。

希望に満ちた明日に向って進もう

ではありませんか。
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関地区の概況

林水産大臣賞受賞

いなどえ

(岐阜県吉城郡河合村大字稲越)

稲越地区は. [岐阜県北端河合村の稲越川流域の川筋約 10回にわたる狭く細

長い地域に 3 つの集落が散在する 1I1村であり，年平均気混l1
O

C. 平均積雪量

2.5 mfζ及ぶ県下有数の寒冷豪雪地帯である。

世帯数は 102戸(うち農家数98戸〉で，地区の総土地面積 2， 812 ha の

うち約8096を山林が占め，一戸当たりの耕地街桜は平均70 a と零細である。

図-1 地区の概斐図
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乙の地底は，人口，世帯数，農家数，総土地面積については，河合村全体

の約 4 分の 1 を占めるに過ぎないが，他地区 iζ先がけて農業の振興に取り組

んだ乙とから，農業組生産額は，審撲を中心として，村の約 6 1If1jを占めるに

~っている。

表-1 人口の動向
(単位:人)

6 5 歳以上 f長(林，漁)家人自
考総人口

人 日 農(林，漁)業
が立

人 口 就業人口

昭和 45 年 549(279) 59( 35) 477(246) 329(182) 

50 -;:ド 502(262) 70C 41) 462(229) 321 (155) 

55 年 497(249) 76C 41) 470(232) 310(154) 

57 年 479(241) 91C 44) 467(236) 313(157) 

rJ54J7b J年fド 87( 86実〉6 Z6 円/0/ 。〆υ'? 

154(126) 98 ( 96) 95( 86) 

(注) ( )内は.-/;(性人口である。

表-2 t引台数の推移
〔単位:戸)

総t!t干2・数 段(林，漁)家数

うち 1 ;@l兼 2 滋兼業

昭和初年 120 102 4 26 72 

50 年 1 1 1 100 7 1 0 83 

55 年 107 100 1 2 10 78 

57 年 102 98 1 5 10 73 

F4575￡年L 85 彪 96 野 375 筋 3896 101 ~ぢ
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表-3 耕地面積等の推移
(単位: ha) 

耕 地
3一j(阜---111 林 総土地

(ゐ)
その他

回 普通畑樹園i也牧草地放牧地 部 積

昭和 45 年 63 42 8 12 13 
2, 100 
636 2,812 (90 ) 

50 年 55 38 7 9 12 
2.150 
595 2, 812 (118) 

55 年 60 37 11 5 7 12 
2, 156 
584 2, 812 (43) 

57 年 67 37 10 3 17 10 
2, 170 
565 2, 812 (481) 

託57手年 冗円/フ Q/U < 気づ /αし正' 96 ロ6 103箔 。/U正 。96

106 88 125 25 1,700 77 (534) 89 100 

表-4 主要作目別粗生産額U)推移
(単位:百万丹)

イ立 2 位 3 イ立 繁4 殖牛位 5 位 箆業(林， 漁計 ) 
肥育牛 米 トマト ほうれん蹟

昭和 45 年 13. 1 22.0 3.6 64.0 

50 年 119.4 38.0 20.7 214.0 

55 年 200.5 35.5 27.0 26.0 2.0 332.0 

57 年 212.9 29.5 25.0 19.3 2.0 368.0 

57 年 穴円/フ 気づ 。//υ 96 96 ~正ノ

寸志手 1, 625 134 536 575 

(注)作目名の!唄は，最近年の順位で記入している。

関 むらづくりの内容

(1) むらづくりの動機と背景

ζ の地区は稲越川流域につらなり， 3 つの築港よりなり，地縁的にも血縁
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的にも結合関係が強く， 1尽くからお斗干のお の社会学級活動さ与を

i混じ，住民鼎 lζj以い信頼関係が築かれていた。

30年代後半以降になると ， ，ÐiJ 皮経済成長の波を受け，務省を中心に人口流

出が続き，地医の生活法披であった議蚕，薪l交も急速に衰退し，地域社会の

崩波が懸念されるなかで，他)j ， 1河じ河合村の小鳥)11 の流域では， 45年ダムが

建設され，夕、、ムの補償"と建設呆気で一時的な賑わいぞみせていた。この情況

を )11筋の奥なる稲越地区の控氏は冷静に受けとめ， rダム工事は一時的なも

の，今 ζ そ我々の将米を皆んなで考えなくては……。 j という述裕意識をも

とに，もともと素地のあったむらづくりの気速を開花させ， 47年には「稲越

校区会」の結成をみることとなった。

(2) むらづくりの推進と過程

ア. r校区会J はまず，一部で主主り上がったほ場経愉i等従業務主興の

を:l:t!J，1X全体に波及させ， 1白区内の民主t!J，の法主主終保l ぞ;$:絡的 tζ スタートさせる

{泌をつくった。

更に，ポスト養蚕，

区会J は，楽地開発等

として肉用牛の錦後グノレープに対しでも， r校

の実施iζ際して区の共有林を開放したり，

土佐きゅうIll:l.と稲わらの交換ぞ図るなど，地域民業の複合化を進めるための住民

の合意形成や事業主if入のための村当局への対応に主導的役訴を来たした。

また，辺地 1I1村における就労機会のl如来安閑るため r校区会j は， 47年

夏には地区!主民の出資による「キャンプ場，渓流釣場J を開設したほか， 50 

年には村 iζ袋詰して縫製工j訪を誘致し，地元婦人に就労のj品を li1ii似した。

イ. r校区会J iま，こうした波探をあげた後，むらづくり活動の白的意

識を一層明確にし， ζ れを組織的に進める観点から， 54年には全農家(林家

でもある。)による「ユートピア計溺推進協議会 J (以下「協議会J という。)

をそのド音rí組織として設立し，地区の生誌から生活にわたる全般について，

は全てこの協議会において検討し，計闘し，実行することとした。

史に， 58年 6 月からは非農家( 4 戸)をも含めた組織体として再編充実を

民i っている。
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むらづくり推進体制図図-2
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(3) むらづくりの成果と特徴

ア. にあっては，米の生産調整の開始を契機に，いち早く肉照

牛，高冷地野菜の導入 iζ養手するとともに， 56年には，

による地区内の農地のほ場整依が完了した ζ とを契機として r協議会」で

の話し合いをもとに地区内の農地を，標高や農地のまとまり等を考践して，

4 つの農 E互に分区し，各箆区どとに作付;段域協定を締結し，稲作のほか，乙

の地区の戦略作物である高冷地野菜(トマト，ほうれん政)や飼料作物の生

産の惟迭と作付地の集団化，担い手農家への土地利用集積 C7.k回の利用

定率1296) ，耕穣農家と畜1m農家との稲わら， f往きゅう肥の交換の促進等を

行い，地域農業の再編成と体質強化 iζ努めている。

イ.林業商にあっては，地区の森林の29銘を占める共有林の管王訟を一元

化し，人工造林を進める一方，森林組合lζ属する愛林隊が「協議会J との連携

のもとに，下草刈り.伐採等の共向作業を行っている。

更に，造成した草地を冬期間も活かすために，スキ 開設してリフト

設置を行い，また，国有林について，遊歩道の設置， ILl菜加工品の採取等そ

行い，地域資源の活用を囲っている。

愛林隊による共有林

下草刈り作業

ウ.地区住民の生活面については， r協議会j は各年齢層にわたるコミ

ュニティ活動の気遂を盛り上げ，スポ…ツ，文化，趣味等の隠広い分野にお

いて活発な活動を展開している。

-37-



① 特 iζ，青年!設では，集会施設の一部を活用して「喫茶クラブJ (57 

年 6 月)を発足〔当察衛IJ で週 2 間開設)し，青年のみならず地区住民に交流

の場を提供するとともに，手作りの機関誌 fYANAGASEJ を発行して，連

帯感の醸成に努めている。更に，地区の貴重な文化財である小雀獅子の保存伝

承等に努める一方，南米ボリビア音楽グループとの交換会を開催するなど明

るく多彩な活動を行っている。

② 婦人隠2 にあっては，婦人会が年代刃IHζ グループを作って活発に活動

しており，料開教室や不治品交換会の開催，親子会による遠足の実施等を行

い，地域のコミュニティ活動の大きな柱となっている。また，農家の婦人で

構成する婦人J~業改良クラブは，王寺有地を{昔りて共同級培ほを設置し，営農

研修を兼ねて地区住民に新鮮な野菜を供給するなどの活動を行っている。

③ 老人胞にあっては，活動団体として「湯降会」があり，迩動広場

等公共施設周辺への締結Jや花だんの楠替えなど奉仕活動を行うとともに， ，ぎ

た主主刈りによる乾草作りやrll林のド草刈り等のを積極的に引き受けるなど

日々忙しく している。また，伝統文化を若者逮にもうまく受け継がせて

し、る。

喫茶「柳ケ瀬」

での交流風景
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岐阜県無形文化財

「小雀獅子j

エ.後継者については，ほとんどの農家で後継者を確保している。 後継

者青年の多くは，現在は高 IL!ïÏi等へ通勤しているが，かたわら，農業経営の手

伝いや共有林の下草刈りなどの共再出役にも積極的に参加しており，稲越の青

年層には，地域社会の次代を支える主体としての強い自党ときづなが感じら

れる。

盤整 むらづくりの成果と今後の展

(1) 稲越地区のむらづくり活動は，

の成果も総合的に発揮されている。

特に， I厳しい自然条件と土地条件の下にあり，また，都市からも速く. j{Ell疎化

から生活ーまで多岐にわたり，そ

の進んだiJl村で. r臼くから築かれた地区住民の連帯!惑を法軌に，民主的で自主

的なむらづくり組織である「協議会」が結成され，地域の農林業の綴興やコ

ミュニティ活動，更に就労機会の創出等に幅広く取組み，辺地にみられない

明るさをもった地域になっている。更に，務IJ約の多い立地条件の下で. ，ま場

怒{痛や作付栽培協定の実施，地域の戦略作物の作付けの促進とその集団化，

家畜ふん尿と穏わらの交換，人工造林化の推進など限られた地域資源を最大

阪に活用し，高冷地野菜と肉用牛を戦とした農林業の振興とその体質強化に

たゆまぬ努力を続け，所得向上を着実に実現している。

Q
d
 

丹
、υ



(2) 今日の稲越地区の住民の経済生活は必ずしも豊かであるとは思われ

ないが，むらづくり活動を通じて，むらづくりの成巣が次第に現われてきて

いる。すなわち，老人の雷によれば r①むらに若者が帰ってくるようにな

った。 (ζζ6 '9三間で 10人のU ターン者があり，その大部分が妻子連れであ

る。他の地区は皆無である。)②農業をやるものが増えてきた。 (45年の専

業農家 4 戸， 57年では 15戸) 0 @主主に帰省する若者が多くなってきた。 (8

月 13 臼から 1 週間は地区の人口は約 2 倍となる。) J という成果をあげてい

る。

このような ζ とからも，乙の地区のむらづくりは今後とも発展性と永続性

が十分見込まれており，その成果と手法は，村内の隣接地域である小鳥川流域

にも波及し， 55年には「小鳥川ユートピア計画推進協議会j の結成をみるに

至っている。
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山村のユートピアをめざして

稿越地区
(橋渡清)

会悶の 111村がそうであったように，

私たちの稲滋地区も養蚕，薪炭，そ

れに自給程度の稲作を家計の柱とし

た経済の仕組の中で永々として続け

られてきた生活形態が，高度経済成

長の放と共 iと大きく変化し，誰言う

となく将来のむらの方向をどうする

のか，話題にするようになりました。

もともと，道路終frlll の遅れや奥地で

しかも愛雪地裕という ζ とから，へ

き地f設が強かっただけに，必然的 lζ述

格感と閲結心は，どの地区よりもう浅

く， ~集落の区域を超えた話し合いの

場づくりが進み， rおれたちのむら

は，おれたちの予で」という合意が

いち早く主さったものと，むいます。

校区会組織をつくり，道路交通問

題を手始めに，各種農林業施策を地

域こぞって導入するなど，その活動は

爽剣で，広範多岐にわたるものでした。

そして，むら人自らによるむらづ

くりは地区 lζ活力を魁らせ，自主的

なむらづくりに自信を得て，廷に総

合的なむらづくりを推進する目的で，

昭和54年，稲越ユートピア言i凶推進

協議会を組織し，むらづくりのため

の地区の総合整備計磁の樹立を行い，

首l濁した会事業を58年 3 月までに完

了しました。

かつては，村一答のへき地も，地

区民一人一人のカの結築によって打

破し，生産の場をタテ車由 iζ ，生活と

交流の場をヨコ輸 iζ ，われわれのむ

らづくりは「ユートピア J めざして

歩き始めました。

このようなむらづくりの成果は，

幾多の好余曲折の中から推進組織を

段階的に強化し，地区民の共通の課

題を王手く見出し，それを廷として，

r汝の郷土を開発するものは，汝自

らなり J をスローカ、、ン lζ ，急がず休

まず，常 lζ リーダーを中心lζ進めて

きた結果であると，思っております。

今回の栄えある受災'は，地区住民

lζζ のよもない励みよなり，乙れを

契機として，名実ともに「山村のユー

トピア」をめざし昭和59年度から第

二次総合盤備計画を進める ζ ととし，

地区住民一向，諸活動lζ加え，ζ の計

図づくりのための腹談会や寄り合い

に忙しい今日 ζ の頃です。

(稲越ユートピア計図推進協議会会長)
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農林水産大臣賞受賞

(和歌山県西牟婁郡上富臼町)

地主Zの概 i先

!潟地区は，和歌山県の紀南，田辺市に隣接する上富田町の西部に位霞する

みかん生作:を中心とした農山村で、 地区の誌がりは 9 集落で構成された大字

の範囲である。

気象条件としては，年平均気温16"c ，年間降水量1， 360mmで，気候は温暖

である。

紀勢;;j~務長ぞ利用すると，和歌山市へ 1 時間40分，大級市へ 2 時間30分で行

く ζ とができる。

i潟地区の総戸数は 255戸であり，うち農家数は 155戸 (58年調べ)で，農

家のうち専業は63戸， 1 様兼業35戸， 2 種兼業57戸であり，混住化が進む傾

向にある。

問地区の総面積 905haのうち山林は 514ha 耕地は 153 haで，主な作自

は松橋，梅，米などであるが，みかん生産を中心とした農業生産の安定化が

進められている。
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関- 1 地区の所在地

間区地区!
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表-1 人口の動向
(厳佼:人)

65 歳以上
総人口

態(林.漁)家人口

人 仁i 人 口 農(林漁)業就業人口

昭和45年 921(461) 127( 68) 781(395) 474(203) 

50年 964(485) 130( 71) 725(365) 545(285) 

55年 966(482) 145( 73) 687(344) 524(279) 

U&近)年 980(491) 148( 74) 685(343) 525(278) 

(fs4t近)年Z 
106(07) 96 117(109) % 88( 87) 96 111(137) 96 

uヒ) ( )は，女性人口である。

表-2 世帯数の推移
(単位:戸)

総世帯数
農(林漁)家数

うち専業 1 種兼業 2 穣兼業

昭和45年 i 222 176 53 51 72 

50壬ド 237 163 48 66 49 

55年 249 155 66 34 55 

(最近)年 255 155 63 35 57 
ド一一

(最'近45)/年:8:ド/ 11596 8896 11996 6796 7996 

表一 3 耕地面積等の推移
(単位; ha) 

耕地
採喜主 総土地

普通畑樹閑地牧草地 山林 その他
国 放牧地 面積

昭和45年 155. 0 54.5 2.5 98.0 。 。 514.0 235.0 904.0 

50年 152.2 42.8 l.4 108.0 。 。 514.0 238.0 904.2 

55年 152. 5 40.6 l.4 110.5 。 。 514.0 238.0 904.5 

(最近)年 153.0 38.0 l.4 113.6 。 。 514. 0 238.0 904.5 

(最近)年 99 タ6 6896 5696 11696 09ぢ 09ぢ 100 必 10196 100 勿

冠王7
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表… 4 主要ff.f3 Jj IJ1箆(林，漁)業粗生産額の推移
(単位: i'l万円)

位 2 位 3 f立 4 {な 5 {立 !主(林 .iff.ü栄首「

ロ口ロ 尽 ネIt 告書 つ め すもも 米 豚

昭和45年 59 20 4 65 10 179 

50年 124 22 20 53 44 285 

55年 170 98 63 54 19 

(最近)年 149 107 61 47 11 396 

(最近)年

冠王 251 言語 52296 144 ~ぢ 72 96 1095ぢ 22096 

(注) 作自:6の/1鼠は最近年の-)1反で記入した。

襲撃 むらづくりの内容

1. むらづ〈りを推進するに至った背最・

(1) 1河地区は，みかん生産を中心とした幾0-1村で，従来より生波及び生活グル

ープの活動が活発に行われていた。しかし. 40年代のみかんの価格低迷や農

業後継者の流出等に伴い， ζ れら諸活動が次第に沈滞し，また，小学生の減

少による小学校の後式学級化の動さもあって，住民のなかに「 ζ のままの状

態では若者のいない村になってしまうのではないか」という危機意識が高ま

守♂F

"") 1..... 0 

(2) その結果.1潟地区住民のあいだでは，各祭器喜聞や地区内諾組織間での話

し合いの必要性及び地域全体として非農家も含めた連携の必要性について

の認識が次第に高まり. 53年lζ発足したみかんの専業的農家で構成するオレ

ンジ会の活動を勅に. 55年には，地域農業組織化総合指導事業の導入を契機と

して，問地区むらづくり組織委員会(以下「組織委員会J という。)が設立さ

れ，むらづくり活動が再び活発に開始されるようになった。
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岡地区むらづ〈り

組織委員会

(各組織の代表者)

2. むらづ〈りについての合意形式の過程とその内容

(1) 岡地区むらづくり組織委員会は，むらづくりの最終的な自擦を「果樹

の主産地化の縫立を中心とした地域振興と住みよい岡地区の建設 J fC置き，

① 若者が農業lζ打ち込める環境づくり

② 高齢者が余生を楽しんで送れる環境づくり

@ 無理や無駄のない環境づくり

の 3 つを具体的な活動課題に掲げて 活発に活動を展開して来ている。

(2) 農業生産閣については，後継者クラブ，オレンジ会，果樹振興会問支

部が活発な活動を行っており，一例として，オレンジ会が主導し，後継者クラ

ブが協力する ζ とにより，高接更新による極早生みかんへの品種更新が進め

られ，果樹生産の拡充が図られている。また，組織委員会のなかに岡地区開畑

協議会を設立し，財産区との間で梅，杏を植栽予定の開焔の用地交渉を続け，

ついに今年度事業着手の運びとなった。一方，排水の悪い湿田については，
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lま場整備により果樹翻(絡) Iζ改良し， 57年lζ はモデノレ的に 2 haの続殺が行

われた。その他1(，既成樹閣の品質向上対策についての話し合いがなされ，

定例会や筒地見廻りが行われるようになるなど，表苦笑な活動が実施されてい

る。

宮本手主主高接班接木研修会

(オレンジ会)

後継者クラブ員のことつ〈り講習会

(3) 生活面では，組織委員会の下で若委会や生活改義友の会などを中心に，

町内会や農協婦人部，老人クラブ連合会等の協力も得て，多採な活動を実施

してきている。たとえば，地区全体のソフトボーノレ大会の開催などを通じて，

農家と非農家との交流が深められ，地区ぐるみで地域のシンボルである高知

山の桜並木の遊歩道づ、くりを行ったり，定期的に地区内の清掃や議掃除を実

施し，農薬事故防止のための農薬空瓶保管庫の設置も行った。また，地域内

で実施したアンケートをもとに， I湾聞に気がねなく休める「祭休日 J の設定

f第 2 El f感日)を行った他，若姿会は交際費の記帳結果から冠婚葬祭の簡素

化の必裂性を痛感し，組織委員会に提案して岡地区冠熔葬祭改善推進協議会

を設立し，3':戸 lζfjJし合わせを行うとともに，共通の祝儀，不祝儀袋を印刷

し， rお返しは金品よりもまど ζ ろで j ぞ地開ぐるみで笑践している。

中心として，後継者のいなくなった県無形文化財「悶のし

し舞 J を再興継承するため， r郷土芸能を守る巡動 j が展開され，一時途絶

えていた奉納を復活させた。

(4) 問地区では，高齢者のむらづくり活動への参加がとりわけ感んに行わ
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れている。高齢者グループには，加工部，女子事業部，健燦管理部の 3 部が

組織されており，農業高齢者創作活動施設を利用して昔の子供の遊びゃ玩具

の作り方を子供達lζ伝えたり，若妻会などに対して，味噌・醤油づくり，豆

腐・コンニャク製造の技術伝承を行うなどして，世代間の交流が図られてい

る。また，ひょうたんや竹カコ守を作り，年 1 回和歌山市内の百貨店で展示即

売を行うのも恒例となっている。一方，とのような自らの活動を記録風にま

とめた「阿川の水」の発刊を続ける等の活動も行っている。

ひょうたんづくり

を楽しむ高齢者グ

ループ

3. むらづ〈りの推進体制

問地区むらづくり組織委員会は，各稜機能組織，小委員会及び集落代表

等で組織されている。

従来，儒別に行われていたむらづくり活動が，組織委員会の結成を契機lζ

一本化され，非農家も含めた地域ぐるみの活動に広がって来た。

組織委員会の巡営にあたっては，地区の抱える身近な問題点を洗い出し，

高齢者，活者，農家，非農家など皆なの意見が反映されるよう充分調整が図

られている。 ζ の結果，問題日1]，目的月IJ I(柔軟な取り組みが可能となり，地

域ぐるみのむらづくり活動がスムーズに実践されている。

とうした委員会活動の影には，行動力のあるおいリーダーや献身的に活動

をささえている高齢者逮の存在を忘れるわけにはいかない。
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問地区むらづくり組織委員会組織関

総合指導チーム(U!J役場， 1災協，普及所)

集落より滋 ti:'， されたむら
づくりリ ダ、 17人

関
川
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刷
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小
郷

中
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段
業
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会

段
協
聞
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術
学

考
人
ク
ラ
ブ
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合
会

資
年
間
関

婦
人
会

町
内
会

「一寸一一.. 
み梅お
か苦!l J!,15 
ん会会
部
会

(f[f.!l.ti.必題の解決は小委員会
を設け検討する)

ßヌjU下佐々筒抜攻

fY.j地区 fJfJ先立協議会

仁わぬほ;場寄与織委員会

同地区冠婚葬祭改装行j，巡協議会

むらづくりの成果と今後の展望露選

陣地区むらづくり組織委員会の活動は農業生原因だけにとどまらず，

といった各種高齢者グループ，オレンジ会，後継者クラフ，

ζ うし Tこグノレのグループが地区内の各府，各分野において形成されており，

ープの地道な活動がすそ野の広い将来性のあるむらづくり活動になっている。

なが協力して

それぞれのグルー

また，組織委員会は地区の抱える開題点の解決について，

むらづくりの実践活動がなされるよう調整を行っており，
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プの運営をスムーズなものにしているが，その指導力は高く評価できる。

2. 農業生産面については，若者が農業に希裂を持てる農業生産慈懲作り

をめざして，結，杏の増植や品質向上lζ努め，農業所得を 10年間で約 2 倍に

高める一方，後継者クラブ，オレンジ会が地域の基幹的作目である果樹の生

震について，新技術の主導入や普及iζ取り組み， till域全体の農業経営の安定与を

闘っている ζ とは，地域の活性化に大きく貢献している。

3. また，生活箇の活動についても，合理的で住みよい地域づくりが義実

lζ効果をあげて来ている。 特に，住民全員参加の活動を展開している ζ とが，

住民のコミュニケーションを深める上に大きく役立っており，乙の結果，農

家，ゴド農家，及び世代聞の悩絶をなくし，協調と融和に基づいたむらづくり

活動の気運を培ってきたことは，イ可lζ も勝る成果といえよう。

4. 組織委員会の農業生産と生活改善の調和]のとれたむらづくりは，現在

までに顕者な成果を収めて米たが，今後lζ生じる問題も，持ち前の団結力で必

ずや解決し前進して行くものと忠われる。

5. 特にとの地区の基幹Yf~当たであるみかん住民について，オレンジの輸入

自由化問題が論議されている中にあって， ì内杓i的な対応lζ終始する ζ となく，

外延的拡大によって椋倒的 lζ対応を行っていとうとしている姿勢は，高く評

価すべきものと考える。
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高齢者と若者が生きがいを感じる地域づくり
陣地!Rむらづくり

(谷本室長太郎)

私達の Hげは，南紀の~~都内浜 lと:i!i

く.ぢくから熊野方巡の入[]として

知られていると ζ ろです。

!向上也氏は， J:k1 111 nI]の復業生政の

6096を占める 活
竹

m附

30年頃から，みかんを中心l亡者ñ ，

すももなど栄樹の総裁をすすめてま

いりました。

話II壊な j'[J:也を生かした#~総裁i読は，

比絞的順調な発段をとげてきました

が，昭和45年頃から，みかんの{稲村千

が低迷j切に入り、兼業化， 1毘{士イとが

進みはじめ，E2業の将)fそに不安?を感じ

るようになりました。

危機感を持った夜、途は，民主宅改良

持及所などのお導を受けながら，地

域のi守予!とは，自分迷 É'U寺で考えてゆか

なければならない ζ とにめざめはじ

めるようになりました。

後最主将クラ

ブ，的:j/齢者グループなどの活動強化

をはかりながら，それぞれの集間以!

の迷携活動もするようになりました。

特に，高齢者グループは照不日49"1ゴ

lζ建設された民家高齢者創作古立を拠

点、にして， f;IJ作活動 {ζ取り組むよう

になり，楽しく， {rfl の良い地i或の

「殺Ijづくりに大きな役:1誌を烈し:て

きまし fこ O

これが契機となって，地域の伎沼

環境改設や民主主法務の写経備など，地

域全体で取りえtlまなければならない

問題が次々と総起されるようになり

むらづくり組織委員会の活動も活発

に行われるようになりました。手づ

くりのチピッコ広場や，

Il主巡作りと桜の総主!となど，自分i主の

流した il二が，お伎のi盗殺感をおめる

ものであったと，心lζ強く焼付いて

おります。

今後も，私i丞白からがなさねばな

らない ζ とを 'j!'f~ごにすすめてまいり

たいと元すえております。
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農林水産大軍賞受賞

(鳥取県八頭郡八東町皆原)

地区の概況

皆原築浴は，鳥取県東部の八東町のほぼ中央K{立誼し，町を東西 lζ流れる

八東川の左岸にあり，

落である。

176ha ， 戸数54戸，人口 273 人のまとまった集

集落は，標高 130 mの地点にあり，集落のがH乙広けた半担な農地が北に向

かつて八東 )11 まで広がり，背後は急、傾斜のよ，f~樹閣となっている。

気象は，年間平均気滋 13. 8 oc ，年間降水量c 1, 900 mm前後，積雪 30-80cm

である。また，交通は戦前の不便さは解消され，舗装された県道が集落の前を:!if~

2互に走り，県東部の中心都市鳥取市まで25km と通勤可能な距離にある。

図-1 持j京集結のN:霞図
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図-2 皆原集落概要I:2<:J
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ホアシ童話 i 水田蕊霊霊感繍
しで織成

~ブドウ盤 1 (昭和53年)

甑E 民有林鈎裂による二十四日 1 クリ
ナシ凶{昭和20年代) しとé.J

箆Ii概特対慨による
ザンゴ!!íJ(昭和55年)

産業は，戦前は米と あったが，戦後いち早く梨を導入し，果樹中心

K発展してきた集落である。

農家戸数は52戸で全体の969óを r~iめ 第 l 極:兼業農家36戸で69~ぢと

表-1 戸数及び人口

j斗 数 人 日

総戸
後家戸数

戸数I31家;1塁ミ
総人口 設家人口

U!li12 税
95 女 5ろ 女数 主写楽 ;依芸員 兼業

昭和 戸 戸 fコ Fご1 F' F' 人 人 人 人 人 人

45年 56 52 8 29 15 4 280 137 143 270 133 137 

5C坪 55 51 18 4 275 131 144 254 118 136 

57年 54 52 3 I 33 16 3 273 136 137 263 130 133 
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町平均の2896'ζ比べ極めて両くなっている。

土地利用状況は，総面積 176 haのうち 2596が耕地で，そのうちの6396が樹

樹地である。7klfJは l 戸平均29 a とめて少ない。

表-2 土地利用状況 (単位: ha) 

がi 地 Ll!林
係草地

原野
その他 総立証積

凶 古寺巡焔 樹[，見地

昭幸[145年 48.0 27.2 2.4 18.4 14. 1 110.9 3.0 176 

50年 48 2.4 18.4 10.0 115.0 3.0 176 

57:9三 44 15. 9 28. 1 10.0 118.4 3.3 176 

また，昭和57年の農産物wx:先額は 220 百万円であり，この内梨の販売額が

6396の 138 百万 11J をとl めている。

l 戸当り は 4 百万 PJ とf!!]平均からみると非常に多い。

表 3 農産物販売額 (単位.百万円)

なし [肉!ほ 米 いちど 鶏卵 その他 計

昭和45年 60 8 13 4 3 13 101 

50年 81 21 19 20 5 9 155 

57年 138 36 10 6 5 25 220 

翻 むらづくりの内容

(わ むらづくりの背景とその過程

戦後lと活者が大誌に復員し，青年屈での話し合いを中心に，平均 40a の水回

と，他地区に出作しての養蚕に依存する零細な農業経営の現状に危機感を強め，

倣文を作成して地域住業の振興と「迎想郷皆!京j の建設に立ち上がり， 30名

から成る「研盟国志会J を結成した。学識者と他町の篤農家を招いて，農業

経営，労働力保有，土壌条件等総合的な農業診断を受け， I米プラスなし」
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昭和22年の手間墾に

よるナシ題

を中心とする地域農業の振興方向を見出した。(研農同志会は，昭豹J35年lζ発

展的 iζ解消し，農協の営農研究会へと引き継がれた。)それ以来，昭和23 f1ミ

からの民有林の鴎懇(二一/-世紀ナシ悶 7加)と，その為集溶全戸出役の共同作

業による農林道の整備，昭和35年からの集落有林の開墾(果樹掴 8 ha等)

昭和42年からのイチゴ導入，昭和53年の7.k EI:l)訟盤終備に伴う果樹問地(ナシ

18戸 3.75ha ，ブドウ 6 戸 1. 5ha) ， 昭和田年の水回転換によるリンゴ団地

03戸 3 ha) と一貫して二十也ー紀ナシ等果樹作を集落の基幹作目として，集

落をあげて振興に取り組んできた。培われた集落ぐるみの活動は，現在にい

たるまで，袋詰喜結束のまま礎となっており，乙れを背景に，昭和41年以降結成

された年代別の婦人グループの活動，老人，青年間の活動等により，生活環

境の整倣，生活改善への取り組み，和づくりと編広い活動が展開され，豊か

で明るいむらづくりが進められている。

(2) むらづくりの推進体制

当地区では，自治組織たる「区j を中心lζ ，機能集聞やサークノレの活動に

より，経営主， Þiil人，老人，後継者等各府の住民がそれぞれ活躍と

を持ち，分卸してむらづくりに取り総んでいるが， ζ れは集落における

法"にあたる集落規約を持ち 集落運営，集落有林の利用管理，農事等lζ関

する事項等，築港内の生活，生産の両国にわたるきめの乙まかい取り決めを，

の合志;の上に明文化していることである。
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皆原集落の推進体制図-3
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チームで推進してきた。



(3) むらづくりの内容と特徴

ア 築港全体のための土地利用

2当集溶の取り級みは， rむらの背んなが良くなる。」との共通認識に蕊づく

集落土地利用と呼べる土地利用語擦に大きな特徴がある。すなわち，

① 昭和23年の民有林の開墾では，土機診断等により最適地を選定し，そ

の上で土地所有者を説得して協力を得，希望者全員のナシ栽培を実現した。

② 昭和31年の県道の拡幅lζ際しての潰地は築港全体の負刻とし，各自の

耕作反J.iIHと割り当てた。代金は時価評錨とし，若額は苦fs落;有林の売却により

補填した。

@ 関裂における {士プ'5 1ま，まず，築 lζ 20a を分配すること与を決

定し， ζ の 20a を何に使用するかは各戸の選択にまかせ，そして各戸が選択

した作目を団地化し，各団地単位での開墾，運営を進める。各盟主mr慢の迷絡

協議会も設寵され，また，各々の出地の具体的場所の選定は，適地適fl:主義

により集落的に決定した。

④ 昭和53年の 7J<. æ基盤怒備は，稲作 化による果樹部門の強化のた

め，かねてから懸案となっていたものである。また，ナシについては， ~LIの傾

斜地では生渡性向上も困難であることから，水f:B転換による集間的な果樹

園造成も検討された。 7J<. æ の中 lζ散在する 間 (70a ， ナシ l 戸，ブ

ドウ 5 戸)の扱い等困難な局面もあったが， リー夕、、ーを中心とする話し合い

の中で， i) ほ場終備の実施と併せ， ii) 築議の話し合いと生活改善の場を

作る ζ と， iii) 子供の交通安全のため iv) 農村婦人の家の敷地

の目安保，コミュニティー広j易の設器， v) 果樹の一胞の拡大による怨い手の

湾成等総合的にむらづくりに取り組むとの合;窓が形成され，実現をみるに至

った。その際，果樹を団地化すること， 7J<. æ についても創的にまとめる ζ と

とし，計阪闘をもとに検討が行われた。

農村長1j人の家の敷地，コミュニティー広場の設鐙に際しては J ~~l 該敷地の

所有者に臨場整備内の円上回"を後先的lζ提供して確保した。
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ほ場整備の起工式

(昭和53年)

!ま場整備後の水阪と

皆原集渓

ほ場整備地内の赤ナ

シ団地
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なお，散在した統存，W樹 I~，i は伐採してよIJ:銘打対地 lζ移転したが，その際，全

体の出役によりハウスブドウの移転作業に協力している。

i凶 j詩終備の換地手法としては，各戸 ni ü'L{ζ 各を，①五ごからのhlli縦，② u

j液，③通五ll\ ，④地力，⑤i陸路(主要位進)ミぎにより，集約全体で J1l 自に各?れ

の得点を算出し，それに法づいて袋詰主的合，むのドlζj災地を決定する。

以 tの J践に当集落の土地利用の特徴は，各戸 lζ平等に土地を分I~G し，その

上で各戸の土地利用図的(立，ぶ)を集務的 K.吸い一上げ，問地(組)立で泌

授する。また二上ー地の負担Jζ燃しでは， 2長終全体での公平手Ull ，全J=iが合立す

る様なきめの乙まかい土地評価手法の集結独自での I}lj発である。

イ 122往生産への取り組み

こうした規核拡大と基盤桜備の他，奈さ生ilî'Æ総合会予 7 つ 0)作長!別会内組織に

より共同化，省力化lζ取り組んでいる。稲作については，従:1とから共同で凶

植えが行われてきたことを背公に ， 58 ijó{こは， ;J<. H112加のうち 7 haについて

滋水底箔を採用し，一!貯の省力化を追求している。

ウ 明るい農村の建設

① 生活環境I1iíでは，平iむの少ない地形から{主討が街策しているが，平く

から集落内生活道路の舗装，生活排水路のコンクワー卜 ilFJ滋化がなされてお

り，更に，昭和]53年からの;J<. m 終備に併せ，共同泌w主により土地を生みは;j し，

( 1. 3 ha) ， コミュニティー広場，農村似j人の家の設 E5: ，県道へω歩道の付

設(後lζ近隣集落に波及し，小学校までの全悠長に完備した。)等その整備

がJ1gめられた。老人会や子供会による成嶋美化活動もあって，住みよい環境

づくりが進められている。

② 品ii人の活動は，昭和41年に桧グループ(別在40歳代)が発足したこと

を契機として，洛二業グループ (30歳前後) ，ひまわりグループ(40-50歳代)

皆話会(他産業従事の活安) , 0 L グループ(老人)と 5 つの年代目IJ クルー

プが結成され， 12村 ftltÌ人の家安中心として同年代がかかえる倒みや主主題の話

し合い，手芸，生花教箆による和づくり，手作りトーフ ， h~ ナシジュース，

手作りミソ等の自給加工，牛乳の築関飲用勾?の健康づくり，合成洗剤による
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婦人グループによる

講習会

手作り翌腐の加工

水質汚染を防ぐための石鹸の共同購入など幅広い活動iζ取り総んでいる。

健康問への関心も尚まり，早起き?ラソン等のスポーツ活動の他，健康診断

の受診ネも fIlJ I付で極めて両くなっている(昭和56年，町の平均 65.896，皆原

集落 97. 7 タb) 。

③ また，老人会による社会容仕活動，老人教養講座，青年屈によるソフ

トボールクラブ等のサークノレ活動も盛んであり，コミュニティー広場を利用

した，集務:ìlli illiJ会，盆RIH り，カラオケ大会等の行事，集落有林管理の共間作

業もあって，むらの和づくりが進められている。

エ 後継者の育成

袋路の公民館事業として， 55年から，他産業lζ従事する青年等27名(うち
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コミュニティ広場で

の集落運動会

盆踊り大会

1
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女性13名)により，年に 7-8 田の「勤労者ー学習会J を開催し，農業技術の

f, jVJ tl , !J; rflí般の借入地での野菜栽培や栄樹栽培の実習等を行っており，後継

者の!足立たに対するよI]!併とむらづくりに対する積倒的な姿勢がみられるように

なっている。

盤整 むらづくりの成果と今後の展望

(1) 戦後いち早く学識者と篤農家によるコンサルテーションを受けて科学

的に法幹作目を定めた手法 集落有林の活用等集落の総力によりその実現lζ

取り組んできた姿は，地域農業振興の方策としておく評価される。また， 20 

年代の二十 j佐紀ナシの柴田導入，その後のイチゴ， リンゴの導入，さらに水

稲湛水蕊婚など地域の先駆的分野lζ積 jilj3的 lζ挑戦し，集落全員の力でこれを

1JX:.r;りさせてきた。かつての研農向志会メンバーが，現在，町内果樹部門の 1) ー

ダーとして活躍していることと併せ，さ当集落は地域におけるパイオニアとし

ての役割を来たしている。

こうした取り組みの結泉，当集務の平均籾~又議は約 400 万円と国〕平均の約

2 倍 lζ達しており，7.k回転換による果樹闘が成悶化するに伴い，一層の所得

拡大が見込まれている。

(2) 年代ごとのおij人のグループ活動等により，仲間づくり，健燦づくり，

環境づくりが進められており，農村婦人の家，コミュニティー広場を中心と

した各穏行事，集落有林管理の共間作業と相まって，むらの和づくりにも成果

をあげている。

131 勤労者学習会により，他産業従事の後継者層に，農業への理解とむら

づくりへの積極的な姿勢がみられるようになっており，将来の地域の担い手

として期待されている。

以上のように，農業生産の振興と生活の改善，和づくりが調和し，明るい

むらづくりが進められており，今後一胞の発展が期待される。
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集落が一体となって明るく豊かな村づくり

皆原集落区
(上回昭夫)

戦前までの皆['ii lj ， 1 p5jZ1句水 1[1

が40 a と容紛で，憐り村まで桑畑を

求めて出かけるほど主主しい泉旅であ

った。

終戦により大勢の活者が村 lζ帰り，

祭主主がこのままでは維持できないと

の危機感を強め，育壮年が4J心にな

って集落が一体となった総織筏溺jを

呼びかけ ， 30名からなる皆原研段!む]

志会(後lζ位協i首位研究会lζ発波)

を結成し，むらづくりの方向づけを

するため，鳥双大学教授， {也悶j の XfJ

E芸家を招き袋落のf災業診断を'支'け，

これをもとに数十四となく話し合い

を行い，梨を導入することとした。

土地のない人には肉店主会会員が主主主

Iζ話ーしを行い，梨[認ができるように

調裂し，昭和23年から 3 if.かけて 8

j]で20haの梨隠造成と， 2 kmの作業

道を終備し，第1J砲の村の五回在ぞっ

くった。

次lζ ， ~長溶有**を集落全員でrm殺

する ζ ととし，梨，架，悔の樹 E誕地

造成，杉主事の総{林を行った。この滋

から，共同問機，裂の共防袋J卦，水

ælζハウスいちどを導入すをなど，

-63 

すべて泉旅ぐるみでならづくり巡動

として取組んだことが特徴である。

lま場経織をi1おうど，(と当っては，水

!日 lζ 紋在するハウスぶどう 70 a をど

うするかで権利;誌のつよ訴の問題もか

らみ1.1/ 行したが，集落リ…ダーが説

得した結果，次の4JJj(員せをむらづく

りの柱とする ζ とで合意{む迭した。

凶]ち，共同減少による婦人の家と広

場のJill設，日誌送付設歩道の設， '1:�;T; 

改卒業の促進， ぶどう，り/レと4

8.5 haの終段i樹 [)l~t告の巡成であった

が，行政，/1ミ協の後JJ)J Iとより ー殺に災

:I}，\できお災ともに皆目立銘文4の tl~終

ができ上った。-)j ， ~;il人の議広場

を中心lζ 自治会，老人会，的人税5f6ifVJ

はもとより主総3[5活動，勤労汚壮

年の俊策論肢のfJlj1{ll などの学習会，

研修会， I段pJ，物 JJIJ工実認など，従業

終営と E芸家生活の一体的なむらづく

りに取総んでいるところであります

が， ζ のllt の 12Ht水産大臣賞のう乏災

を契機{こ ， M~ig.全員が-j.しとなって

より一民切るく泣かなむらづくりに

取組んで行きたいと忠います。



-農林水産大臣賞受賞

(佐型県杵島郡福富町大字福富)

関地区の概況

福富IßJ 北区 l土佐賀市の西洋]約 14km ，有明海 lζ出する福富町の北西部lζ位置

している 4 築滋の集合体である。 ~JIilI3:は総戸数87戸のうち 73戸が農家であ

り， しかも専業農家ネが4796 と村長めて高率な純農村地Ji;，である。

図- 1 1也氏の概要

(1) 係宮町北区位置凶
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(2) むらづくり関連施設の配設関

1 戸数の推移
(単位: p) 

法i 家 務(

ミ年
総戸数

昭和45年 8 1 1 1 8 9 

50 7 7 1 6 3 8 2 3 1 0 8 7 

55 7 5 2 1 3 6 1 8 1 0 8 5 

58 7 3 3 1 4 8 7 

当地区は何海成iψ積による自然様化と子拓によって造成された線高 1 m程

度の純平坦地で，耕地のほとんどが水印であり， 71<.稲とたまねさを基幹作目

とする農業生産が展開されている。
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表-2 耕地面積等の推移
(単位: ha) 

認十 1也 総土地
そのイ也 面 積

回 手ま通焔

H召有1145長f' 8.0 9 6.8 1.2 6.3 1 04.3 

50 7.9 9 6.8. 1.1 6.4 104.3 

55 97.8 9 6. 7 1.1 6. 5 1 04.3 

58 97.8 9 6. 7 1.1 6.5 104.3 
」

袋一 3 主要作回目IJ農業粗生産額の推移
(単位:百万円)

米 たまねぎ 畜 産 れんこん 施設園芸 その{也
農業粗
生産額計

昭和45年 5 9 3 7 2 2 1 9 4 141 

50 133 5 9 5 3 3 3 8 1 1 297 

55 1 1 4 1 8 1 5 6 47 1 2 7 417 

57 1 1 1 9 4 6 0 4 3 9 1 5 3 3 2 

むらづくりの内容

1 むらづ〈りの動機，経過

当地区は上述のような立地条例こから乙れまで幾多の干害あるいは洪水，高

潮 iζ見舞われてきたと ζ ろであり，乙れら災害iζ対する地区住民総出による

防災対策，災害復旧の実施がむらづくりの際点となっている。 ζ のように当

地区が災害の常習地で米の生産性も低かった ζ とから盟国を利用したれん乙

ん栽培が導入(大正 11年)されたが，重労働のため栽培面積の拡大には限度

があり，蒸幹作物とはなり得なかった。また，当地区は湿田地帯であったた

め裳作は「とうね農法(高数式農法) J を余儀なくされ，労働過重で土地利

用率も低かった。その後，土地改良事業の実施を契機にたまねさが導入され，

県内有数の陵地となったが，非農家の出現や生産性の向上，7.l<.æ利用再編対

66 



策への対応等地区の課題が複雑化してきたため， 1長務機能を生かした農業生

産の再編，生活環境の改令官?を関る必要が生じ，推進体制を務総して新たなむ

らづくりへの取組が始められた。

2. むらづぐりの推進体制

当地区のむらづくりの J11，進主体は， [友会である。区会は 45長誌にある 7 茶

議組合(集結自治組織)から構成され，各;1ミ議組合では組合単位の諸行事を

行っている。一方， [X全体 lζ係わる事析については区会でi絞り組んできたが，

複雑化してきた地区の説題κ対処するため， 55年 tζ農業改良普及所，農協等の

協力を得て区会内 lζ地区内組織の役員等からなる「むらづくり推進班 j を設

置した。その後， 57々に当推進班内 iζ 「生活環境務備部会 j と「営民生産部

会 j を設け，その総括ーを「

乙のほか，当j也区 lζ

組織と子供クラブ，

会 j で打う ζ ととした。

機械利用組合等の生産関係

関係組織があり，それぞれ棺瓦

lζ補完，協力しあってむらづくりの実践部隊として活動している。

3. むらづ〈りの内容

(1) 農業生産II!Îにおいては， 28年度から金村(当時は村制)一致して土地

改良事業を実施し，かんがい排水施設の4史的と民地の集f刻化(約705引によ

って水稲の.I;ji収を飛躍的に;増大させ， 40年度には梅宮村が*作日本ーとなり，

口
μ朝 した。

，乾m化によって裂作が答易となった ζ とから麦にかわる収益性の雨

い作物の導入についての検討が農協との述携のもとに進められ， 37年lζ 地元

にあったたまねさが作りやすいという ζ とで， ζ れが取り上げられる ζ とと

なった。当地院では当初]から共同育簡を実施して裁縫技術の改議と品質の向

上をほi るとともに梨年から農協による共同出荷を行った。その後，町内外の

農家 iζ呼びかけて栽培而績を拡大し， 41 f[ミ lζ野菜指定産地lζ指定された。 ζ

の間，共問脊簡について f [J l 折はあったが， 57年には地区内裁培面積の605ちが

共同有限によって11:付され，前の均質イヒと肥i台管 lÆの合理化が~)られている。

また，水田利用再編対策への段級では，当初排水条例:が悪く，転作作物で
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し

図-2 車旦 織 凶

むらづくり推進班

1 

-一一一 ー一 _J

ある大豆の収量が少なかった ζ とから話合いによって56年から大規模な団地

化転作を実施し，排水条件を整備して集約的な栽培管理を行い， 10アー jレ当

たり 300 kg台の収量を確保している。問時lζ大豆栽培は播種機，脱粒機等の
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共同利用によって生産性の向上が/;gj られている。なお，大R等への転作を円

滑に推進するために J:~.jj)J制度を設けている。

こうしたなかで，残されていた農家の自己完結窓識も変わり，

生かした農業経営を考えるようになって ， 57 iFIζ 「北臨地区民用地利用;規事Ê.!

を定め，ブロックローテーション方式による作付けの集同化 I fl~作業の

託，.:i.づくり等を地域ぐるみで推進している。

たまねぎの定横

たまねぎの収穫

(2) 生活商では，ぽスポーツ大会，水路清掃及び御供日等の伝統行事を実

施し，地区住民の連帯感の醸成とむらへの愛着を深めている。また，防火用

水を兼ねたプールの設鼠 (37年)と臨庫補幼による営農研修センターの建設

(58年 3 月)を行っている。当センターは，区内の会合，研修等 iζ活用され，
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地区住民の連帯意識を培う象徴となっている。

，子供会では学プ');増進のための反f~J学習会や子供のむらに対する愛着

心の養成と伝統芸能の継承を目的とした「子供浮立 J ，青年毘では営農研修

センターの清掃等，婦人会では老人クラブとの交流等，若妻会では料理講習

等を行っている。吏に，当地区では機能分化を図るために55年 lζ生活改善グ

ループ「乙ぶし会 J を結成し，開会では生活環境点検地区]の作成をはじめ，

たまねさ簡易処理施設の研究，健康診断，たまねさ収穫時の過京労働に係る

健康管理，交際費の節約等の幅広い活動を展開している。また，老人クラブ

では自らの健康保持のためにゲートボールを行うほか花づくり運動等を実施

している。

営農研修センター

子供浮立
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生活環境点検地図

を盟んで

健康診断

盤 むらづくりの成果と今後の展望

(1) 以前，当地区は目夜間地で喪flニは高歓づくりによる裁培が行われ，重

労働で土地の利用車も低かったが，水田の茶番霊務備によって水稲とたまねさ

を蕊幹作自とする後合経営の鯨立がなされた。

当地区は，地味 p::: ;m、まれ， 71<.稲の県内高位期 4又地域であり， 39年度から県

が推進した「新佐賀段階米づくり運動 J において高度近代化築聞に指定され，

農業機械の共同利用等により生産性の向上を悶り， 43ij二ーに知事表彰を受けて

し、る。

，たまねさについては当地区を核として燥内全域に広がり，佐賀県が

北海道，兵庫県に次ぐたまねさの大産地となり，水団地議における滋幹作物

n
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として定者した。また，当地区ではたまねさの生産性向上に対して意欲的で

あり，裁j者試験 tf持|場の設践による栽培技術の向上，担付機(定粉:時の溝付け)

の開発による労力終減， 17](稲十はくさい+たまねさ j の年 3 作の確立等に

より県内のたまねさ主主派において指導的な役割を果たしている。

(2) 乙うした農業主主政治i における発展と相まって生活面においては，区ス

ポ…ツ大会，水路清掃さ奈の各積行事の実施を通じて世代を超えた地底住民の

え感の醸成とむらへの愛者が深められた。特iζ ，子供クラブでの夏期学習

会や浮立は，子供の i時からの ζ れら意識のかん養lζ役立っている。

また，老朽化してその機能を十分果たせなくなった集会所にかわって婦人

の意見を取り入れた営農研修センターが建設されるとともに，巡動広場の設

i設や区内道の拡編が検討されるなど「自らの予づくりによるむらづくり J と

しての地区住民の意識が高揚した。

なかでも， 1ζ ぶし会 j では ~IJ IC はたらきかけて57年 lζ 「徳富町健康づく

り大会 j を開依するに至り，その活動の範囲を拡げている。なお，住みよい

むらの建設に対して子供からみた窓晃も出されるようになり，地域ぐるみの

むらづくりへと発展している。

(3) これまでの水害対策によって培われた連帯感と団結カと原動力とし，

自治組織と機能別集団の迷携，相互補完によって高所得の農業経営が確

立され，当初]が10アール当たり生産農業所得の市町村別JI員位において九州第

l{立 (56年)となった乙とは大きな成果である。 ζ うした ζ とから専業農家

数が増加しは恒三 11 戸， 55年21 戸) ，更に，最近では当地区に有明干拓福富

工区の増反配分 07戸， 1 戸当たり平均70アール)がなされるようになった

とともあって一層その数を増している (58年 6 月 34戸)。同時に農業後継者

も数多く確保されており，その間で「北栄会 J が組織され，地域農業の振興

i乙寄与している。

ζ のようななかで福富町北区は， 58年度から県の提唱で実施している「佐

賀農業産地づくり運動 j において「人づくり，ものづくり，むらづくり J の

三拍子そろった優良事例として成り上げられている。
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きたく

かなむら「喜多久j を目指して

佐賀県杵島郡福富町北区
(区長久原藤七)

たまねぎ，れん ζ んの.[lJ福fiìIUJ J 

は，有明海にそそぐ六角川の下ì'fíêfζ

位 U~l~するニi二主ø也です。際高 1 m殺度

の低地であるため，洪水， 223湖，干

ばつ空宇乙れまで数多くのお然災努を

受けてきました。

私たちの北rt: は. IUSの北 lζ佼 ìì:j~ し，

大疋 5 ft'.(ζ下区から分持It してできま

した。北区の名には. r手~~びが多く

久しくあるように(多多久) J とい

う自然の猛威lζ打ち勝つ力強い粘り

と結束を育んできた区民の熱い隙い

が込められております。

私たちは， 351かなむら「が多久j

の建設を凶指して，段3往生産の安定

l向上と生活環燐の終的を.fí ってきま

した。しかし，限度なj災業':l::i2î'c や!.k

m 手IJm潟縦対策への対応，あるいは

都会的風潮の進展によるむらの機能

の低下など，ほの it!lH泊が単におし合

うだけでは解決できなくなってきま

した。

このような中で，集落ワーターか

ら fなんとかせにやし、かん(なんと

かしなければいけない) 0 J という

声がtf'，され，農業改良普及所の指導

を受けて，集務')ーダーからなる「む

73 

らづくりJií巡足りを ~~ii成しました。

批進攻では，生活環境の改:i~:+ゃ?え~g!J 

伎践について (1/門的 lこ係究し，課題

解決を行っております。

しかしながら，総論賛成弁論反対

という怒織があり，なかなか解決で

きない問題もありました。このとき

区民のお1そ維持したのが， 1: !::h5l次符

クループ fこぶし会」の {Jí!}人の )J で

した。

さらに，夜、たちは. rむらづくれ

は二子供から J という開念のもとで，

北区の将米を士uう子供の健全育成 iζ

)J を入れております。If.休みの~j!: 1討

会や子供のむらにjりするさ芝お心と伝

統芸能の総攻を閉約とした子供浮.11.

もその一つです。

今江ì] の受1'1:そ契l幾 lζ. j ヒ i沃が， さ

らには地域全体がますます発燥する

よう，関係機関の協力を?むながら，

むらづくりの総そ広げ. [>(.[(_..jしと

なってなお~fI'ii努力していきたいと

思います。



実聾杯畏賞者@内閣総理大隈噴

受賞者の封まみ母語
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天裏杯受費者…・……・……………・………………………………… 75
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内閣総理大臣賞受賞者………………………………………………・ 80

(熊磯市新しいむらづくり推進員会議 相 馬 貞一郎)
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自然を生かしたむらづくり

山形県小田町東部地区振興協議会

高橋祐治

ただいまど紹介をいただきました，山形県小国町東部地区振興協議会の高

橋でございます。このたび私どもの地区が，はからずも豊かなむらづくり部門

で天皇杯の栄誉に浴し，ここに業績の発表をさせていただきますζ とは身に

余る光栄と存じます。 i自国より失礼ではございますが， ~，県を初め，関係

機関の皆綴lζ心からj平く jí!1l礼申し上げます。

私どもの地区は山形県の南西端で，新潟県，億島県との!ゑ壌にあり，飯豊

連峰，朝沼連峰の狭間にあります。小出向の中心部より 18キロの地点lζ位置

し，面積約 l 万ヘクタールの山村でございます。その9296は山林であり，周

囲は 111で，飯豊 ILIKðJJlを発する横)11 沿いに点在する七つの集溶から構成され

ております。気象条件は，典型的な袋お本型で，日照時間が少なく，年開の降

水量も 3， 000 回目を超し， 11 月なかばに

にも及び，最大積雪量は 5 m'乙も透する

が降ります。根雪期臨は 170 日

あり，地域住民の生践活動

や日常活動には大きな fjjlJ約を受けております。

このような厳しい環境の中にあって，昭和42年 8 月の築中'豪雨，いわゆる

羽越水害で，家屋は主任され， 7.K [刊は潔没し，道路，通信施設は寸断され，孤

立状態となりました。ただちに復旧に取りかかりましたが，その復旧は思う

に任せず，奥地では離村する者も tt\ てまいりました。これに追い打ちをかけ

るように，地区の中心部から 9 11m奥にある沌築務36戸が，昭和45年11 月ノ~

全戸移転をして行きました。また，ヨ若年は大石沢集落の一宮f)12戸も移転する

ζ とになりました。 ζ のことは近隣集終に非常'な不安感を与え， 1Mk'こ浮き

足立ち，乙のままでは地区の崩壊になりかねないという危機感に陥り，地区
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全体の課題として取り組まなければならないという意識を持つようになって

まいりました。

ζ の問題 l乙端を発し，部落代表者をはじめ，青年，婦人などの地区住民が

一体となって，懇条件をみずからの創意工夫によって克服し，自然を生かし

た豊かなむらづくりを進めることとし，諜題解決 l乙向かう合意形成ができま

した。 ζ の乙とを維持するためには，核となるべき施設の必要性を感じ，町

Iζ対し，集会機能を持つセンターの建設を要望してまいりました。ょうやく

念願かなって，昭和49年度山村振興事業で，議幹集落センターが完成いたし

ました。しかも ζ の施設には 農産加工室 民芸品伝習室，料理研修室等も

設置していただきました。センターの運営は地区住民の自主的な渓堂を国る

乙ととし，集落の代表者及び各組織，グループの代表者を委員として，基幹

集落センタ一巡営協議会をつくり 施設の管理，運営，並びに事業の推進を

国る ζ ととなりました。だが，地医の自主的運営の趣旨からして名称がそぐ

わないので，東部地区振興協議会と改め，現在lζ至っております。

なお，乙の振興協議会の組織としては，地区内の各役職及び組織，グルー

プがすべて包含されており，その代表者の中から会長，副会長が互選され，

他の組織，クツレープは，総務部，社会教育部，営農部の 3 部門 l乙所属し，そ

れぞれ迷携をとりながら活動しております。また，年度当初Hζ ない事業につ

いては，そのつど実行委員会をつくり実施することとし，定着する事業につ

いては，次年度より計画 lζ組み入れ，運営することとしております。

では，私たちが進めてまいりましたむらづくりについて申し上げたいと思

います。当地区の耕地邸宅fi は 150 haで，総農家戸数は 108 戸ですが， 68%は

2 種兼業農家でございます。また，総人口は，40年には 1 ， 100人でしたが，過疎

化の進行により， 50年には 687 人と減少しました。現在は 696 人とわずかな

がら増加に転じてまいりました。rJj村 l乙生きなければならない地区民は生活

の基盤は農業にある ζ とを見直し， 44年小国町で最初の茶盤整備事業を導入

し， 50年までに地区の9096の水田の整備を完了いたしました。米の反収を見

ても，県下で最も厳しい条件下にありながら，町平均よりは 101ぢも上思る収
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入を上げております。米の品震についても l 等米品質が本年は90~ちになるも

のと思われます。 ζ のように盆，質ともに成巣をおさめる乙とができたのも，

品種選定や，栽培技術の研究を京ねた結栄であり，また，病害虫の防!徐lζ は，

小llil HIJ で初めてヘリコプターによる空中散布ぞ導入し， I約!玲の徹底を WJ した

結果であると患います。

また，高校卒業の祐二年が都会の企業lζ就職してみましたが，むしろふるさ

とに夢があると U ターンし，集団移転した跡地の荒廃した民地を独力で耕地

に再生し，大型経営を実現し，その成果をおさめております。

肉用牛については，兼業化が進行するに伴L、減少しましたが，和牛改良総

合の計闘交配や， L町単独の優良牛導入卒業等lζ取り組んだ結来， 56年には，.再

び増加に転じております。さらに向年lζ は売れ、器産農家が中心となり，自給

飼料用機械利用組合を結成し，大型機械利用によってコストダウンを関り，

稲聞と畑から良質な粗飼料を生践して， ~i~料続税の多頭化を進め，稲作プラ

ス肉用牛の後合経営の定器 lζ 努力しております。また，林地の集約的利用と

して，地区の代表的山菜であるワラビを栽培すべく， iJ~村振興事業を導入し，

ワラど|滋 5 カ所75加を造成し， 54年より「観光ワラビ矧J を開設し，現在は

年間 6， 000 人にのぼる観光客を受け入れ1'á:讃を得ておりますが，申し込みに

応じ切れない状況であります。今後さらに出積の拡大をはかり，市裂に応ず

べく準備中であります。さらにまた，民芸品の伝留ですが，地区では 111 ~ζ 自

生しているマタタビやアケビづるなどを利用し，時代の変化に伴い衰退して

いく手作りのよさを見法し，老人クラブによる後継者づくりに努め，生産の

拡大を図っております。

地域活動として活躍している若者グループですが，このは農業の J1]. い

手であるとともに，地域の担い手でもあります。 rサークル土」は49年発足

以来，学校を卒業すると会員となり，むらづくりの青年活動後版関しており

ます。若い農業後継者が中心となって和牛研究会を結成し，置Jl弘地域高原基

地建設構悠の推進役となっております。出家の活安グループである「わらび

会」は 51年に結成され，生活改善などに収り組んでおります。特にこのグノレ
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プは，食生活についても料理研究はもとより，健康管理についての関心を持

ち，食事日記等で毎自の実態を見ながら，不足しがちな緑黄野菜の確保を進

めております。また，減塩運動についても，センターの加工施設を利用して，

自家用みそづくりや，山菜の 2 次加工などを実施し，保存食やおみやげなど

に役立てております。

厳しさゆえに，ともすると閉鎖的になりがちな地区を，開かれた，明るい

方向に持っていくためには 往みよい環境づくりが最も大切だと思います。

中でも地域最大の課題である冬期交通確保のため， 45年lζ道路改良促進期成

同盟会を結成し，関係機関に要望を続けた結果，道路整備も進み， 52年にそ

の悲願が実現いたしました。

地域住民の心のふれあいとして， 10月の最終日礎自には地区を挙げた「ふ

るさと祭」を行っております。老若男女全員参加を目指し，次のような行事

を行いました。ヘリコプターで空からわがふるさとを見直そうを初め，子供

餅っき大会，老人クラブのゲートボーノレ大会，菊花展，青年部のソフトボー

ノレ大会，地域生産肉用牛の試食会 また全員参加のカラオケ大会などのほか，

子供たちの地区の将来の夢を描いた図画，作文の募集，むらづくりについて

の体験発表会，写真展等を行い，心の結びつきを強調してきました。また，

6 月の第 1 日媛日 lζ は，地区側の人を対象にして山菜祭を実施し，山菜汁の

接待や，記念品を贈ったり，地元山菜やつる細工の直売なども行い，地区但IJ

の人との交流にも努めております。郷土を見霞す;意味で， I日街道，黒沢峠の

敷石j草の発掘整備をし，歴史の道としてよみがえらせました。

以上は私どもが進めてまいったむらづくりですが，その成栄としては，ま

ず第 1 ~乙東部地区は，自然条件，交通条件，生産基盤のいずれを見ても，人

聞が定着するには，余りにも厳しい環境の中でむらづくりが展開されてきまし

たが，住民のJl皇帝意識の高揚により，地域共通の課題である過疎から脱却し，

若者の定住が進み，地域の人口もほぼ定着し，特に幼児，児!tî数の治加が顕

著に現れてまいりました。若い担い手たちの活動により生産性の向上が図

られるとともに，エネルギッシュなクツレープ活動は，組織聞の協力体制を評

。
。
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価し，事業の促進を容易ならしめる結果となりました。

今後の課題といたしましては，空からわが郷土を見で感じたことをもとと

し，住民創意による土地利用マップを作成し，農用地の利用はもとより，山

林の利用，河川の利用，雪の利用も含めて，地域の振興を ~I ってまいりたい

と思います。特iζ 乙れからは子供ーたちの芸評や，若い担い手の活力を大切にし

ながら，笠かなむらづくりを推進したいと思います。

今後なお一筋の努力をし，自然と調和した活力あるむらづくりに専念し，

ζ のたびの栄誉iζ恥じないよいがんばる所存でどざいますので，各関係機関

のど指導とど後援を心からお願い申し上げ，荘、の業績発表にかえさせていた

だきます。
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相互理解と自主的活動をモットーに

栃木県黒磯市新しいむらづくり推進員会議

相馬貞一郎

ζのたび，はからずも「黒磯市新しいむらづくり推進員会議J が内閣総理

大臣賞を受賞でき，その代表として皆様の前で業績の発表ができますことは，

身に余る光栄であります。乙 ζlζ ，国， !県，黒機市をはじめ，関係機関の皆

様 lζ厚く御礼申し上げます。

さて，私たちが住む諜磯市は，栃木県の最北部那須山のふもとにある人口

約 48， 000 人，農家戸数約 2， 300戸，耕地面積約 5. 500 ヘクタールからなる平

地農村であります。

本市の農業は，もともと農業用水 lζ恵、まれず，気象条件や土壌条件も悪い，

きびしい自然環境にあったため，昔は生産性の低い畑単作地帯でありました。

しかし，戦後，南部を中心lζ開問が行われ，北部は開拓者によって平地林の関

こんが進んだ結果，今では農家の平地耕作面積は， !県下第一位の 2. 6 ヘクタ

ーノレとなり，稲作と酪農を惹幹作物とした立派な農業地帯になっています。

なお，地域を大きく分けますと，黒磯，鍋掛，東那須野，高林の 4 つに分か

れ，地域によってかなり条件が違います。

それでは，まず私たちが進めている豊かなむらづくりのための組織と運営

のやり方を説明します。私たち黒磯市のむらづくりは，市街地を除く 106 の

農業集落の各代表者全員で構成されている「議磯市新しいむらづくり推進員

会議」が中心となって進めています。乙の組織の下には田市町村毎にある 4

つの地域推進員会議と更にその下lζ106 の集落会があります。

集落会では，農業生産のための活動や集落の行事，生活環境問題など各集

溶でかかえている問題について話し合いがされ，集落内の意向をとりまとめ，
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集落内で解決できる問題は集落内で実行lζ移しています。しかし，ほかの集

落にも関係する問題や，ほかの築務と一絡にやった方が良い活動については，

地区推進員会議に持ち上げて集落問で相談し，調整がついたものは， 1 ヶ月

おきに開いている「新しいむらづくり推進員会議J でむらづくり全体の計廊

や全体としての;志向を最終的にきめ，その結果を集落Iζ持ち帰って皆に話し

て納得してもらい，むらぐるみで活動しています。しかし， r新しいむらづ

くり推進員会議J で検討した内容のうち，私たちだけでは解決できない問題

や，事業をやってもらう必要がある場合には，市や農協，普及所などにも要

望したり，協力をお願いしています。

私たちがζ のようなむらづくり活動を始めるようになった大きは動機は，

農業生産の面でも，生活の面でも，個人のカや集落だけの力では解決できな

い問題がたくさん出てきたからであります。

たとえば，米の減反問題や牛乳の計原生産にみられるように，農産物の過

剰傾向や農産物の価絡が上らないため，百姓は農業の将来にみんな強い不安

をもち悩んでいました。また，都ilj化や工場の進出が進むなかで，農村の様子

も大きくかわり， 40年代以降私たちのと ζ ろでも燦外収入を求めて，出稼ぎ

が増えてきました。とくに不便な所では，過疎化が進み，市街地の近くでは

混{主化が進んできました。

こうした移り変りの中で，用水路の管理や集浴;の常会，お祭りなど普からやっ

てきた村の行事もできなくなり，集務内の仲間意識もうすれてきました。

このような中で，古老や心ある人たちは，むらの将米について「一体，私

たちのむらと農業はこれでよいだろうか，古くから伝えられきた伝統や文化

をたやしていってよいのだろうかj と心配していました。

ζ のような問題が各集務の集まりのなかでも大きな問題にたE り，各地域の

代表者が中心となって非農家も含めて 郷土の再建をしようという気速が高

まってきました。そしてかなり好余rllJ折はありましたが，みんなで相談した

よで，市役所，農協などにも協力をお蹴いすることになりました。その結果，

市の御努力によって昭和53年度から，県単独卒業である「新しいむらづくり
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事業j が導入され， ζれを機会iζ ， 4町村が合併した昭和30年当時につくられ

た行政上の連絡を主体とした「黒磯市農村建設推進員会j を発展的に解消し，

「新しいむらづくり推進員会議j という組織を作り，集落の話し合いに基礎

をおいた地域全体としての自主的なむらづくりへの取り組みがはじまりまし

7こ。

新しい取り組みに当っては，農家から時間や経費のムダをはぶくため，た

くさんあるいろいろな組織を一本化してほしいという要望を取り上げ，ムリ，

ムラ，ム夕、、を省くことを合言葉IC ，行政上の連絡，組織を除き，組織の一本化

に努めてきました。しかし，組織を一本化するまでには，各集落でいろいろ

の問題がでできました。例えばある集落では，役員を何人もの人達がやりた

いため，一本化について反対の芦もありました。また，いくつもの組織をまと

めることにより，役についた人が大変なため，役員をやる人がいない集落が

でてきたり，当番制で役員を決めるとか，非農家の多い集落などは，おれた

ちには関係ない話だ，などと云われた ζ ともありました。

乙のようにして 106築港の推進員がまとまるまでには，だいぶ時間がかか

り苦労もしました。

さらに 106築溶のまとまりができたあとでも，最初の頃の会議では大変苦

労しました。地区内や集溶間で，夫々の地域の条件や要望が違うために意見が

まとまらなかったり，また，人集めにも時間を守らない人が多いために，夜もね

むれない時もありました。そうこうしているうちに， 4つの地区毎に地区推進会

議を設け，それぞれ代表者をおく ζ とで全体の運営が楽に行えるようになり

ました。もちろん，今では新しいむらづくり推進員会議を行う前に，必ず会議で

取り上げる議題内容について，地区代表の 4 人でめんみつな打合せを行ない，

会議がうまくいくように神経をつかっています。私は推進員の中では，最年

長という乙とで，すでに 6 年程代表者としてつとめていますが，まだまだ未

熟のために，今でもときどきは，市役所や農協の指導をあおいでいます。 ζ

のようにして，今では農家，非農家の区別なく生産，生活両国にわたる全て

の問題を築落会の場を通じて取り上げ，検討し実行する体制j ができてきまし

-82-



7こ。

ζ のようにして行っているむらづくりの成果は，何といっても新しいむら

づくりを自分違で進めているという自党がでてきたことと，各袋詰年やいろい

ろな差益栄や生活のグノレープの活動が活発になってきたことです。

成果の一端を紹介しますと，まず農業生後の仮では，地域や集落の条件を生

かして，適地適性の考えをもとにしてすすめていますが，たとえばili栴郊の

水田地域にある下中野築港では，比較的経常規模が大きく， tf は7.k稲ノト経

営が多く，昭和50年どろには，建設，土木事業へ出稼ぎの多いrJTでした。し

かし，米の生産調整によって，年どとに転作面積が増加してきたため，

の推進委員が中心となって話し合い安何回も行った結果，これを契機にして

農外所得依存からぬけ出そうという ζ とになり，変，大豆絞i白の間J由化計匝iー

をたてました。なかでも移植大豆では両い収益を!こげ，大豆共励会において

は，全国第二位となり，年々作付Jill核も増えています。また， JJII工トマト，

ニラ，予言ー首大絞などの露地野楽もたくさん1'1: られるようになり，各民家の経

営も7.1<稲専業から，麦，大豆や野菜もとり入れた後合経営になり，院議所得は

大 HJiζ増えました。また，北部にある 法では「人づくり」ドドづくり j

「二tづくり J を三本の柱として，稲作農家の転作間 30 ヘクタールを不Ij f隠し，

サイレージの周年給与を図るとともに，牛若手検定による乳質の改持，糞尿の

こと壊還元による土づくりを進めてきました。この結采，乳質臼

営日本一の農家が出るようになるなど，地域複合による大型酪民団地が生ま

れています。

なお，乙れらの地域では自主的なボランティア活動として，フィリピンか

ら毎年 10名の酪態研修生を 1 年間にわたって受け入れ，フィリピンの

入にも協力しています。

さらに全市安対象とした箆業機械銀行活動卒業に築潟の縫進員が協力し，

57年度lζは，のべ 1 ， 000ヘクターノレの農作業の受委託が行われ，険械のiÆl*U投

資の防止が図られました。

次に生活閣においては，推進員会議と各地域にある生活改善クラブがけ l心
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となり，各農家が 5 アールの野菜畑をつくり， 5 羽の鶏を飼い， 5 種類の果

樹を繍えて年間約50万円の家計支出を節約するという r5 ・ 5 ・ 5 運動 J を

実施しています。また，地域農産物の缶詰加工，漬物加工や郷土料理の普及

も行われ，五|ニ農家も含めた食生活の改善，食品の自給自足運動を進めており

ます。さらに，農業者や婦人会などいろいろな団体の協力も得て， r花いっ

ぱい運動 J r集落美化運動 J r市民農園 J r市民運動会 J r高令者による創

作活動 J r普からの伝承行事J など，老いも若きも参加して活発に活動が行

われ，主主近では，共同意識とむらのもつ機能が帯びよみがえってきたように思

います。

乙のように私たちのむらづくりは，みんなで話し合い，誰もがその気にな

ればなんでも出来るという自信を年々深めてきております。

今後も集結毎の話し合いをもとに，地域全体の団結力を一局強め，相互理

解と自主的活動をモットーにして，このたびのむらづくり受賞を契機に，な

おー庖s努力する決意であります。

今後，関係者からの一層の御指導をお願いし， r黒磯市新しいむらづくり推進

員会議J の 106人の推進員を代表しての業績発表を終ります。
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